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北遺跡・栗山窯跡 正誤

・例言 4.
(誤 )・ …木橋弘美…。    (正 )・ …本橋弘美…。         _

。例言 6.

(誤)。 中萩谷 悟…。    (正 )・ …萩野谷 悟…・

・例言 9.調 査組織 栗山窯跡

(誤)中澤達也 〃 主事   (正 )中澤達也 教育委員会文化課主事
。例言 調査作業員

(誤)(栗原窯跡)      (正 )(栗山窯跡)  .
・P4 第 2図について別添の「周辺の遺跡位置図」に貼り替える。

・P5 30行目

(誤)・ 中当初の東城寺寺院跡 (h21)。 … (正)…・当初の東城寺寺院跡 (h24)
・P5 32行日

(誤)・ …甲山城跡が知られている。 (正)。 ―甲山城跡 (配14)が知 られている。
・P146 第 120図h5の底面朱書図なし

P100 第 83図粘土採掘坑m5須恵器実測図底面を参照

・P144 第 ■9図覆土セクション中の記号

(誤)P          (正 )s
・P226 第 21図中の資料 3の縦軸凡例

個数/2× 2 cm

o P167遺物観察表中のh61の時期

(誤)前期後半       (正 )早期 田戸下層式



根鹿北遺跡航空写真

瓦  塔



栗山窯跡遺物出土状況

栗山窯跡出土遺物 (蓋 )



土浦市は霞ケ浦や桜川の水に恵まれ、太古から人々が生活するのに適 したところで

ありました。そのため市内には貝塚、古墳、集落跡など数多くの遺跡が存在 しており

ます。これらの遺跡は当時の様子を知る手掛かりとなることはもちろんのこと、現代

の私達が豊かに生活することのできる先人の業績でもあります。

このような貴重な文化遺産を保護 し、後世に伝えることは私達の大切な任務であり、

郷土の発展のためにも重要なことと思われます。

このたびの調査は、市営今泉霊園拡張工事事業に伴い、周知の遺跡である根鹿北遺

跡・栗山窯跡の発掘調査による記録保存を目的として行われたものであります。

遺跡内からは、弥生時代から平安時代にかけての集落跡が確認され、特に弥生時代

の集落と平安時代の仏教に関わる掘建柱建物跡群は貴重な調査事例といえます。

この調査によって、土浦北部の今泉地区における古代文化の究明にいささかなりと

も役立てていただければ幸甚であります。

最後になりましたが、調査から報告書の発刊にあたり、土浦市や土浦市土地開発公

社をはじめ、関係者の皆様方のご協力とご支援に対 し、心から厚 く御礼申し上げます。

平成 9年 3月

土 浦 市 教 育 委 員 会

教 育 長  尾 見 彰 一



ロ

1.本書は土浦市遺跡調査会が実施した土浦市大字今泉■92-1番地に所在する根鹿北遺跡と11801番地に所在する栗山窯跡

の発掘調査報告書である。

2.調査は事業者である土浦市の行なう土浦市営今泉霊園拡張工事に伴う事前調査として実施したものである。

3.発掘調査は根鹿北追跡が平成 7年 5月 10日 から■月7日 まで、栗山窯跡が平成 8年 4月 28日 から5月 10日 まで実施した。

出土品の整理作業及び報告書の作成は各遺跡の調査終了後平成 9年 3月 末日まで行なった。

4.根鹿北遺跡の発掘調査は関□ 満・本橋弘美が担当し、遺物の整理及び報告書の作成は関口 満 。福田礼子・木橋弘美

が担当した。(低湿地部分の試掘調査については塩谷 修が担当した。)

栗山窯跡の発掘調査は関口 満・吉沢 悟 。日高 慎が担当し、遺物の整理及び報告書の作成は苦沢 悟 (筑波大学歴史・

人類学系)。 日高 慎 (筑波大学大学院)が担当した。全体の総括及び報告書の編集は関口が行なった。

報告書の原稿執筆分担は

第 3章第 3節 旧石器時代の遺物については渡辺丈彦 (慶応義塾大学大学院)。

第 3章第 3節 瓦塔・瓦堂 第 4節 考察 1 池田敏宏 (働栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター)。

第 3章第 4節 考察 2 第11号土坑の珪藻分析については株式会社古環境研究所。

第 3章第 4節 低湿地遺跡部分の調査については総パレオ・ラボの分析資料をもとに関口・塩谷が作成した。

第 4章第 2節 遺構は日高 慎が担当した。

第 4章第 3節 遺物・第 4章第 4節 考察は吉沢 悟が担当した。

付編「栗山窯出上の須恵器の胎上について」は、吉沢 悟が担当した。

この他の文章については関口が担当し、福田が補佐した。

5,出土資料などの分析

・低湿地における調査指導として東京都立大学助教授 山田昌久氏にご指導・ ご教示頂いた。

・低湿地試掘時の科学分析資料として以下の項目を株式会社パレオ・ ラボに委託した。

1.「土浦市今泉霊園周辺の縄文時代以降の植物変遷史」吉川昌伸

2.「今泉霊園試掘調査地点より産出した大型植物化石」吉川純子

3.「今泉霊園のプラントオパール」 鈴木 茂

4.「今泉霊園試掘調査地点の放射性炭素年代測定結果」学習院大学放射性炭素測定室 木越邦彦。

・ 旧石器時代の遺物実測及び遺物の原稿は慶応義塾大学大学院 渡辺丈彦氏にご協力頂いた。

・墨書土器の赤外線写真はllll茨城県教育財団・川井正一氏にご協力頂いた。

・墨書土器の判読については国立歴史民俗博物館教授 平川 南氏にご指導・ ご教示頂いた。

・瓦塔・瓦堂の整理と考察についてはlVll栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター 池田敏宏氏にご協力頂いた。

・根鹿北遺跡出土第11号土坑の珪藻分析についてはい古環境研究所に依頼した。

・栗山窯跡出土須恵器の胎土中に含まれる雲母については筑波大学地球科学系 久田公一氏にご指導・ご教示頂いた。

6.発掘調査及び出土品の整理に関わり、次の諸氏又は諸機関のご協力 。ご教示を賜った。記 して誠意を表 したい。 (50音

順 敬称略)

赤井博之、浅井哲也、石橋 充、茨城県教育委員会、茨城県県南教育事務所、海老沢稔、岡本武雄、川井正一、瓦吹

堅、駒沢悦郎、いパレオ・ ラボ、い古環境研究所、黒澤彰哉、金平昌子、側茨城県教育財団、酒井清治、佐々木義則、笹

生 衛、鈴木素行、古代生産史研究会、高橋照彦、日形孝一、筑波大学、土浦市、土浦市土地開発公社、中山 晋、成島

一也、lMl栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター、萩谷 悟、自田正子、土生朗治、平川 南、桃崎祐輔、山田昌久

遺構写真は現地調査担当者が撮影し、遺物写真は関口が担当した。

本報告書に関わる出土品及び記録図画・写真などは一括して上高津員塚ふるさと歴史の広場に保管してある。

調査組織
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田 直 之 文化財保護審議会会長

木 不可次 土浦市教育委員会教育長
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之 文化財保護審議会会長

一 土浦市教育委員会教育長

博  〃 文化財保護審議会委員



〃  廣 田 宣 治

〃  内海 崎保生

″  雨 谷  宏

〃  野 口 幹 雄

″  金 塚 文 雄

〃  大 塚 重 治

監  事 矢 口  寛

〃  飯 田 章 二

幹 事 長 宮 本  昭

幹  事 矢 口 俊 則

〃  小 貫 俊 男

〃  塩 谷  修

〃  石 川  功

″  黒 澤 春 彦

〃  中 澤 達 也

〃  関 口  満

〃  橋 場 君 男

〃  宮 本 礼 子

調 査 員 本 橋 弘 美

〃  富 田  徹

調査補助員 後 藤 理 加

〃  赤 坂  亨

〃  高 橋 有 美

″ 参事兼企画課長

〃 土地区画整理課長

〃 都市計画課参事兼建築指導課長

〃 都市計画課長

″ 耕地課長

〃 土木課長

土浦市教育委員会教育次長

〃 監査事務局長

土浦市教育委員会文化課長

〃 課長補佐

″ 主査兼文化財係長

〃    主幹

〃    主幹

〃    主事

〃    主事

〃    主事

〃    主事補

〃    主事補

〃  文化課臨時職員

筑波大学大学院

″ 学生

〃  廣 田 宣 治

〃  内海 崎保生

〃  坂 入  勇

〃  野 口 幹 雄

〃  金 塚 文 雄

″  大 塚 重 治

監  事 飯 田 章 二

〃  小 野 政 夫

幹 事 長 宮 本  昭

幹  事 矢 口 俊 則

〃  小 貫 俊 男

〃  塩 谷  修

〃  石 川  功

〃  黒 澤 春 彦

〃  中 澤 達 也

〃  関 口  満

″  橋 場 君 男

〃  宮 本 礼 子

調 査 員 吉 沢  悟

〃  日 高  慎

″  富 田  徹

調査補助員 木 山 克 彦

〃  江 田 真 毅

″  一 戸 一 史

〃 参事兼企画課長

〃 土地区画整理課長

″ 都市計画課参事兼建築指導課長

〃 都市計画課長

〃 耕地課長

″ 土木課長

土浦市教育委員会教育次長

〃 監査事務局長

土浦市教育委員会文化課長

上高津貝塚ふるさと歴史の広場副館長

土浦市教育委員会主査兼文化財係長

上高津員塚ふるさと歴史の広場主幹

〃   主幹

〃   主事

〃   主事

〃   主事

〃   主事

〃   主事

筑波大学歴史 。人類学系

〃 大学院

〃 学生

調査作業員

(根鹿北遺跡)

赤根茂也、安達浩二、阿部英雄、飯田志満子、飯村綾子、石川さおり、石毛 勇、石浜敏子、伊藤敏子、岩瀬初代、岩

田敦子、浦野博之、lll城寺守次、大塚源兵衛、大坪美知子、岡田次男、岡本武雄、小野 豊、鏡原美和子、加藤博司、神

野英子、川中四郎、川原井昭彦、木村時政、久保田ゆみこ、小暮美紀、小柳道雄、近藤 綾、酒井久子、佐藤隆郎、柴 ヒ

サ子、鈴木きぬ、鈴木玲子、田上源吾、田上よし、田村尚子、富島栄子、富島利次、中泉義明、松浦正美、宮本義雄、谷

貝きぬ、矢ロヨン子、安田昭二、安田トミエ、梁田淑子

(栗原窯跡)

赤根茂也、安達浩二、加藤博司、小柳道雄

整理作業

(根鹿北遺跡)

関口 満 (土浦市教育委員会)

調査員 本橋弘美 (～平成 8年 2月 )、 福田礼子、黒田友紀、鶴町明子 (以上土浦市遺跡調査会調査員)、 富田 徹

(筑波大学大学院)、 渡辺丈彦 (慶応義塾大学大学院)

調査指導 池田敏宏 側栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター

整理作業員

天谷嘆子、新井栄子、飯村洋子、石浜敏子、石山春美、岡本君子、大坪美知子、鏡原美和子、川田光子、小松崎廣子、

富田シズエ、長嶺道子、浜田久美子、松浦工美、松川さち子、梁田淑子

(栗山窯跡)

調査員 吉沢 悟 (筑波大学歴史 。人類学系)、 日高 慎 (筑波大学大学院)

調査指導 川井正一 働茨城県教育財団



例

根鹿北遺跡
1.根鹿北遺跡の地区設定は、日本平面直角座標第Ⅸ系を原点として、X=15,863m Y=31,970mの 交点を基準点とした。

調査区は、この基準点を基に遺跡範囲内を20m四方の大調査区 (グ リッド)1こ 分割し、さらにこの調査区を東西及び南

北に各々 5等分し、 4m四方の小調査区 (グ リッド)を設定した。

調査においては4m四方の小調査区 (グ リッド)を基本として使用し、大調査区には特別に名称を与えていない。調査

区の名称はアルファベットと算用数字を用い、北から南へ 1, 2, 3… とし、西から東へA,B,C。中とし、A-1区、B―

2区のように呼称した。

2.遺構・土層に使用した記号は次のとおりである。

遺構 竪穴住居跡……SI  土坑…SK  溝……SD  不明遺構…SX  掘立柱建物跡……SB  古墳……TM

弥生時代竪穴住居跡内 Pl～P4,… …主柱穴  P5・ ……入りロピット

土層 K……撹乱  P,… …土器  S・ ……石

3.遺構 。遺物の実測図中の表示は以下のとおりである。

雌

鯵

粧

蔭

須恵器

■
皇噺 埓

□
狂 ル

‖
鰈

□

鑑

□

4.土層観察と遺物における色調の同定は、『新版標準土色帖』 C/1ヽ 山正忠、竹原秀雄編著 日本色研事業株式会社)を使用

した。

5,本書の遺構,遺物の表示は次のとおりである。

(1)水糸レベルは海抜高度を示す。

修)遺物番号は本文、挿図、写真図版とも一致する。

13)遺構の縮尺は基本的に1/60で、カマド・炉については1/30である。

(4)遺物の縮尺は原則として土器が 1/3、 大型のものは1/4、 石器・鉄器は1/2で表示した。器種や大きさに

より異なる場合もあり、それらについては個々にスケールで表示した。

脩〕「主軸方向」は弥生時代の竪穴住居跡の場合、東西の主柱穴間の 2か所の中間地点を結んだ、軸線、平安時代の

竪穴住居跡の場合は竃をとおる軸線とし、その主軸が座標軸からみて、どの方向にどれだけ振れているかを角度で

表示した。例 (N-46° 一W)

0 遺構の計測値で ( )で表現されたものは推定値である。遺物観察表中の器高欄の ( )は 現存高を表し、底径

欄の ( )は復元径を表す。

9)竪穴住居跡の 1・ 2・ 3・ 4区の表現は、現地調査時に住居内を1/4分割して使用したもので、住居入口から

見て右上を 1区 。右下を 2区・左下を 3区・左上を 4区 とした。

栗 山 窯 跡
1.土層観察と遺物における色調の同定は、『新版標準土色帖』 C/1ヽ 山正忠、竹原秀雄編著 日本色研事業株式会社)を 使用

した。

2.本書の遺構、遺物の表示は次のとおりである。

(1)水糸レベルは海抜高度を示す。

修)遺物番号は本文,挿図とも一致する。

偲)遺構の縮尺は窯業跡が基本的に 1/40で、灰原は1/60である。他の縮尺のものについては個々にスケールで表

示した。

は)遺物の縮尺は原則として遺物は1/3と し、大型のものについては個々にスケールで表示した。



(酎 遺物図で断面図のみのものは、小破片である。

脩)栗山窯跡出土遺物計測凡例

3.本報告の中では「栗山窯跡」と「栗山窯」の表現を併用している。これはタイトル等には、遺跡台帳同様の名称であ

る「栗山窯跡」を用い、本文中では「栗山窯」を用いている。これらは同一のものを示すものである。

トーーーーーーA

下
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一（）｛、

一　　一　　　　　一

一　一　　　　一

一　一　　　　　一

一　一　　　　　一一＜ A 口  径
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口絵  根鹿北遺跡航空写真 (カ ラー) 瓦塔 (カ ラー)

栗山窯跡遺物出土状況 (カ ラー) 栗山窯跡出土遺物 (カ ラー)
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第 1章 調査経緯

平成 4年 12月 1日 土浦市市民生活部環境衛生課から「市営今泉霊園拡張造成事業」にかかわる埋蔵文化財

の照会が土浦市教育委員会にあり、市教委では、当事業地内には「根鹿北遺跡」 (県番号5326、 市番C-47)

の一部がかかり、遺跡の範囲が拡大する可能性があるため埋蔵文化財確認調査の必要性について回答した。

その後、平成 6年 5月 16日 に事業者である土浦市と市教委の間で事業地内の埋蔵文化財についての打合せが

行われた。その中で本事業が造成工事を伴うものであるため、埋蔵文化財の現状保存は困難であることが示さ

れた。このことを受け事業地内の埋蔵文化財については発掘調査による記録保存をすることで合意した。そし

て事業者から平成 6年度中に埋蔵文化財の確認調査を実施し、平成 7年度に埋蔵文化財本調査を実施したい旨

の申し出があらた。この後平成 6年 9月 30日付けで土浦市より市教委宛て「埋蔵文化財試掘調査について」の

依頼があった。市教委では調査機関として土浦市遺跡調査会を紹介した。土浦市遺跡調査会では、埋蔵文化財

確認調査を平成 6年11月 29日 から12月 22日 までの18日 間で実施した。調査の内容は事業予定地内の台地上・ 台

地斜面部及び低湿地部分を調査対象とした。標高26m以上の台地上に幅15mの トレンチを11本設定 し、斜面

部には計 5本、低湿地部分にも計 5本の トレンチを設定して調査した。(第 1図参照)全部で21本設定 した ト

レンチの内、14本の トレンチから遺構 。遺物が確認された。調査結果から台地上と低湿地にも埋蔵文化財が存

在することが半J明 した。

このような内容の調査結果が土浦市遺跡調査会から教育委員会に提出された。このことを受けて市教委では

本調査対象範囲の検討を行い、次のことを上浦市に対して回答した。本調査の対象範囲は台地上の約 9千どと

したこと。低湿地部分については盛土による現状保存がなされるため本調査の対象範囲から除外すること。そ

の後事業主体が土浦市から土浦市土地開発公社に移管されたため、公社と市教委の間で埋蔵文化財本調査につ

いての協議が進められた。市教委では確認調査の結果をもとに根鹿北遺跡の発掘調査にかかわる見積書と工程

表を提出して、平成 8年度に発掘調査を実施することにした。発掘調査に先立ち教育委員会立会いのもと、現

地で調査エリアの設定を行い、エリア内の表土排除を行った。発掘調査の実施は土浦市遺跡調査会に依頼 し、

土浦市土地開発公社との間で業務委託契約書を結び調査の実行に至った。

調査は平成 7年 5月 10日 から11月 7日 にわたり実施された。調査の最後には現地説明会を実施して一般市民

向けに遺跡を公開した。その後、遺物等を上高津貝塚ふるさと歴史の広場に搬入して整理作業を実施した。当

初の契約期間は整理作業を含めて平成 8年 4月 30日 となっていたが、遺物等の大量出土などの要因により期間

の延長のための契約変更を 4月 末日をもっておこなった。変更後の調査期間は平成 8年 12月 末日とした。

その後平成 8年 4月 14日 に、新たに事業地内から須恵器の窯跡が発見された。急速土地開発公社及び土浦市

と市教委の間で新発見の埋蔵文化財の取り扱いについて協議がされ、発掘調査を実施することで合意した。遺

跡名については字名を採用して栗山窯跡とした。調査は事業地内が工事中ということもあり、調査期間は4月

28日 より5月 10日 にかけて実施した。

栗山窯跡の調査終了後、根鹿北遺跡と栗山窯跡ので整理作業は同時並行で進められた。

―
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境 (第 2図 )

根鹿北遺跡は、土浦市大字今泉に所在し、市内でも北端部分の新治村との境界地域に所在する。

土浦市は北に新治郡千代田町、東は霞ケ浦に突き出た新治郡霞ケ浦町に接するとともに、南は稲敷郡阿見町

と牛久市、西はつくば市と新治郡新治村に接している。

当市の地形は、市域の中央を流れ、霞ケ浦の上浦入に注ぎ込む桜川によって形成された桜川低地と、その北

東に広がる新治台地と南東に広がる筑波台地とに分けられる。

新治台地は、筑波山塊南麓から南東方向に張り出し霞ケ浦町まで伸びる、洪積台地である。標高は筑波山塊

南麓の台地上で約 30mを測り、霞ケ浦町地内の台地上では約 27mと緩やかに南東方向に傾斜している。こ

の台地を流れる河川は、その多くが西から東に流れる。霞ケ浦町内を流れる菱木川や一の瀬川は霞ケ浦の三つ

叉沖に向かい流れ、筑波山塊に源を発する天の川は、東流して千代田町下土田付近で恋瀬川と合流し、高浜入

に注ぐ。それぞれの河川からは、台地を刻むように谷が樹枝状に入り込む。天の川の中流域でも、樹枝状に谷

が刻まれると同時に小河川が同川に流入している。同流域における特徴的な樹枝状の谷の状況は、河川北岸の

上浦市今泉・粟野、新治村永井地区周辺で見ることができる。同所の南岸に比べ全体的に谷の幅が狭く、幾筋

も密集して北に向かい刻まれている。同谷の奥部は台地と谷部の比高差がなくなり、なだらかな起伏となる。

またそのようなところに溜池が造られている。

天の川の沖積低地の幅は下流域の千代田町下土田付近で約400m、 今泉付近で約250m、 新治村大志戸で同様

の約250mである。この新治村大志戸を過ぎ東城寺や小野・沢辺付近に至ると、沖積低地がひろがり、周 りが

新治台地や筑波山塊の山裾により囲まれた幅 l kmを超す小さな盆地状を呈する。この盆地状の地形の筑波山塊

山裾側には小河川がみられ扇状地的な地形も見られる。

天の川の上流には川底に花蘭岩や片岩がみられ、場所によっては花聞岩が風化したような粗い砂が堆積して

いる。川を下るほど石は見られなくなり、砂も細かくなる。砂の中には白雲母が含まれ、黒雲母は非常に少な

い。今泉地区周辺の川底には石は見られず砂の堆積のみとなる。

土浦周辺地域の台地下における基本的な層序は、地表面下に黒色土の表土が堆積し、その下層に関東ローム

層が 1～1.5m堆積し常総粘土層に移行する。しかしながら、今回の発掘調査で基本層序観察のため地表面下

2m以上にわたり深く掘ったところ、関東ローム層下から常総粘土層上にわたり粗い砂層が確認された。同層

は花南岩が風化し、長石・石英小粒の純層のような層である。土浦市内の霞ケ浦町よりの新治台地下では確認

されていない。また土浦市内の筑波台地でも確認されていない。筑波山塊周辺の台地下に存在する土層と考え

られ、局地的に存在するものと考えられる。また下層の粘土層にも長石 。石英小粒が含まれている。

根鹿北遺跡の谷を挟んだ既存霊薗が存在する台地先端斜面には雲母片岩の巨岩が数個地面に露出し、字名も

石神とよばれている。これらの巨岩は信仰の対象となっているようである。

最後に当地域の産業の特徴として、ビニールハウスによるグラジオラスなどの花斉栽培が盛んに行われ、加

えて栗・梨などの果樹栽培もされている。天の川の両側に広がる低地部分では、水田耕作がなされている。

-3-
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第 2節 歴史的環境 (第 2図 )

筑波山麓を源流として流れる、天の川の上中流域にあたる土浦北部今泉・粟野地区及び新治村永井地区は県

内でも有数の弥生時代の遺跡分布地域と考えられる。分布調査において弥生土器が表面採取された遺跡として

は土浦地内に根鹿北遺跡 (配 1)を はじめとして根鹿西遺跡 (血 3)、 吹上坪遺跡 (血 4)な どがあり、新治

地内には永井飯島遺跡 (血 6)、 永井泉前遺跡 (NQ 7)、 永井三島前遺跡 (h8)、 永井中妻遺跡 (h8)、 永井

談所前遺跡 (Nα10)、 永井鹿島神社前遺跡 (Noll)、 本郷南前・五量遺跡 (NQ12)、 本郷宮後遺跡 (No 13)な ど

数多い。発掘調査された例としては千代田町の上稲吉西原遺跡 (醜16)、 土浦市側には原田遺跡群の原田北遺

跡 (Nα18)、 原田西遺跡 (血21)、 西原遺跡 (血19)、 原出口遺跡 (血20)が あり、新治村側には本郷原山五反

田遺跡 (血23)な どが存在する。

上稲吉西原遺跡は1978年に調査され、そこから出上した土器は口縁部に貼瘤が付され、刺突文が巡り、頚部

下半に無文帯が存在する。器面には付加条一種 (付加二条)縄文が施文される特徴を持つ土器が主体を占めた。

この上器は弥生時代後期後半の霞ケ浦西岸地域に特徴的に分布する土器として、「上稲吉式上器」 という名称

が与えられた。その後この種の土器は本地域の各遺跡で確認されている。

原田遺跡群は天の川を北側にのぞむ標高 23～ 27mの台地上に立地し、遺跡群の中から弥生時代の竪穴住

居跡が合計 185軒確認された。それらの竪穴住居跡の時期の多くは後期の範疇に位置付けられ、中でも後期

後半のものが多い。土器以外の遺物として、西原遺跡では「穂摘具として使用されたと思われる薄くて小形の

石製品」が確認され、その材質は一般的に「雲母片岩」と呼ばれる筑波山塊で産出する石が使用されている。

古墳時代には原田遺跡群の中からまとまった集落が確認されている。時期的には古墳時代前期から中期のも

のである。原出口遺跡では古墳時代前期最終末の方形周溝墓が近接して8基確認された。また前方後円墳が 1

基検出され、墳丘裾部から周溝にかけて円筒埴輪が出土した。根鹿北遺跡に近接した場所では、現在土浦市立

博物館に所蔵されている滑石製の石枕が出土したと言われている。同地区の古墳群として愛宕山古墳群 CNQlの、

堂原古墳群 (血 5)、 西田古墳群 (NQ15)な どがある。

奈良 。平安時代の集落遺跡の発掘調査例は非常に少ないが、須恵器窯跡や寺院跡、経塚群などの存在が古 く

から知られている。須恵器窯跡は天の川北岸の台地斜面から筑波山麓の山裾に至る中に点在し、栗山窯跡 (血

2)、 永井寄居窯跡 (m26)。 小野八百田硲窯跡 (血27)・ 小野窯跡 (Nα28)。 東城寺窯跡 (血 29)・ 東城寺寄居

窯跡 (Nα30)。 東城寺桑木窯跡 (血31)・ 小高村内窯跡 (No32)。 小高窯跡 (Nα33)、 田宮窯跡 (血34)ん 確ゞ認さ

れ、これらを総称して新治須恵器窯址群と呼ばれている。流域は異なるが配35は関戸瓦窯跡である。

発掘調査がなされたものとして、1959(昭和25)年 に高井梯二郎の率いる常総古文化研究会による小野窯跡

の調査が最初である。図中にはないが、1989(平成元)年に千代田町の一丁田瓦窯跡が調査された。

古代の寺院跡としては現状の東城寺の北方の筑波山系朝望山中腹の平場 (字名 堂平)に軒瓦 。平瓦・丸瓦・

樽を出土する礎石建物跡が存在するとされ、当初の東城寺寺院跡 (血21)と 考えられている。また現在の東城

寺の背後には、東城寺経塚群が存在している。

中世の城館跡として、堀が残る今泉城跡 (No22)や甲山城跡が知られている。

財団法人茨城県教育財団「茨城県教育財団文化財調査報告書第80集」『原田北遺跡 I・ 原田西遺跡』1994

〃     「茨城県教育財団文化財調査報告書第85集」『原田北遺跡Ⅱ・ 西原遺跡』 11995

〃     「茨城県教育財団文化財調査報告書第94集」『原出口遺跡』1996な ど

-5-
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第 3章 根鹿北遺跡

第 1節 遺跡の概要 (第 3図)

根鹿北遺跡は台地上及び台地斜面部の約9,000m2の部分と、確認調査時に鋤込み痕が発見された低湿地部分

からなる。

まず発掘調査が実施された台地上及び台地斜面部からは、弥生時代と平安時代を中心に遺物・遺構が確認さ

れている。

旧石器時代の遺物は、台地上南側ハードローム層中から凝灰岩や硬質頁岩を主要石材とした剥片やナイフ形

石器が出上している。

縄文時代の遺構 。遺物は、台地上から土坑が数基確認され、南西埋没谷から縄文時代早期後半の包含層が確

認され、土器などの遺物がまとまって出上した。

弥生時代の遺構 。遺物は台地上から検出された。竪穴住居跡は28軒確認され、台地上中央にまとまって展開

していた。また、調査区南端の南東方向に張り出した尾根上に2軒の住居跡が確認され、このうちの 1軒は一

辺 6mの大型の住居跡である。住居跡の主軸の多くは北北西を向き、その他の主軸方向は少数である。弥生時

代の住居跡の中で重複するものはない。住居跡の形状は、多くが長方形で、建物の内部構造は主柱穴が四本で

南東方向壁寄りに入ロピットを持つ。覆土下層に炭化材や焼上を含むものが数多く確認された。弥生時代の遺

構・遺物はすべて後期後半のもので、出土している土器のほとんどは上稲吉式土器である。他の遺物として土

製紡錘車や磨製石斧などの石器が出土している。

古墳時代になると竪穴住居跡 1軒に古墳 3基が検出された。住居跡は古墳時代中期のものであり、調査区北

から検出された。古墳は方墳が 2基と周溝を持たない主体部のみのものが 1基検出された。

平安時代の遺構は竪穴住居跡が10軒、掘立柱建物跡が 4棟、土坑が数基検出された。土坑の内の 1基は火葬

された人骨が遺存していた。この他調査区北隅に粘土採掘坑が検出された。住居跡は、 9世紀末葉から10世紀

代のものが台地中央部分に展開し、 9世紀前葉～中業のものが周辺部分に存在する。土坑は8世紀後半のもの

から10世紀代以降のものが存在する。調査区北側に存在する第11号土坑の底からは、科学分析の結果、淡水産

珪藻が確認された。

特筆すべきは調査区南方において南東方向に張り出した尾根上に掘立柱建物跡が 4棟確認され、その北側に

浅い溝が巡り、その中から瓦塔・瓦堂片がまとまって出上した。掘立柱建物跡は2間 ×3間が 1棟、 3間 ×3

間が 1棟、 1間 ×1間が 2棟が存在する。それらの主軸方向はほぼ同様である。これらの掘立柱建物跡群の存

在する南西側の谷部からも瓦塔片や土師器の小皿 (燈明具)、「佛」と書かれた須恵器の鉄鉢形土器、鉄滓など

が出土した。このことからこれらの掘立柱建物跡群は仏教に関わる施設と考えられる。

北側の緩い斜面部には粘土採掘坑が確認され、底面は粘土層を掘り込んでいた。遺物は本採掘坑が埋まる段

階で投棄されている。その遺物の年代は8世紀後半期に位置付けられる。

中近世の明確な遺構は確認されていないが、土師質土器の内耳鍋や陶磁器が出上している。

低湿地部分の確認調査の結果、縄文時代の泥炭層やその上層に水田耕作によると思われる鋤込み痕が確認さ

れた。この痕跡は、出土した遺物から古墳時代頃から奈良時代頃のものと考えられるが、 C・ 年代測定法によ

る結果ではより古い時代の可能性も考えられる。
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第 2節 基本層序

調査エリアの北端近くの台地上O-3, 4区に 2× 2mの基本層序のための調査区を設定して、遺構確認面

から2.2m掘 り下げ常総粘土層中まで及んだ。以下はその上層の観察結果である。(第 4図)

第 1層 褐色 赤色粒、透明な火山ガラス様のものを若千含むソフトローム。粘性強い。しまり普通。

第 2層 褐色 橙色粒・ 白色粒・黒色粒 。赤色粒を微量含む。透明な火山ガラス様のものを多く含む。ソ

フトローム化が一部進む。ハードローム。粘性ややあり。しまり強い。

第 3層 褐色 橙色粒・ 白色粒・黒色粒 。赤色粒を微量含む。透明な火山ガラス様のものを多く含む。ハー

ドローム。粘性ややあり。しまり強い。

第 4層 褐色 径 1 4ulの黒色粒 。赤色粒が多量含まれる。透明な火山ガラス様のものも含まれる。ハード

ローム。粘性ややあり。しまり非常にあり。南関東立川ローム層中の黒色帯に対応するものか。

第 5層 黄褐色 黒色粒・赤色粒を含む。ハードロームの色調が全体的に自味を増す。粘性ややあり。し

まり非常にあり。

第 6層 黄褐色 層の上限は鉄分の沈着。粘性ややあり。しまりあり。

第 7層 にぶい黄橙色 鉄分の集中、黒色粒・赤色粒が含まれる。荒い砂と粘土により構成されているよ

うである。粘Jl■ あり。しまりあり。

第 8層 浅黄色 花南岩の風化したような白い粗い砂で構成される。粘性はない。しまりあり。土層とい

うよりは砂層である。

第 9層 灰白色 層状の鉄分の集中が見られる。細かい砂と粘土により構成されている。粘性あり。 しま

りあり。

第10層 橙色 あまり砂質感はなくほとんど粘上の層。鉄分の集中部分が見られる。粘性非常にあり。し

まりあり。

第11層 浅黄色 砂質粘土。粘性非常にあり。しまりあり。

以上が基本層序を観察した時の状況である。特徴的な土層として第 8層があげられ、今までの土浦市内の調

査においては確認されていない。常総地域一帯に必ず存在する

土層ではないようで、筑波山塊近辺に存在する土層と考えられ   つ76

る。通常、粘性のあるローム層の下層には粘土層が存在するが

本遺跡の層序では異なる。また第11層 においても、粘土層の中

に第 8層の構成物が含まれる点で異質である。第 8層 は調査区

内の北西・南西埋没谷付近などでは表土排除後に純層として露

出していた。本土層の構成物は弥生土器や土師器等の胎土に混

入する石英 。長石と呼ぶものと同様と思われる。北西埋没谷付

近の方が厚く堆積 している。これらの層序以外にも南西埋没谷

付近では、縄文時代早期の遺物を包含する赤味を帯びた褐色土

層が確認された。

o                       2m

第 4図 基本層序
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第 3節 遺構と遺物

1.旧石器時代 (第 5図 PL2・ 13)

旧石器時代の遺物の検出は住居跡調査時に、その覆土から旧石器時代の遺物と考えられる剥片などが出土し

たため、 トレンチを設定して調査を行なった。トレンチは3カ 所で設定し、①N-23,0-23区 にかかり3×

4mの規模、②N-29,0-29区 にかかり4X4mの規模、③P-29区で4× 4mの規模である。このうちN―

23,0-23区 にかかる3× 4mの規模のトレンチから遺物が確認された。

罠
|

0                          2m

①

 ヽ      /

0
1層 褐色上 しまり弱 ソフトローム 暗褐色土少量混入
2層 褐色上 しまり弱 ツフトローム 褐色味増す
3層 褐色土 粘性弱 ハードロームでああるが4層より軟ら
4層 褐色土 ハードローム

第 5図 旧石器時代調査区、遺物出土状況図 出土遺物実測図
0             5cm

|
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遺物はトレンチ内の北側に寄って出土した。遺物の出土層位は第 3層から出土した物がほとんどである。第

3層はハードロームであるが、第 4層のブロック状のハードロームと比べやや軟らかい。

標高約28,Omの トレンチ内底面近くでは遺物の出土が見られなかった。他の 2カ 所の トレンチからは遺物の出

上が見られなかった。

遺物

本遺跡では、N-23,O-23区 から16点の石器資料が得られた。出土層位は第 3層である。その内訳は、ナ

イフ形石器 1点、石核 1点、剥片11点、砕片 3点である。使用された石材は、硬質頁岩と凝灰岩の二種類であ

る。このうち、凝灰岩製の石器資料に関しては、肉眼観察の範囲では、同一母岩であると判断されるが、接合

資料は得られなかった。以下、ナイフ形石器と石核について、技術的特徴を中心に記載を行なう。両石器のそ

の他の情報、及び剥片・砕片の情報については、観察表の記載のみにとどめる。

ナイフ形石器

基部加工ないしは二側縁加工のナイフ形石器である。尖端部分が欠損し、基部のみが遺存している。正面図

上部及び中央の数枚の剥離面を除き、その他の剥離面は左右両側縁からの二次調整 (Blunting)1こ よる剥離面

である。尖端部分の欠損は裏面図中央からの衝撃によるものと判断される。

石核

複数の打面を有する他面体の石核である。最終の剥離は、正面図上部からの打撃によるものが卓越している。

打面調整の痕跡は認められない。左側図面は、原礫面の占める割合が著しく高い為、省略した。

単  位 : 最大長、最大幅、最大厚の単位はal l、 重量の単位はgである。

残存部位 : ABCは完形、Aは末端欠損、Bは基部・末端部欠損、Cは基部欠損

礫表面 : ○有り ×無し

打面形態 : F複剥離面打面 Pl単剥離面打面 P。 点状打面 C。 礫表面打面

末端形態 : Fフ ェザー・エンド Hヒ ンジ・ フラクチャー OPウ ートラ・ノヾッセ

土浦市根鹿北遺跡 旧石器観察表

遺物番号 器  種 最大長 最 大 幅 最 大 厚 重量 残存部分 石材名 礫表面 打面形態 末端形態 凶 番号 備考

INN N23区 7 ナイフ形石器 8 A 硬質貢岩 × F と

INN 023区 6 石   核 232 凝灰岩

INN 023区 1 砕   片 7 3 硬質頁岩

INN 023区 2 剥   片 5 C 硬質頁岩 O H

INN 023区 3 剥   片 2 ABC 凝灰岩 × P。 H

INN 023区 4 剥   片 8 ABC 凝灰岩 ○ F H

INN 023区 5 砕   片 11 7 凝灰岩

INN 023区 7 剥   片 4 C 凝灰岩 × F

INN N23区 1 剥   片 2 ABC 硬質頁岩 ○ PI F

INN N23区 2 剥   片 3 ABC 凝灰岩 × F H

INN N23区 3 剥   片 4 ABC 硬質頁岩 × H

INN N23区 4 剥   片 7 ABC 硬質頁岩 O Pi F

INN N23区 5 剥    片 1 ABC 硬質頁岩 × Pl H

INN N23区 6 剥    片 9 2 ABC 凝灰岩 Pl H

INN N23区一括 剥   片 9 A 凝灰岩 O PI

INN N23区一括 砕   片 11 凝灰岩
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2. 竪穴住居跡

本遺跡内で竪穴住居跡は39軒確認された。時代ごとの検出状況は、弥生時代のものが28軒確認されすべて後

期後半のものである。古墳時代中期のものは 1軒、平安時代のものは10軒確認された。平安時代の竪穴住居跡

は 9世紀前葉から中葉のものが 3軒と9世紀末葉のものが 1軒、10世紀代のものが 5軒と11世紀代のものが 1

軒見 られた。

弥生時代後半期の竪穴住居跡は、大方 2方向の主軸を持つグループに分かれる。これらの住居跡は 2軒を除

き、台地上の平坦部分から確認され、ほぼ今回の発掘調査区内にその広がりが収まるように考えられる。この

他、南に張り出した尾根上から2軒確認され、このうちの 1軒は大型の住居跡である。同時代の住居跡内の覆

土下層には炭化物や焼上が検出される割合が高 く、上層からはローム粒を多 く含む土層が見 られた。

古墳時代の竪穴住居跡は 1軒のみ確認され、遺存状況は悪い。

平安時代の竪穴住居跡は10軒確認され、多 くは台地上から確認された。 2軒のみ南方の尾根斜面から検出さ

れた。台地上に存在するものは、 9世紀末葉以降のものがほとんどである。台地周辺部にあたる粘土採掘坑や

掘立柱建物跡群の近接地に 9世紀前葉から中葉のものが数軒存在する。

第 1号住居跡 〔旧第 3号住居跡〕 (第 6図 。第 7図 No l～ 6 PL2・ 14・ 31)

位置 調査区中央北寄 りの、標高28.25m付近の台地上、N-12・ 13区にわたり確認されている。北側に第11号

土坑が存在する。 規模と平面形 長軸607m、 短軸405mの長方形を呈する。 主軸方向 N-45° ―W。

壁 壁高は北北西側で20cm、 南南東側で38cmを計 り、外傾 して立ち上がる。 床 全体的には平坦で、水平

である。微妙に北北西壁寄りと南南東壁寄りが下がっている。硬化面の範囲は、 Pl～ P5の若干外側までが踏

み固められている。 Pl～ P4の ピットの縁辺は硬化 していない。 ピット Pl～ P5の 5ケ 所確認 され、 Pl

～ P4は主柱穴であり、 P5は入ロピットである。 Pl～ P4の深さは同様である。 炉  1ケ 所確認 され、 Pl

とP4の 中間地点やや北北西壁寄 りにあり、平面形は長軸1.85・ 短軸0.65mの 長楕円形を呈する。床面を約 5

cmほ ど掘 り込んだ地床炉である。炉床奥側の底面が良 く焼け、凹凸が激 しく、赤変硬化 している。炉の覆土

は手前側が炭化物を含む割合が多い。炉周辺の床面には炉覆土第 1層 の黒褐色土による汚れが見 られた。 覆

± 7層から構成され、中央部分に見 られる第 6層 には炭化粒が多 く含まれる。 遺物 遺構内から出上 した

遺物の量は少ない。配1・ 2を除き他のすべての遺物は床面もしくは床面近 くから出土 した。Nolは 壷形土器で

覆土上層中に散 って出土 したものであり、投棄されたものと考えられる。No4・ 5は内面に条痕が見られる弥生

土器破片である。Nα6は入回の北北東側で出上 した。出土 した遺物の中には第 2号住居跡出土土器 と接合 した

ものがある。炭化材は板状 (厚 さ 2～ 4cm)の ものが見られ、壁側が中央側より高いレベルで出土 している。

所見 本遺構は、出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。炭化材が出土 していることから住居廃

絶後に焼失 した可能性が考えられる。

第 1号住居跡出土遺物

番号 種類 器 種 日径(cI) 器高(cm) 底径(c4) 色調 胎 土 焼 成 残存郵(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 士堕 (173) にぶい責橙 長看,石英 表面に付加条RL+211段多条によるた文内面指先によるナデ黒斑あり大型の嗣部‖

2 弥生土器 甕 ( (56) 橙 馬 1蔽 底面に木策痕あり。E削蜀録すれる。

3 弥生土器 甕 (3.3) 橙 長石,I英 底部接地面め(1る 輪積部で割れる底面ナデ

6 石 器 磨石類 長さ174幅 128厚さ65重さ 1950石材 フォルンフェルス 100 3か所に磁打痕一面に浦あり

― ■ ―
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2層
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4層
5層
6層
7層

Sl-1炉

0                2m

黒褐色土 粘性弱 炭化粒・ローム粒少量混入
褐色土 粘性弱 ローム粒極めて多量,炭化物少量混入
褐色土 粘性・しまり弱
褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量に混入
黒褐色土 粘性弱 炭化粒少量混入
暗褐色土 粘性弱 炭化粒多量,焼土粒 。ローム粒少量混入
褐色土 粘性・しまり弱 ローム粒多量に混入

黒褐色 粘性 。しまり弱 炭化粒少量混入
暗赤褐色土 粘性 。しまり弱 焼土粒多量,炭化物少畳混入
暗赤褐色土 焼土・炭化粒・ローム粒少量混入

層

層

層

第 6図 第 1号住居跡実測図

0             1m
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第 7図 第 1号住居跡出土遺物実測図

第 2号住居跡 〔旧第 18号住居跡〕(第 8図・第 9図血 1～ 20・ 第10図血21 PL2・ 14・ 31)

位置 調査区中央北寄りの、標高28.25m付近の台地上、 P・ Q-12。 13区 にわたり確認されている。第12号

土坑と重複関係にあり、本住居跡のほうが古い。 規模と平面形 長軸5.27m、 短軸4,37mの長方形を呈する。

主軸方向 N-46° 一W。  壁 壁高は北北西側で20om、 南南東側で41cmを計 り、外傾 して立ち上がる。

床 全体的に平坦であるが、微妙に北北西壁部分が浅くなっている。硬化面は住居跡内の西半において壁から

約20～40cmの範囲まで確認された。 Pl・ P2の縁辺及び床面北東壁寄りは明瞭な硬化面が見られない。
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Sl-2 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層

Si-2炉

0             2m

褐色上 しまり強 ローム粒多量 焼土粒少量混入
黒褐色土 焼土粒少量混入
暗褐色土 粘性弱 ローム粒多量 焼土粒・炭化粒少量混入
褐色土 粘性弱 ローム粒多量,炭化粒少畳混入
暗褐色土 ローム粒多量,炭化物少量混入
褐色よ ローム粒多量,炭化粒少量混入
褐色土 粘性 。しまり強 焼土粒・炭化粒少量混入
黒褐色土 粘性弱
褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量,焼土粒・炭化物少量混入

褐色土 焼土粒多量に混入
暗褐色上 しまり強 粘性弱 焼土粒多量,炭化物少量混入
HgtB色土 焼土粒少量混入

0              1m

ね
|

第 3図 第 2号住居跡実測図
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第 9図 第 2号住居跡実測図(1)
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ピット Pl～ P5の 5ケ 所とその他に3ケ 所確認され、Pl～ P4は主柱穴であり、

P5は入ロピットである。その他のピットの性格は不明である。主柱穴の中でPl・

P4が P2・ P3の深さより深い。 炉 1ケ所確認され、Plと P4を結ぶラインより

やや南南東壁寄りにあり、平面形は長軸0.72、 短軸0.55mの楕円形を呈する。床面を

約 5cmほ ど掘り込んだ地床炉である。炉の奥側が焼上の混入する割合が多 く、手前

側は炭化物の混入する割合が多い。炉床は底面が良く焼け、凹凸が激しく、赤変硬化

している。 覆± 9層から構成され、覆土上層の第 2層は黒褐色を呈し黒味が強い。

他の土層は褐色系の土層である。住居内の北北西壁寄りと第12号土坑近辺に、厚さ最

Ａ

お

り

Ｖ

等

0 3cm

大14cmの白色粘土ブロックが覆土中から出上した。また南壁近くには厚さ 1～ 2 cm

の焼土が確認された。第 9層からは大型の炭化物が出土している。 遺物 遺構内か 第10図

ら出上 した遺物の量は少ない。hl～ 10は弥生土器で、血11～ 14は古墳時代の土師 第2号住居跡出土遺物(2

器である。NQll～ 14は住居内 3区から出土し、血13は 2・ 3・ 4区の覆土上層から出上した。血14は第12号土坑

内より出土している。血 9・ 14・ 20は床面近くから出土し、他の遺物は覆土上層から出土 している。血20の 磨

石類は白色粘土ブロックの下層より出上した。NQ15～ 18は弥生土器片である。この他特徴的な遺物としてアプ

ライト塊や剥片が出土している。特に住居内全体で109gが出上し3区から合計24gの剥片が出土 した。 この

他78gを測るアプライト塊が出土した。出土遺物の中には第 1号住居跡出土土器と接合したものがある。 所

見 本遺構は他の住居跡に比べて覆土の焼土や炭化物の量が非常に少ない。出土遺物から弥生時代後期後半の

ものと思われる。

第 2号住居跡出土遺物

第 3号住居跡 〔旧第 30号住居跡〕(第11図・ 第12図血 1～ 3 PL2・ 14031)

位置 調査区中央北東寄りの、標高28.25m付近の台地上、RoS-13区 にわたり確認されている。住居跡の

南西隅が第 2号溝に切られ東壁寄りは第15。 16号土坑により壊されている。 規模と平面形 長軸4.38m、 短

軸4.12mの正方形を呈する。 主軸方向 N-20° 一W。  壁 壁高は20～ 1lcmを測り、外傾して立ち上がる。

床 全体的に平坦であるが、所々に住居跡廃絶後の撹乱が認められた。硬化面は本来 Pl～ P5に 囲まれた範

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(伽 ) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残存事(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 によい黄笹 馬
,秩 良 5 日

'耳

に掲文原体先増による刺突列日唇部に回転掘文祐文 2督 1組の貼リコブ

2 弥生土器 望 (10,7) 橙 露 1祓 普 有段の日緑部で有段部に刺突列が返る顕部無文章の他は付加条1種により抱文

3 弥生土器 甕 浅黄橙 長

`・

石夷 並
日 底面ホ薫痕付加索leRL■ 2Llこよると文山面はナデ

4 弥生土器 ′〕迎 甕 にぶい橙 長看・石英 不良 J運り土呂内面ナデE部に朝[嵐 付加条1極協文

5 弥生土器 甕 (11.2) によい黄色 長

`・

石英 5 暑面に付加条1雹RL+班による亀文吾壁内面崩落 3区Hl

弥生土器 甕 (2.8) によい黄褐 覇
t秩 5 E面からの立ち上がり装いIIMIIRL十 五によるお文1区Itl

7 弥生土器 甕 13.9 にぶい橙 扇 ・ 敲 吾面に付加条1種と文月録部が擦れている

弥生土器 甕 橙 覇 1取 不良 5 吾面に1舶条IIRL+缶 (0段ケ籍内面に柿曽物E4の樹涅歯れる4区山土

弥生土器 高不 175 浅黄橙 長石・石英 並
口 日唇部に掲文原体の押[日緑部に8単位のおリヨブ氏部録辺は欠損

弥生土器 ニチュア土B にぶい桂 覇・融 乾
ロ 日唇部にヘテ1工員による列み日外面縦方向のナデ

11 土師器 甕 明黄褐 雲母細片 並
ロ 5 外面醐 痕内面ヨヨナデ麿部の器厚厚い8区山土

土師器 甕 (14.2) によい赤色 瓢・献 並
口 5 日ほ部内外面ヘテ牧工具によるコ3ナデ3区山土顔部は「く」の字状に屈曲

土師器 対 (3.8) 橙 k40麒 並
日 外面ヘラ戎工具によるナデ山面に指頭圧哀4区山土

土師器 高郭 明黄褐 榊 並
ロ 外面縦方向のElり 内五縦方向のナア指頭E良残る

石器 磨石類 長さ 13. 幅 82厚さ60重 705石材フォルンフェルス 上増3ケ所に嶺打反下増2ケ所に磁

“

演

石 器 磨石類 長さ 146 幅 10.4厚さ6.1重 1210石材石英斑岩 片浮 駈 暉 頗

石 器 石鏃 長さ 幅(■7)厚さ03重 (00石材黒曜石 HturtMと ″熊 g角
形の条茎歳周辺部に禅巴瑚ほ主要剥重面を残す

―-16-―
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1層 暗褥色上 しまり強 粘性弱 焼土粒・ローム粒少量混入
2層 褐色上 焼土粒・炭化粒少量混入
3層 褐色上 しまり強 焼土粒・炭化物・ローム少量混入
4層 褐色土 粘性弱 炭化粒多量,焼土粒少量混入
5層 褐色土 焼土粒少量混入
6層 暗褐色上 しまり強 粘性弱 焼土粒・ローム粒多量に混入
7層 暗褐色土 粘性 。しまり弱 炭化物多畳,焼土粒少量混入

lm

第11図 第 3号住居跡実測図

囲であると考えられるが、撹乱により明瞭に遺存していない。 Pl・ P4・ P3付近に遺存する硬化面は熱を受

け赤変焼土化している部分が見られる。 ピット Pl～ P5の 5ケ 所とその他に 2ケ 所確認され、Pl～ P41よ

主柱穴であり、 P5は入ロピットである。その他のピットの性格は不明である。主柱穴の中でPl・ P41よ 同様

な深さを持つ。 PとのJヒ側には深さ18.2cmの ピットがあり、P2と P5の間には深さ20omの ピットがある。

炉 1ケ 所確認され、Plと P4を結ぶライン上中央のやや南壁寄りにあり、平面形は長軸0,75、 短軸0.46mの

楕円形を呈する。床面を約 8cmほ ど掘り込んだ浅い凹みの地床炉である。炉床は底面が良 く焼け、赤変硬化

している。炉の中央は後世の撹乱を受けている。 覆± 7層から構成され、第 4・ 6・ 7層中より炭化物が多

く出土 している。住居跡の西半部分の壁寄りには炭化材 。物が多く遺存し、焼けた床と焼上の堆積が見られた。

焼土の堆積した部分や焼けた硬化面の部分には炭化材 。物は見られない。 遺物 Nα llま かろうじて溝の撹乱

を受けていない。壷形の弥生土器で、 P3の南側から割れた破片が重なるように出土 し、それらを取 り除 くと

底部が検出された。底面には外側から打ち欠いて穿孔したと思われる痕跡が見られる。配21よ 胴部に穿孔され

―-17-―
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第12図 第 3号住居跡出土遺物実測図

た甕形土器であり、北壁近くから横倒しの状態で割れずに出土した。 P4の西側には厚さ8cmの炭化材が出土

した。炭化材の出土状況は壁側が高いレベルで中央寄りが低い。 所見 本遺構は出土遺物から弥生時代後期

後半のものと思われる。本住居跡は、床面の被熱による赤変や炭化材 。物の出土状況等から住居廃絶後に廃材

を焼却した可能性が考えられる。

第 3号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(伽 ) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残海率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 空 (21.9) 橙 Ifli馬 並
日 頭部無文帯底部に携成後の穿孔朝[痕 付加条1種RL+2醜

弥生土器 甕 橙 醐 立
ロ 嗣部に穿孔顕部にHul顕部無文帯以外は付加条1極 日目部にも縄文施文則と物付着

土製品 紡錘車 上面径 5,0下面径 50厚さ17重さ53孔径 0.8 並
ロ 100 断面は長方形寧孔方向は下面から上下両置共にT寧なナデ調整

-18-―



第 4号住居跡 〔旧第 17号住居跡〕(第13図  PL2・ 14・ 31)

位置 調査区中央北東寄りの、標高28,00m付近の台地上、T-11・ 12区にわたり確認されている。規模と平

面形 長軸4.68m、 短軸3,46mの長方形を呈する。 主軸方向 N-52° 一W。  壁 壁は北西側が 2～ 3om

D

0                 2m
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第13図 第 4号住居跡実測図・ 出土遺物実測図
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残っている程度で、他の壁は残っていない。 床 全体的に平坦で水平である。部分的に確認調査時に削平 し

てしまっている。現状で確認されている硬化面は、 P4の周辺とPl・ P4を結ぶラインより北西側に見られた。

P4の縁辺または炉の周辺は硬化していない。壁はほとんど削平されているが、床面は土層の色調の違いなど

により住居外の部分とは区別がつく。 ピット Pl～ P6の 6ケ 所確認され、 Pl～ P4は主柱穴であり、 P5

は入ロピットである。 P61よ P2・ P3の ライン上のP2寄りに確認され、性格は不明である。 P3の 平面形は長

楕円形を呈する。 炉 1ケ 所確認され、Plと P4を結ぶライン上中央のやや南壁寄りにあり、平面形は長軸

0.90、 短軸0.65mの楕円形を呈する地床炉である。炉床は底面が良く焼け、赤変硬化している。 覆土 北西

壁近くには焼土が確認された。床面上に2～ 4cmの薄い焼土層がほぼ床面直上で確認された。 遺物 配11ま

ミニチュア土器でPl内 の中位程度の深さから出土した。NQ2の 上製紡錘車は完形品で西壁際で出上している。

所見 本遺構は出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。本住居跡は試掘時のトレンチにより壊さ

れ遺存状況は良くない。

第 5号住居跡 〔旧第 1号住居跡〕(第14図 。第15図hl～ 6・ 第83図 PL3・ 14・ 31)

位置 調査区中央北西寄りの、標高28.00m付近の台地縁辺、H-16区 にわたり確認されている。住居跡の東

側には第 6号住居跡が存在する。 規模と平面形 長軸5.28m、 短軸3,72mの長方形を呈する。 主軸方向

N-51° 一W。  壁 壁高は34～23cmを測り、外傾して立ち上がる。 床 全体的に平坦で水平である。硬化

面はP5方向からPl～ P4に 囲まれた範囲に伸びる。ピットの縁辺までは硬化範囲が及ばない。 ピット Pl

～P5の 5ケ 所とその他にP4に接して 1ケ 所確認され、Pl～ P41ま 主柱穴であり、 P5は入ロピットである。

その他のピットの性格は不明である。主柱穴の中でPl・ P2・ P41ま 同様な深さを持つ。Pl・ P2の断面形は

床面近くが快れている。 炉 1ケ 所確認され、Plと P4を結ぶライン上中央のやや南壁寄りにあり、平面形

は長軸0,85、 短軸0.50mの不正楕円形を呈する。床面を若干掘り込んだ浅い凹みの地床炉である。炉床は底面

の奥側が良く焼け、赤変硬化している。 覆± 6層から構成され、大まかに分けるとローム粒を比較的多く

含む第 1・ 3・ 5・ 6層 と炭化物や焼土粒を多く含む第 4・ 7・ 8層とローム粒を一番多く含む第 2層の 3つ

に区別できる。 遺物 出土遺物は皆弥生時代のもので、N61・ 3。 41ま床面近くから出土している。血5は北壁

際の破片とP3近 くの遺物が接合した。Nolは壺形土器の回縁部から頚部の個体である。血21ま 大型の壷形土器

の胴部で穿孔されている。Nα3・ 4は大型の壺形土器の底部である。Nα2は P21こ 近接 して出土 し、底面に木葉痕

や円形の擦れた痕跡が見られ、その中央に亀裂が入る。亀裂に沿って指でナデたような赤彩がなされている。

血 4は底面に布目痕が見られ、底部外面より穿孔がなされている。土製品としては紡錘車の残欠が出上 してい

る。住居跡内の東及びP3周辺の床面近くには炭化材・物が多く遺存し、住居中央部分からは見 られない。特

にNα 5の遺物に近接 した炭化材は厚さ10cmの ものである。他のものは厚さ1～3cmの板状のものがほとんどで

あるが中には棒状のものも存在した。炭化物の出土状態は床面近くから出上している。この他、アプライトの

剥片が住居内第 4層中や 4区より1.8g出土している。 所見 本遺構は出土遺物から弥生時代後半期のもの

と思われる。本住居跡は土層の堆積状況や炭化材等の出土状況から住居廃絶後に廃材を焼却し燃焼途中で埋め

第 4号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 ミユチェア 浅黄桂 長石1石英 並
ロ 日線部次損E部は踊い丸底を呈し呂壁は垂直に立ち上がる綸積痕ありPItttl内面赤色

2 土製品 紡錘車 上面径 59下面径 12厚さ56重さ12孔径 0.5 並
日 平面形は円形断面形は偏平な長方形表面はナデ語整穿孔珈句は下面から
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Si-5炉  1層
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0              1m

5号住居跡実測図

0               2m

褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入

福包圭 穂桂需 日三会毯多畳1嬢圭薙:疫イと場宏畳盪灸
褐色土 油性弱 焼土粒・炭化物少量混入

褐色上 粘性・しまり弱 焼土粒・ローム少量混入

暗褐色土 粘性弱 蜂土粒少量,小石混入

黒褐色土 粘性 。しまり弱 焼土粒・ローム粒少量混入

褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量に混入

褐色土 粘性 。しまり弱 焼土粒・炭化物・ローム粒少量混入

暗褐色上 粘性 。しまり弱 焼土粒 。ローム粒少量混入

褐色土 粘性 。しまり弱 焼土粒・炭化肋 。ローム粒少量混入

赤褐色土 しまり強 焼土多量に混入

ね
|

第14図 第
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第 5号住居跡出土遺物

番号 種類 器 種 日径(ca) 器高(cm) 底径(un) 色調 胎 土 焼成 残淳率(lFl 特 徴 。 そ の 他

ユ 弥生土器 壺 によい黄橙 節・麒 良 付加条1種滝文日唇部に掘茨歯文日

'部

に竹嘗やれによる劇実列2曽 146単位のはリコブ

2 弥生土器 士軍 (7.7) 橙 馬・秩 t瓢 良 5 構積良か瞬日録を呈す吾面にR既購bk内面へうナデ

3 弥生土器 士霊 (4.9) 明黄褐 馬・麒 ,割 良 底面に携成時の亀裂あり亀裂上を携成後に赤彩ホ葉良あり底面円形に擦れる

4 弥生土器 士霊 (3.6) にぶい黄橙 覇 ,取 ,割 良 外面‖れ条itLR+2鴎 文滝文内面著しい崩語騒部に布目痕騒部外側より穿孔

5 弥生土器 甕 ( にない橙 馬 ,蔽 ,割 良 外面付加条1蓮 外面に脚ヒ柳晴

6 土製品 紡錘車 上面径(36)下面径(2,0厚 さ(28)重 さ20孔径 0.5 並
ロ 断面形は方形を呈しH面には指願I捩及び捌L属

戻されたことが想定される。Ntx 3の 重形土器底面の表現は、まるで女性の陰部をシンボリックに表徴したかの

ように見える。

第 6号住居跡 〔旧第 2号住居跡〕(第16図・第17・ 18図 No l～13 PL3・ 14・ 15。 31)

位置 調査区中央の、標高28.25m付近の台地上、」・ K-16区 にわたり確認されている。周辺には第 5。 7

号住居跡、第23号土坑が存在する。 規模と平面形 長軸4.52m、 短軸3.33mの長方形を呈する。 主軸方向

N-44° 一W。  壁 壁高は45～31omを数え南側が良く残っており、ほぼ垂直に立ち上がる。 床 全体的

に平坦で水平である。硬化面はPl～ P5を取り囲む場所とPlの北側に張り出すように確認された。  ピット

Pl～ P5の 5ケ 所の他、南壁に接して最深7.8cmの 浅い落ち込みが確認され性格は不明である。 Pl～ P41ま

主柱穴で、 P51ま 入ロピットであり、浅く、底面の形状は細長い。 Pl～ P5の ピットの平面形は皆長楕円形を

呈 し、 Pl～ P3の底面形は長楕円形を呈 している。 炉 1ケ所確認され、Plと P4の 中間地点やや南壁寄り

にあり、平面形は長軸0,74、 短軸0。 40mの 長楕円形を呈する。床面が緩く段を持ち、約 5cmほ ど掘り込んだ地

床炉である。炉床は奥側の底面と側面が良く焼け、赤変硬化している。また炉の中からは焼成粘土塊が出上 し

ている。 覆± 6層から構成され、第 4層 に焼土粒 。炭化物・粒が入り、他はローム粒が多く含まれる。住

居の東西隅の床面近くからは小規模で厚さ約 3cmの焼上の堆積が見られ、床面より若干浮いている。住居内

の北側には底面まで達する撹乱が見られた。 遺物 Nα l～ 10は弥生土器であり、Nα2・ 3・ 5・ 8は床面近 くか

ら出上した。配1・ 3・ 4・ 5・ 7～ 91ま甕形土器である。NQlは P4に かかるように横倒しの状態で出土している。

血51ま東壁際の破片とP5近 くの破片が接合した。この中でも血1・ 5の内面には黒変している範囲がみられる。

No2・ 6は壷形土器であろう。NQ10は注ぎ日を持つ小型の鉢形土器である。側縁部が指により押し潰されたよう

な痕跡が残る。血11～ 13は石器で、No ll・ 12は磨石類であり、Nα13は石鏃である。Nα 13の石鏃は壁際の覆土上

第6号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 甕 にぶい橙 馬・嵌 付加条IttRL+2Lによる枯文日録部にHa17単位の貼リコア顕部無文常則と物

'著
2 弥生土器 小型壺 にぶい橙 覇・献 付加条1種lJR+クRと RL12Ыこよる羽状構成頚部蕉文帯

弥生土器 甕 にh・い黄種 長石'石英 不良 付加条1極による柏文日部上半に最大径表面にスス付着内而ヘラナデ

4 弥生土器 甕 (6.2) にぶい褐 長石・石英 付加条 種RL十 ?とにより抱文内面臓部付近に黒色の変色部分あり

5 弥生土器 甕 にぶい褐 付加条1種によりね文底部に材E汽あり署面に則し物‖書内面に黒色の変色部分あり

6 弥生土器 壷 (3.5) 黄褐 長石,石英 5 付加条 謝 +2Rにより歯文底部日緑擦1る 木革員あり

7 弥生土器 甕 (2.6) 橙 覇 1破 5 mttlttRL+2Rに より紋

弥生土器 甕 (2.2) 明黄褐 踊=祓 10 鏃 極RL+21によりね文綸嶺H分で割れる

9 弥生土器 甕 (2.4) 橙 馬・祓 不良 10 付加条1種による鮨文盛部の景辺bく れる

弥生土器 卜型片日土器 長軸 73 によい黄橙 節'麒 不 良 日緑部をとなから押し潰し、内面に指頭痕ありE面ヘラ綺1り 付加条1騒RLキをLを柏文

石器 磨石類 長さ109幅 91厚 4,7重量640石材石英斑岩 表裏再平担面にな1ケ所ずつ』みあり

石器 磨石類 長さ(3.5)幅 6.6厚 Oの重量248石材砂岩 焼成を受けている一部に散IIEあ り

石器 石鏃 長さ(18)幅 19厚 04重量09石材チャート 快りが明瞭ではなく、三角形を呈する先出を欠損
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0              1m

o               2m

Sl-6 1層  掲色土 粘性弱
2層 褐色土 粘性弱
3層 掲色土 粘性弱
4層 褐色土 粘性 。しまり弱 焼土粒・炭化物・ローム粒少量混入
5層 掲色土 しまり強 粘性弱 焼土粒・炭化粒少量混入
6層 褐色土 粘性弱

第16図 第 6号住居跡実測図
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第17図 第 6号住居跡出土遺物実測図(1)
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0                   10cm



0                   10cm

第18図 第 6号住居跡出土遺物実測図(掛

層より出土しており、縄文時代の遺物の混入の可能性も考えられる。住居跡内の 2区からはアプライトの剥片

が14g出土している。 所見 本遺構は出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。

第 7号住居跡 〔旧第 24号住居跡〕(第 19図・第20図 Ntx l～ 2 PL3・ 15)

位置 調査区中央の、標高28.25m付近の台地上、M-15。 16区 にわたり確認されている。同遺構は第21号土

坑・第 3号溝に切られている。周辺には第 6・ 11号住居跡、第19号土坑が存在する。 規模と平面形 長軸

4.56m、 短軸3.58mの長方形を呈する。 主軸方向 N-38° 一W。  壁 壁高は43～ 38cmを 数え、 ほぼ垂直

に立ち上がる。 床 全体的に平坦で、水平である。硬化面は、Pl～ P51こ 囲まれた範囲を越えて、壁近くま

で踏み固められている。主柱穴 P4の南西には、踏み固められた範囲が径40cm位の楕円形に独立している部分

が確認された。 ビット Pl～ P5の 5ケ 所が確認された。Pl～ P41ま主柱穴であり、 P5は入ロピットで、

傾斜して穿たれている。 炉 1ケ 所確認され、Plと P4の 中間地点やや南壁寄りにあり、平面形は長軸1.0へ

短軸0.40mの不整長楕円形を呈する。床面を約 5cmほ ど掘り込んだ地床炉である。炉の覆土は、手前側の第

5・ 6層に炭化物・粒が多く含まれ、第 3層 には焼土が多い。炉床は底面奥が良く焼け、赤変硬化 している。

覆± 9層から構成され、大きく分けるとローム粒を多く含む第 1～ 4・ 5・ 7層 と焼土粒と炭化物を多く含

む第 6・ 9層 とに区別ができる。 遺物 遺物の多くは床面近くから出上している。hl・ 21ま弥生土器であり、

Nα lは壷形土器の日縁部から頚部の破片である。意図的に頚部から割られたようである。出土時には横倒し状

―-26-―
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Sユ ー 7 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層

Sl-7炉  1層
2層
3層
4層
5層
6層

暗褐色土

褐色土
暗褐色土
暗褐色土

褐色土
黄褐色土

0              2m

暗褐色土

褐色土 粘性弱
褐色土 粘性弱 ローム粒多量,焼土粒・炭化物小量混入
褐色土 しまり強 炭化物・ローム粒少量混入
暗褐色上 しまり強 粘性弱 焼土粒 。ローム粒多量,炭化粒少量混入
黒褐色土 しまり強 炭化粒極めて多量,焼上粒多量に混入
褐色生 粘性弱 焼土粒・炭化粒・ローム粒少量混入
褐色土 焼土粒・ローム粒少量混入
暗褐色土 しまり弱 焼土粒・炭化粒多量,ロ ーム粒少量混入

―
難

乳

Ｈ

Ｈ

胡

――

＝

７

１

粘性弱 焼土粒多量,ロ ーム粒少量混入
しまり強 ローム粒多量に混入
しまり強 焼土粒・ローム粒多量,炭化粒少量混入
しまり強 共化材多量,焼土粒少量混入

しまり強 粘性弱 ローム粒多量,焼土粒少量混入
しまり強 粘性弱

lm

第19図 第 7号住居跡実測図
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態で割れており床面近くから出土 したが、その一部は覆土上層のものと接合した。No21ま 甕形土器の底部であ

る。覆土上層から出上している。遺構に伴わない遺物であるが、覆土中より寛永通宝が出土した。北壁の炭化

物上の粘土は厚さ2～ 4cmで炭化物の上に乗るように出上した。壁寄りの床面からは炭化材 。物や焼土が出

土し、炉から入り日周辺にかけては炭化材・物が見られない。炭化材は壁寄りから中央に向かい並行に並ぶよ

うに検出された。それぞれは傾斜した状態で出土し、若干床面より浮いている。焼土は西壁寄 りに厚さ2 cm

の堆積を見せ、床面寄りは若干浮いている。焼上の存在する部分は炭化材・物が見られない。遺構内出土炭化

物は板状のものが目立ち厚さは2～ 4cmの ものが多く、長いものは50cmを計る。 所見 本遺構は出土遺物

から弥生時代後期後半のものと思われる。本住居跡は炭化材・物の出土状況から住居の廃絶後に廃材の焼却を

おこなった可能性が考えられ、覆土上層にローム粒を多く含む土層が存在することから、燃焼途中で埋め戻さ

れたことが想定できよう。

ト ー ー ト
ー ー

Υ

m

第20図 第 7号住居跡出土遺物実測図

第 7号住居RI出土送物

番号 種類 器種 日径(ua) 器高(cm) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残存事(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 壷 にぶい橙 踊 ,ItX 並
ヨ 日緑部に2列の刺険列贈リコア11単位貼り付け吾面にコ部Uむ蚊 日唇部に構文押[

2 弥生土器 露 にぶい悩 長石'石英 10 付加条1種RL+2Llこより態文内面に黒色の変色部分あり底面に灰付着
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1層 暗褐色上 粘性 。しまり弱 炭化物・ローム粒少量混入
2層 褐色土 粘性弱 炭化物・ローム少量混入
3層 褐色土 粘性弱 焼土粒・炭化粒・ローム少量混入
4層 黒褐色土 粘性 。しまり弱 炭化物多量,焼土粒・ローム粒少量混入
5層 黒褐色土 粘性弱 焼土粒・炭化物少量混入
6層 黒褐色土 粘性弱 焼土・ローム粒少量混入
7層 暗褐色土 粘性 。しまり弱 炭化粒 。ローム粒少量混入
8層 褐色土 粘性 。しまり弱 炭化物少量混入
9層 褐色土 粘性・しまり弱 ローム粒少量混入
10層 褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量に混入

0               2m

的

第21図 第 8号住居跡実測図・ 出土遺物実測図
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第 8号住居跡 〔旧第 19号住居跡〕(第 21図・第33図 PL3・ 15)

位置 調査区中央東寄りの、標高28,25m付近の台地上、PoQ-16区 にわたり確認されている。本遺構は第

1号古墳の周溝や第22号土坑と重複している。周辺には第 3号溝、第20号土坑が存在する。 規模と平面形

長軸4.73m、 短軸3.88mの長方形を呈する。 主軸方向 N-41° 一E。  壁 壁高は34～ 27cmを 数え、 ほぼ

垂直に立ち上がる。 床 全体的に平坦で、水平である。硬化面は、 Pl・ P2・ P4・ P5を取り囲むように踏

み固められ、 P3の外側にも広がっている。 ピット Pl～ P5の 5ケ 所が確認された。 Pl～ P41よ 主柱穴で

あり、 P5は入ロピットである。 炉 1ケ 所確認され、Plと P4の 中間地点から南壁寄りに伸びて存在 し、

平面形は長軸1.10、 短軸0.45mの長楕円形を呈する。床面を約10omほ ど掘り込んだ地床炉である。入り口側が

緩い立ち上りをみせ、炉床は底面が良く焼け、凹凸が激しく、赤変硬化している。 覆± 10層から構成され、

大きく分けてローム粒が多い第 1・ 2・ 8層 と焼土と炭化物が多い第 3・ 7・ 9・ 10層及び第 4～ 6層の炉の

覆土に分けられる。西隅の粘土は径約20cm・ 厚さ6～ 8cmで床面よりやや浮いて出土した。出土 した炭化物

は住居の北隅にまとまって出土した。これらの炭化物は、厚さ2～ 3cmで長さ30～40cmの板材のようである。

出土状況は住居中央に向かい放射状に並び、床面近くに壁際からゆるく下降気味に傾斜して出土している。こ

の他、主柱穴P3の南東側からも若千出土した。 遺物 血1・ 2は弥生土器で、hlは甕形土器であり、北壁近

くの床面から出上 している。No2は鉢形土器で、出土時には底部が欠損していた。NQ31ま土師器の郭で、遺構確

認時に出土した。この他、住居跡内の 1区よリアプライト剥片が1.8g出 土した。 所見 本遺構は出土遺物

から弥生時代後期後半のものと思われる。本住居跡は廃絶後に廃材などの焼却を行なった可能陛が考えられる。

第 9号住居跡 〔旧第 29号住居跡〕(第22図・第23図 No l～ 7 PL3・ 15・ 31)

位置 調査区中央東寄りの、標高28.00m付近の台地上、S-16区にわたり確認されている。本遺構は第 1号

古墳の周溝と重複している。周辺には第10号住居跡、第 2号溝、第24号土坑が存在する。 規模と平面形 長

軸4.28m、 短軸3.69mの長方形を呈する。第 1号古墳により北北東壁の一部と南南東壁の一部が壊されている。

主軸方向 N-53° ―W 壁 壁高は30～23cmを数え、ほぼ垂直に立ち上がる。 床 全体的に平坦で、水

平である。硬化面は、 Pl～ P4・ P5を結ぶように踏み固められている。 ピット Pl～ P5の 5ケ 所と北東

壁寄りにピットが確認された。 Pl～ P41ま 主柱穴であり、 P51よ 入ロピットである。北東壁寄りのピットは50c

mの深さを持ち性格は不明である。 炉 1ケ 所確認され、Plと P4の 中間地点からやや南壁寄りにあり、平

面形は長軸0,60、 短軸0.55mの楕円形を呈する。床面を約10cmほ ど掘り込んだ地床炉である。炉床は底面奥側

が良く焼け、赤変硬化している。 覆± 9層から構成され、床面直上の土層には焼土や炭化材 。物が検出さ

れ、覆土上層の土層にはローム粒が含まれる。 4層 は炉の覆上である。 遺物 Nol・ 4・ 5は床面近 くから出

上している。Nαl～ 61ま弥生土器であり、N61～ 31ま甕形土器である。Nα21よ小型の甕形土器であり内面に輪積み

痕が残る。Nα31よ甕形土器の底部である。No41ま高郭形土器の脚部である。No51ま注ぎ日の付いた小型の鉢形土

器であり、高郭形土器のような脚部が付くようである。Nα61ま櫛歯状工具による櫛描文が施文される。配71よ弥

第 8号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(ca) 器高(cm) 底径(cm) 色調 胎 上 焼成 残存率(ll) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 甕 (11.0) 橙 長石1石芙 不良 付立礫IELR+先によりぷ欧 底面ナデ

2 弥生土器 鉢 にぶい赤掲 きめの細かい砂也 日g3Lと 日録部にとR lal結節縄文ね文呂部下半ミガキ構文櫨文部分以外は赤彩

3 土師器 郭 (4.9) 明赤褐 赤醐 良 日最部の内外面ナデ
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1層 褐色土 粘性 。しまり弱
2層 褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量,焼土粒少畳混入
3層 褐色土 粘性 。しまり弱 炭化物少量混入
4層 暗褐色土 粘性 。しまり弱 焼土粒少量混入
5層 褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量に混入
6層 暗褐色土 粘性・ しまり弱 焼上粒・ローム粒少量混入
7層 褐色土 粘性・ しまり弱 ローム粒多畳,焼土粒少量混入
8層 褐色土 粘性・しまり弱 焼土粒・炭化物・ローム粒少畳混入
9層 暗褐色土 粘性・ しまり弱 焼土粒・炭化物・ローム粒少量混入

0                2m

第22図 第 9号住居跡実測図

生土器片を利用した土器片製の円盤であり、縁辺を擦っている。裏面には中心部に小さな凹みが見られ、擦ら

れることにより凹んだようである。炭化物はPl― P2ラ インとP3-P4ラ インに直交するように出上し、出土

位置は床面直上のものもあれば、若千浮いているものもある。おおかたの傾向は壁際のものは高いレベルから

出土している。炭化物の厚さは 1～ 2cm程度のものが多い。 1区からアプライトの剥片 lgが出土 した。 所

第 9号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(m) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残存率(ll) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 甕 (17.1) にぶい赤褐 踊,秩 日部上半に最大径を権つ社れ条1種 外面に囲ヒ物付着内面ナデ黒ヒ複熱E面ナデ

2 弥生土器 小型甕 (58) 明黄褐 蕗 ,麒 不良 凝部からやや開く日録部を持つ法りのほぐれた付加条1極 日唇郎にも構文ね文内面にお積痕

3 弥生土器 甕 (2.8) 橙 所 '破 10 盛部器面に付加条lERL+,蜘炭底面ナデ

4 弥生土器 高罫 (2.6) 橙 覇 `秩 良 10 内外面やや凹む内外面ナデ

5 弥生土器 高郭 (4.3) 橙 覇・感 良 脚部欠損平面常円形片日が付く外面にヘラHlり 内外面に綸績痕あり黒斑あり

7 土製品 円盤 上面径 36下面径 3.4厚さ10重さ11孔径 0.5 良 弥生土器のR3硼キを再利用したもの字孔途中臓緑は擦られている
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第23図 第 9号住居跡出土遺物実測図

見 本遺構は出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。覆土の状況から住居廃絶後に廃材を焼却 した

後埋め戻された可能性が考えられる。

第 10号住居跡 〔旧第 23号住居跡〕(第24図 。第25図hl～ 8 PL3・ 15・ 16・ 31)

位置 調査区中央東寄りの、標高27.75m付近の台地緩斜面上、T-17・ 18区 にわたり確認されている。本遺

構は第 1号古墳の周溝と重複している。周辺には第15・ 32号住居跡が存在する。 規模と平面形 長軸4.59m、

短軸3.77mの長方形を呈する。第 1号古墳により北壁の一部と西壁の一部が壊されている。 主軸方向 N一

16° 一E 壁 壁高は31～21cmを数え、本遺構の存在する地形が緩斜面のため南壁の壁高が低く、ほぼ垂直に

立ち上がる。 床 全体的に平坦で、水平である。硬化面は、 Pl～ P4・ P5を結ぶように、その内側や一部

その外側までが踏み固められている。 ピット Pl～ P5の 5ケ 所が確認された。 Pl～ P4は主柱穴であり、

P5は入ロピットである。 炉 1ケ 所確認され、Plと P4の 中間地点からやや南壁寄りにあり、平面形は長

軸0,7、 短軸0,6mの楕円形を呈する。床面を約 7cmほ ど掘り込んだ地床炉である。炉床は奥側が深く底面が良

く焼け、赤変硬化している。 覆± 6層から構成され、床面直上の土層に焼土粒が多く含まれ、上層の上層

にはローム粒の含まれる割合が高い。まとまった焼土や灰白色粘上が検出されている。焼土は北壁寄りとP5

付近の床面に確認され、厚さ10cmの 灰白色粘土は東壁寄りに床面より10cm浮いて出上した。 遺物 図示 し

た遺物は皆床面上から出土している。hl～6は弥生土器であり、血1は横に倒れて出上した。NQ4は甕形土器

である。Na2・ 3は倒位の状態で出土した壷形土器である。NQ5は正位の状態で出土 した鉢形土器である。血6
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SI-10 1層 褐色上 しまり強 焼土粒少量混入
2層 褐色上 しまり強 ローム粒多量,炭化粒少量混入
3層 褐色土 しまり強 焼土粒少量混入
4層 褐色土 しまり強 粘性弱 焼土粒・ローム粒少量混入
5層 褐色土 しまり強 粘性弱 炭化粒少量混入
6層 褐色土 しまり強 焼土粒多量,ロ ーム粒少量混入
7層 暗褐色上 しまり強 粘性弱 焼土粒・炭化粒多量,ローム粒少量混入
8層 黄褐色土 しまり極めて強 ローム粒多量に混入

第24図 第10号住居跡実測図

は弥生土器の胴部片である。Nα 2・ 3・ 5は北壁寄りの床面上に3個体まとまって出土 した。血6は単軸絡状体

1類により施文されたものである。NQ7・ 8は石器であり、h71ま磨石類、No8は多孔質の軽石製浮子のようで

ある。 所見 本遺構は出土遺物から弥生時代後期後半の時期のものと思われる。本住居跡内の上層の堆積状

況から、住居廃絶後に後埋め戻された可能性が考えられる。

第 10号住居跡出土遺物

番号 種類 器 種 日径(o4) 器高(al) 底径(at) 色調 胎 上 焼成 残専率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 饗 赤褐 節 ,麒 1割 付加条lttLR+2し により歯文日目部に回欄電丈日録部に2列の刺突触 帯

2 弥生土器 霊 (17.9) にぶい橙 長看・石美 並
日 付加条1種ね文口冨部にも稲文2個 I粗の粘土貼り付け8単位2列の刺突列頚部無文帯

3 弥生土器 (12.7) 橙 長

`・

石英 外側に枯土贈り付けT刹比付加条1種による羽状縄文日録部に有段部構積風頚部無文常

4 弥生土器 甕 (5.7) にぶい橙 長

`,石

英 ES'加条1種LR+2と とRL十クRにより羽状縄文穂文

5 弥生土器 鉢 にぶい褐 長看,石英 良 パケツ形を呈する付加条1蓮施文日録部は有段をなしその下始に嘉突日唇部に掲文押E

7 石器 磨石類 長さ152幅 94厚さ8.5重量1840 石材安山岩 螂 I珈こ散顔 醐聴 bAlヒ

8 石 器 浮子 長さ 69幅 66厚さ35重量338石材流斑岩 貫通孔あり紐をかけた反跡あり講も見られる
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第25図 第10号住居跡出土遺物実測図
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第 11号住居跡 〔旧第 5号住居跡〕 (第26図・ 第27図 No l～12 PL3・ 16・ 31)

位置 調査区中央の、標高28.25m付近の台地上、H-16区 にわたり確認されている。本遺構は第 4号溝によ

り切 られている。周辺には第7・ 12号住居跡、第25・ 21号土坑が存在する。 規模 と平面形 長軸525m、 短

軸3.27mの長方形を呈する。第 4号溝により南東壁の隅が壊されている。 主軸方向 N-45° 一W 壁 壁

高は31～21cmを数え、本遺構の存在する地形が緩斜面のため南壁の壁高が低 く、ほぼ垂直に立ち上がる。

床 全体的に平坦で、水平である。硬化面はPl～ P4・ P5を結ぶように、その内側や一部その外側までが踏

み固められている。 P4の南側は床面が被熱 し焼土化 していた。 ピット 7ケ所が確認され、 Pl～ P41よ 主

柱穴であり、 P51よ 入ロピットである。 Plと P2の間のピットは撹乱とした土層が床面下まで及んだ痕跡であ

る。 P3・ P4の 間のピットは性格不明である。 炉  1ケ所確認され、 Plと P4の 中間地点からやや南壁寄 り

にあり、平面形は長軸0,8、 短軸0,45mの楕円形を呈する。床面を約 7cmほ ど掘 り込んだ地床炉である。炉床

は底面の奥側が良 く焼け、赤変硬化 している。入り口側が黒褐色を呈 し、炭化物を多 く含み、焼土粒は少ない。

反対に奥側は焼土粒が多 く含まれ、炭化物は少ない。 覆± 6層から構成され、大きく区分すると焼土・炭

化物・粒を含まない第 5層 と焼土・炭化物・粒を多 く含む第 4層 とそれ以外の上層に区別される。 P4の 近 く

の焼土は厚さ 3cmで壁側から中央部に傾斜 して出土 した。セクションベル ト中で撹乱 とした土層の覆土中か

らは古墳時代中期の土師器が出上 した。 Plと P2の 間のピットは撹乱が床面下まで達 した痕跡である。同撹舌し

の土層は上層が黒褐色を呈 し、焼土粒・ 黒褐色ブロック・ 炭化物を含む。下層は焼土粒・黒褐色ブロックが多

少混 じる。遺構としては明確さに欠けるため撹乱とした。住居内の北隅や東壁寄りに焼土がまとまって出土 し

た。 遺物 血1～ 5・ 10～ 12は弥生土器で、No2・ 4は甕形土器であり、特にNo2は床面近くから出土した。Nol・

5は壷形土器である。Nα3は ミユチュア土器である。N66～ 91よ土師器でこの内N67～ 9は住居北側の覆土上層から

出土 した。No10は 口唇部に刻み目を持ち器面に招曲した沈線が引かれる。Nα llは単軸絡条体 1類 による施文が

なされる。No12は櫛歯状工具により波状の沈線が引かれる。炭化材 。物は住居内東西隅から月ヽ型のものが出土

し、床面より若干浮いている。壁際の炭化材 。物は傾斜 して出土 している。 所見 本遺構は出土遺物から弥

生時代後期後半のものと思われる。本住居跡は土層の堆積状況から住居廃絶後に廃材の焼却をし埋め戻された

ことが考えられる。

第 11号住居跡出土遺物

番号 種類 器 種 日径(cm) 器高(cI) 底径(cm) 色調 胎  土 焼 成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 (349) 橙 蕗 1秩 肩部が張る付加条1種LR+2LMt内面ヘラナデ景斑あり

2 弥生土器 小型甕 橙 長石1石英 日巨部に縄文施文底部に木葉康有段のある日縁部頚部撫文

3 弥生土器 ニヽチェア (1.5) にぶい黄こ 長石,石英 並
日 猛形土器のミユチュアか無文庭面から直立し外反する底面ナデ

4 弥生土器 甕 (57) 黒褐 細ゆ粒 良 15 肩部がやや張る付加条1種RL+'し による他文頚部ナデによる無文帯

5 弥生土器 一霊 (24) (106) にぶい黄橙 長石,石英 良 底部件付加条1種Rly+2Lによる施文底面から綬(路 (底面冊景が擦れる

6 土師器 IH (48) (20) 浅責橙 き蜘411'・ 坊討喝tJ立 良 外面ヘラ常‖りの後ナデ底面はやや凹む

7 土師器 高堺 (100) 橙 長石,石英I赤欄Lu 良 外面ヘラ常‖りの後ナデ指頭反内面輪積演イ部下増に残を持つ

8 土師器 高堺 (92) 橙 長五'石英'赤褐色粒 良 偲部成大きく開く内面輪積哀あり外面ナデ

9 土師器 高罫 (5_1) 橙 損拓,敲・赤

“

鰯 良 内面に輪積良あり螺旋状に巻き上げているI旨頭痕あり
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l層 暗褐色土 粘性・ しまり弱
2層 褐色土 粘性弱
3層 褐色土 粘性 。しまり弱
4層 褐色土 粘性 。しまり弱
5層 褐色土 粘性弱

∪
|

焼土粒・ ローム粒少量混入

炭化粒・ ローム粒少量混入
炭化物多量 焼土粒ローム粒少量混入

第26図 第11号住居跡実測図
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0                  10cm

第27図 第11号住居跡出土遺物実測図

第 12号住居跡 〔旧第 20号住居跡〕(第28図・第29図血 1～ 7 PL4・ 31)

位置 調査区中央の、標高28.25m付近の台地上、L-18・ 19区にわたり確認されている。周辺には第 6・ 13・

18号住居跡、第23号土坑が存在する。 規模と平面形 長軸5。 75m、 短軸4.13mの長方形を呈する。 主軸方

向 N-54° 一W 壁 壁高は26～22cmを数え、ほぼ垂直に立ち上がる。 床 全体的に平坦で、水平である。

硬化面はPl～ P4・ P5の範囲を越えて壁際まで踏み固められている。柱穴や入ロピットの縁辺は硬化していな

い。この他、炉の東側にローム掘り残しによる径30cm。 高さ5cmの高まりが確認された。 ビット Pl～

――

〃

〃

0             10cm
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畳金入

5層 褐色土 しまり強 ローム粒多量に混入
6層 掲色と しまり強 ローム粒多量に混入
7層 褐色土 ローム粒多量に混入
8層 黒褐色土 粘性弱 炭化粒少量混入
9層 褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入

SI-12炉

 !: gg三
圭
‡患:i:13露焼

g:gattξ
裏!壱兵

ム粒少畳混入

0              1m

第12号住居跡実測図
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第29図 第12号住居跡出土遺物実測図

P5の 5ケ 所が確認された。 Pl～ P41ま主柱穴であり、P5は入ロピットである。 炉 1ケ 所確認され、 Pl

とP4の 中間地点からやや南壁寄りにあり、平面形は長軸1.3、 短軸0.6mの長楕円形を呈する。床面を約 8cm

ほど掘り込んだ地床炉である。入り口側が緩く、奥側が深い。炉床は底面と手前側が良く焼け、赤変硬化して

いる。 覆± 8層から構成され、床面近 くの炭化物を多く含む第 3層 とローム粒が多く含まれるそれ以外の

土層に分かれる。 遺物 血 1～ 6は弥生土器であり、血1・ 21ま甕形土器である。血 1の土器は離れて接合し

ている。血3～ 6は弥生土器片であり同一個体と考えられるものである。皆住居内の 2区から出土 し、月台上が他

の土器と異なり緻密で長石や石英を含まない。これらは器面に沈線で区画した中に縄文を施文 している。NQ7

は土製の紡錘車である。 所見 本遺構は出土遺物から弥生時代後期後半の時期のものと思われる。しかしな

がら血3～6の弥生土器片は弥生時代中期のものと考えられ、混入したものと思われる。

第 13号住居跡 〔旧第 6a号住居跡〕(第30図・第31・ 32図NQ l～ 11・ 第83図 PL4 016。 17・ 31)

位置 調査区中央の標高28.25m付近の台地上、M-19。 20区にわたり確認されている。第30・ 31号住居跡と

重複している。周辺には第11・ 12・ 21号住居跡、第29号土坑が存在する。 規模と平面形 長軸4.15m、 短軸

第 12号住居跡出土遺

番号 種 類 器 種 日径(cII) 器高(lla) 底径(lla) 色調 胎 土 焼成 聯 甲(%) 特 徴 。 そ の 他

l 弥生土器 饗 にぶい褐 馬 t融 並
日 付加条穏文内面ヨコナデ底部木葉痕

2 弥生上器 甕 によい黄桂 馬 1敲 並
日 醐 キ疏 飯 雨 〕コガ

7 土製品 紡錘車 上面径 4.5下面径 43厚さ31重さ58孔径07 普 断面は微土吾面にはT事なナデ調整下面より穿孔
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SI-31

D?83

SI-13 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層傷

０
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惰働
蔽力

暗
∈

m

貼り床
褐色土 粘性弱 ローム粒多量,焼土粒・炭化粒少畳混入
褐色土 粘性弱 ローム粒多量,焼土粒・炭化粒少量混入
褐色土 粘性弱 焼土粒・炭化粒 。ローム少量混入
褐色土 粘性・ しまり弱 炭化粒・ローム粒少量混入
暗褐色土 粘性弱 炭化物多量,焼土・ローム粒少量混入
褐色土 粘性弱 ローム粒多畳,焼土粒少量混入
褐色土 粘性弱 焼土粒・炭化粒・ローム粒少量混入
暗褐色土 粘性弱 焼土・炭化粒 。ローム粒少量混入

0              1m
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第30図 第13号住居跡実測図
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第32図 第13号住居跡出上遺物実測図(D

3.59mの長方形を呈する。 主軸方向 N-56° 一W 壁 壁高は38～20cmを数え、ほぼ垂直に立ち上がる。

床 全体的に平坦で水平である。硬化面はPl～ P4・ 炉・ P5を取り囲むように踏み固められている。また

住居内南西側に焼けた床面が数ケ所見られた。 ビット Pl～ P5の 5ケ 所が確認された。 Pl～ P4は主柱穴

であり、P5は入ロピットである。入ロピットは底面に段差を持つ。 炉 1ケ 所確認され、 Plと P4の 中間

地点よりやや南壁寄りにあり、平面形は長軸0.43、 短軸0.31mの長楕円形を呈する。床面を約 5cmほ ど掘 り込

んだ地床炉である。炉床は底面から北側が良く焼け、赤変硬化している。 覆± 9層から構成され、焼土・

炭化物が多く含まれる第 5・ 6。 9層 とローム粒が多く含まれる第 1～ 4層 とローム粒を多く含む第 7層の 3

つに区別される。 遺物 血1～10は弥生土器であり、血1～ 31ま壷形土器である。血1の壷形土器は大型のもの

であり、胴部の最大径部分で意図的に水平に割られている。そして、割れ日の上には赤色の塗彩が帯状になさ

れている。Nα4～ 71ま甕形土器である。血1・ 71ま床面上から細かく割れてまとまって出上した。No 4は壁に寄 り

掛かるように出土した。血8～ 10は弥生土器片である。それぞれ櫛歯状工具により櫛描文や簾状文が施文され

ている。南南東壁寄りの覆土中から灰白色の粘土塊が出土した。住居内の南南西部分の床面には3ケ 所の焼土

の分布が見られる。この場所からの炭化材 。物の出土は見られない。炭化材・ 物は住居内の西側に多く分布し、

第13号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(cII) 器高(at) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残許事(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 霊 (47.4) 12.7 浅黄橙 節 ,感 並
ロ 付加条1雹亀文色文最大径付近を水平に

'ち

欠き、同所に赤彩底面木葉痕

弥生土器 甕 (21,7) 橙 馬'TfA 良 IIn条 1こRL12HO館 b(表面に輸積良あり内面ナデ

弥生土器 甕 (146) 橙 馬・感 良 的際IERL¶噛激欧固財デ師へ,ナデ外面に則助備

4 弥生土器 甕 (21.5) にぶい捜 扇・麒 良 付加条lERL+2140外面則と物付着顕部無文常内面黒色の変色部分あり

弥生土器 甕 (5.3) 暗赤褐 RTf・ Ilk'劉 良 付加床leRL+班 黎峡歯文日部上半にスス・脚融伽‖着

弥生土器 甕 ( 5.1) 橙 長石・石英 良 付加条1極RL+2HO蟻 切kE面周辺に検れ

弥生土器 甕 (214) にぶい褐 節 ,融 良 付加条1極RL+2勁醜文顕部熊文常外面に脚助・スス付着底面に木糞良
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南西壁寄りのものは壁に対し垂直方向に並ぶ。出土した炭化材は断面形が丸・半円形・板状のものが見られた。

これらの炭化物はPl・ 3・ 4の プラン上方から出土している。壁際の炭化物は壁に近いほど出上位置が高い傾

向がある。 所見 出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。本住居跡からは多量の炭化物や焼上が

検出された。その中でも住居内の西側に炭化物が見られ、壁寄りの炭化物は壁までに間層をおいて傾斜して検

出された。燃焼する段階で壁寄りの部分には一定の堆積土 (7層のような土層)が存在したといえる。柱穴部

分には、柱の遺存材と思われる炭化材は見られなかったことから、燃焼時には柱材が抜かれていたようである。

炭化物が検出された上層にはローム粒を多く含む土層が存在し、燃焼途中で上がかけられたことが想定できる。

その結果として住居構築材が蒸し焼き状態となり炭となったことが想定できる。本住居跡は廃絶後に廃材など

の焼却がされ、燃焼の途中で埋め戻された可能性が考えられる。

第 14号住居跡 〔旧第 21号住居跡〕(第33図・第34図Ntx l～ 5 PL4・ 17・ 31)

位置 調査区中央の、標高28.25m付近の台地上中央部、O・ P-19区にわたり確認されている。第 4号溝に

切られており、西壁の一部と東壁の一部が壊されている。周辺には第11・ 13号住居跡、第26・ 27号土坑が存在

SI-14 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層

暗褐色上 ローム粒多量に混入
褐色土 粘性弱 焼土粒・炭化粒少畳混入
褐色上 粘性弱 炭化物少量混入
褐色上 しまり強 ローム粒多量に混入
褐色上 しまり強 炭化粒少畳混入
褐色上 しまり弱 焼土粒多量,炭化物少量混入
暗褐色土 炭化物多量に混入
褐色上 しまり強 ローム粒極めて多量に混入
暗褐色上 炭化物・ローム粒少畳混入

第33図 第14号住居跡実測図

0                 2m

― ―
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する。規模と平面形 長軸3.57m、 短軸3.18mの長方形を呈する。 主軸方向 N-66° 一W 壁 壁高は43～

32cmを数え、ほぼ垂直に立ち上がる。 床 全体的に平坦で、水平である。硬化面は、 Pl～ P4・ P5の外側

及び北北西壁に至るまで踏み固められている。 ピット Pl～ P6の 6ケ 所が確認された。 Pl～ P4は主柱穴

であり、 P5は入ロピットである。 P31ま 外側を向いて穿たれている。 P6は深さが床面から約90cmを計り、入

り口に関係するものかどうかは不明である。 Pl～ P4はやや台形に近い形に並ぶ。 炉 1ケ 所確認され、P

lと P4の 中間地点からやや東壁寄りにあり、平面形は長軸0.50、 短軸0.27mの不正円形を呈する。床面を約 5c

mほ ど掘り込んだ地床炉である。炉床は底面と奥側が良く焼け、赤変硬化している。 覆± 9層から構成さ

れ、床面近 くの上層には焼土粒や炭化物粒が多量に含まれ、上層にはロームブロックやローム粒が含まれる土

層がある。焼土や粘土は床面から若干浮いて出土している。 遺物 配1～5は弥生土器であり、血1～ 41ま壷形

土器である。配1の上器はPlの東側に潰れて出土した。hl。 21よ床面上から出上している。血5は弥生土器片

であり櫛歯状工具により櫛描文が施文されている。遺構内からアプライトの剥片 4gが出土した。 所見 出

土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。本遺構からは炭化物や焼土などが検出されている。廃棄され

た住居に炭化物や焼上を投棄したというよりは、この場で燃焼した可能性が高いように考えられる。

第 14号住居跡出土遺物

第 15号住居跡 〔旧第 22a号住居跡〕(第35図 PL4)

位置 調査区中央の、標高27.25m付近の台地上東側、 S-19・ 20区にわたり確認されている。第32号住居跡

や第34号土坑により切られている。周辺には第10・ 23号住居跡、第22・ 32号土坑が存在する。 規模と平面形

長軸3.67m、 短軸2.97mの本来は長方形を呈するものと思われる。北隅は張り出したようになっているが撹

乱のためである。主軸方向 N-38° ―E 壁 壁高は21～ 1lomを数え、ほぼ垂直に立ち上がる。 床 全体

的に平坦で、水平である。硬化面はPl～ P4・ P5の内側が踏み固められている。 ピット Pl～ P5の 5ケ

所が確認された。 Pl～ P4は主柱穴であり、 P2の断面は底面近くが膨らむ。 P5は入ロピットである。 炉

1ケ 所確認され、Plと P4の 中間地点からやや南東壁寄りにあり、平面形は長軸1.1、 短軸0.6mの 長楕円形を

呈する。床面を約 4cmほ ど掘り込んだ地床炉である。炉床は入り日側がやや掘り込まれ、底面 と奥側が良 く

焼け、赤変硬化している。 覆± 7層から構成され、第 7層にはローム粒が多く含まれる。 遺物 Nα l～ 3

は弥生土器であり、血1は壷形土器である。配2・ 31よ甕形土器である。 所見 出土遺物から弥生時代後期後

半のものと思われる。

第 15号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(9a) 器高(ca) 底径(ca) 色調 胎 土 焼成 残,率(χ ) 特 徴 。 そ の 他

l 弥生土器 室 橙 長石'石芙 並
自 付加条leLR+2蠅 底面に靭E属 内外面に用と物付着部分的に複酪回転復元

2 弥生土器 一霊 (21,7) 橙 覇・感 不良 預部で括れる環部無文帯あり

3 弥生土器 一霊 (12,7) 橙 節 ,麒 並
ロ 山面ヨコナデ

弥生土器 重 ( 橙 長石,石夷 並
日 付加条1極 内面荒れ

番号 種類 器種 日径(m) 器高(cm) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残専事(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 (26.4) 橙 長石'石英 10 内面ヨコナデ付加条1級L+21

2 弥生土器 甕 (2.4) にぶい橙 普 付加条1種 外面にスス付着内面荒れ底部ホ葉鹿

3 弥生土器 餐 (2.0) 橙 踊 普 付加条1種 内面荒れ
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焼土粒少量混入
焼土粒・ローム粒少量混入

炭化物・ローム粒少量混入

焼土粒・炭化物・ローム粒少量混入
ローム粒少量混入

ローム粒多量に混入

2m

弱

弱

弱

　

弱

躙維縦縦脚縦躙

SI-15 1層 褐色土
2層 暗凋色上
3層 暗獨色土
4層 暗褐色土

褐色土

暗褐色土

褐色土

0

層

層

層
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第35図 第15号住居跡実測図・ 出土遺物実測図

第 16号佳居跡 〔旧第 38号住居跡〕(第36図・第37図血 1～ 8 PL4・ 17・ 31)

位置 調査区中央の、標高28,00m付近の台地上西側、G-21区 にわたり確認されている。周辺には第17号住

居跡が存在する。 規模と平面形 長軸 (3.86m)、 短軸3.29mの南南東側がやや広がる台形に近い長方形を呈

する。 主軸方向 N-38° 一E 壁 壁高は21～ 1lcmを 教え、南西壁は垂直に立ち上がるが北東壁は緩 く立

ち上がる。 床 全体的に平坦で、水平である。硬化面は、Pl～ P4C P5か ら北西壁にかけて踏み固めら
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16 1層  暗凋色上 しまり強

第36図 第16号住居跡実測図

れている。南南西の壁際に撹乱が見られた。 ビット Pl～ P5の 5ケ 所が確認された。 Pl～ P4は主柱穴

であり、P5は入ロピットである。 炉 1ケ 所確認され、Plと P4の 中間地点からやや南東壁寄りにあり、

平面形は長軸1.0、 短軸0.55mの不正楕円形を呈する。床面を約10cmほ ど掘り込んだ地床炉である。炉床は底

面の入り回側が掘り込みも深く良く焼け、赤変硬化している。 覆± 10層から構成され、最下層にあたる第

9・ 10層 に焼土や炭化物が多く含まれる。第 7層はほぼソフトロームのような土層であるが焼上が少量含まれ

る。 遺物 血1～6は弥生土器である。Nalは壷形土器である。No2・ 3は甕形土器の底部である。血4は壷形

土器の底部である。h5・ 6は弥生土器片であり、血5に は刺突文が加えられている。血6は頚部で櫛歯状工具

により櫛描文が施文されている。Nα7は土製の紡錘車である。Nc81ま磨石類であり、遺構確認時に出土 した。

アプライトの剥片が 2区から16.5g、 4区から14.5g出上した。 所見 出土遺物の量は少なく小破片のみが
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第37図 第16号住居跡出土遺物実測図

出土した。出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。

第 16号住居跡出土遺物

第 17号住居跡 〔旧第 26号住居跡〕(第38図 PL4)

位置 調査区中央の、標高28.25m付近の台地上西側、 正-21・ 22区にわたり確認されている。周辺には第16・

18号住居跡が存在する。 規模と平面形 長軸3.51m、 短軸3.07mの長方形を呈し、どちらかと言えば小型の

住居跡である。 主軸方向 N-25° 一W 壁 壁高は22～ 7cmを数え、北西角壁は試掘調査時のトレンチに

より削平してしまっている。 床 全体的に平坦で、水平である。P2周辺、 P3・ P4に かけてが踏み固めら

れている。床面が面的に硬化していないのは、土層図に見られるように撹乱の影響かも知れない。P3の周辺

には焼上がみられ、P4の周辺には炭化物が出上した。 ビット Pl～ P5の 5ケ 所が確認された。 Pl～ P4

は主柱穴であり、P5は入ロピットである。 炉 1ケ 所確認され、Plと P4の 中間地点からやや南東壁寄

りにかけてあり、平面形は長軸1.03、 短軸0.54mの長楕円形を呈する。床面を約 5cmほ ど掘り込んだ地床炉で

ある。炉床は入り口側が傾斜がきつく、奥側が緩い。炉床の底面が良く焼け赤変硬化している。 覆± 3層

番号 種類 器種 日径(ca) 器高(ctt) 底径(9a) 色調 胎 土 焼成 残海率(%) 特 徴 。 そ の 他

ユ 弥生土器 甕 にぶい貢橙 並
口 5 伽条IERL+2呻峡施文日唇部に回転縄文内面ヨコナデ

2 弥生土器 甕 にぶい橙 覇IIfk 並
ロ 5 愉薩1極RL+噸

3 弥生土器 甕 (35) にぶい橙 踊 5 付加条luRL+2日 0轍切筵内面ヨヨナデ

弥生土器 甕 にぶい黄捜 扇・秩 5 ,加条lttRL+2BO轍D(内面〕コナデ

7 土製品 紡錘車 上面径 39下面径 36厚さ09重さ20孔径0.4 断面長方形表面ナデタ孔方向は下面から孔の軸が著しく積く

石器 磨石類 長さ 10,1幅 65厚さ4,1重量345石材砂岩 平担面には1ケ所凹み土曽に磨り面毎面と下増部に散打農
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1層 褐色土 粘性弱 焼土・炭化物少畳混入
2層 褐色土 粘性弱 焼土粒少量混入
3層 暗褐色土 粘性弱 焼土粒・炭化粒少畳混入

1層 褐色土 粘性弱 ローム粒多量,焼土粒少量混入
2層 褐色土 ローム粒少量混入
3層 褐色土 ローム粒少量混入
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第38図 第17号住居跡実測図・出土遺物実測図
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から構成され、第 2層には炭化物や焼土粒が含まれている。第 1層は最終的に埋め戻された土層と考えられる。

遺物 出土した遺物は少なく実測可能なものは、hlの甕形の弥生土器底部のみである。図化はしていない

が住居内の南壁から大型の自然礫が出土している。またアプライトの剥片が 3区から14g出土している。 所

見 出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。

第 17号住居跡出土遺物

第 18号住居跡 〔旧第 27号住居跡〕(第39図 。第40図NQ l～ 13・ 第83図 PL5・ 17・ 31)

位置 調査区中央の、標高28.25m付近の台地上、K-20・ 21区 にわたり確認されている。周辺には第12・ 17・

19号住居跡が存在する。 規模と平面形 長軸4.46m、 短軸3.65mの長方形を呈する。 主軸方向 N-58° 一

W 壁 壁高は35～25cmを数え、緩 く立ち上がる。 床 全体的に平坦で、水平である。硬化面は、Pl～ P

4・ P5の範囲内が踏み固められている。 ビット Pl～ P5の 5ケ 所が確認された。 Pl～ P4は主柱穴であ

り、P5は入ロピットである。 炉 1ケ所確認され、Plと P4の中間地点からやや南東壁寄りにあり、平

面形は長軸0.88、 短軸0.54mの不正楕円形を呈する。床面を約 5cmほ ど掘り込んだ地床炉である。炉床は入 り

口側がやや深く掘り込まれている。炉床の底面が良く焼け赤変硬化している。炉の小ピット内は焼けておらず

後世の影響によるものである。 覆± 9層から構成され、炉上の第 6層 は黒褐色を呈し炭化物粒を多量に含

む。 遺物 遺物は住居内の西側から大型の弥生土器破片が出上している。西壁寄りの出土遺物と炉近辺の出

土遺物が接合関係にある。西壁寄りの遺物は床から5cm浮き、炉近辺のものは床面近くから出土した。血1～

12は弥生土器であり、Nα l・ 2・ 4・ 6・ 11は壷形土器である。血3・ 5。 7～ 10は甕形土器である。 Nα 12は高郭形

土器の脚部である。Na2は茨城県那珂川以北で特徴的に出土する土器の器形・施文方法を持つものである。配

13は砥石である。 所見 出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。

第 18号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 胎  土 焼成 残専事(ll) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 甕 によい責侵 馬・秩 普 5 E部片付加条1騒RL+2L瘤文ね文古面ナデ底面木葵哀枝熟

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 辮革(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 士望 桂 扇・麒 並
日 大型のB部蔽片付加条1極RL+2呻峡歯炭内面ヘラナデ・‖り

2 弥生土器 士堕 (10.0) にぶい橙 ゆ社,金雲母 並
日 顕部無文帯を慎んで3本仇線によるスJフ ト4単位と日部に6単位その間は格子目文と演状文

弥生土器 小型甕 浅黄橙 踊'蔽 並
日 付加条IgLR+2輔文底面上げ底内面ヨ〕ナデ

4 弥生土器 浅黄橙 RIft験 普 5 付加条1雹RL+?暉峡施炭一部半置半転状態外面ヘラ‖り内面ヘラHlり

弥生土器 甕 浅黄橙 隔,感 普 付加条1種LR+′即8むbk内面ナデE面側景僚れ

弥生上器 歳霊 橙 用 ,祓 不良 付加条 帥 +2軸 文内面荒れ底面木葉農樹面の一部に赤色の付着物

弥生土器 霊 にぶい橙 題 ,融 普 的渫1種RL+施約憩成内面ヘラナデ節沐頼

弥生土器 甕 浅黄橙 FIf・ 石英 並
日 5 付加条1種LR+2F囃 文ね文内面ヘラナデ

弥生土器 甕 黄橙 用 ,破 並
ロ 5 付加条1極RL+鉦瀬峡祐炭内面ヘラナデ

弥生土器 甕 (2.2) 橙 馬 ,麒 t釧 並
日 5 枷 条 種Rbキ 2HO蟻Ok内面ヘラナデ枝熱

弥生土器 浅黄橙 馬 1祓 並
ロ 5 付加条1種羽快を三する底面木葵痕羽状の中央部分に泄って常1に水平・垂直方向に赤彰

弥生土器 高添 によい黄檀 RTI・ 麒 普 内外面ナデ

石器 砥石 長さ 10, 幅 65厚 4.1重量345石材砂岩 部分 輛隔 耐 郵 脚 赫 り
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SI-18 1層 褐色上 しまり弱 焼土粒・炭化粒少量混入
2層 褐色土 しまり弱 ローム少畳混入
3層 褐色土 粘性弱 ローム多量,炭化粒少量混入
4層 褐色上 しまり弱 ローム粒少量混入
5層 褐色上 しまり弱 炭化粒・ローム粒少量混入
6層 黒褐色土 炭化粒極めて多量, ローム粒少量混入
7層 褐色土 粘性弱 炭化粒少量混入
8層 黄褐色上 しまり強 ローム粒少量混入
9層 黄褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入

SI-18炉 1層 明褐色土 焼土粒・ローム多量,炭化物少量混入
2層 橙色土 粘性・しまり強 ローム多量,焼土・炭化物少量混入
3層 黒褐色土 しまり弱 焼上・コーム粒多量,炭化物少量混入
4層 褐色上 粘性強 焼土粒 。ローム粒多量,炭化物少量混入
5層  明赤褐色土 しまり強 粘性弱 焼土 。ローム粒多量,炭化物少畳混入

lm
』L

第39図 第18号住居跡実測図
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第40図 第18号住居跡出土遺物実測図

第 19号住居跡 〔旧第 10号住居跡〕 (第41・ 42図・第43図NQ l～12 PL5・ 17・ 18・ 31)

位置 調査区中央の、 標高28.25m付近の台地上、 L-21・ 22区にわたり確認されている。周辺には第18・ 35
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SI-19 1層 褐色土 粘性・ しまり弱 炭化粒・ローム粒少量混入
2層 暗掘色土 粘性・しまり弱 焼土粒・ローム粒少量混入

3層 褐色上 粘性 。しまり弱 ローム粒少量混入
4層 褐色土 粘性 。しまり弱 炭化粒 。ローム粒少量混入
5層 褐色上 粘桂 。しまり弱 焼止粒・炭化物・ローム粒少量混入

6層 褐色土 粘性・しまり弱 焼土粒・炭化物・ローム粒少量混入
7層 褐色土 粘性 。しまり弱 焼土粒・濃化粒少量混入

8層 褐色土 粘性・しまり弱 焼土粒・炭化物・ローム粒少量混入

9層 暗凋色上 粘性 。しまり弱 炭化物・ローム粒少量混入

10層 褐色上 しまり強 粘性弱 ローム粒多量に混入
11層 褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量に混入

0               1m

第41図 第19号住居跡実測図

a

a
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号住居跡、第45号土坑が存在する。 規模と平面

形 長軸4.90m、 短軸3.34mの 長方形を呈する。

主軸方向 N-13° ―E 壁 壁高は36～30cm

を数え、ほぼ垂直に立ち上がり、現状での掘り込

みは深い。 床 全体的に平坦で、水平である。

硬化面は、基本的にPl～ P4・ P5の範囲内が踏

み固められ、P4の北側や南南東隅の床面に据え

付けられたような壺形土器の方にも広がっている。

炉の西側やP4の北側には床面が焼けている部分

が確認された。 ピット Pl～ P5の 5ケ 所と

不明ピットが 3ケ 所確認された。 Pl～ P4は主

柱穴であり、P5は入回ピットである。 P2と P4

の近接した場所には小規模なピットが確認された

が主柱穴の補助的な機能を持つものか否かは不明

である。 Pl～ P4の配置は、 Pl・ P2の 間隔よ

りP3・ P4の間隔のほうが広い。P3は外側を向

く。 炉 1ケ所確認され、丁度 Pl～ P4に囲

まれた中央部分にあり、平面形は長軸0.95、 短軸

0.65mの 不正楕円形を呈する。床面を約10cmほ

ど掘り込んだ地床炉である。炉床は入り口側がや

や深く掘り込まれていて、奥側が緩く立ち上がる。

炉床の底面から奥側の立ち上りが良く焼け、赤変

硬化している。 覆± 11層から構成され、炉の

第42図 第19号住居跡出土状況図 覆土上には炭化物・粒が多く見 られた。第 8・ 9

層には炭化物・粒や焼土粒が目立って含まれた。 遺物 遺物は住居内の中央部と入り日部に見られた。炭化

物や焼土は中央部分に集まって出上した。南南東隅の床面に据え付けられたような壷形土器は逆位の状態で出

上した。土器の胴部は水平に割られている。床面に置かれたというよりは床面を若干掘り凹めたところに据え

ているようである。この上器の西側から灰白色粘上が出土した。N61～ 5は弥生土器であり、Nα lは壺形土器

である。Nα 2～ 3は甕形土器である。Nα 3の底部は北 。南壁側出上のものが接合した。No 6は古墳時代中期の

甕形土器の口縁部であり、覆土中の出上で、接合した同一個体は1区から出土した。N67・ 8は土製の紡錘車

である。N69～ 12は石器であり、配 9は砥石で穿孔されている。No10は磨製石斧、Nallは磨石類、Nα 12は打ち

割られた石器で石核と考えられる。 所見 出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。本住居の炭化

物の出土状況は他の住居のものとは異なり中央部分から出土している。

第 19号住居跡出土遺物

ギp

ヾ

き

鎖
＼

、       2         .

香号 種 類 器種 日径(94) 蕎島(cm) 底径(ca) 色調 胎 土 焼 成 残存率(ll) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 霊 (22.7) 橙 馬・麒 並
日

付加条1種RL+2L鵜文施文環部無文帯日緑部内面と頚部外面に初E痕 口緑部に10単位のお

土貼り付け畷部無文帝2列の刺突列日唇部に縄文押[内面ヨコナデ

2 弥生土器 卜型甕 (10.4) にぶい橙 飩・4瓢 並
日 村如条 税R十

'湘

文拒文日唇部に回転縄文豪部無文帯日縁部に別の刺突列

3 弥生土器 甕 浅責橙 長石・石英 並
日 5 ‖加条極RL+を L縄文施文底面末索痕

4 弥生土器 甕 ( (78) 浅黄橙 長石,石英 並
日 5 ナデ内面ナデ底面に布E痕

5 弥生土器 甕 (20) (66) 浅黄橙 長石,石英 並
日 5 付加条 種lR+′鴎文柏文
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番号 種類 器種 日径lcm)1器高(蝕)1底径lcm)1 色調 1 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

土師器 甕 21.2 1(3.9)|   1 橙 1長石,石芙 不良 5 日緑部が段く外反し頚部は屈曲する外面に指願[夏 ヨコナデ

上製品 紡錘車 上面径 5,0下面径 48厚さ 2.2 重さ687し径07 並
日 100 若稗 な円形を三し断面形は長方形表面はナデ下面の乳涅嶼れる

8 土製品 紡錘車 上面径418下面径49厚さ1.3 重さ34孔御36 100 平面形は円形を呈し断面形は長方形表面はナデ下面に薄く5本の平行沈凛が;|か れている

9 石器 砥石 長さ 79幅 5.6厚さ44重量 38.8石材流斑岩 100 傑みと状り貫通孔は2ケ所あり有溝

石器 打製石斧 長さ 8,3幅 45厚さ15重量 718石材粘板岩 礫石斧羞部と概縁の一部に摩擦風あり

石器 磨石類 長さ145幅 6,9厚さ54重量 770.0石 材礫岩 100 両増部謙抑臓司喘憫膊り面

石器 石核 長さ161幅12.4厚さ74重量1655.0石 材礫岩 100 =面だけ剥離される
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層

層

褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入

褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入

褐色上 粘性 。しまり弱 ローム粒多量に混入

o                2m

第44図 第20号住居跡実測図・ 出土遺物実測図

0′3♭′
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第 20号住居跡 〔旧第 9a号住居跡〕(第44図 PL5・ 31)

位置 調査区中央の、標高28.25m付近の台地上、 L・ M-22・ 23区にわたり確認されている。第35号住居跡、

第45号土坑により切られている。周辺には第19・ 24号住居跡、第50号土坑が存在する。 規模と平面形 径

(4,25)mの 不正円形を呈する。 主軸方向 不明 壁 壁高は約5cmを数え、部分的には削平されて存在 しな

い。全体的に掘り込みは浅い。 床 全体的に平坦で、水平である。硬化面の範囲は確認されなかった。 ビッ

ト 5ケ 所に不明ピットが確認された。他の一般的な住居跡のように主柱穴が方形に並ぶことはない。一番深

いものは約60cmを計り、他は深さ約50cmを計る。 炉 現状の遺構内からは確認されなかった。 覆土 当

初は遺構として認識していなかったが、土器片が含まれるところから調査を開始した。 3層から構成され、第

2層中には焼土粒が見られた。 遺物 出土した遺物は少なく、配1～5は弥生土器である。 Nα lは 壼形土器の

底部である。h2～ 5は破片でh21よ櫛歯状工具による櫛描文が施文される。No3・ 41よ単軸絡条体 1類による施

文がなされる。No5は結節縄文が施文されている。この他遺構内からはアプライトの小剥片がまとまって出土

した。遺構一括として98gが 出土した。 所見 本住居跡は、出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われ

る。形態も不整形で炉も確認されておらず住居跡と呼べるかどうか疑間が残る。この住居内からアプライトの

小剥片がまとまって出土していることが特徴といえる。

第 21号住居跡 〔旧第 7号住居跡〕 (第45図・第46図 Nα l～ 7 PL5。 18・ 31)

位置 調査区中央の、標高28.00m付近の台地上、O-21区 にわたり確認されている。第35～ 38号土坑によっ

て切 られている。周辺には第22・ 33号住居跡、第39号土坑が存在する。 規模と平面形 長軸 5。 18m、 短軸

3.92mの長方形を呈する。 主軸方向 N-47° ―W 壁 壁高26～ 22cmを 数え、東北壁か ら東隅は土坑によ

り壊されている。 床 全体的に平坦で、水平である。硬化面は全 く確認されなかった。 ピット Pl～ P

5の 5ケ 所の他、 Plに近接 して 2ケ 所の不明ピットが確認された。 Pl～ P4は主柱穴であり、住居内の配置は

それぞれ並行ではなく、やや菱形を呈する。 P5は入りロピットであり、主柱穴同様の規模を持ち傾斜 してい

る。主柱穴の中でP2・ 4が他の柱穴に比べ深い。 P2の断面形は上部が膨 らむ。 炉  1ケ 所確認され、 Plと

P4の 中間地点からやや南東壁寄りにあり、平面形は長軸1.12、 短軸0.66mの 不正楕円形を呈する。床面を約

5cmほ ど掘 り込んだ地床炉である。入り日側がやや深 く掘 り込まれ、緩 く立ち上がる。炉床は底面 と奥壁寄

りが良 く焼け赤変硬化 している。炉内からも弥生土器小片が出上 した。 覆± 14層から構成され、第 3層か

ら第 9層 にはローム粒が多 く含まれた。 遺物 遺物の出土傾向は、中央部分で床面近 くから見 られ、多 くの

遺物は床面から浮いて出上 している。出土 した遺物はNol～7が弥生土器である。Nol～3は甕形土器である。Nα

lは横倒 しの状態で床面より若干浮いて出上 し、底部と口縁部などが欠損 している。No2は甕形土器の口縁部破

片で、横 2列 に刺突列が施文されている。血4は ミニチュア土器であり、不明ピットから出土 した。No5の内面

にはヘラ痕が見 られる。配6・ 71ま櫛歯状工具により櫛描文が施文される破片である。Nα 6は 口唇部に縄文が施

文された。炭化材 。物の出土状況は住居内にまばらに出土 しており、壁際から住居中央に向け傾斜 して出土 し

た。 焼土は南隅の壁際上層から出土 した。アプライ ト剥片は 1区から2.5g、 遺構内一括として33gが出上 し

第 20号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(m) 器高(cI) 底径(cta) 色調 胎  土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

t 弥生土器 (5.2) 橙 長石,雲母 並
日 10 付加条1題Rl+2L網文施文直に立ち上がる内面ヘラナデ底面木糞痕
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l層 責褐色土 粘性弱 焼土粒・ローム粒少量混入

2層 褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒少量混入

3層  明黄褐色土 粘性弱 ローム少量混入

4層 褐色土 焼土粒・ローム少量混入

5層 暗責褐色土 焼土粒・ローム少量混入

6層 暗褐色土 粘性 。しまり弱 焼土粒・炭化粒少量混入

7層 暗鴻色土 炭化粒少量混入

8層 黄褐色土 焼土粒・炭化物・ローム粒少量混入

9層 暗黄褐色土 焼上粒少量混入

10層  黄褐色土 炭化粒・ローム粒少量混入

11層 褐色土 粘性弱 焼土粒 。ローム粒少量混入

12層  暗黄褐色土 ローム粒少量混入

13層  黄褐色土 粘性弱 焼土粒・ローム粒少量混入

14層 明褐色土 粘性弱 ローム粒少量混入

0               1m
|

第45図 第21号住居跡実測図
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第46図 第21号住居跡出土遺物実測図

ている。絹雲母片岩が南南東壁より出土 した。 所見 本住居跡は、出土遺物から弥生時代後期後半のものと

思われる。

第 21号住居跡出土遺物

第 22号住居跡 〔旧第 8a号住居跡〕(第47図・第48図No l～13 PL5・ 18。 31)

位置 調査区中央の、標高28.00m付近の台地上やや東寄り、 P・ Q-21区 にわたり確認されている。第33・

34号住居跡や第41～43号土坑によって切られている。周辺には第21・ 23号住居跡、第 4号溝が存在する。 規

模と平面形 長軸 (3,75m)、 短軸3.26mの長方形を呈する。 主軸方向 N-61° 一W 壁 壁高35～ 13cmを

数え、住居の東半分は土坑や他の住居跡により壊されている。 床 全体的に平坦で、水平である。硬化面の

範囲は確認されなかった。南壁に接した住居外に硬化した床面状の部分が見られた。 ビット Pl～ P5の 5

ケ所の他、 2ケ 所の不明ピットが確認された。これらの 1ケ 所はPllこ接して深さ12cmで確認された。 もう 1

ケ所はPlの北側に深さ13cmで確認された。この他住居外の硬化面近くにピットが 2基確認され、覆土からは

弥生土器片が確認された。 炉 確認されておらず土坑等の切り合いによって壊されてしまったものであろう。

覆± 5層から構成され、第 5層には焼土粒が目立って含まれた。壁際の第 2層には炭化物が見られた。P

l・ 4の の中間西側には焼土が堆積していた。 遺物 出土した遺物は、配1～12が弥生土器で配13が石器であ

る。血11ま壷形土器で横倒しの状態で床面上に出上した。血2・ 3は甕形土器であり、配2は横倒しで、配 3は壁

番号 種類 器 種 日径(cm) 器高(伽 ) 底径(側 ) 色調 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 甕 にぶい橙 蕗 ,麒 並
日 付加条1通RL十夕噸炭施文頚部無文常外面にスス付着

2 弥生土器 賽 にぶい桂 用・麒 不良 付加条1種RL+2噛�歯文日唇部に回転縄文頚部兼文帯日景部に2列の刺突列

3 弥生土器 甕 によい黄橙 節 ,IfA 並
ロ 付加条leRL+2轍

4 弥生土器 ニヽチェア 浅黄橙 並
日 底部の外面に爪による刺供巡る

5 弥生土器 甕 によい黄笹 郎・祓 並
日 付膝 luLR12鴎 舶 文瑯 再膝 オデ師 櫛
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第47図 第22号住居跡実測図 。遺物出土状況図

が_e毬 _

1層 褐色土 粘性・しまり弱 ローム粒極めて多量,炭化物少量混入

2層 褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量,焼土・炭化物少量混入

3層 褐色土 粘性弱 焼上 。炭化物少量混入

4層 暗縄色土 粘性 。しまり弱 焼土・炭化物・ローム少量混入

5層 暗福色土 粘性 。しまり弱 焼土・炭化粒少量混入

0               2m

d

＼

⑬

上
Ｉ
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第48図 第22号住居跡出土遺物実測図

-61-

o                   10cm



に寄りかかるように出土した。いずれも床面上から出上した。Ntx4・ 5は小型の甕形土器である。血 6～ 12は櫛

描文が見られる破片である。炭化材 。物の出土状況は、壁際が約6cm浮 いた状態で、中央部分に向かって傾斜

して出上 した。中央部分では床面近くから出上した。不明ピットの上をNQ 3の土器片が一部覆っている。この

他遺構内からは炭化物や焼上が覆土中より出土した。 所見 本住居跡は、出土遺物から弥生時代後期後半の

ものと思われる。住居外の硬化面やピットが本住居に伴うものか否かは不明であるが、弥生時代に形成された

ものであろう。

第 22号住居跡出土遺物

番号 種類 器 種 日径(cm) 器高(m) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残与率(%) 特 徴 。 そ の 他

ユ 弥生土器 士室 (23.9) 桂 馬 i秩 並
日 ,加条1極 RL十触 顕部条文帯B3下半慎熟

2 弥生土器 士霊 にぶい橙 扇 '融 普 伽条瞳RL+Ъ約憩欧日騨器に回嘲峡日申榔に馴の円渤峡文スス・則鵬

3 弥生土器 一霊 (26.7) によい黄檀 露 ,蔽 並
日 働際1極RL+2鞭麹敏 2plの 円謝 突文蹴 文帯則跡 着底齢 簸

4 弥生土器 小型甕 (7.5) にぶい褐 覇 '藤 並
ロ 付加条1種 RL+2と・LR+2Rに よる羽状為文落文樽歯状工具外面スス付着底部木奈良

5 弥生土器 甕 によい貨橙 長石tτ英 付

“

案1種 LR+2郎 電兒枯文

石器 砥石 長さ(123)幅 8,0厚 70重量 9200石材砂岩 一部欠損 綱 締 卸 頗

Ｗ
附
鋤

SI-231層  褐色土

2層 褐色土

3層 褐色土

S I -23 pit-2

粘性弱 ローム粒極めて多量,炭化粒少量混入
粘性弱 ローム粒多量,炭化粒少量混入
しまり強 粘性弱 ローム粒多量,炭化粒少量混入

しまり弱 ローム粒多量に混入
ローム粒極めて多量に混入
ローム粒極めて多量に混入

1層 褐色土

2層 褐色土

3層 褐色上

0               2m

θ。 。m
第49図 第23号住居跡実測図・出土遺物実測図
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第 23号住居跡 〔旧第 25号住居跡〕(第49図 PL5・ 19・ 31)

位置 調査区中央の、標高27.75m付近の台地上東寄り、R-21区 にわたり確認されている。第 3号古墳によ

り壊されている。周辺には第33。 34号住居跡、第 4号溝が存在する。 規模と平面形 長軸 (3.26m)、 短軸

3.07mの長方形を呈するものと思われる。 主軸方向 N-50° 一W 壁 壁高22～ 28omを数え、住居の南東

半分は第 3号古墳により壊されており、床面は残っていない。 床 全体的に平坦で、水平である。硬化面の

範囲は、 Pl～ P4の外側壁近くまで広がっている。本来P5の付近も踏み固められているものと思われる。

ビット Pl～ P4の他、 P5の残欠が第 3号古墳の掘り方内に確認された。 P2・ P3内の土層堆積状況の観察

によれば、柱痕が確認された。 P2・ P3の掘り方は上部が浅い皿状をなす。 炉 1ケ 所確認されて、 Pl・

P4の 間でP4寄 りに確認された。径が65cmで深さ2o即の不正円形を呈する。入り口側が深く奥側がやや浅い

地床炉である。底面や入り回側の一部が赤変硬化している。 覆± 3層から構成され、第 1層にはローム粒

が非常に多く含まれている。第 3層の中には炭化物が含まれる。上層に撹乱が見られた。 遺物 出土した遺

物は少なく、小破片が 8点出土した。住居内の中央部分出上のものは床面近くから出土し、壁寄りのものは浮

いて出土した。血1・ 21よ弥生土器で、NQllま 口縁部に櫛描文が見られ穿孔されている。血21ま底が厚い底部であ

る。この他遺構内からは炭化物や焼上が覆土中より出土した。 所見 本住居跡は、出土遺物から弥生時代後

期後半のものと思われる。

第 24号住居跡 〔旧第 12号住居跡〕(第50図 PL6・ 19)

位置 調査区中央の、標高28.25m付近の台地上やや南寄り、M-24区にわたり確認されている。第52・ 53号

土坑により壊されている。周辺には第50・ 54・ 57土坑が存在する。 規模と平面形 長軸3.58m、 短軸2.98m

のやや小型の長方形を呈する。 主軸方向 N-30° 一W 壁 壁高33～27cmを数え、住居西隅は第52号土坑

により壊され、北東壁の一部は第53号土坑により壊されている。 床 全体的に平坦で、水平である。硬化面

の範囲は、 Pl・ P3～ P5の外側まで及び西壁や北壁際まで広がっている。 ビット Pl～ P5が確認され、

Pl～ P41ま主柱穴であり、 P51ま入りロピットである。住居内北隅にも1ケ 所小さなピットが確認され、深さ

は9.5cmを計る。 炉 1ケ 所。 Pl・ P4の 中間地点からやや入り口寄りに確認された。長軸が1.00m、 短軸

0,72mの不正楕円形を呈し、床面を5omほ ど掘り込んだ地床炉である。特に入 り日側に細長 く伸び、底面 と

奥側が一部が赤変硬化している。 覆± 7層から構成され、第 3・ 5～ 7層 とそれ以外の上層は炭化物粒や

焼土粒が含まれる点で区別される。先の土層は壁際から底面近くに見られた。 遺物 出土した遺物は少なく、

血1～ 31ま弥生土器で、血11よ壺形土器の日縁部から頚部の個体である。本住居内から胴部は出土 していない。

北西壁際の床面近 くに伏せた状態で出土した。血31ま蓋形土器のつまみ部分であり、真横に貫通孔が穿たれて

いる。住居内西隅からは礫が出土している。 所見 本住居跡は、出土遺物から弥生時代後期後半のものと思

われる。

第 23号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(al) 器高(ua) 底径(伽 ) 色調 胎 土 焼成 残序事(ll) 特 徴 。 そ の 他

2 弥生土器 甕 浅黄橙 Dt 並
ロ 10 厚子のE部 表面ヘラHり がなされる
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1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層

黄褐色土 粘性弱 炭化粒少量混入

褐色上 しまり強 粘性弱 炭化粒少量混入

褐色土 炭化粒多量,ロ ーム少量混入

褐色土 粘性弱 炭化物 。ローム粒多量に混入

褐色土 粘性 。しまり弱 炭化粒少量混入

黒褐色土 しまり強 粘性弱 焼土粒多量に混入

褐色上 しまり弱

鞘 戦 単 絨 耳

燿義義攀|一
/ノ

12

第50図 第24号住居跡実測図・ 出土遺物実測図

o               2m

第 24号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(ca) 器高(al) 底径(cII) 色調 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 士霊 (12.4) 橙 長石・雲日 並
ロ 有段日二付加条1謝+'HL文 日唇部椰[縄文縄則副本による剛 9単位の貼,

2 弥生土器 甕 (2.3) (7.7) 橙 不良 5 付加条IELR+2Lまたは盟鵜茨歯文被熱

3 弥生土器 蓋 (22) にぶい橙 並
日 5 把手部分外面に指頭哀つまみ部分にlt水平方向に夕乱されている
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1層 褐色上
2層 褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入
3層 褐色土 粘性弱 焼土粒・愛化物少畳混入
4層 黒褐色土 粘土 しまり弱 焼土粒・炭化物・ローム粒少畳混入
5層 褐色土 粘性・しまり弱 ローム粒多量に混入

0               2m

世賦彗!iミIユ 鸞耽 堪比

0                   10cm

0                  10cm

o             5cm
第51図 第25号住居跡実測図・ 出土遺物実測図
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第 25号住居跡 〔旧第 11号住居跡〕(第51図 PL6・ 19031)

位置 調査区中央の、標高28.00m付近の台地上やや南寄りに、N・ O-24区 から確認されている。周辺には

旧石器時代調査 トレンチや第26・ 36号住居跡が存在する。 規模と平面形 長軸3,98m、 短軸3.33mの 長方形

を呈する。 主軸方向 N-57° 一W 壁 壁高は22～ 15cmを 数え、床面から緩く立ち上がる。 床 全体的

に平坦で、水平である。踏み固められた範囲は独立して島状になり、特に炉の周辺からP3・ P4で広がってい

る。 ビット Pl～ P5が確認され、Pl～ P41ま主柱穴であり、P5は入りロピットである。 この他、壁際を

全周するように、間隔をおいて小ピットが18ケ 所確認された。入り口と奥側の壁には5本ずつ確認され、南西

壁には6本、北東壁には2本確認された。小ピットの深さは7～ 10omぐ らいのものが多い。本来柱の機能を

持っていたものか、または壁の防護のためなのかは不明である。 炉 1ケ 所。 Pl・ P4の 中間地点からやや

入り口寄りに確認された。長軸が0,70m、 短軸0,46mの不正楕円形を呈し、床面を5cmほ ど掘り込んだ地床炉

であり、南西方向に張り出している。底面と奥側が一部が赤変硬化している。 覆± 5層から構成され、大

きく上層の第 2層 と底面上の第 3・ 4層 に区別される。これらの上層は焼土や炭化物の量により区別した。

遺物 出上した遺物は少なく、Ntxl～ 6は弥生時代の遺物である。血11ま壺形土器の胴部を欠損したものである。

配21よ甕形土器の胴部片である。h3～ 5は破片で、血3は 日唇部に縄文が施文されており、縦に平行沈線が引か

れる。No4は櫛描文が施文され、血51引ま結節縄文が施文されている。血6は土製の紡錘車である。遺構内から

は炭化物や焼上が床面から覆土中層にかけて出土した。 所見 本住居跡は、出土遺物や形態的特徴から弥生

時代後期後半のものと思われる。また壁際を中心に炭化材が多く見られ、住居廃絶後に廃材の焼却がなされ、

その後埋め戻されているものと考えられる。

第 25号住居跡出上遺物

第 26号住居跡 〔旧第 28a号住居跡〕(第52図 。第53図血 1～10 PL6・ 31)

位置 調査区中央の、標高28,00m付近の台地上やや南寄りに、P-23・ 24区から確認されている。本住居跡

内にすっぽり入るように第36号住居跡が存在する。また住居跡北隅には第49号土坑があり、本住居跡と切り合

い関係にあり、本住居跡が古い。周辺には旧石器時代調査 トレンチや第25号住居跡、第40号土坑が存在する。

規模と平面形 長軸4.78m、 短軸3.74mの長方形を呈する。 主軸方向 N-40° ―W 壁 壁高は50～ 37

cmを数え、遺存状況は良好といえる。 床 全体的に平坦で、水平である。硬化面の範囲は、 Pl～ P5の 外

側まで及び、壁際まで広がる。しかしながらPl・ P4部分は外側から扶り込むように硬化しておらず、 P2・

P3の縁辺も硬化していない。 ピット Pl～ P6が確認され、 Pl～ P41ま 主柱穴であり、P5・ 6は 同様な角

度で穿たれている。両方とも入リロピットと考えられる。片方のピットの上面が踏み固められていた形跡はな

く、同時に存在したものと思われる。深さはP6が深い。 炉 1ケ 所。 Pl・ P4の 中間地点からやや入 り日

寄りに確認された。長軸が1.14m、 短軸0.54mの不正楕円形を呈し、床面を5cmほ ど掘り込んだ地床炉であり、

南東方向が船形に尖る。底面の中央部分は焼けておらず周縁部分が赤変硬化している。炉の北側の周辺は微妙

に凹んでいる 覆± 6層から構成され、第 1～3層にはローム粒が日立ち第 5・ 6層は焼土粒と炭化物粒が含

番号 種類 器種 日径(伽) 器高(cm) 底径(an) 色調 胎 土 焼成 雛  (%) 特 徴 。 そ の 他

l 弥生土器 宝 にぶい橙 扇 1穣 並
ロ 日魯部に回転組文付加無1琶RL+つ暉囲蚊顕部無文帯2条の刺突列

弥生土器 憂 にぶい種 瓢・麒 並
ロ 付加条士電ぼし+班網文強文外面内面にスス付着内面ヨコナデ

土製品 紡錘車 上面径 41下面径 4.2厚さ20重さ52孔径06 不良 表面はといナデタ孔は一方向から
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SI-26  1層
2層
3層
4層
5層
6層

褐色土 粘性弱 ローム粒少量混入
褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入
褐色土 粘性弱 ローム粒極めて多量に混入
褐色土 ほとんどソフトローム
褐色上 しまり強 粘性弱 ローム粒多畳,焼土粒少量混入
暗褐色土 粘性弱 焼土・炭化物少量混入

暗褐色土 粘性弱 炭化物少畳混入
黒掘色土 粘性弱 炭化物・ローム粒少量混入
黒褐色土 粘性 。しまり弱 焼土粒・ローム粒少量混入

層

層

層

0              1m

第26号住居跡実測図
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第53図 第26号住居跡出土遺物実測図

まれる割合が高い。覆土は各層がほぼ水平に堆積している。 遺物 遺物のほとんどは第 5・ 6層上面位から

出土 し、ほとんどのものは小型破片のみの出上である。Nα l～ 10は弥生時代の遺物である。配11よ 壺形土器の

底部破片であり、Nα 2～ 4は甕形土器の底部片である。NQ 5～ 9は破片で、Na51ま 口縁部に輪積による複合口

縁をなし、単軸絡条体 1類による施文が見られる。血61ま櫛描文が施文され口唇部には縄文が施文されている。

配7。 9に 1よ 平行沈線文が施文されている。Nα81引よ櫛描文が施文されている。血10は土製の紡錘車であり、P6

上から出土した。遺構内の北東壁から東隅には厚さ2cmの焼土や粘上が床面上約10cm浮いて確認された。

所見 本住居跡は、出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。上層の堆積状況から本住居跡は廃棄後

に埋め戻されているものと考えられる。

第 26号住居跡出土遺物

4 配鰯
０
ン
　
　
　
ｍ

ヽ

　

‐ｏｃ

番号 種類 器 種 日径(cI) 器高(cal) 底径(cm) 色 調 胎 土 焼成 残孝率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 霊 橙 節,穣 並
ロ 5 付加条leRL十 五濶峡施文内面ヘラナデ底部に初[良

2 弥生上器 甕 (2.6) 浅黄橙 覇 ,献 普 BTtHlり の後付加条1種RL+2疎峡施文

3 弥生土器 甕 橙 節 '破 5 付加条IttRL十 ,囃定脇文

4 弥生土器 甕 浅黄橙 馬 ,敲 5 付加条1極馳+2噛�施文

土製品 紡錘車 上面径 4,6下面径 44厚さ17 重さ42孔御36 不良 断面形は長方形下師 ともに表はT尋なナデ穿砺 向は下面から

第 27号住居跡 〔旧第 34号住居跡〕(第54図・第55図Nα l～ 3 PL6・ 19・ 31)

位置 調査区南方の、標高26.25mか ら25.75m付近の張り出した尾根上に、SeT_32区 から確認されている。

第 1号掘立柱建物跡、第58・ 59号土坑と切り合い関係にあり、本住居跡が古い。周辺には第 5号溝や第 2号掘

立柱建物跡が存在する。 規模と平面形 住居跡の東方は斜面のため削平され残っていない。規模は長軸5.88

m、 短軸5.42mの方形を呈し、大型の住居跡である。 主軸方向 N-51° 一W 壁 壁高は17～ Ocmを数え、

東方隅は斜面のため削平されている。 床 北西一南東方向では緩い傾斜を示す。南西―北東方向ではほぼ平
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SI-27 1層 褐色土 粘性弱 ローム粒少量混入

2層 褐色土 ローム粒少量混入

3層 明褐色土 粘性強
4層 褐色土 粘性 。しまり弱

5層 明褐色上 しまり強 粘性弱

6層 褐色土 ローム少量混入

7層 掲色土 ローム多量に混入

8層 褐色土 粘性弱 ローム粒少量混入

9層 褐色上 粘性 。しまり弱

10層 褐色土 粘性弱

SI-27 1層  暗褐色土 ローム粒少量混入

E― E′
 :層  悟撮包圭 患ど七雀写盪

入口_ム泣少量混入
SI-27炉

 を屠 岳亀を
色
毒荏Fと

gttζ継
雀昌二宮生云患み豊詮覺

入

0               1m

第54図 第27号住居跡実測図
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第55図 第27号住居跡出土遺物実測図

坦で、水平である。硬化面の範囲は確認できない。 ピット Pl～ P4と その他に 2ケ 所確認された。 Pl～

P4は主柱穴と考えられる。 P21ま第 1号掘立柱建物跡のピット底面で確認された。Pl～ P4の底面は横長い楕

円形を呈し、 P2・ P4の底面には明瞭に凹みが 2ケ 所確認されている。 Plの調査時の観察結果によれば、柱

穴は二本の新旧関係のある掘り方が存在していた。同柱穴の北東側のものは貼床下に確認された。 Pl～ P4の

深さは同程度のものである。入りロピットは第 1号掘立柱建物跡、第58・ 59号土坑により壊されてしまったも

のと思われる。その他の 2ケ 所のピットは覆土がボソボソしていて、柱穴の覆土とは異なる。 炉 1ケ 所。

Pl・ P4の 中間地点からやや入り口側に寄り確認された。径が約0.60mの不正円形を呈し、入り口側に面 して

直方体の焼けた花南岩が出土し、炉と一体となって機能した炉石と考えられる。炉の覆土はほとんどなく、炉

の上層断面図は炉床断ち割り状態といえる。花南岩の下は焼けておらず、北西側のみ焼けている。 覆± 10

層から構成され、ローム粒を多量に含む土層が床面近くまであり、それらを取り除くと炭化物混じりの薄い土

層が床面を覆っていた。 遺物 出土した遺物は小型破片のみの出土である。血1～3は弥生時代の遺物である。

Nalは甕形土器の底部破片であり、倒れて出上した。血21よ紡錘車であり床面から出土した。血31ま土器片を再

利用した円盤であり、縁辺を丁寧に擦り磨いている。遺構内の西隅から北隅にかけて、壁寄りに炭化材 。物が

床面から2～ 5cm位浮いて出土した。これらは焼土・炭化物・粒混じりの上層から出土 した。炭化材は丸棒

状のものも見られた。 所見 本住居跡は遺跡内の弥生時代の住居跡の中で最大規模のものである。台地上の

住居跡群の存在する場所から離れている。柱は4本共に外側から内側の位置に建て替えられている可能性が考

えられる。出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。また本住居跡は住居廃絶後に廃材の焼却が行わ

れているものと考えられる。

第 27号住居跡出土遺物

o             5cm

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(cm) 底径(ca) 色調 胎 土 焼成 残存率(ll) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 甕 橙 馬 ,殷 普 内外面に考干スス付加条RL+2Lと LR+鷹によるB快構成底面木業良

2 上製品 紡錘車 上面径4.3下面径4.3孔径0,6最大厚30 重量54g 並
ロ 断面は紡低形表面はT事なナデ穿孔方向は下面から

3 土製品 円盤 上面径25下面径20最大厚08 重量 50g 並
ロ 1割キを打ち欠いて円形に調整し再利用上面に構文緑辺が擦られる
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第 28号住居跡 〔旧第 37号住居跡〕 (第56図 PL6・ 19)

位置 調査区南方の、標高26.00mか ら2550m付近の張り出した尾根上に、Q-34・ 35区から確認されている。

第 2号掘立柱建物跡と切 り合い関係にあり、本住居跡が古い。周辺には第39号住居跡が存在する。 規模と平

面形 本住居跡の南壁は斜面のため不明瞭である。規模は長軸4.69m、 短軸3.55mの長方形を呈する。 主軸

方向 N-102° 一W 壁 壁高は44～32cmを数え、北壁の一部は第 2号掘立柱建物跡により壊 されている。

また南壁は覆土と地山との区別が しがたいため、掘り過ぎている部分があるЬ傾斜地のため北壁は遺存状況が

よい。北壁の下位 レベルには、基本層序で見 られた砂粒を多量に含む層がみられた。 床 東西方向では平坦

で水平 となっている。南北方向では南側に掘 り過ぎてしまっている。本来は水平に作 られているものと思われ

る。硬化面の範囲は、台地上の住居跡内のように明瞭ではない。床面のPlと P3を結ぶあたりにかけて砂粒を

多量に含む層を掘 り込み床としている。 ピット Pl～ P5と その他 3ケ 所に確認された。 Pl～ P41よ主柱穴

であり、 P5は入 りロピットである。他の 3ケ 所のピットは性格が不明である。 炉  1ケ 所。 Pl～ P4の 中

央部分に確認された。長軸が0.74m、 短軸0,46mの不正楕円形を呈 し、床面を 6cm掘 り込んだ地床炉である。

炉の底面が赤色硬化 している。 覆± 6層から構成され、第 3・ 4層 には炭化物・焼土粒が含まれる。各土

層の中には地山を構成する砂や長石が混 じる。 遺物 出土 した遺物は小型破片が多い。その中でNol・ 2の よ

うな大型の土器片 も出土 した。Nollよ壷形土器の口縁部である。No2は壷形土器の胴部破片である。遺構内の北

東壁際から炭化物が壁に寄り沿 うように出上 した。これらは皆床面から約10cm浮いている。 Pl・ P4の 西側

やP5周辺に焼土が確認された。 所見 本住居跡は、出土遺物から弥生時代後期後半のものと思われる。 ま

た本住居跡は焼却後に埋め戻されているものと考えられる。

第 28号住居跡出土遺物

第 29号住居跡 〔旧第 16号住居跡〕 (第57図・第58図配 1～ 6 PL6・ 20。 31・ 32)

位置 調査区北方の、標高2800m付近の台地上東寄りに、 P・ Q-8区から確認されている。周辺 には第30号

住居跡、第66土坑が存在する。 規模と平面形 住居跡は確認時に壁がすべて削平されており、床面の上と地

山の上との違いにより平面形を想定 した。規模は長軸 (7.00)m、 短軸 (6.38)mの ほぼ正方形を呈する。

主軸方向 N-30° 一W 壁 壁高は部分的に数cmを数えるばかり、すべて削平されていると言 ってよい。

床 ほぼ平坦で水平となっている。硬化面の範囲は確認できなかった。 ピット ピットは8ケ 所確認され、

Pl～ P4は主柱穴と考えられ、 P5は入 りロピットであろう。 P6・ 7は貯蔵穴と考えられる。 P6は炉の

北側にあり平面形が円形で深さ約35cmを計る。 P7は平面形が円形で壁が底面から垂直に立ち上がり、深 さは

55cmを計る。 P3は 2つ のピットが付いた状態にあり、南側の小 ピットは26cmを 計る。同様な深 さのピット

はP4の東側にあり28 5cmを測る。 Pl～ P4の深さはいずれも40cmを越える。 炉  1ケ 所。 Plと P4

を結ぶ線上 Pl寄 りに確認された。長軸が0.84m、 短軸0.50mの不正楕円形を呈 し、炉の底面が赤色硬化 してい

る。ほとんど掘 り込みはない。 覆土 削平を受け覆土はない。 遺物 遺物はP7の覆土上層からNo 3の土

師器高郭の脚部が出上 した。No lは土師器甕回縁部であり、割れてP6か ら出土 した。h4は高郭郭部底面を

円盤状に丁寧に割 ったものである。その他の出土品は小破片である。Nα 5は滑石製の管玉であり、中心からず

番号 種類 器種 日径(∞ ) 器高(ca) 底径(cm) 色 調 胎  土 焼 成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 (164) 橙 長石,石英 並
日 日唇部に縄文日縁部に2組 6単位のお主貼り

'け

付加条1こ 内面横ナデ

2 弥生土器 ( 橙 長石t石英 良 10 縄文原体による2列の刺突列粘土出寸2粗ずつG革位□唇部に回転縄剰寸加条1種LR+2L
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第58図 第29号住居跡出土遺物実測図

れて穿孔されている。Nα 6は半月形をした鉄製の穂摘具の破片である。 所見 本住居跡は、出土遺物から古

墳時代中期のものと思われる。

第 29号住居跡出土遺物

第 30号住居跡 〔旧第 15号住居跡〕(第開図・第60図血 1～ 5 PL7・ 20)

位置 調査区北方の、標高28.00m付近の台地上東寄りに、Q-6区から確認されている。周辺には第29号住

居跡、第 3号土坑が存在する。 規模と平面形 住居跡は確認時に壁や一部床面までもが削平されており、残

存している床面の上と地山の土との微妙な違いや柱穴の並びなどにより平面形を想定した。規模は長軸 G。 90)

m、 短軸 (3.50)mの ほぼ長方形を呈し、北側の壁中央にカマドが作られている。 主軸方向 N-24° 一W

|

器

番号 種類 器種 日径(94) 器高(cta) 底径(m) 色調 胎 土 焼成 残存事lXl 特 徴 。 そ の 他

1 土師器 甕 によい赤褐 扇・破・継 並
日 外面ナデ・ミガキ内騒横ナデ顕吾翻り

土師器 対 (2.7) 橙 τ英編片・冨母 並
口 赤面ヘラ引り内面ヘラナ

'日
陣に最大径E面が小きい

土師器 高郭 脚部径①,0裾部径14.0 によい黄橙 誨 片t冨母 並
ロ 外面縦方向οナデ侶ヨ外面債ナデ内函と3鵬り・下萬横ナデ襴部が色嵐に開く

4 土製品 不明 長5.6幅58厚さ16重量460g 並
ロ 欝り鞘とHS嵯笛

5 石製品 管玉 長5.6幅0,7厚さ(0.5)重 量14g石材滑石 緯 粉 脳 から魏

鉄製品 穂摘具 長(2.6)幅 9,の 厚さCll.5)重量75g 羊月形を旨 る亀爾員の増喜
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SI-30カ マド

1層 褐色土 しまり弱 焼土・炭化粒 。ローム粒少量,焼土微量混入
2層 福色上 しまり強 粘性弱 焼土粒・粘土多量,炭化物 。ローム粒少量混入
3層 褐色土 粘性弱 焼土粒極めて多量,ロ ーム粒少量混入
4層 暗褐色土 しまり弱 炭化粒多量,ロ ーム粒少量混入
5層 黄褐色土 ローム粒多畳,炭化粒少量混入
6層 暗赤褐色と しまり強 焼土極めて多量,粘土少量混入
7層 褐色上 しまり強 ローム粒多量,焼土少量混入
8層 褐色土 粘性・しまり弱 焼土・炭化粒・ローム少量混入

第59図 第30号住居跡実測図

壁 壁はすべて削平されていると言ってよい。 床 ほぼ平坦でカマド焚き口側に緩く下がっている。硬化

面の範囲は確認できなかった。 ビット ビットは5ケ 所確認され、 Pl～ P41ま主柱穴と考えられる。P13P

4は北壁寄りに寄っている。P5は入り口に関わる柱穴であろうか。 カマド 北壁中央に壁外約50cm掘 り込

み、壁の一部に構築の際使われた白色砂質粘土が残るが、袖部は遺存しない。規模は長さ0,90m、 幅0.70mで

ある。煙道部は緩やかな傾斜で立上り、先端はカマドの覆土堆積後に掘り込まれ、小穴があいている。火床部

には焼土が多量に見られ、床面から約 8cm掘 り込まれ、皿状をなす。火床部の東側には血3の土師器甕の日縁

部分が逆位で埋め込まれ、袖部の補強材として再利用されたものと考えられる。 覆上 削平により覆土なし。

遺物 遺物は血1～5の遺物が出土した。血1・ 21ま カマド内から出上したもので、Nαlは須恵器郭、血21ま 須恵
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第60図 第30号住居跡出土遺物実測図

器蓋か。この他配 3～ 5は土師器甕であり、血3が カマド袖部の補強材とされたものである。 この他弥生土器

破片数点出土しているが混入したものと考えられる。 所見 本住居跡は配 1の特徴、または血2の 存在から

平安時代でも9世紀前葉から中葉のものと思われる。

第 30号住居跡出上遺物

第 31号住居跡 〔旧第 6b号住居跡〕(第61図 。第62図NQ l～ 14 PL7・ 20。 32)

位置 調査区中央の、標高28.25m付近の台地上に、M-19区から確認されている。本遺構は第13号住居跡や

第30号住居跡と重複関係にある。周辺には第12号住居跡、第28・ 29号土坑が存在する。 規模と平面形 規模

は長軸3.78m、 短軸3.22mの横長のほぼ長方形を呈し、東壁やや南寄りにカマドが作られている。 主軸方向

N-81° 一E  壁 壁高は22～16cmである。 床 大部分はほぼ平坦であるが、北東隅部分は平坦な高ま

りとなっている。硬化面の範囲は、カマド周辺から住居内の南側にかけて確認できた。床は、前掲の平坦な高

まり部分以外は貼り床により構築されている。南壁の一部には約 5cmの 深さの壁溝が確認され、深さは4 cm

を計る。 ピット ピットは 2ケ 所確認されたが性格不明なピットといえる。いずれも西壁寄りに確認され、

北寄りのものは円形で深さ1lcmを 計る。他方は円形で深さ23cmを計る。これらは遺構の重複とも考えられる

Cm

番号 種類 器種 日径(ctt) 器高(cta) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残存事(%) 特 徴 ・ そ の 他

1 須恵器 琢 (38) にぶい黄褐 誦 ,麒 並
日 体部下端子持ちヘラH4り E面一方向手持ちヘラ博Iリ カマド出土

須恵器 蓋 灰黄 劉 良 カマドHtl

土師器 甕 20.2 にぶい橙 覇・秩 並
口 嗣部下半ヘラ肖1リ ロ録部ナデロ緑部をつまみ上げる

土師器 甕 橙 馬 ,IIA 並
ロ

回緑部内外面ナデロ録部をつまみ上げる

土師器 甕 橙 長石,石英 並
日 顕部はナ,外面水平なタタキ長日唇部屈曲して張り出す
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2層 暗褐色土
3層 褐色土
4層 褐色土
5層  暗褐色土
6層 褐色土

焼土粒少量,白色砂質粘土微量混入
白色砂質粘土微量混入

ローム粒少量混入
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第61図 第31号住居跡実測図

が、いずれも遺構確認時の精査では確認 しえなかったものである。 カマ ド 東壁やや南寄 りに壁外約50cm

掘 り込み、灰白色砂質粘土により構築された袖部が焚口部北側に一部残っている。また南側の同粘土は壊され

た残滓である。カマ ドの南側は第30号土坑により壊されている。規模は長さ0,90m、 幅約 (0。 70)mで あろう。

煙道部は緩やかな傾斜で立上り、先端部には焼土が見 られた。火床部には焼土が見 られ、床面か ら約10cm掘

り込まれ、皿状をなす。 覆±  6層から構成され、第 1・ 2層が大半を占める。第 3・ 4層にはカマ ド構築

用粘土が混 じり込む。 遺物 遺物はNQ l～ 14の遺物が出土 した。血 1～ 12は土師器である。配 21ま 郭底部で

ありやや丸底である。Na l・ 3は内面黒色処理された高台郭である。配11ま住居中央付近に割れて出上 した。

配12は輪積痕をナデて段を作 り、一部は焼成前に弧状に鋭利な道具で切 られている。器種は不明である。陥 4

蛎
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第62図 第31号住居跡出土遺物実測図

～ 9は土師器の小皿で、硬化した床面の範囲内から出土している。この他配13は須恵器大甕の破片を再利用し

た転用砥石であり、配14は椀形鉄滓であり、床面から出土している。 所見 本住居跡は、内面黒色処理され

た高台郭の高台部分の形態や土師器小皿の出現などから、平安時代の中でも11世紀代のものと思われる。本遺

跡内の平安時代の住居跡の中でも、土師器小皿を出土したのは本住居跡のみである。

第 31号住居跡出土遺物

Cm

13

|

∴

ど野 性三:::≧仁__三JⅢ
ll

番号 種類 器種 日径(91) 器高(cal) 底径(at) 色調 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 土師器 高台必 高台5,7 にぶい褐 全瓢 良 内面黒色処理内面ミガキロ唇部やや外反E面回転糸切りり憮 蔦台を取り

'り2 土師器 不 (1.1) 話 ,祓・割 やや丸EE面回転ヘラ切りの後ナデ外面指願痕

3 土師器 高台不 (2.3) 高台9,0 橙 覇 t祓 10 内面黒色処理 'ヽ」の専伏に開く高台

4 土師器 小皿 (114) (68) 橙 節 t祓・瓢 ロクロ成形農部から積やかに直線的に立ち上がる

5 土師器 小 皿 (108) (8.8) 橙 覇・祓・瓢 ロタロ成形E面ナデロニ部が直線的に立ち上がる日径に比べて騒径大きい

6 土師器 小皿 (04) (5,6) 橙 RII・ 祓,割 ロタロ成形E面回転ヘラ切り痕胎土撤密底面に車のような[良あり

7 土師器 小皿 (8.8) (4.5) にぶい褐 腑 ロクロ成形底面回転糸切りE部が高台状にやや高くなる

8 土師器 小皿 にぶい褐 ぬ ・ 蹄
ロタロ成形底面回転糸切りE部に厚みを持ち高台上にやや高くなる

9 土師器 小皿 (5.4) 橙 馬・瓢 立
日

ロクロ成形E面回転糸切り

須恵器 蓋 (13) 灰 馬・醸 良 偏平なポタン状のつまみ
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番号 種類 器種 日径(cta) 器高(tla) 底径(cn) 色調 胎 土 焼成 残存率(ll) 特 徴 。 そ の 他

1 須恵器 〓笠 ( 灰オリーブ 扇・献illG 並
日 体部下端子持ちヘラHlり 底部に高台を付付けた後ナデ

2 土師器 不明 (6.7) 橙 節・感 ,割 徽 あリヘラ状工具により斜あに切り込み

3 須恵器 砥石 長(4、9)幅 (1.め厚さ(13)重量(16.1) 良 須車岳大豊り破片を打ち欠き再利用内面を砥るとして使用者しく磨減

4 鉄津 椀形鉄津 長(7.2)幅 (60)厚 さ(2,9)重量(92.0) 不明 椀杉鉄津

寸

⑭

Ｉ

Ｘ

∽

EIII

0               2m

第63図 第32号住居跡実測地・出土遺物実測図

SI-32

1層 暗褐色土 粘性・しまり弱 焼土粒・炭化物少量混入
2層 黒褐色土 ローム粒少量混入
3層 暗褐色土 粘性弱 ローム粒少畳混入
4層 暗褐色土 粘性弱

:彊 鋸色圭 塩こ亀
強
焼空建雰畳篭夫

粒多畳,炭化粒少量混入

7層 褐色土 粘性 。しまり弱 焼土多量,ロ ーム少量混入

蕊
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ｎ
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第 32号住居跡 〔旧第 22b号住居跡〕(第63図 P L21・ 33)

位置 調査区中央の、標高27.75m付近の台地上東寄りに、T-19。 20区から確認されている。本遺構は第15

号住居跡や第34号土坑と重複関係にある。周辺には第10号住居跡、第32・ 33号土坑が存在する。 規模と平面

形 規模は長軸 (3.86)m、 短軸3.29mの横長のほぼ方形を呈し、北東壁中央にカマドが作 られている。 主

軸方向 N-52° ―E 壁 壁高は12～ 5cmである。北壁から西壁にかけては、弥生時代の住居跡覆土を壁と

しているせいか、不明瞭といえる。 床 大部分はほぼ平坦である。硬化面の範囲は確認できなかった。壁溝

も確認されなかった。 ピット ピットは確認されていない。 カマ ド 北東壁の中央に壁外約25cmの 掘 り

込みを持つが全体的に遺存状況は悪く、袖部は遺存していない。規模は長さ0.82m、 幅約0.52mで ある。火床

部には焼上が見られ、床面から少し掘り込まれ、皿状をなす。 覆± 7層から構成され、第 7層 はカマドの

覆土で、他は住居覆上である。 遺物 遺物は血 1～ 6の遺物が出土した。配 1～ 4は土師器である。No lは

ロクロにより整形されている。Nα2は内面黒色処理された高台郭で外面に「由」という墨書がされている。Na

5・ 6は同一個体と考えられる砥石であり、両端が太く中央部が細い。断面は方形を呈し、それぞれの面が使

用されている。 所見 本住居跡は第15号住居跡よりも新しく、第34号土坑よりは古い重複関係にある。内面

黒色処理された高台郭の高台部分の形態や土師器郭の形態的特徴から、本住居跡の時期は平安時代の中でも10

世紀代のものと思われる。

第 32号住居跡出土遺物

第 33号住居跡 〔旧第 8b号住居跡〕(第64図・第65図血 1～18 PL7・ 21)

位置 調査区中央の、標高28.00m付近の台地上東寄りに、Q-21区から確認されている。本遺構は第22号住

居跡や第42～44。 47号土坑と重複関係にある。また当住居跡の床面が上下 2枚確認されたため下の床面を第34

号住居跡とした。周辺には第21号住居跡、第39・ 40号土坑が存在する。 規模と平面形 規模は長軸3.67m、

第33号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(cta) 器高(cm) 底径(ca) 色調 胎 土 焼成 残
=率

(%) 特 徴 。 そ の 他

1 土師器 郭 2,8) 浅黄種 覇・麒 ,割 体部下増手持ちヘラ博1り 風面手持ちヘラ肖1り

2 土師器 高台郭 にぶい橙 瓢 良 山面黒色処理内面ミガキ外面に墨宮「由」

3 土師器 甕 (92) 橙 長る.石英 良 5 顕部が「く」の字に括れる日唇部内損する内外面横ナデ外面に指頭良あり

4 土師器 甕 (68) にぶい橙 馬 ,験 並
ロ 5 頚部の屈曲弱い外面に指頭演あり日録部から日唇部横ナデ内面ヘラナデ

5 石製品 砥石 長(59)幅 (26)厚 さ(29)重量 446 石材凝灰岩 一部欠損 師師 稀

6 石製品 砥石 長(49)幅 3.3厚さ(28)重量311 石材凝灰岩 上下端欠 4面砥石有博

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(cI) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

l 土師器 郭 (14.0) (5.8) によい責橙 馬 1融 底面一方向の手持ちヘラ肯1り ,駐部下増子持ちヘラHlり 複熟している

2 土師器 郭 (13.0) (4.8) 橙 踊1祓 ,割 監闘回転ヘラ切り・底部下増幅広く子持ちへうHlり E径小さい

3 土師器 啄 にぶい橙 馬 t融 並
日 底面回転ヘラ切りの後ナデ底部内面ミガキ

4 土師器 高台付郭 浅黄橙 長石,石英・雲母 内面黒色処理内面ミガキ底面に高台貼り付け帯の爪の良跡

5 土師器 甕 (20.0) にぶい褐 長石t石英 畷話出崚く括1日唇部が外観に捲れる外面ナデ指願E嵐 スス付着内面ヘラナデ

6 土師器 甕 橙 扇・麒 良 嗣部下半側面ヘラ11り 底面ひ日痕内面指頭痕・ヘラナデ被熱lh6の日景部と同 IIIか

7 土師器 甑 にぶい橙 題・融'繭 並
ロ 3伏り担子外側に指頭長・ナデ内再指頭反スス付着

8 土師器 甑 にぶい橙 馬・萩,純 並
ロ き供の把手内外に指頭痕h7と同一J体か

9 須恵器 甑 (9,6) 灰オリープ 扇・瓢 底面晒 の観かSI-34監 2観把子と同一目体か

土師器 羽釜 によい黄捜 覇 ,麒 不良 5 私釜の舅部分外面ナデ

土師器 鉢 によい黄燈 昆石・石英 E径の大きな弊か体部下構ヘラ引り底部,内外面ヘラナデ

2 土師器 甑 (346) にぶい掲 励酢石美 並
ロ 10 日録部が自日し日唇部に厚みを持つ外面横ナデ内面ヘラナデ

3 土師器 甑 (16.6) 橙 用,麒 1劉 10 底面6孔式の螢かBntにヘラ博Iり 内面にヘラナデスス付着
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SI-33 1層  褐色上 しまり強 焼土粒 。ローム粒少量混入
2層 褐色土 しまり強
3層 黄褐色土 粘性弱 焼土粒少量混入
4層 褐色上 しまり強 粘性弱 焼土粒少量混入
5層 褐色上 焼土粒・ローム粒少量,砂粒混入
6層 褐色上 粘性弱 焼土粒・炭化物少量混入
7層 褐色上 しまり強 粘性弱 焼土地・粘土・炭化物少量混入
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第64図 第33号住居跡実測図
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第65図 第33号住居跡出土遺物実測図

短軸 (3.21)mの ほぼ方形を呈し、北北東壁中央にカマドが作られている。 主軸方向 N-29° 一E 壁

壁高は28～ 12cmである。西壁や南壁の一部は土坑により壊されている。 床 大部分はほぼ平坦である。床面

は踏み固められていた。壁溝は確認されなかった。 ピット ピットは5ケ 所確認されている。それぞれ住居

内における位置などから考え、主柱穴の可能性も考えられる。 カマ ド カマドの大半は土坑により壊され4由
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部も片側のみ残存する。カマドの遺存部分が北北東壁の中央から壁外に約30cmの掘 り込みを持つ。全体の長

さは本来 (1.0)m位 あったものと思われ、幅は約 (1.0)mであろう。焚口部分は床面より約20cm掘 り込まれ、

その中に小さなピットが確認された。奥壁には焼土が見られた。 覆± 6層から構成され、ほとんどは褐色

土により構成され全体的に焼土・炭化物・粒が含まれる。 遺物 遺物は小破片が床面全体に見られ、中でも

住居の南隅付近にまとまって出土 している。血 1～ 13の遺物は皆土師器でhl～ 3は土師器郭であり、それぞ

れロクロ成形され、Nα 2は底部側縁が手持ちヘラ削りされる。血 4は内面黒色処理された高台郭で、底部に高

台部の接合痕が残る。血 5・ 6は甕である。血 7・ 8は甑の把手である。Nα10は羽釜の鍔部分である。血11は

底径が大きく胴部の開きが大きな鉢であろう。血12・

13は甑である。 所見 内面黒色処理された高台郭の

形態や土師器郭の形態的特徴などから、本住居跡の時

期は平安時代の中でも10世紀代のものと思われる。

第 34号住居跡 〔旧第 8c号住居跡〕 (第 66図  P

L5・ 21)

位置 本遺構は第33号住居跡内の床面下に確認された

もので、平面形は同住居と同様であるが第34号住居跡

とした。 規模と平面形 第33号住居跡と同様と考え

られる。 主軸方向 N-29° ―E 壁 壁高 は第33

号住居跡より若干深い。 床 大部分はほぼ平坦であ

るが西側に緩 く傾斜 している。硬化面は、特にピット

に囲まれた内側が明瞭に踏み固められていた。壁溝は

確認されなかった。 ビット ピットは5ケ 所確認さ

れている。第33号住居跡と同様なものであり本住居使

用時に柱として機能 した可能性の方が高い。 カマ ド

第33号住居跡と同様な場所には明瞭な焚口部分は見

られなくなる。 覆土 褐色土 遺物 遺物は小破片

が少数床面上に見 られる。N61・ 2の遺物は皆須恵器

で、Nα llま底径が大きな鉢であり、 NQ 2は甑の把手で

ある。 所見 本住居跡は、ほぼ第33号住居跡と同様

な平安時代の中でも10世紀代のものと思われる。
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第66図 第34号住居跡実測図・出土遺物実測図
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第 34号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(aB) 器高(an) 底径(aa) 色調 胎 土 焼成 蹄平(%) 特 徴 。 そ の 他

1 須恵器 鉢 灰黄 罰・感 並
日 底径‖大きく外面ヘラ‖り属面ψ目良内面ナデ

2 須恵器 甑 (5,3) 暗灰 覇 1鉛 普 社い作りの担予指頭圧痕ヘラナデSl― 鵠h9と同一狙体か

第 35号住居跡 〔旧第 9b号住居跡〕(第67・ 68図 。第69図血 1～15 PL7・ 21・ 22)

位置 調査区中央の、標高28,25m付近の台地上に、M-22・ 23区から確認されている。本遺構は第20号住居

跡や第46号土坑と重複関係にある。周辺には第19号住居跡、第45号土坑が存在する。 規模と平面形 規模は

長軸3.46m、 短軸3.46mの正方形を呈し、北北東壁中央にカマドが作られている。 主軸方向 N-36° 一E

壁 壁高は19～13omである。北壁隅の一部は土坑により壊されている。 床 大部分はほぼ平坦である。南

側の床面は踏み固められ硬化した高まりが南隅から伸びている。壁溝は西壁際から南壁際に確認され、 5～ 10

cmを計る。 ビット ピットは住居内に 9

ケ所確認されている。それぞれ住居内におけ

る位置などから考え、主柱穴とは考えがたい。

それぞれの深さは10～ 19cmで 中には64omや

40cmの ものもある。南南西壁中央にあるピッ

トは入り口に関わるものかも知れない。 炉

長軸82cm、 短軸40cmの楕円形のものが住

居内の西側に確認された。掘り込みの深さは

約 5cm程度であるが、南南東端には小 ピッ

トがあり深さ10cmを測る。炉床は部分的に

焼けて赤変硬化している。炉内から土師器甕

破片が出土した。 カマド 北北東壁の中央

に壁外約40cmの掘 り込みを持ち、全体の長

さは1.2mで、幅は約80cmで ある。焚口部は

床面より約15cm掘 り込まれ、その中に小さ

なピットが確認された。袖部は明瞭に遺存し

1      尉
・

0                 2m

第67図 第35号住居跡遣物出土状況図
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第 35号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(伽) 器高(aa) 底径(cm) 色調 月台 土 焼 成 残写平(%) 特 徴 。 そ の 他

l 土師器 郭 明赤褐 瓢・感・割 並
ロ 騒部から授く立ち上がる底面回転へ,切 り痕外面勺面積ナデ複熱し赤変

土師器 郷 におい黄橙 踊 ,験,瓢 並
日 E面は回転ヘラ切りの後ナ,外面内面横ナデ

土師器 郷 にない橙 RTI・ 献,瓢 並
ロ 日E41や外反E面回転ヘラ

"Iり

体部下端子持ちヘラ削り内面黒色処理・ヘラミイキ

土師器 高台郭 にぶい橙 RII・ 麒,瓢 並
ロ 日辱部やや外反内面黒色処理・ヘラミオキEm「転ヘラ切りTIE風

土師器 高台郭 橙 踊 t融,割 並
ロ

'ヽ

Jの字よに開く高台底面凹む内面黒也処理,ミ ガキ層面回転ヘラ河1り

土師器 高台郭 にぶい橙 覇 i融,割 普 内外面ナデE面回転ヘラ切りの復回転ヘラHlり か

7 土師器 高台郭 にぶい橙 踊 '融'割 並
日 日唇部やや外反内面景色処理・ミガキ底面回転ヘラ副り暑璧荒れる

須恵器 甕 灰 断 '藤'釧 良 5 内面に残を持ち日唇部をつまみ上げる内外面倹ナデ

土師器 甕 明褐 踊 1感 並
ロ 外面ヘラHり 内ヘラナデ感面に構離状の工衰あり

土師器 鉢又は甑 橙 朗 1麒・割 普 5 内外面横ナデロ唇部厚みを持ち上増に平担面を持つ一部穏手おり付状の良跡

l 土師器 土製カマド にぶい橙 RIf・ 感・割 並
ロ 5 土襲カマトの焚き日部分説習面に平狙面を持つ外内面ヘラナデ複熱は受けていない

土師器 捌カマド によい黄檀 朗・感・釧 並
日 主要カマドの糧部裾部でやや開く嗣部分面はヘラBlり 吾面が担い内面に構積良あり

土師器 羽釜 にぶい橙 麒 並
ロ 5 嘉釜の鍔部分内外面横ナデ突帯上に平担面を持つ

土師器 土製カマド 長(138)幅 (6.め厚さ(10) にぶい貰褐 廟・麒,割 並
口 土製カマドの焚き日部分trN粘土帝により突帯を作りだすlh12と 同一倒なか彼熱している
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SI-35  1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層

暗褐色土 粘性弱

暗褐色上 粘性弱

暗褐色上 しまり弱 炭化粒・ローム粒少量混入

褐色上 しまり弱 炭化粒少量混入

褐色上 しまり弱 ローム粒多量に混入

褐色土 しまり弱 ローム粒多量に混入

暗赤福色上 しまり弱 炭化粒少量混入

褐色土 ローム粒多量に混入

1層 暗褐色土 粘性 。しまり弱 炭化粒・ローム粒少量混入

2層 暗赤褐色上 粘性 。しまり弱 焼土・ローム粒少量混入

3層 赤褐色上
4層 褐色土 粘性・ しまり弱 ローム粒多量,焼上少量混入

5層 褐色上 粘性 。しまり弱 ローム粒多量,焼土・炭化粒少量混入

6層 褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量,焼土・炭化粒少量混入

1層 褐色上 しまり弱 ローム粒多量,焼土粒少量混入

2層 褐色土 しまり弱 焼土粒・炭化粒少量混入

3層 褐色土 粘性・しまり弱 ローム粒極めて多量,焼土・炭化粒少量混入

4層 暗褐色土 焼土粒・炭化粒・ローム粒少量混入

5層 赤褐色土 粘性弱 焼土・炭化粒 。ローム粒少量混入

6層 褐色土 粘性・しまり弱 ローム粒睡めて多量,焼土粒少量混入

7層 褐色土 粘性弱 ローム粒極めて多量に混入

S I -35
カマド

SI-35炉

0              1m

第68図 第35号住居跡実測図
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ておらず、一部残るのみ。カマ ド内の覆土中から小破片の上器が出上した。 覆± 8層から構成され、ほと

んどは暗褐色土になる。壁際に褐色土が存在する。第 8層 は炉上の焼土粒が混入する土層である。 遺物 遺

物は土師器が主体を占め、No l～ 3は土師器郭である。NQ 4～ 7は高台郭である。この内血 3～ 5。 配 7は内

面黒色処理されている。血 8は須恵器甕の日縁部である。血 9は巻き上げ成形による鉢か。Nα10は土師器の甑

もしくは鉢である。配14は須恵器の甑であろう。血11・ 12・ 15は土製カマドで、血11・ 13は焚日部、配12は裾

部である。N612・ 13は 同一個体と思われ、被熱を受けたせいか器面が粗い。醜15は羽釜の鍔部分である。Na l・

7は カマド内から出土した。この他図示はしていないが灰釉陶器の長頚瓶の破片が出上している。 所見 内

面黒色処理された高台郭の特徴や土師器郭の形態などから、本住居跡の時期は平安時代の中でも10世紀代のも

のと思われる。

第 36号住居跡 〔旧第 28b号住居跡〕(第70071図・第72・ 73図No l～15 PL7・ 22・ 23・ 31・ 32)

位置 調査区中央の、標高28.00m付近の台地上に、P-23区から確認されている。本遺構は第26号住居跡や第

49号土坑と重複関係にある。周辺には第25号住居跡、第40号土坑が存在する。 規模と平面形 規模は長軸

4.78m、 短軸3.74mの方形を呈し、北壁東寄りにカマドが作られている。 主軸方向 N-6° ―W 壁 壁高

は32～ 19cmである。北西隅には張出しがあり、住居外を約50bm掘 り込んでいる。この張出し部分の覆土は住

居跡のものと変化は見られなかった。 床 大部分は平坦でほぼ全面にわたり硬化面が見られ、北西隅の張出

し底面も硬化していた。南東隅の床面は踏み固められていない。壁溝は確認されていない。 ピッド ピット

は住居内西壁中央に 1ケ 所確認され、深さは1lcmを 計る。住居内における位置などから考え、柱穴とは考え

がたい。 カマ ド 北壁の東よりに壁外約80cmの掘り込みを持ち、全体の長さは1.lmで、幅は約80cmである。

焚田部は床面より約10cm掘 り込まれ、皿状を呈している。カマド焚口部からは複数個体の土師器甕が細か く

割れながら横位に連なる状態で出土し、本来は焚

回天丼部の補強材として使用されたものと考えら

れる。カマドの奥壁は被熱し赤変した部分も見ら

れた。 覆± 10層から構成される。第 1・ 2層

は黄褐色系の色調を帯び、その下層の第 4層 は第

5～ 7層を掘り込む様に観察された。 遺物 遺

物はカマド部分と住居中央からまとまって出土し

ている。遺物は土師器が主体を占め、血 1～ 6・

10は土師器甕である。甕の中には、血 5の ように

やや胴が張るものや、配 6・ 10の ような対ヽ型のも

のもある。Nollは須恵器の短頚壺である。NQ12は

焼きの悪い須恵器甑である。この他鉄製品として

No14。 15の刀子や不明鉄製品が出上している。こ

の他カマド西側の壁に若干の間層を挟んで、焼け

たスサ入りの壁土様のものが出土した。血 2・ 4

はカマドの補強材とされたようである。

o                2m

第70図 第36号住居跡遺物出土状況図
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⑮

SI-36 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層
10層

11層

黄褐色土 しまり強 粘性弱

暗黄褐色上 しまり強 粘性弱

褐色土 しまり強 粘性弱

褐色土 粘性弱 焼土粒少量 粘土微量混入

褐色土 粘性弱 炭化物少畳混入

褐色土 ローム粒多量.焼上粒少量混入

暗褐色上 しまり弱 ローム粒多量に混入

暗褐色土 しまり強 粘性弱 焼土少量,粘土混入

褐色土 焼土粒・炭化粒多量に混入

暗褐色土 粘性弱 粘上少量混入

責褐色土 焼土粒少量混入

責褐色土 しまり強 粘土・砂粒極めて多量 焼土粒・炭化物少量混入

褐色土 焼土粒・炭化粒多量 粘土少量混入

褐色土 粘性弱 焼土粒多量 炭化物・ローム粒・粘土少量混入

褐色上 しまり強 粘性弱 炭化粒多量,粘土少量 砂質粘土微量混入

褐色土 しまり弱 焼土粒多量,炭化物少量,粘土微量混入

褐色土 粘性 。しまり弱 焼土・炭化粒少量混入

褐色土 粘性弱 ローム粒多量 焼土粒 “炭化粒少量混入

褐色土 粘性・しまり弱 ローム粒極めて多畳,焼土粒・粘土少量混入

褐色土 粘性弱 焼土粒・炭化粒多量 ローム粒少量混入

S I -36    1層

カマ ド 2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層

⑤⑤ l

第71図 第36号住居跡実測図

所見 上師器高台郭の特徴や土師器郭の形態などから、本住居跡の時期は平安時代の中でも10世紀代のもの

と思われる。また住居内覆土中の第 4層が第 5～ 7層を掘り込む様に観察されたこと、覆土中の南東隅から馬

耳形突起の付いた宝筐印塔の蓋部分が出土していることから、中世の遺構により住居覆上が撹乱を受け壁が壊

されている可能性も考えられる。
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第72図 第36号住居跡出土遺物実測図(1)
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第73図 第36号住居跡出土遺物実測図(2

□

性 _______耳
Cm

第36号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(9a) 器高(cm) 底径(ca) 色調 胎  土 焼 成 残存率(%) 出 土 状 況 。 そ の 他

1 土師器 甕 橙 長石1石英・赤Lt 並
日

日緑部嶺(括払日唇部内槙日部指頭康日部下半ヘラ報り・ミガキ底面砂目良粘土付着

土師器 甕 22.2 橙 節・感 '瓢 並
口

日録部授く括れる嗣部に拍頭良盛部機録ヘラ刊り・ナデ底面ゆ日嵐日部に粘土仕書

土師器 甕 にぶい橙 馬・融 ,瓢 並
日 日写部段く括れるB部に指頭哀底部機景ヘラ韓り日部に粘土付着スス付着底面ひ目痕

4 土師器 甕 (29.3) 橙 FTfl藤 =割 並
ロ 日曇導欠損呂部下半ヘラHlり 日部に砧土付着内面僚ナデ底面ひ目償

5 土師器 甕 204 27.4 橙 馬 ,感・瓢 並
コ 日観部騒(括れるB3の上位が張る爾T卜半ヘラ博1り 底面欠損B3に粘■te外面枝熟

土師器 小型甕 (127) 橙 馬 1祓・瓢 並
日

日g導欠損預部)屈曲嗣部球形呂喜下半ヘラHり 日径に対し鷹径大きい騒面υ目痕

7 土師器 高台不 橙 覇 t融・瓢 不良 日唇部やや外反内面黒色処理・ミガキ底面回転ヘラ切り外面にタール付着

土師器 高台郭 (4.1) にぶい褐 馬 t劉 不良 内面黒色把理・ミガキE面回転ヘラ切りの後ナデ

須恵器 蓋 (1.0) 灰 長石,石癸 普 5 とつつまみボタン状を三する中央がやや凹む外面ナデつまみ留 4tB

土師器 小型甕 (8.9) にぶい褐 長石・石英 並
日 日部と半に最大とを持つ日緑部括仏外反日部下半はヘラ消1り 内面ヘラナデE面木奏痕

須恵器 短頚壼 (6.2) 灰 覇・llG 良 高台が付く目台の先培は丸みを持つ日部に3つの釘が付けられる内面スス付着

2 須恵器 甑 (5.0) によい黄悩 RIf・ 萩 i割 不良 観帽下1部 底面は中央に円形1コハ月辺に常円4孔の5孔武皆ヘラにより開けられる

3 鉄製品 不明 長さ(16.3)幅 1,3厚さ0.6重量 41.4
工部欠損 刀子に顕似したの形態を持つが断面が長方形を呈する刃部はない一部本質部が遺専

4 鉄製品 刀子 長さ(87)福08厚さ0.5重量(
一部欠損 先増の尖る刃部を持う

5 鉄製品 刀子 長さ(4 幅14厚 き04重量(40 一部欠損 先増の尖る刃部を持つ一部木質部が遺存
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第 37号住居跡 〔旧第 14号住居跡〕(第74図・第75～77図No l～ 13 PL8・ 23・ 24・ 31～33)

位置 調査区南寄りの、標高27.75m付近の台地上に、M-29区から確認されている。台地上の遺構分布と南

南東に張り出した尾根上部分の遺構分布とのすき間にある。周辺には旧石器時代調査区や第62号土坑の火葬墓

が存在する。 規模と平面形 規模は長軸2.06m、 短軸1.71mの小規模なもので不整方形を呈 し、北壁中央外

側部分に半円形の焼土の広がりが見られた。住居内の北東隅にはカマドらしい掘り込みが確認された。 主軸

方向 N-17° 一E 壁 壁高は22～17cmである。部分的に覆土と地山の上が明瞭に区別できず掘り過ぎてし

まったところもある。 床 大部分はほぼ平坦であるが、硬化面の範囲は確認されなかった。壁溝も確認され

ていない。 ピット ピットは確認されていない。 炉 北壁中央外側の焼上の広がりについて、カマドとす

るのには掘り込みが浅くカマド構築粘上が全く混じらない。焼上についてはカマド内で見られる焼土とも異な

る。 カマ ド 住居の東隅で見つかり、壁外に若子の掘り込みがあり、砂質粘土による袖部らしいものが片側

のみ出土した。焚日部は床面を掘り込んでおらず、火床面らしい部分はない。 覆± 3層から構成され、第

1層のみが暗褐色を呈する。他の土層はソフトロームに近い土層であるが黒褐色土粒を含む。 遺物 遺物は

壁外の焼上の広がりが確認された部分より、血8・ 9の土製カマドが割れて出上した。いずれも大型の破片でま

とまって出土 した。他の遺物はカマド焚口部や住居中央部分上層からまとまって出土した。Nalは 内面黒色処

理された高台郭で、血2は底面に「林田」と墨書された須恵器郭である。NQ3 0 4・ 7は土師器甕であり、NQ5・ 6

υl

NI

SI-37 1層  暗褐色土 しまり弱 炭化物少量混入
2層 褐色土 ローム粒多量に混入
3層 褐色上 しまり弱 ローム粒多量に混入

SI-37カ マ ド I層 褐色土 しまり強 炭化粒・ローム粒少量混入
2層 褐色上 しまり強 炭化粒少畳混入
3層 褐色上 しまり強 粘性弱 炭化粒 。ローム粒少量混入
4層 褐色土

第74図 第37号住居跡実測図
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第75図 第37号住居跡出土遺物実測図(1)
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第37号住居跡出土遺物実測図(封
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0                  10cm

第77図 第37号住居跡出土遺物実測図(0

は甑である。Nα 10・ 11は土師器甕の破片で、叩き目が残る。h12は磨石類、Nα13は鉄滓というよりは鉄塊系遺

物であり重みがある。 所見 須恵器郭の形態的特徴や内面黒色処理された高台郭の形態などから、本住居跡

の時期は平安時代の中でも9世紀末葉のものと思われる。

第 37号住居跡出土遺物

第 38号住居跡 〔旧第 35号住居跡〕(第79図・第78図NQ l～ 2 PL8・ 33)

位置 調査区南方の、標高25,00m付近の斜面地である、V-33・ 34区から確認され

ている。本遺構は第60号土坑と重複関係にある。周辺には第 1・ 3号掘立柱建物跡

が存在する。 規模と平面形 一辺約 4mの方形を呈するものと思われ、北西隅に

カマ ドが作られている。 主軸方向 N-85° ―W 壁 壁高は西側で約10cmで あ

り、東側の壁は遺存していない。 床 緩く傾斜して東側に下がっている。床面は

部分的に硬化面が確認された。壁溝は確認されていない。 ビット ピットは住居

内に 5ケ 所確認されたが、いずれも主柱穴とは考えがたい。 カマ ド 北西隅に住

居の隅を利用して主軸90cmの掘り込みを持ち、幅は約100cmで ある。焚口部は床

面より数cm掘 り込まれ、皿状を呈している。カマドの袖部は遺存していない。

と 一 一 ― 一 半 ― ― ― ―
ど 卜

m

第78図 第38号住居跡

出土遺物実測図

番号 種類 器種 日径(cI) 器高(lla) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 蹄 翠(%) 出 土 状 況 。 そ の 他

1 土師器 郷ムロ一局 橙 節 ,破 ,割 良 内面掃に関曖,ヘ ラミガキ底面は回転ヘラ切りの気 高台と接合

2 須恵器 郭 橙 節 ,感 ,瓢 不良 体部直線的に開く体J下端子持ちヘラHlり 底面3方向の手持ちヘラ肖Iり 底面に墨書昧田」

3 土師器 甕 橙 長石,石英,雲母 良 環部が括1日唇部つまみ上げ外面輪棧Яスス付書内面ヘラナデ

4 土師器 甕 によい黄橙 節 ,穣 良 螂 競 加 帥 ま批 げ日醐 laX聾の鮒 は る

5 土師器 鉢 (19,8) にぶい橙 良 顕部■慢く外反し、日唇部は舌哄をなす内面ヘラナデ・黒色

6 須恵器 甑 にぶい褐 長石・冨母・赤色柱 不良 底面が多孔式の観外面餅あ方向の平行タタキロロ部下半ヘラ湾1り 内面に当て員痕

7 土師器 甕 (22.0) 橙 節・釧・織 不良 日部下半をヘラ百1り した後ヘラナデ内面ヘラナデ輪積痕底部木葉長

8 土師器 土製カマド にぶい橙 長

`・

石英 良 裾部から極出し部へほlF直立協部捜地面平担低出し部上面砂日痕・樹禄ヘラ百1り B3に穿孔

9 土師器 土製カマド にぶい種 踊・麒 良 焚き日紛景自立し厚み増す日部湾出外面輪積良・ヘラナデ内将ヘラ博1り 。ヘラナデ

石器 磨石類 長さ(10,3)幅 (6.5)厚 さ(6.1)重量550 石ル閃緑岩 一部欠損 下磐部4ケ所散打哀あり

鉄塊系遺物 長  26 幅30 厚さ16重量 215 一部欠損
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 暑ζ三:Ⅷ
粒混入

0               2m

④

SI-38 1層 暗褐色土
カマ ド 2層 暗褐色土 粘性弱 炭化粒多量に混入

3層 褐色上 しまり強 焼土粒少量混入
4層 褐色土
5層 褐色土
6層 褐色土 粘性弱 焼土粒・災化粒少量,白黄色粘土・砂粒混入
7層 暗褐色土 炭化粒少量混入
8層 褐色土 しまり強 粘性弱 焼土粒・炭化粒少量混入

第79図 第38号住居跡実測図
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覆± 4層から構成され、各土層には地山の砂が混入している。 遺物 遺物はカマドから小破片が出土し

たが、実測に耐え得るものは少ない。血1・ 21よ土師器郭で、Nα lは内面黒色処理のされている不である。血 2

は墨書土器で底面に部分的ではあるが「禾」 ?が書かれている。 所見 本住居跡の時期は平安時代 9世紀中

葉のものと思われる。

第 38号住居跡出土遺物

第 39号住居跡 〔旧第 36号住居跡〕(第80図 。第81・ 82図血 1～17 PL8・ 24・ 31)

位置 調査区南方の、標高24.50m付近の斜面部に、S-35・ 36区から確認されている。周辺には第28号住居跡、

第 3号掘立柱建物跡が存在する。 規模と平面形 規模は一辺約 3mの方形を呈するものと考えられ、北壁中

央にカマドが作られている。住居跡は傾斜地に存在するため南壁は遺存していない。 主軸方向 N-16° 一

E 壁 壁高は北側で60cmを測る。 床 大部分はほぼ平坦であるが南側に緩く傾斜 して下がっている。床

面は全面にわたり硬化していた。壁溝は確認されていない。 ビット ピットは住居内に北壁寄りに 1ケ 所確

認され、円形で深さは約1lcmを 計る。同ピットは柱穴か否か不明である。住居壁の外側にも柱穴 らしいもの

は確認されなかった。 カマ ド 北壁の中央に壁外約60cmの掘り込みを持ち、全体の長さは1.lmで 、幅は約

70cmで ある。焚口部は床面より約 6cm掘 り込まれ、皿状を呈している。袖部は遺存していない。カマ ドの奥

壁は被熱し赤変した部分も見られた。火床部のやや上方には、土師器小型甕を逆さにし、支脚の代わりにした

ものが出土 した。甕の内部には砂質粘土が充填されていた。 覆± 3層から構成され、いずれも褐色土を呈

する。それぞれの上層に地山の砂が混入している。 遺物 多くの遺物は床面近 くかやや浮いて出土している。

遺物はNQ l～血 3の須恵器郭やh7の須恵器蓋が出上した。住居内から出土した他の須恵器は郭・高台郭・蓋・

鉢・鉄鉢形土器破片が出土している。土師器ではNtx 4～ 6。 8～ 12の甕が出上している。No 12の 甕の胴部には

墨書で「丈部真麿」とその下に判読不明な数文字が書かれている。この甕は住居内の中央部から逆位で割れな

がらも形を残 して出上した。カマド内の小破片と接合している。No 7の須恵器蓋は内側に墨痕が残り転用硯と

第39号住居跡出土遺物

番号 種類 器種 日径(ca) 器高(at) 底径(ca) 色調 胎 土 焼成 残存率(ll) 出 土 状 況 ・ そ の 他

1 土師器 不 (2.0) 明褐 感 ,割 良 内面黒色処理・ヘラミイキ回転ヘラ切りの後底面2方向手持ちヘラ‖り

土師器 郭 にぶい橙 石英,雲母 並
ロ 体部下端子持ちヘラHり 底面手持ちヘラ‖り底面に墨き「利 ?

番号 種類 器種 日径(cII) 器高(lla) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

l 須恵器 杯 褐灰 節 '藤 '瓢 良 E面 4方向の手持ちヘラ青1り Ⅲ部下培子持ちヘラ博1り 内面ヒアスキ器高が高い

2 須恵器 杯 (10.1) (53) 褐灰 郎 ,醸 ,瓢 蜃面一方向の手持ちヘラHlり 体下培ヘテHlり ぬ面重ね携きの良幣

3 須恵器 杯 褐灰 覇・敲 1割 E面回転へ,切り'=方向の手持ちヘラHlり 休部下増手持ちヘラHlり 外面ヒアスキ

4 土師器 小型甕 浅黄橙 朗・麒 顎部が括れ、日唇部が丸みを持つ口録部から顕部までナデ

5 土師器 小型甕 橙 扇・TIXt割 良 頚部が括れ日偉部が張り出すR部一部欠損日部下半横方向の‖り監部木葉痕転用文脚

6 土師器 小型甕 浅黄橙 節 ,IIX,劉 普 日曇部から畷部横ナデ頚部が屈曲し、日
=部

をつまみ上げる

7 須恵器 蓋 黄灰 踊 ,秩・割 良 つまみが欠損息辺に返りが付く外面体部途中まで回転ヘラ肖1り 内面墨付着転用R

8 土師器 甕 橙 覇 '祓 並
日 aFFに歳大径を持つ日緑部から顕部横ナデ嗣部下半横方向の百!り 巨面砂目痕

9 上師器 甕 (21.2) 326 橙 覇 i醸・割 並
日 嗣部上半に最大径嗣部中央から下増にかけ縦方向の磨き内面ヘラナデ構積震有底面ゆ日良

土師器 甕 (25.2) 明黄褐 朗 1感 1割 良 顕部の屈曲大きく、日録郎が水平に張り出す日唇部外傾する日部に丸みを持つ呂形?

土師器 甕 (178) にぶい橙 郎・祓 ,割 並
日 顎部の括れが寝い日唇部外側に倦れるB部下半Mり の気素方向のミガキ内面指頭良

上師器 甕 (318) にぶい橙 長石・石英 並
Ｅ 盛郵次損剛部下に最大径を持つ日部下半へ,Mり B部に墨害政韻営[〕」と墨償あり

土製品 瓦塔 浅黄桂 秩 やや軟 土師質瓦塔の宝粽・竜車部内面に径1●の穴があく破面の四方に水ほ技書のたbの凹み

土製品 瓦塔 浅黄橙 麒 やや軟 土師質瓦塔水この一部 LItり下部四方の水垣を押さえる部分

土製品 瓦塔 (8.3) にぶい橙 蝶 ,割 初重以外の壁部分

土製品 不明 最大長(9.3)最大幅9,1)最大厚さ0,6重量(49,5)橙 一部欠損 土師器甕日部片を再利用し―Sに快りがある

土製品 不 明 最大長 6 最大幅60 最大厚さ06重量 21.9 にぶい橙 土師吾甕日部片を再利用し一部に快りがある
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SI-39 1層  褐色土 粘性強 焼土粒・炭化粒少量混入
2層 褐色土 粘性強 炭化粒・ローム粒少畳,砂粒混入
3層 褐色土 .粘性強 焼土粒・炭化粒・ローム粒少量,砂粒混入

SI-39  1層  暗褐色土
カマド西面 2層 暗赤褐色上 粘性・ しまり弱 焼土粒少量混入

3層 赤福色土 しまり強 粘性弱 焼土粒多量に混入
4層 褐色土 粘性弱
5層 褐色土 粘性弱 焼土粒少量,砂質粘土混入
6層 褐色上 粘性弱 焼土粒多量,砂質粘土混入
7層 褐色土 粘性弱
8層 暗赤褐色上 粘性・ しまり弱 焼土粒多量,炭化粒少量混入

SI-39  1層  褐色上 焼土少量混入
カマド北面 2層 褐色土 焼土粒少量混入

3層 褐色土 焼土粒多量に混入
4層 赤褐色土 粘性 。しまり弱 砂粒極めて多量,焼土多量,粘土混入
5層 褐色土 粘性 。しまり弱 焼土・炭化粒少量混入
6層  明褐色土 粘性弱 砂粒極めて多量に混入
7層 暗赤福色土 粘性 。しまり弱 焼土粒・炭化粒少量混入
8層 赤欄色土 焼土粒多量に混入
9層 暗褐色上 しまり弱 焼土粒・炭化物多量に混入
10層 掘色土 焼土粒多量,砂粒混入

0              1m

第80図 第39号住居跡実測図
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第31図 第39号住居跡出土遺物実測図(1)
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第32図 第39号住居跡出土遺物実測図(2     ■ |

して使われたものと考えられる。図示はしていないが住居跡内 1区から須恵器鉄鉢形土器の日縁部小破片や胴

部破片が合計 3点出土している。この内の胴部片 1点は被熱のためか表面 。断面ともに赤化している。出土し

た土師器の中で、内面黒色処理された郭などは全く出上していない。この他NQ13～ 15の瓦塔破片 3点が出上し

ている。NQ13は住居内のほとんどの遺物を取り上げた後に住居床面近くから出土した相輪部破片である。宝珠、

龍車が一体となって作られている。整形はロクロナデ後、宝珠部分下端にヘラ削りを施すと龍車部分下端は水

煙部分となる。龍車部分下端部に十字状の凹みがあることから本瓦塔水煙は、龍車にはめ込むものであったこ

とがわかる。Nα14は水煙部分である。粘土版水煙がT字状または十字状に組み合わされていたことを示す資料

である。粘土版に穿たれた水煙透し孔が 1ケ 所残存する。水煙を押さえ込む破片と接合したものである。これ

らは住居内の 3区と4区から出土している。NQ15は二重以上の軸部と考えられ、端部は折れ曲がる痕跡が見ら

れる。 2区覆土中から出土した。これらは胎上の雰囲気から第 2号掘立柱建物跡の西側の溝で出土したものと

同一のものと考えられる。Nα16・ 17は土師器甕の破片に快りが加えられたものである。 所見 本住居跡から

出土した須恵器の鉄鉢形土器の胴部破片 2点は南西埋没谷出土の「佛」と墨書された鉄鉢形土器と接合した。

本住居跡は瓦塔相輪部分の出土から掘立柱建物跡群との関連や、鉄鉢形土器の出土から南西埋没谷との関連が

うかがわれる。本住居の時期は出上した遺物から、平安時代 9世前葉から中葉のものと考えられる。

日
日

日

υ
一

]ア
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SI-5 No 3

SI-8 NQ 2

SI-13 Ndl

粘土採掘抗 No 5

SI-18 Noll

赤彩土器・ 朱書土器実測図
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3.土 坑

土坑は全部で60基確認されている。これらのものの中には同様な形態や同様な時期のものが存在する。その

ため、その特徴的なものについて述べることにする。その他については一覧表にまとめ実測図を掲載する。

第 2号土坑 (旧第 62号土坑)(第 84図 。第85図Ntx l～ 3 PL8・ 24)

位置 調査区北方、標高25.50mの常総粘土層が遺構確認面となる緩斜面地で、 I-5・ 6区 から確認された。

規模と平面形 長径が2.25m、 短径が1.15mの楕円形を呈する。深さは底面まで完掘していないため不明。

長軸方向 N-63° 一W 壁面 粘土層を掘り込み、外傾しながら開く。 底面 完掘 していないため不明。

覆土 粘性の強い暗褐色土層が堆積していた。 遺物 遺物は土坑が一定埋まった段階で投棄されたものと考

えられる。ほぼ完形に近い土師器甕が 3個体寄り添うように出上した。血 とは胴が張り、日縁部の屈曲が激し

い特徴を持つ甕である。 所見 遺物から奈良・平安時代のものと考えられる。

第 2号土坑出上遺物

第 3号土坑 (旧第 46号土坑)(第 84図・第86図No l～15 PL8・ 25・ 31)

位置 調査区北方のエリア境界、標高28.00mの台地上で、Q・ R-5区から確認された。 規模と平面形 完

掘には至っていないため平面形の全容は不明であるが、現状で長径が2.91m、 短径が (2.2)mの 不整円形を

呈する。深さは最深部まで約 3mを測る。 長軸方向 不明 壁面 粘土層を掘り込み、壁面は外傾しながら

開く。途中に二段にわたリテラス状の段差がある。 底面 最深部は狭く、立っているのがやっとの状態であ

り、地下水がしみ出した。 覆土 覆土中の第 4・ 9・ 10～ 12層中には焼土粒が含まれ、下層の堆積状況とやや

異なる。他の多くの上層中には灰白色粘土粒が含まれる。 遺物 遺物は古墳時代中期の上師器と平安時代の

土師器・須恵器などが出土している。遺物は最深部近くからはNα lの土師器壺の日縁部が出上し、上段のテラ

スからは血 4の椀形土器が出土した。奈良 。平安時代の遺物のほとんどは上層から出土し、血 1・ 4が出土 し

た土層からは平安時代の遺物は出土していない。 所見 最深部から古墳時代中期の上器が出土 しており、上

層からは奈良・平安時代の遺物が出土している。この土坑は覆土に焼土が含まれる部位までと、その下層で遺

構の重複関係が存在するのものと思われる。

第 3号上坑出土遺物

番号 種類 器種 日径(aa) 器高(cm) 底径(cn) 色調 胎 土 焼成 残専事(%) 特 徴 。 そ の 他

1 土師器 甕 にぶい褐 扇 i麒 不良 日

'部

が水平に霞り出し、日部中央が硯る日下半縦りヘラミガキ内面ヘテナデ鼠面末薬捩

2 上師器 甕 (25.0) にぶい褐 節・融 不良 岳部上半に最大径を持つ外面日下半ヘラミガキ内面ナデE面木葉衰

土師器 小型甕 にぶい褐 長石・石英,赤樹柱 並
日 露部畷く括れ外面師 半ヘラ消!り お面ナデ

番号 種類 器種 日径(al) 器高(cm) 底径(o4) 色調 胎 土 焼成 孵  (%) 特 徴 。 そ の 他

1 土師器 壺 (5.8) 灰褐 覇・麒・ALt 日録郎が有段日

'を

なし顕部が屈曲する有段部には指頭長残る内外面ナデ

2 土師器 増 にぶい褐 RTI・ 祓,割 普 外面ヘラ鶴りの後ナデ・ミガキ内面4積哀監3と同一日体

3 土師器 磐 にぶい褐 覇・藤・割 並
ロ B部濃れた球形外面ヘラ職りの後ナデ・ミガキ内面輪積気・指騒良L,と同一桜体

4 土師器 椀 (13.1) 灰黄褐 IInt瓢 日醐版 緬日FT崎糠 サ痰 師日獅臨蔭・触のヘテガ 繭ヘラHり

5 土師器 対 にぶい褐 節 'れ触1瓢 普 環瓢から直線的に開く日録毎日目日外樹に繕れる外面ナデ・ミガキh2・ ]と同トロ常

6 土師器 高郭 (6.0) 橙 lfm 普 白噂裾が屈由して広がる外面指願良外metの ミオキ内団胸隣み償,指頭良

7 土師器 甕 橙 誦・藤 :瓢 並
日 BBllに最大径をもつ外面ヘラミイキ内面ヘラナデ底面末薬痕

8 土師器 甕 (20.2) にぶい橙 RIf,融 ,瓢 並
日 頚部脳霞(括仏日唇部瀞立つ外面指頭によると形内面ヘラナア

9 土師器 甕 橙 扇・蔽・釧 顎1出眼く括払日唇部瀞立つ外面指頭痕・ナデ内面ヘラ長・ナア

須恵器 甕 (22.0) 灰 FII・ 感 良 5 オ反する日録3外面ナデロ母部下々魔部あり内面ナデロロ部に亀文[良

11 土師器 高台郷 にぶい橙 用 ,破・割 件部に政を持つ内面黒と関醒・ミガキ磁面回転ヘラ切り

須恵器 高台郭 暗灰黄 馬 1割 底面回転ヘラ消1り

須恵器 郭 褐灰 節・醸・割 E面=方向の手持ちヘラ削り体部下増は僚れていて不明E径がやや大きい

須恵器 蓋 灰黄 長石・石英1赤色柱 良 上面に装を拘うと面に「+」 のヘラ鶴き有

石製品 長さ(8 幅 56厚さ(5,9)重量(310 石材凝灰岩 一部欠損 4面が面取りさ払T事に階れれている 13層出土
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第84図 第 1・ 2・ 3号土坑実測図
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第85図 第 2号土坑出土遺物実測図

第 4号土坑 (旧第 53号土坑)(第 87図  P L25)

位置 調査区北方のエリア境界、標高28,00mの台地上で、S-6・ 7区から確認された。 規模と平面形 完

掘には至っていないため平面形の全容は不明であるが、現状で長径が4,00mを越え、短径が3.5mの楕円形を呈

する。深さは最深部まで約 3mを越える。 長軸方向 N-16° 一E 壁面 常総粘土層を掘 り込み、壁面は

上部がほぼ垂直に立上り、下部はオーバーハングしている。 底面 最深部は完掘には至っていないが、丸底

を呈するようである。 覆土 上層は暗褐色土であるが、下層は粘質の褐色土が堆積していた。 遺物 遺物

は上層から土師器・須恵器の破片が出土した。下層からの遺物は少ないが、底面から約 30cm浮いて血 3の須

卒 手 ⌒
て
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恵器甕が割れながらもほぼ完形で出土した。 所見 この土坑自体は奈良・平安時代のものと位置付けたい。
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第87図 第 4号土坑実測図・ 出土遺物実測図
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第 4号土坑出土遺物

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(cd) 底径(cta) 色調 胎 土 焼成 残存率(ll) 特 徴 。 そ の 他

1 上師器 邪 橙 瓢 t麒・瓢 良 内面一部黒色処理か内外面ナデ

2 須恵器 甕 ? (204) によい芸窪 馬 ,劉 不良 5 土師器彗のような日緑部のつくりに瓢以するが日唇部の外観が大きい器厚も薄い

3 須恵器 甕 にぶい赤掲 馬 ,醸・副 不良 B31tに最大径を持つ頭部から嗣部にかけ格子日のタタ振 底部鶴緑ヘラ削り底面に[痕

い
I「

f内
乳＼
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調 査 区 外

SK-5・ 6 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層
10層

H層
12層

13層

14層

15層

16層

17層

18層

19層

20層

21層

22層

23層

24層

25層

26層

27層

28層

29層

30層

31層

32層

33層

褐色上 しまり強 粘性弱 ローム粒多量,焼土粒・炭化物少量混入

責褐色土 粘性弱 ローム粒多量,炭化粒少量混入

褐色土 粘性弱 ローム粒多量混入

暗黄褐色上 しまり強 炭化粒少量混入

暗褐色土 粘性弱 焼土粒・炭化物・ローム粒少量混入

褐色上 粘性弱 焼土粒・ローム粒少量混入

褐色上 しまり強 粘性弱 ローム粒多量,炭化粒少量混入

黄褐色上 しまり強 粘性弱 ローム粒極めて多量,炭化粒少畳混入

褐色土 ローム粒多量に混入

褐色土 粘性弱 ローム粒少量混入

暗褐色土 粘性・しまり弱 焼土粒・炭化粒少畳混入

褐色土

黄褐色土 粘性・しまり弱

褐色土 しまり弱 ローム少量混入

暗褐色土 粘性弱 ローム粒少量混入

黄褐色土 粘性 。しまり弱

褐色上 しまり弱

褐色土 しまり弱 ローム粒極めて多量に混入

褐色土 粘性・しまり弱 ローム粒極めて多畳に混入

褐色上 しまり弱 ローム粒多量に混入

褐色上 ローム少量混入

褐色上 しまり強 ローム粒極めて多量に混入

褐色土 粘性・しまり弱 ローム粒多量に混入

褐色土 ローム粒多量に混入

褐色土 粘性強 しまり弱 ローム粒多量に混入

暗褐色土 粘性強 しまり弱 ローム少量混入

褐色上 しまり弱

褐色土

褐色土 粘性 。しまり弱 ローム少量混入

暗褐色上 しまり弱 ローム少量混入

黄褐色土 粘性・しまり弱 ローム粒多量に混入

褐色土 粘性 しまり弱 ローム粒多量に混入

責褐色土 炭化物少量混入

V/

A282

第88図 第 5・ 6号上坑実測図

第 5号土坑 (旧第 52・ 54号土坑)(第 88図・第89図hl～ 2 PL9)

位置 調査区北方のエリア境界、標高28.00mの台地上で、 S・ T-8、 T-9区 か ら確認 された。 規模 と
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平面形 二つの土坑により構成されるように見えるが、重複関係は見られず一つの遺構とした。完掘には至っ

ていないため平面形の全容は不明であるが、現状では「 く」の字に折れ曲がる形態を持つ。東西方向に主軸を

持つ部分は東から西方向にスロープ状に落ち、関東ローム層を掘り抜いて白色の粗い砂層の最深部に至る。最

深部は確認面から約 2mを測る。北西・南東方向に主軸を持つ部分はハードローム層を底面とする。 主軸方

向 前者はN-90° 一Eで後者は不明である。 壁面 前者は底面より緩く開き、一部快れている。後者はほ

ぼ直に立ち上がる。 底面 前者の最深部は丸く狭い平坦面を持ち、後者はほぼ平坦である。 覆土 前者の

土層の第 1・ 2・ 4～ 6層には焼土・炭化物・粒を含む。底面近 くには粘土や粗い砂粒を含む。 遺物 遺物

は前者のスロープ部分から血 2の手担ね土器が出土した。 所見 この上坑自体は平安時代のものと位置付け

たい。

第 5号土坑出土選物
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第89図 第 5号土坑出土遺物実測図

第 7号土坑 (旧第 55号土坑)(第 90図 PL9・ 31)

位置 調査区北方のエリア境界、標高28.00mの台地上で、R-8区から確認された。 規模と平面形 長径2.2

m、 短径1.33mの楕円形を呈する。底面が東側からスロープ状に傾斜し、急激に落ち込む。非常に狭い底面で

丸底を呈する。最深部までの深さは2.26mで ある。 主軸方向 N-87° 一W 壁面 東側は緩 く落ち、西側

は急激に落ちる。 底面 非常に狭く人が入って立つのがやっとの丸底。 覆土 上層に焼土・炭化物・粒が

含まれる。 遺物 覆土中より胴部に穴の開いた土師器甕が出上した。 所見 この土坑自体は平安時代のも

のと考えられる。

第 7号上坑出土遺物

第 9号土坑 (旧第 66号土坑)(第 90図 PL9・ 31)

位置 調査区北方の、標高24.25mの斜面地で、E-10区から確認された。 規模と平面形 長径1.8m、 短径1.

48mの 精円形を呈する。最深部までの深さは1.81mで ある。 主軸方向 N-12° 一E 壁面 壁は急激に立

ち上がる。掘り込みは粘土層を掘り込んでいる。 底面 全体に平坦であるが東側の壁際に小ピットがある。

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(ua) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

l 土師器 甕 (12.1) 橙 長石,石英・雲母 説
日 頚部機く括払日唇部やや外額して立つ外面指頭長・ナデ覇部内面ヘラ痕・横ナデ

2 土師器 手捏ね土器 にぶい褐 長石i石英・方砲戯 良 丸い偏平な粘土に粘土帯を1帯付けて成形口景部が部分的に捲れる内外面に指頭風

番号 種類 器種 日径(cal) 器高(cm) 底径(cal) 色調 胎 土 焼成 残存事(%) 特 徴 。 そ の 他

l 土師器 甕 (252) にぶい橙 覇 '萩
並
ロ 外面に平行なタタキ痕頚部強頭晟日部下半博1り 内面輪積涙
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0                   10cm

第90図 第 7・ 3・ 9・ 10号土坑実測図・出土遺物実測図
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褐色土 しまり強 粘性弱 ローム粒少量混入
褐色土 しまり強 粘性弱 ローム粒多量,焼土粒少量混入
褐色土 ローム粒多量に混入
褐色土 粘性。しまり弱 ローム粒多量に混入
褐色土 粘性。しまり弱 ローム粒多量に混入
褐色土 粘性。しまり弱 ローム粒少量混入
褐色土 粘性。しまり弱 ローム粒多量に混入
褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入
褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入
褐色土 ローム極めて多量に混入
褐色土 ローム多量に混入

司

0               2m

SK― 10
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o             5cm
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第 9号土坑出土遺物

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(cm) 底径(cI) 色調 胎 土 焼 成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

2 土師器 高台付郭 (155) (4.7) 橙 長石t石英,雲母 不良 内面黒色処理器壁被熟し荒れる

3 土製品 紡錘車 上面径58下面径6.1最大厚28重量1293 並
ロ 仁平な長方形の断面形を持ち、表面ナデ調整穿孔方向は下面から

覆土 粘性の強い褐色上が堆積していた。 遺物 覆土中より血 3の紡錘車が出土し、配 2は伏せた状態で出

土 した土師器高台郭である。 所見 この土坑自体は平安時代のものと考えられる。

第 11号土坑 (旧第 6号不明遺構)(第 91図・第92・ 98図 Nα l～19 PL9・ 26・ 27・ 32)

位置 調査区北方の、標高28.25mの台地と斜面地の変換点で、L,M-11区 から確認された。 規模と平面

形 平面形は直径約2.9mの 円形を呈し、底径は約2.Omの 円形を呈する。底面には楕円形の小 ピットが存在す

る。底面までの深さ1.47mで最深部までは1,77mで ある。 主軸方向 小ピットの主軸で底面のN T24° 一W壁

面 壁は急激に立ち上がる。掘り込みはほとんど関東ローム層中で終わる。 底面 全体に平坦であるが中央

に長径90cm、 短径75cm、 深さ30cmの小ピットがある。 覆土 上層ほど焼土粒が含まれ下層ほどローム粒が

多く含まれる。 遺物 覆土上層の第 1～ 4層中より多量の土器等の遺物が出土した。Nα10の土師器甕のみ底

面中央の小ピットから出上した。 所見 この上坑自体は8世紀後半期のものと位置付られる。No10の上師器

甕を除き他の遺物は、本遺構が埋まりつつある段階で大量に投棄されたものと思われる。本遺構底面の小ピッ

ト底面近くの土層をサンプリングし珪藻分析を行なったところ、淡水産珪藻化石が確認された。 (第 4章 考

察 第11号土坑の珪藻分析 参照)

第 11号土坑出土遺物

第 21号土坑 (旧第 35号土坑)(第 94図 PL9)

位置 調査区中央の、標高28.25mの台地上で、M-16区から確認された。第 7号住居跡や第 3号溝 と重複関

係にある。 規模と平面形 平面形は長軸155m、 短軸1,43mの 隅丸方形を呈する。底面までの深さ1.07mで

ある。 主軸方向 N-59° 一W 壁面 壁は直に立ち上 り開く。 底面 全体に平坦であるが中央に長径90

cm、 短径75cm、 深さ30cmの小 ピットがある。 覆土 褐色土で占められている。黒褐色土粒がそれぞれの層

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(cm) 底径(cta) 色調 胎 土 焼成 残存率(ll) 特 徴 。 そ の 他

1 須恵器 郭 明黄褐 長石̀冨母,赤色注 並
日 日録部格円形日唇部巴厚し外反体部下端子持ちヘラ湾,り 底面回転ヘラ切り'手持ちヘラ博1り

須恵器 界 灰 砺 良 日唇部牧りに外反重面回転ヘラ切り'2方向の手持ちヘラ切り体部下鴬手持ちヘラ湾1り

須恵器 郷 灰 良 日景部下やや凹b・ 体部下博子持ちヘラ百1り 底面多方向手持ちヘラ‖り外面にヒダスキ

4 須恵器 不 灰 題 '融 良 日唇部下からやや開く体部下増回転ヘラ‖りE面回転ヘラ切り'回転へうHlり

須恵器 高台盤 (3.5) 黄灰 馬・瓢 不良 日緑部が屈由して立ちとがる底面示明はながら回転ヘラ再1り 内面中央凹む

須恵器 高台盤 (3.0) 136 黄灰 露 '劉 並
ロ

口録部屈曲する賦面高台取り付け前に回転ヘラ前り・高台の内外に農跡高台「ハ」の状に開く

7 須恵器 (6.3) 灰黄 RIS,RLu 良 厚子の底部底面回転ヘラ切りか底面と外面に不明瞭ながら自然釉付音

須恵器 長頚壺 (176) 黄灰 覇 ,副 並
ロ 球形の扁部に頚部とややいびつな高台が付く嗣部下半手持ちヘラ引り底面ゆ日反

9 土師器 甕 (20,0) にぶい橙 長石t石英 良 顎部の括れが明瞭ではなく、寸日外面頚部検ナデ嗣部下半・底面ヘラ肖1り 騒部内面綸積痕

土師器 小型甕 192 橙 扇 ,麒 i割 目部に最大とを持つ日縁部ほぼホ平に張り出し、日唇部立つ腑

“

下半へ,消Ⅲり底面木葉痕

土師器 甕 (23.8) にぶい橙 非常に薄子の器厚嗣部下半ヘラ博Iり の後ナデ内面輪積痕外面粘土‖着底面木葉願

土師器 小型甕 (15,8) にぶい責橙 閉,敲 ,割 やや球形の嗣部外面ヘラミガキ内面ヘラナデ底面木索痕スス付着

土師器 甕 (172) にぶい橙 長石・石英 不良 鷹面欠損外面日部下半ヘラHlり 内面ヘラナデ・輪積反

土師器 甕 (205) (9.9) によい黄橙 長石i石英・雲母 並
口 頚轟緩く括れる日唇部立ちとがる外面指頭哀内面ヘラナデスス付着監‖とΠ一個体か

土師器 小型鉢 (203) 橙 題 1献 良 蚕部直下に日部最大径を持ち日径はそれを上回る嗣部下半ヘラ百‖り底面木奏痕2段回成形

土師器 鉢 (27.3) にぶい桂 嗣部最大径より日との方が大きい顕部の屈曲が強い日部下半ヘラ再1り 底面末凍痕

17 土師器 甑 29.6 にぶい橙 覇 'TIA'劉 良 1孔式のE部 口想部が水平に外反外面底部翻緑ヘラH‖ り'維方向のナデ内面ヘラ痕・輪積寝

土師器 甑 285 浅黄橿 扇 ,嵌 普 日景部径が器形の最大径 I孔式の底部日景部が水平に外反外面嗣部下半ヘラ刷り

須恵器 甑 (195) にぶい黄橙 長石,石英・雲母 不良 6孔武の底面の作り外面に平行タタキロ'一巡する脚立の沈線3条 嗣部下半ヘラ削り当員痕

―-109-―
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K-12

l層 褐色土 粘性弱 焼土粒多量,炭化材・ローム粒少量混入
2層 褐色土 焼土粒・炭化物少量混入
3層 褐色上 しまり弱
4層 褐色土 焼土粒少量混入
5層 褐色土 しまり弱 ローム粒少畳混入
6層 掘色土 粘性弱 ローム少量混入
7層 褐色土
8層 褐色上 しまり弱 ローム粒少畳混入
9層 褐色上 しまり弱 ローム粒多量に混入
10層 掘色土 しまり弱 ローム少量,粘土微量混入
11層 褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入
12層 褐色土 ローム粒少量混入
13層 暗黄褐色上 しまり弱 ローム粒多量,焼土粒少畳,粘土微畳混入
14層 褐色土 ローム粒多量に混入
15層 褐色土 粘性強 しまり弱 粘土少量,砂粒混入
16層 褐色土 粘性強 しまり弱 粘土多量,砂粒混入

Ｓ
型SK-11

‐

ハ

国

廻

＜

‐

SK-16

第91図 第11・ 12・ 13・ 14・ 15。 16号土坑実測図・出土遺物実測図

だ

○

-15

―◎
つ

SK-14

-110-



ア
 呈_____卜__――叫

Cm

第92図 第11号土坑出土遺物実測図(1)

＼
ジ
＼σ哄

＼θ

破＼ず
コ野

 ヽ 巡

‐
―~

-111-

0             10cm



吐
) ＼―ジ

―

＼⌒

、♯ ＼
Q3CttDD曳
｀ く 、  く ま   _

O              locm
19

第93図 第11号土坑出土遺物実測図(2)

-112-



に混入する 遺物 覆土の 2層下位から4層直上の位置に牛または馬の顎骨が出土 した。一部頭骨の痕跡らし

き骨粉も見られた。顎骨は南北方向に沿って、水平に逆位の状態で出土した。顎骨には上下の日歯が並び、前

歯は上顎の先端にのみ存在した。他の部位の骨は出土していない。このほか土師器・須恵器の小片が出上した。

所見 この上坑自体は奈良・平安時代のものと考えられる。

第 24号土坑 (旧 56号土坑)(第 95図  P L27)

位置 調査区中央の、標高28.25mの台地上で、R-17・ 18区 の第 1号古墳の主体部西側から確認された。

規模と平面形 平面形は長径2.4m、 短径2.2mの 円形を呈する。底面までの深さ0.16mで ある。 主軸方向

計測不可 壁面 緩く立ち上がる。 底面 全体に平坦である。 覆土 褐色上である。 遺物 覆土中から

土師器高郭の邪部が小破片に割れて出土した。接合の結果は郭部がほぼ完形近くまで復元できた。 所見 こ

の土坑は出土 した遺物より古墳時代中期のものと考えられる。

第 24号土坑出土遺物

第 27号土坑 (旧第 43号土坑)(第 96図  P L10)

位置 調査区中央の、標高28.25mの合地上で、P-18区から確認される。 規模と平面形 平面形は直径1.1

mの円形を呈する。底面までの深さ0.53mで ある。 主軸方向 計測不可 壁面 北壁と南壁が緩 くオーバー

ハングして立ち上がる。 底面 全体に平坦である。 覆土 焼土・炭化物・粒が混入する。 遺物 覆土中

から土師器や須恵器の小片が出上 している。 所見 この土坑は出土した遺物より平安時代のものと考えられ

る。

第 28号土坑出土遺物

第 35号土坑 (旧第 8号土坑)(第 97図  P L10)

位置 調査区中央の、標高28,00mの台地上で、O-20・ 21区の第21号住居跡と重複関係にある。 規模 と平

面形 平面形は長軸2.4m、 短軸0.59mの長方形を呈する。底面までの深さ0.43mで ある。 主軸方向 N-42°

―E 壁面 緩 く立ち上がる。一部被熱 し焼土化 している。 底面 全体に平坦である。 覆土 ローム粒混

じりのサラサラした土層であり、底面上に部分的に焼土が堆積 している。 遺物 底面から一部炭化 した木が

腐 らず遺存 していた。 所見 この土坑は近現代のものと位置付けられる。土坑の中で木を燃やしたものか。

第 43号土坑 (旧第 31号土坑)(第 98図・第100図 血 2)

位置 調査区中央の、標高28.00mの 台地上で、Q-21区から確認される。 規模と平面形 平面形 は直径0.9

mの 円形を呈する。底面までの深さ0.24mで ある。 主軸方向 計測不可 壁面 緩 く立ち上がる。 底面

全体に平坦である。 覆土 焼土・炭化物・粒が混入する。 遺物 覆土中から土師器、須恵器の小破片に混

じり灰釉陶器輪花皿の破片が出土 した。 所見 この上坑自体は出上 した遺物より平安時代のものと考えられ

る。また平安時代10世紀代の住居跡を掘 り込んでいるため、10世紀以降の土坑と考えられる。

番号 種類 器種 日径(cI) 器高(9H) 底径(cal) 色調 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 土師器 高邦 (8,9) 橙 長石,赤色辻 並
日 イ部底面から湾出して外傾し日景部でより開く脚部欠損内外面ナデ

番号 種類 器 種 日径(ca) 器高(cI) 底径(側 ) 色調 胎 土 焼成 残存事(%) 特 徴 。 そ の 他

1 土師器 高台罫 (33) にぶい黄褐 長石・石英1雲母 良 内面黒色処理され、ヘラ磨き側面に墨書あり鞘読不明
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7 SK-21

褐色土 粘性弱
褐色土 粘佐弱 ローム粒少量混入
褐色土 粘性弱
褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入
福色上 粘性弱 ローム粒極めて多量に混入

暗黄褐色土
褐色土 しまり弱 ローム粒少量混入
褐色土 粘性弱 ローム粒少量混入
褐色土 粘性強 しまり弱
掘色上 ローム粒少畳混入
褐色土 粘性弱 ローム粒極めて多量に混入
褐色上 粘性強 ローム少量混入
褐色土 ローム粒少量混入

SK-19 1層
2層
8層
4層
5層

SK-21 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層

爵
|

第94図 第17・ 19・ 20。 21号土坑実測図・ 出土遺物実測図
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粘性弱 ローム粒極めて多量に混入
粘性弱 ローム多量に混入
粘性。しまり弱 ローム粒多量に混入
粘性 。しまり弱 ローム粒多量に混入
粘性 。しまり弱 ローム少量混入
しまり弱 ローム多量に混入
粘性・しまり弱 ローム極めて多量に混入
しまり強 粘性弱 ローム粒極めて多量に混入

2 5

0                 2m

SK-25 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層

土
土
土
土
土
土
土
土

色
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐

0                   10Cm

第96図 第22・ 23・ 24・ 25号土坑実測図・ 出土遺物実測図
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第96図 第26・ 27・ 28・ 29・ 30号土坑実測図

SK-26 1層
2層
3層
4層

SK 27 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層

SK-30 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層
10層

H層

暗褐色土

褐色土

費褐色土

褐色土

ローム粒少量混入

しまり強

噂褐色土 粘性弱 焼土粒・ローム少量混入
暗掘色土 粘性 。しまり弱 ローム粒少畳混入
褐色土 しまり弱 焼上・ローム粒少量混入
褐色土 ローム粒多量に混入
暗撮色土 粘性・しまり弱
褐色土 しまり弱 ローム粒少量混入
褐色土 しまり弱 ローム粒少量混入
暗褐色上 しまりJn 粘性弱 炭化粒 。ローム粒少量混入

赤掘色土 粘性弱 焼土粒多量,炭化粒少量混入
暗赤褐色土 粘性 。しまり弱 炭化物少量混入
暗赤褐色土 粘性 。しまり弱 焼土粒・炭化粒多量に混入
暗撮色土 粘性 。しまり弱 焼土粒多量に混入
赤褐色土 粘性弱 炭化粒少量混入
暗赤灰色土 粘性 。しまり弱 炭化粒多量に混入
褐色土 ローム粒多量に混入
暗褐色土 粘性弱 炭化粒多畳に混入
黒褐色土 粘性弱 炭化物多量,ロ ーム迂少量混入
褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒少量混入
褐色土 粘性強 炭化粒 。ローム粒多量に混入

出土遺物実測図

第 37・ 38号土坑出土遺物

番号 種類 器種 日径(ca) 器高(cI) 底径(ca) 色 調 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 弥と土器 甕 (2.8) によい黄橙 長石'石英 良 10 輪積み撒含部で欠損外団甘加条1極RLttLL底面ナデ

-116-



SK-32

S K-3 3

4

0               2m

⑤

一

<|

SK-31

υO
SK-3

塑

堕
蠣
堀
媚
姫
鵡
帽
媚
蠣
蠣
醍
蠣
瞬
醍
唖

<|

SK-31 1層
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3層
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SK-35

第97図 第31・ 32・ 33・ 34・ 35号土坑実測図

褐色上 しまり弱 炭化物・ローム少量混入

明褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量に混入

褐色上 しまり弱 ローム粒少量混入

褐色上 しまり弱 炭化物・ローム少量混入

暗褐色上 しまり弱 ローム粒少畳混入

褐色土 しまり弱 ローム粒多量に混入

褐色土 ローム粒多量に混入

褐色土 炭化肋多量,ローム粒少量混入

黒褐色上 炭化物極めて多量,焼土粒少量混入

赤褐色上 しまり弱 焼土粒多量,ロ ーム少畳混入

褐色土 粘性 。しまり弱

褐色土 粘性 。しまり弱

褥色土 粘性・しまり弱

暗褐色土 粘性・しまり弱 炭化物多量に混入

褐色土

褐色上 しまり弱 炭化粒少量混入

明褐色土 炭化物少量混入

暗褐色土 粘性・ しまり弱 炭化物多量に混入

褐色土 粘性 。しまり弱 炭化粒・コーム粒少量混入

褐色土 粘性 。しまり弱 炭化物少量混入

褐色土 粘性 。しまり弱 炭化粒・ローム粒少量混入

褐色土 粘性 。しまり弱

疇褐色土 粘性 。しまり弱 焼土粒・炭化物少量混入

褐色土 粘性 。しまり弱 炭化粒少量混入<|

SK-35
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第98図 第36・ 37・ 38・ 39。 40。 41・ 42。 43号土坑実測図

暗褐色土 粘性 。しまり弱
暗褐色土 粘性 。しまり弱
暗褐色土 粘性弱
褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量に混入
褐色土 粘性・しまり弱 ローム粒多畳に混入
褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒極めて多量に混入

褐色上 しまり弱 ローム粒多量,焼土粒・炭化粒少量混入
褐色上 しまり弱 ローム粒多量に混入
褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入
褐色土 しまり弱 ローム粒多量に混入
褐色土 粘性弱 ローム粒極めて多量に混入

暗縄色土 粒性弱 ローム粒多量に混入

鋸雹圭 穂桂 :し ま子露 
口~ム粒極めて多量,炭化粒少量混入

褐色土 粘性弱 ローム粒多量,焼土少量混入
褐色土 粘性弱 焼土少量混入
褐色土 粘性弱 ローム粒極めて多量に混入

A20, <IS K-38剰

SK-36 1層 褐色土

2層 褐色土

3層 褐色土

4層 褐色土

5層  褐色土

粘性弱 ローム粒少量混入
粘性 。しまり弱
粘性 。しまり弱 ローム粒少畳混入
粘性 。しまり弱
粘性 。しまり弱 ローム粒極めて多量に混入

粘性 。しまり弱 ローム粒少量混入
ローム粒多量に混入
しまり強 ローム粒多量,炭化粒少量混入

しまり弱
粘性弱

しまり弱 ローム粒少量混入
粘性弱 ローム粒少量混入

粘性弱 ローム粒少量混入

粘性 。しまり弱 ローム粒少畳混入

粘性 。しまり弱 ローム粒多量に混入
粘性 。しまり弱 ローム粒少量混入
粘性・しまり弱 ローム粒多量に混入

粘性弱 炭化粒・ローム粒少量混入
粘性弱 ローム粒少畳混入

SK-42

SK-41

SK-3738 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層
10層

H層
12層

13層

14層

15層

16層

SK-41 1層
2層
3層
4層
5層
6層

SK-42 1層
2層
3層
4層
5層

SK-43 1層
2層
3層
4層
5層
6層

暗褐色土

明褐色土

明褐色土

褐色土

疇掘色土

褐色土

暗褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色土

褐色土

明褐色土

褐色土

黄褐色土

褐色土 ―

褐色土 |

C
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SK-45SK-44 1層  褐色土

2層  褐色土

3層 褐色土

4層 褐色土

5層 暗褐 色土

6層 褐色土

7層 褐色土

8層 褐色土

9層 褐色土

粘性弱 ローム少量混入

しまり弱 焼上粒・炭化粒少量混入

粘性弱 ローム極めて多量,炭化粒少量混入
焼土粒・ローム粒少量混入

粘性弱 ローム極めて多畳,焼土粒少量混入
しまり強 ローム粒多量,焼土粒・炭化粒少量混入
しまり強 ローム多量に混入
粘性 。しまり弱 焼土粒・炭化粒・ローム粒少量混入

SK-45 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層

黒褐色土 粘性・しまり弱
黒褐色土 粘性・しまり弱
暗褐色土 粘性 。しまり弱
暗褐色土 粘性・しまり弱
暗褐色土 粘性 。しまり弱

褐色上 しまり強 ローム粒多量に混入

褐色土 粘性強 しまり弱 ローム粒極めて多量に混入

褐色土 粘性強 しまり弱 ローム粒極めて多量に混入

褐色土 粘性強 ローム粒極めて多量に混入

SK-46
4             _

4
SK-47

SK-47 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層
10層

■層

SK-20
SK-48

第99図 第44・ 46・ 46・ 47・ 48号土坑実測図

SK-48

褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量,焼土粒・炭化物少量混入

暗褐色上 しまり弱 ローム粒少量混入

褐色土 粘性弱 ローム少量混入

暗褐色土 ローム少量混入
暗褐色上 しまり弱

褐色土 ローム粒多量に混入

褐色土 焼土粒少量混入
暗褐色上 しまり弱

褐色と しまり弱 ローム粒多量 焼上粒少量混入

褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入

褐色土 しまり弱 ローム粒多量に混入

褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入

褐色土 粘性弱 ローム粒多量に混入

層

層
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第100図 第38・ 43・ 44・ 45号土坑出土遺物実測図

q
10cm o             5cm
J   ―

―

第 43号土坑出土遺物

番号 種類 器種 日径(ca) 器高(cm) 底径(cal) 色調 胎 土 焼成 残存率(91) 特 徴 。 そ の 他

2 灰釉陶器 輪花皿 淡黄 船 良 ロクロナデの痕跡明瞭日唇部の一部がllむ 内外面劉*に抱釉

第 44号上坑出土遺物

番号 種類 器種 日径(cm)1器高(m)1底径(ca) 色調 1 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

3 土製品 紡錘車 長(41)幅 (18)厚 さ(15)重量(140)g 偏平な長方形の断面を呈する

第 45号土坑 (旧第 5号土坑)(第 99図・第100図血 4・ 5 P L10・ 31)

位置 調査区中央の、標高28.25mの 台地上で、M-21・ 22区から確認される。 規模と平面形 平面形は長

軸2.73m、 短軸1.37mの長方形を呈する。底面までの深さ0,70mで ある。 主軸方向 N-18° ―E 壁面 や

や開きぎみで、直に立ち上がる。 底面 全体に平坦である。 覆土 遺構内の覆土上層は、当遺跡内での弥

生時代竪穴住居跡覆土上層や古墳時代の遺構覆土上層のような黒褐色上に近い土色を持つ。 遺物 覆土中か

ら弥生土器、縄文土器の破片が出土 した。 所見 この上坑は弥生時代の竪穴住居跡を掘り込んでいるが、覆

上の状況や出土した遺物より弥生時代から古墳時代のものと考えられる。

第 47号土坑 (旧第 4号土坑)(第 99図  P L10)

位置 調査区中央の、標高28,00mの台地上で、P-22区から確認される。 規模と平面形 平面形は直径0.8

mの 円形を呈する。底面までの深さ0.55mで ある。 主軸方向 計測不可 壁面 北北東側が緩 くオーバーハ

ングして直に立ち上がる。 底面 全体に平坦である。 覆土 焼土 。炭化物・粒や第 4・ 5層 にはカマド構

築粘土が混入する。 遺物 覆土中から土師器、須恵器の小破片が出土した。 所見 この上坑自体は出土 し

た遺物より平安時代のものと考えられる。また平安時代10世紀の住居跡のカマドを掘り込んでいるため住居の

遺物が入り込んだ可能性もあるが、10世紀以降の土坑と考えられる。

第 45号上坑出土遺物

番号 種類 器種 日径(cII) 器高(an) 底径(94) 色調 胎 土 焼成 婢部(lF) 特 徴 。 そ の 他

4 林生土器 甕 にぶい黄橙 長

`,石

夷 並
日 10 外面付加条蛭RL札囀噸欧感面相甑

5 土製品 紡錘車 長(50)幅 (27)厚 さ(1.5)重量(140)g 鰍 llM賜 を針る
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SK-49

A28お
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SK-50

SK-49

SK-50 1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層
10層

11層

SK-51 1層

土

土

土

純

髄

駆

層

層

層

８一

0                2m

・ 51号土坑実測図 。出土遺物実測図
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彎ノ

ローム粒多量に混入

しまり弱 ローム粒多量に混入

しまり強 ローム粒多量に混入

暗褐色土 粘性弱 焼土粒少量混入
暗褐色土 しまり弱 焼土粒・炭化粒 。ローム粒少量混入
褐色土 ローム粒多量に混入
褐色上 しまり弱 炭化粒 。ローム粒少量混入
褐色土 炭化粒少量混入
褐色土 焼土粒少畳混入
暗褐色土
褐色土 辰化粒・ローム粒多量に混入
明褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量に混入
褐色土 粘性強 しまり弱 ローム粒多量に混入
暗褐色上 しまり弱 ローム粒少量混入

褐色土 ローム粒多量,焼土粒少量混入

SK-51

第101図 第49・ 50



SK-52

SK-53

<|

SK-57

SK-54
B284

K― 5 5

SK― M l層
2層

A269
6

８一
SK-56 1層  褐色土

2層 褐色土

3層 褐色土

4層 褐色土

5層 褐色土

6層 福色土

7層 褐色土

8層 黒褐色土

SK-57 1層  暗褐 色土

2層 褐色上

8層 褐色土 ―

4層 褐色土 ―

5層 褐色土 ―

6層 褐色土  |

第102図  第52・ 53・ 54・ 55・ 56。 57号土坑実測図

粘性弱 ローム粒多量に混入
粘性弱 ローム粒多量に混入

粘性 。しまり弱 炭化物少量混入
粘性・しまり弱
粘性 。しまり弱 炭化物多量,粘土粒少量混入
粘性・ しまり弱 焼土粒・炭化粒少量混入
粘性・しまり弱 炭化粒多量に混入
しまり弱 炭化物・焼土粒多量に混入粘
転注学こと〒弱 貨を野?温蜜尋継億考多畳1篭灸

焼土粒 。ローム粒少量混入
ローム粒少量混入
炭化粒・ローム少量混入

ローム粒多量に混入

0                 2m

土
土

色
色

掘
褐

縦
閉
脚
偶
螂
閉

粘

粘

粘

粘

粘
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第 49号土坑 (旧第 34号土坑)(第 101図 )

位置 調査区中央の、標高28.00mの台地上で、O・ P-23区から確認される。第26号住居跡と重複関係にあ

り本遺構が住居を掘り込んでいる。 規模と平面形 平面形は長径1.32m、 短径0.8mの楕円形を呈する。底面

までの深さは最深で0.36mで ある。 主軸方向 計測不可 壁面 底面から外反して立ち上がる。 底面 全

体に平坦である。 覆土 褐色上で構成される。 遺物 覆土中から弥生土器片が出土した。 所見 この土

坑は、覆上の状況や出上した遺物より、弥生時代のものと考えられる。

第 49号土坑出土遺物

第 50号土坑 (旧第 12号土坑)(第 101図  P L10)

位置 調査区中央の、標高28.25mの台地上で、N-23区から確認される。 規模と平面形 平面形は長軸2.47

m、 短軸065mの楕円形を呈する。底面までの深さは0,74mで ある。 主軸方向 N-30° 一W 壁面 東壁 は

ほぼ直に立ち上がるが、西壁は途中から開 く。 底面 全体に平坦である。 覆土 褐色土と暗褐色上により

なる。 遺物 覆土中から弥生土器と縄文土器の小破片が出上 した。 所見 この上坑の覆土は、弥生時代以

降のものとは異なることと、形態等から縄文時代の可能性が考えられる。

第 55号土坑 (旧第 18号土坑)(第 102図 。第103図 Nα l P L27)

位置 調査区東部の、標高27.00mの斜面地で、 S-24区から確認される。第 3号古墳の周溝 と重複関係 にあ

り、周溝を一部掘 り込んでいる。 規模と平面形 遺構の全容は不明であるが、平面形は一辺 lm位の方形を

呈するものか。、深さは最深で034mで ある。 主軸方向 計測不明 壁面 西壁 は緩 く立ち上がる。 底面

全体に平坦である。 覆土 不明 遺物 底面近 くから土師器甕の製作技法と同様の須恵器甕が、割れて出

土 した。接合後ほぼ完形に復元された。骨片等は出土 していない。 所見 この土坑は、出土遺物より平安時

代のものと考えられる。

第 57号土坑 (旧第 19号土坑)(第 102図 。第103図 N62 P L32)

位置 調査区中央部の、標高27.00mの斜面地で、L-25区から確認される。 規模と平面形 平面形長径2.26

m、 短径0.88mの楕円形を呈する。深さは0.59mで ある。 主軸方向 N-72° 一E 壁面 西壁以外は底面か

ら直に開 くように立ち上がる。 底面 全体に平坦である。 覆土 遺構内の覆土上層は、当遺跡内での弥生

時代竪穴住居跡覆土上層や古墳時代の遺構覆土上層のような黒褐色土に近い土色を持つ。 遺物 覆土中から

弥生土器や縄文土器の破片や石器が出土 した。 所見 この土坑は覆上の状況等から、弥生時代から古墳時代

のものと考えられる。

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(ca) 底径(9H) 色調 胎 土 焼成 残存率(ll) 特 徴 。 そ の 他

l 弥生土器 一宝 ( (13.1) にぶいrl 長石,石英 並
ヨ 外面付加条lJR+u撤紋 駐面木葉痕

2 弥生土器 甕 (3,7) (56) によい貨橙 長石,石英 良 静 麟から開く緻 繭木簸 スス脩

第 55号土坑出土遺物

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(cal) 底径(cI) 色調 胎 土 焼成 残存革(%) 特 徴 。 そ の 他

1 須恵器 餐 灰責 長石・石英,雲母 並
日 土師器小形登の製tIPを持ち嗣部球形底面回転ヘラ切りの後砂日外面B部下半ヘラ肖‖り
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第103図 第55・ 57号土坑出土遺物実測図

第 58号土坑 (旧第 1号土坑)(第 104図)

位置 調査区南端部の、標高26.00mの尾根上斜面地で、T-33区から確認される。第59号土坑と重複関係に

あり、本遺構が新 しい。 規模と平面形 平面形長径1.02m、 短径0。84mの楕円形を呈する。深さは0.50mで

ある。 主軸方向 N-83° 一W 壁面 東壁は底面から緩く開くように立ち上がる。 底面 底面の中央に

小ピットがある。 覆土 第 3層 には目立ってロームプロックが含まれる。 遺物 覆土中から土師器や須恵

器の小破片が出土 した。 所見 この上坑は覆上の状況等から、平安時代のものと考えられる。掘立柱建物跡

の柱穴に類似する。

第 59号土坑 (旧第 2号土坑)(第 104図)

位置 調査区南端部の、標高26.00mの尾根上斜面地で、T-38区から確認される。第 58号土坑や第 1号掘

立柱建物跡の柱穴と重複関係にあり、本遺構が柱穴より古い。 規模と平面形 平面形は直径約 lmの円形を

呈する。深さは最深部で0.64mで ある。 主軸方向 計測不可 壁面 西壁は緩く立上り、東壁は底面より直

に立ち上がる。 底面 一段のテラス状の部分があり、東側がより掘り込まれている。 覆土 第 4層 には白

色粘土粒が含まれる。 遺物 覆土中からは土師器や須恵器の小破片が出土した。 所見 この土坑は覆土の

状況等から、平安時代のものと考えられ、掘立柱建物跡の柱穴に類似する。

第 62号土坑 (旧火葬墓 1) (第 104図  P Lll・ 27)

位置 調査区南部の、標高27.75mの台地上で、M-30区から確認される。 規模と平面形 表土排除時に蔵

骨器の大半は失われてしまった。現状で直径約0.20mの 円形を呈する。深さは最深部で0。 1lmで ある。 主軸

方向 計測不可 壁面 上坑の壁は蔵骨器の大きさ同様のものである 底面 平坦な部分はなく、丸底。 覆

土 褐色土 遺物 蔵骨器は土師器の甕を使用して、この中に細かい火葬骨が納められていた。甕の中の火葬

骨にはあまり上は混じり込んでおらず、当初は蓋がしてあった可能性が考えられる。 所見 出土した土師器

第 57号土坑出土遺物

番号 種類 器種 日径lcm)1器高lcn)1底径(ω)1 色調 1 胎 土  1焼成 残存事(ll) 特 徴 。 そ の 他

石器 磨石類 長さ(80)幅 4,9厚さ13.2)重量(147) 欠損品 両増部に融1涙あり
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0                      1m

第104図  第58・ 59・ 60・ 61・ 62号土坑実測図・出土遺物実測図

甕から、平安時代のものと考えられる。

|
|
|

|
|
|

|

|

A

B

sK
SK-59

υ}

SK-6

0               2m

SK-58 1層  褐色上 しまり強 粘性弱 焼土粒・ローム少量混入

2層 褐色土
3層 褐色土 ローム多量,焼土少量混入

4層 暗褐色上 しまり弱 ローム粒多量に混入

SK-59 1層 褐色上 しまり弱 ローム粒多量に混入

2層 褐色土 ローム粒少量混入

3層 褐色上 しまり弱 ローム粒少量混入

4層 褐色上 ローム粒少量混入

①

第 62号土坑出土遺物

番号 種類 器種 日径(m) 器高(cm) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残海事(%) 特 徴 。 そ の 他

1 土師器 甕 (6.1) にぶい黄橙 節 ,IIX'郵 火夢骨臓呂E部 0み遺存縦位ヘラミオキ底面木葵痕底部とそれ以上を時間をおいて成形
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表 1 竪穴住居跡一覧

表 2 竪穴住居跡内柱穴・ 入 リロピットー覧

構

号

遺

番

旧遺構

番 号

位 地

(グ リット区)

主軸方向 平面形
規模(m)

(長軸×短軸)

最大深さ

(m)
炉 カマ ド 所属時代 図版・写真Nc

SI-1 SI-3 N-12・ 13 N-45°―W 長 方 形 6.07× 4.05 38-20 有 り 弥生時代 第 6図 。PL2
2 P・ Q-16 N-46° _W 長 方 形 527× 4.37 41-33 有 り 弥生時代 第 8図 。PL2
3 R・ S-13 N-20° 一W 長 方 形 4.38× 4.12 20-11 有 り 弥生時代 第 ■図 。PL2
4 T-11・ 12 N-52° ―W 長 方 形 4.68× 346 計測不可 有 り 弥生時代 第 13図・ PL2
5 1 H-16 N-51° ―W 長 方 形 528× 372 34-23 有 り 弥生時代 第 14図・ PL3
6 2 」・ K-16 N-44° _W 長 方 形 4.52× 3.33 45-31 有 り 弥生時代 第 16図・ PL3
7 M-15。 16 ふ子_38° _W 長 方 形 4.56× 3.58 43-38 有 り 弥生時代 第 19図 。PL3
8 P・ Q-16 N-41° ―E 長 方 形 4.73× 388 34-27 有 り 弥生時代 第 21図・ PL3
9 S-16 N-53° ―W 長 方 形 428× 3.69 30-23 有 り 弥生時代 第 22図 。PL3

T-17・ 18 N■ 6° _E 長 方 形 4.59× 3.77 31-21 有 り 弥生時代 第 24図・ PL3
5 N-17 N-45° ―W 長 方 形 50 ×3.82 48-37 有 り 弥生時代 第 26図・ PL3

L-18。 19 N-54° ―W 長 方 形 475× 4.13 26-22 有 り 弥生時代 第 28図・PL4
M-19・ 20 N-56° _W 長 方 形 4.15× 3.59 38-29 有 り 弥生時代 第 30図・PL4
O・ P-19 N66° ―W 長 方 形 357× 3.18 43-32 有 り 弥生時代 第 33図 。PL4

22a S-19・ 20 N38° _E 長 方 形 3.67× 297 21～H 有 り 弥生時代 第 35図・ PL4
G-21 N51° ―W 長 方 形 ×4,6 38-26 有 り 弥生時代 第 36図・ PL4
I-21・ 22 N-25° ―W 長 方 形 351× 307 22- 7 有 り 弥生時代 第 38図・ PL4
K-20・ 21 N-58° ―W 長 方 形 446× 3.65 35-25 有 り 弥生時代 第 39図・PL5
L-21・ 22 N13° _E 長 方 形 49 ×3.43 36-30 有 り 弥生時代 第 41図・PL5
M・ N-22 N-36° 一E 正 方 形 3.46× 3.46 36-30 有 り 弥生時代 第 44図 。PL5

7 O-21 N-47° _W 長 方 形 518× 392 26-22 有 り 弥生時代 第 45図・ PL5
PoQ-21 N-61° ―W 長 方 形 (3.75)× 3.26 35-13 有 り 弥生時代 第 47図 。PL5
R-21 N-50° _W 長 方 形 (3.26)× 3.07 22-18 有 り 弥生時代 第 49図 。PL5
M-24 N-30° ―W 長 方 形 3.58× 298 33-27 有 り 弥生時代 第 50図・ PL6
NoO-24 N-57° ―W 長 方 形 3.98× 333 22-15 有 り 弥生時代 第 51図・ PL6
P-23・ 24 N-40° ―W 長 方 形 4,78× 374 50-37 有 り 弥生時代 第 52図・ PL6
S・ T-32 N-51° ―W 長 方 形 5.88× 542 17- 7 有 り 弥生時代 第 54図・PL6
Q―-34,35 N■ 02° W 長 方 形 4.69× 3.55 44-32 有 り 弥生時代 第 56図・PL6
P・ Q-8 N-30° 一E 正 方 形 (7.0 ×6.38) 計測不可 有 り 古墳時代 第 57図・ PL6
Q-8 N-24° _E 長 方 形 (3.91× 3.53) 計測不可 有 り 平安時代 第 59図 ,PL7
M-19 長 方 形 3,78× 3.22 22-16 有 り 平安時代 第 61図・ PL7

22b T-19・ 20 N-53° ―E 長 方 形 (386)× 329 12～ 5 有 り 平安時代 第 63図

Q-21 N29° _E 長 方 形 3.67× (3.21) 28-12 有 り 平安時代 第 65図・ PL7
Q-21 N29° ―E 長 方 形 3.67× (323) 10- 6 有 り 平安時代 第 66図・ PL5
M-22・ 23 N-36° _E 正 方 形 3.46× 346 19^ν 13 有 り 有 り 平安時代 第 67図・ PL7
P-23 N-6° ―W 正 方 形 2.68× 2.44 32-19 有 り 平安時代 第 70図・ PL7
M-29 N-17°一E 長 方 形 2.06× 1,71 22-17 有 り 有 り 平安時代 第 74図 。PL8
V-33 N-85° ―W 方  形 385×諏 計測不可 有 り 平安時代 第 78図・PL8
S-35。 36 N16° _E 方  形 3.67× 諏 21～ 15 有 り 平安時代 第 80図・ PL8

居

号

住

番

主柱穴の深さ (最大cm) 主柱穴の平面規模 (最大径94) 主柱穴の位置(m)壁 からの距離 P5入り回ピット

Pl P2 P3 P4 Pl P3 P4 P4 漂さ(a) 角度C) 囲ヒ(cl)

1 上172右 1.17 右0,96下 1.54 下168左 106 芝こ1.05」し178

2 上1.60右 1.32 右140下 1.54 下165左 130 芝E120」ヒ180

3 」Ll.07えζO,80 イ子0,74Tl,01 下130左 084 左0,79上 115

4 上1.65m.90 (右060下 1.05) (下 104左 095) (左0.95上 104)

5 上 1,77右 1.07 右1.03下 1.50 下150左 100 左1.03上 175

6 上116右 1.13 右108下 138 下128左 1.02 左0.97上 112

7 上1.47右 1.18 右118C下13d 下120左 115 左1.20上 140

(上1.03右 1.28) (右1.35下 1.35) 下142左 154 Zこ 1.40」と1.38

9 」二1.24(ヱ子1.03 (右 142下 115) 下1,15左096 左0.99上 135

上117右 1.04 右0,95 Fl,03 TO,96芝こ0,96 (左0.97上 1.17)
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住居

番号

主中穴の深さ(最大cnl) 主柱穴の平面規模(最大径uI) 主柱穴の位置(m)壁 からの距雛 P5入 り回ピット

Pl P2 P3 P4 Pl P2 深さ(tB) 距離(ぬ )

上120右150 右1.07下 148 下153左 102 おこ1.06」L153

上1.35右 106 右1.■下1.52 Tl.47芝こ1.06 左099上 ―

」■109,ζ096 右0.94下 1,15 下112左 091 芝こ0,94」ヒ111

4 上075右090 右090下0.78 下105左 097 Zこ0.87」ヒ080

5 上0.80右055 右066下085 下087左076 左0.96」し0.85

6 上145右 129 右129下 1.60 下155左 128 左1.28上 142

7 上103右 080 右066下100 下095左077 左0.81上 095

8 」二1,35ヱζl,00 右0.87下 1.14 下125左 102 必こ1.02」ヒ136

上1,76右 1.08 右0.81下 1.61 下1.52左 1.25 Zこ0,87」ヒ1,73 100

40

上 ― 右 ― 右 一 下 ― 下 一 左 ― 左 ― 上
―

上1.67右 1.12 (右 109)右 135 下148左 1.02 とこ1.02」ヒ1.49

上1.06右 102 (イ子0 93TO.89) (下0,78左 0,77) 左1.01上 106

上1,07右0.80 右0.94下 ― 下 ― 左0.85 左093上100

上109右 084 イ子0.84T090 下099左0.85 芝こ0,79Jヒ 087

」と110アζ099 右100下 106 下117左 101 苫こ099」ヒ120

上145右 105 右049下138 T130芝こ088 Zこ 1.00」ヒ1.48

上166右 1.20 (右 150下 125) 下150下 135 左1.17左 155

」二184ヱζ085 右113下 138 T138芝こ086 左0,95上 152

(上1.53右 1.33) (右1.40下 1.24) (下 170左 135) (左2.40上 140)

(左 1.84)

上 一 右 一 右 ― 下 一 下 ― 左 ― 左 ― 上 ―

表 3 土坑一覧

構

号

遺

番

旧遺構

番 号

位 地

(グ リット区)

主軸方向 平面形
規模(m)

(長軸X短軸)

最大深さ

(m)
重複関係 所属時代 図版・写真Nα

SK-1 SK-61 N-3 不整形 2.25× 115 近現代か 第 84図

I-5・ 6 N-63° ―W 楕円形 225× 158 奈良・平安時代 第 84図 ,PL8

QoR-5 不整形 291×諏 遺構山の上下で複数時期の遺物出土 古墳時代中期・奈良・平安時代 第 84図・PL8
4 S-6。 7 不整形 調利X3.88 奈良・平安時代 第 87図

S-8 楕円形 調祠×1.01 SK5・ 6で切り合いなし 平安時代 第 88図・PL9
5と 同一のため (欠番)

7 R-8 N-87° ―W 楕円形 2.2× 1.33 平安時代 第 90図・ PL9
」-9 N-33° ―W 隅丸方形 l,74× 160 近現代か

E-10 N-12° ―E 隅丸方形 1,80× 148 平安時代 第 90図・PL9
」-10 N-34° ―E 隅丸方形 0.98× 091 不 明

11 SX-6 LoM― H 円形 3.53× 285 奈良時代 第 91図 。PL9
SK-32 P-13 円形 0.60× 060 不明 第 91図
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構

号

遺

番

構

号

遺旧

番

位 地

(グ リット区)

主軸方向 平面形
規模(m)

(長径X短径)

最大深さ

(m)
重複関係 所属時代 図版 。写真No

Q-12 精 円 形 1.39 Xl,20 不明 第 91図

R-12 N-22° ―E 楕 円 形 0,74× 0.51 不明 第 91図

S-13 N-86° ―E 長 方 形 1.35× 0.76 SI-3 近現代か 第 91図

S-13 N‐ 82° ―E 長 方 形 145× 0.70 不明 第 91図

T・ U-13 N-3° ―E 方形と長方形 275× 2.25 17・ 13を一緒にしだ 中近世 第 94図 。PL9

SK-17と 同一のため 欠番)

M-14 N-77° ―E 楕 円 形 0.99× 0.43 不 明 第 94図

Q-14 N-20° _E 方  形 147× 1.24 近現代か 第 94図

M-16 N‐ 59° ―W 隅丸方形 1.55× 143 SI-7 SD-3 奈良・平安時代 第 94図・PL9

P・ Q-15 N-31° ―E 楕 円 形 1.90× 0.72 不明 第 95図

K-17 N-59° ―W 不 整 形 1.48× 068 不明 第 95図

R-17。 18 円  形 241× 2.24 古墳時代 第 95図

N-18 N‐ 23° ―E 不 整 形 2,12× 2.02 SD-4樹木伐痕跡 近現代か 第 95図

O-18 不 整 形 1.22× 1.00 SK-54 不明 第 96図

P-18 円  形 1,11× 1.07 平安時代 第 96図・ PL10

N-19 楕 円 形 1.24× 0.82 平安時代 第 96図

N-19 N‐ 6° 一W 不 整 形 1.5× 0.92 SI-31 平安時代 第 96図

6 M-20 不 整 形 0,74× 0.55 SK-30 不明 第 96図

Q・ R-19 N-27° ―E 長 方 形 5.34× 0,75 TM-1 近現代 第 97図 。PL10

R-19 N-65° ―E 楕 円 形 1.62× 074 不明 第 97図

R-20 N-31° ―W 楕 円 形 1.19× 0.83 不明 第 97図

S-19。 20 楕 円 形 0.68× 0.54 SI_32 不明 第 97図

8 O-20。 21 N42° ―E 長 方 形 2,40× 0.59 SI_21 近現代 第 97図 。PL10

OoP-21 N-72° _E 楕 円 形 064× 0.26 SI_21 不明 第 98図

P-21 N-55° ―E 円  形 0,87×計嗣呵 SI_21 平安時代 第 98図 。PL10

P-21 N55° ―E 円  形 0.87×計嗣呵 平安時代 第 98図・ PL10

P-22 円  形 0.84× 0,72 不明 第 98図

Q-21 円  形 1.03× 0.96 SI_22・ 23 不 明 第 98図

Q-21 円  形 1.07× 0.95 SI-33・ 34 SK-44 平安時代 第 98図

Q-21 円  形 0,90× 074 SI_33・ 34 SK-44 平安時代 第 98図

Q-21 円  形 0.99× 089 SI_33・ 34 SK-44 平安時代 第 98図

9 P・ Q-22 円  形 1.20× 1.20 SI-33・ 34 平安時代 第 99図・ PL10

5 M-20。 21 N-18° ―E 長 方 形 2,73× 1.37 SI-20 弥生～古墳 第 99図・ PL10

M-22 N-30° ―E 楕 円 形 098× 0,79 SI_35 不明 第 99図

P-22 円  形 0.87× 074 平安時代 第 99図・ PL10

K-23 N-72° ―E 円  形 0.83× 0,75 不明 第 99図

O・ P-23 円  形 1.32× 0.30 SI_26 弥生時代 第101図

N-23 N-30° _W 長精円形 2.47× 0.65 縄文時代 第101図 ,PL10

K-24 N35° ―W 円  形 230× 2.02 不明 第101図

L-24 N-43° ―E 不 整 形 1.60× 0.80 SI-24 不明 第102図

7 M-24 N-48° ―ヽV 不 整 形 2.40× 1.60 7 SI-24 不明 第102図

K-24 楕 円 形 0.91× 0.53 不明 第102図

S-24 不 整 形 1.08× 計漸同 TM_2 平安時代 第102図

T-23・ 24 N-30° ―E 長 方 形 330× 0,71 TM-2 近現代 第102図

L-25 N-72° _E 長楕円形 2.26× 088 弥生～古墳時代 第102図

l T-33 N-83° ―W 楕 円 形 1.02× 0.84 SI-27 SB_1 平安時代 第104図

T-33 N-40° 一E 楕 円 形 111× 0.98 SI-27 SB-1 平安時代 第104図

V-34 不 整 形 024× 0.23 SI-38 不明 第 04図

S-38 楕 円 形 0.95× 0.63 不明 第104図

火葬墓1 M-30 円  形 0.21× 0.19 平安時代 第 04図・ PLll
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4.掘立柱建物跡

掘立建柱建物跡は全体で 4棟確認されている。それぞれ調査エリア南方の南東方向に張り出した尾根上に検

出された。それぞれ主軸方向がほぼ一致 して構築されていることから、同時期に存在 したものと考えらる。第

2号掘立柱建物跡の北側には溝が存在 し、これらの掘立柱建物跡群と他を区別 しているようである。

第 1号掘立柱建物跡 (旧第 1号掘立柱建物跡)(第 105図  P Lll)

位置 調査区の南方、南東方向に張 り出した尾根上で、建物の一部は標高2600mか ら2500mの 傾斜約 10° の斜

面に立地する。調査区はT-31区他にあたる。柱穴中のP6は第59号土坑と重複関係にあり、第59号土坑の方

が新 しい。 規模と平面形 Pl～ P10の 10本 の柱穴から構成され、 Plと P10は柱穴の全体の並びや深さか

らすると逸脱するものである。建物の形態は長方形を呈する。長辺は6.5mで短辺が 5,Omで ある。主軸方向

N-5° 一W 柱間構造 桁行 3間 ×梁行 2間 柱間寸法 桁行 Plか ら1.9→ 1,7→ 1,9m。 梁行 P4か ら23

→1,9m。 桁行 P6か ら20→1,7→2.Om。 梁行 P9か ら1.4→25mである。 覆土 柱穴の柱痕はP3・ 6。 7・

8に確認された。柱痕の確認された柱穴の上層では、柱痕の両側にはほぼ水平に土層の堆積が見 られた。 遺

物 実測に耐えうるものはなく土器小片のみの出土である。 所見 本建物の使用時期は他の遺構の配置関係

から平安時代 9世紀前葉から中葉のものと考えられる。

第 2号掘立建柱建物跡 (旧第 3号掘立柱建物跡建物)(第 107図・ 第108～ 110図 N61～ 17 P Lll・ 30・ 31)

位置 調査区の南方、南東方向に張 り出した尾根上で、標高2675mか ら25,75mの傾斜地 に立地する。調査区

はQ-33区他にあたる。柱穴中のP6は第28号住居跡と重複関係にあり、弥生時代のものであり古い。 規模

と平面形 Pl～ P12の 12本 の柱穴から構成され、建物の各辺はPl～ P4は 7.lm、 P4～ P7は 7.5m、 P

7～ P10は 72m、 P10～ Plは 70mであり南側に面 した一辺が他の長さより長 くなる台形状を呈する。 この

掘立柱建物の北西側には浅い溝が確認された。 P10の ところで東方向と南方向に曲がっている。本来はもう少

し東、南に展開するものと思われる。 主軸方向 N-6° 一E 柱間構造 桁行 3間 ×梁行 3間 柱間寸法

Plか ら20→20→2.lmo P4か ら1.9→ 2,4→ 2.3m。 桁行 P7か ら2.0→ 2.1→ 21→ 21mo P10か ら2.1→ 18

→21mである。 P5-P6と P6-P7の 間口が他のものに比べて広 くなっている。 柱穴 各柱穴の平面

形は、方形を呈するものもあれば円形を呈するものもあり、それぞれの 1辺または直径が lmを超す。深さは、

この遺構の立地が傾斜地であるため掘 り方底面の標高で表現すると、建物の四辺の中でPl― P10は底面の標

高がそれぞれほぼ255mを示す。 P7-P10は 4本の柱穴底面が南から北に徐々に高 くなっている。 P7-

P10の高低差は20cmである。 P4-P7で はP4・ P7が同様なレベルを示 しP5・ P6が同様の レベルを

示す。 Pl― P4は Plを除き南側の柱から北方向へ徐々に掘 り方底面の深さが高 くなっている。 P2-P4

で20cmの 高低差がある。柱痕は全部の柱穴から確認され、柱痕の平面形は直径20～ 30cmの 円形のものと、長

径40・ 短径30cmの楕円形のものなどが見 られる。柱痕の平面形が大きいものは建物南側の柱穴に目立つ。土

層断面図中で柱痕が底面まで達するものはP5のみで他のものは達 していない。柱穴の底面に柱穴の根当たり

痕 らしいものは見 られなかった。柱痕底面のレベルは浅いもので25,9mで深いものでは25.2mま で達 している。

多 くの柱痕は底面が256～ 257mま でのものである。柱痕の確認された柱穴の土層では、柱痕の両側にはほぼ

水平に土層の堆積が見 られた。 P6・ 8・ 10の 柱痕の覆土上層からは、焼けたスサ入り粘土の壁土塊や炭化物

が出土 した。壁土塊は被熱を受けたらしく赤化 していた。またP3の底面中央からは花南岩が 2個出土 した。

溝 溝底面は平坦で、幅は最大で 2.6mを 測り、狭いところでは15mを示す。溝の深さは標高の高いところ
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土
土
土

色
色
色

褐
掘
褐

層
層
層

ローム粒少量混入
しまり弱 ローム粒少畳混入
ローム粒少量混入

ローム粒少量混入
ローム粒少量混入
ローム粒少量混入

しまり弱 ローム粒少畳混入

しまり弱 ローム粒少畳混入
しまり弱
しまり弱 ローム粒少量混入

しまり弱 ローム粒少量混入
粘性弱 黄白色砂質土混入

1層 縄色上

2層 褐色土

3層 褐色土

1層 褐色土

2層 褐色上

3層 褐色土

1層 褐色土

2層 褐色土

3層 褐色土

4層 褐色土

5層 褐色土

P7
層

層

　

層

層

層

P5 1層 褐色土 ローム粒少畳混入
2層 褐色土 ローム多量に混入
8層 褐色上 しまり弱 ローム少量混入
4層 褐色土 しまり弱 ローム少量混入

土
土
色

色

褐
褐
明

層
層

P6 1層
2層
3層
4層
5層

第105図 第 1号掘立柱建物跡実測図

―

ローム粒少量混入
しまり弱
しまり弱 灰白色粘土混入

褐色土 ローム粒少量混入
褐色土 しまり弱

褐色土 しまり弱 ローム粒多量に混入
暗黄褐色土 粘性強 しまり弱
暗褐色土 粘性弱

褐色土 ローム多量,灰 白色粘土少量混入
褐色土 灰白色粘土ブロック混入
褐色土 ローム多量に混入
暗掘色上 しまり弱 ローム粒少量混入
褐色土 ローム多量に混入
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E269

4

暗褐色上 焼土粒多量,炭化物 。ローム粒少量混入

赤褐色土 焼土粒多量に混入

褐色土 焼土粒多量に混入

褐色上 しまり弱 ローム粒多量に混入

褐色上 しまり弱 ローム粒多量に混入

褐色上 ローム少量混入

据色圭 警七雷 。黄白色砂質上少量混入

褐色土 粘性弱 ローム少量混入

黄褐色上 しまり強 黄白色砂質土混入

褐色土 ローム粒・黄白色砂質土少量混入

褐色上 粘性・ しまり弱

褐色上 しまり強 黄白色砂質土混入

褐色土 粘性・ しまり弱 ローム粒少量混入

褐色土 ローム粒少量混入

黄褐色土 粘性強

褐色上 粘性・しまり弱

黄褐色上 粘性弱 ローム粒少畳混入

黄福色上 しまり弱

責褐色土 粘性弱 ローム粒少量混入

F269

SX-3
SB-2

SB-3,Pl
SB-2

P4

P6

2m P12

1層
2層
3層
4層
5層

l層
2層
3層
4層
5層
6層
7層
8層

1層
2層
3層
4層
5層
6層
7層

1層 褐色土
2層 責褐色土 粘性弱
3層 黄褐色土 粘性弱 ローム粒少量混入

4層 黄褐色上 しまり強 責灰白砂質土混入

5層 褐色上
6層 褐色土 粘性・しまり強 責白色砂質土多量に混入

1層 褐色土 粘性 。しまり弱

2層  明褐色土 しまり強 ローム・黄白色砂質土混入

3層 褐色土 ローム粒少量混入

1層 褐色土
2層 褐色土 黄白色砂質土混入

3層 福色土 粘性強 しまり弱 黄白色砂質土混入

1層 褐色上 炭化粒混入

2層 褐色土 しまり弱 責白色砂質土混入

3層 褐色土 責白色砂質土混入

4層 褐色土

:層 梱包圭 しま′隆め再畠
色
亀経議

混
食化物少量,茸白色砂質土混入

1層
2層
3層
4層
5層
6層

褐色土 しまり強 黄白色砂質土多量に混入

褐色上 粘性弱 黄白色砂質上少量混入

黄褐色上 しまり強 ローム粒少量混入

褐色土

褐色上 しまり強

褐色土 粘性強 しまり弱 黄白色砂質土混入

1層 褐色土 粘性・ しまり弱 焼土粒・ローム粒少量混入

2層 褐色土 粘性弱 ローム粒少量,黄白色砂質土混入

3層 褐色土 責白色砂質土多量に混入

4層 褐色土 黄白色砂質土少量混入

5層 褐色上 粘性弱 責白色砂質土混入

6層 福色土 粘性強 しまり弱 費白色砂質土混入

1層 明褐色土 粘性弱 ローム粒・黄白色砂質土少量混入

2層 褐色土 ローム粒少量,黄白色砂質土混入

3層 黄褐色上 しまり強 責白色砂質土混入

4層 褐色土 粘性弱 ローム少量,黄白色砂質土混入

5層 褐色上 粘性 。しまり弱 ローム粒少量混入

6層 褐色土 粘性強 しまり弱 黄白色砂質土混入

1層 明褐色上 しまり強 責白色砂質土混入

2層 褐色土 粘性弱
3層 褐色土 しまり強 ローム粒少量混入

4層 褐色土 粘性・ しまり弱

5層 褐色土 ローム粒少量混入

6層 明褐色上 しまり弱 ローム少量,責白色砂質土微量混入

7層 褐色上 しまり強 責白色砂質土混入

1層 黄褐色土 粘性弱 ローム少量,黄白色砂質土混入

2層 褐色土
3層 褐色上 粘性・ しまり弱 ローム粒少量混入

4層 黄褐色土 ローム粒多量に混入

5層 褐色土 ローム少量混入

6層 褐色土 粘性強 ローム粒少量,黄白色砂質土混入

1層
2層
3層
4層

褐色土 粘性・ しまり弱

貨褐色土 黄灰色砂質土混入

責褐色土 責灰色砂質土混入

褐色土 しまり強 ローム粒多量,責灰色砂質土混入

第106図  第 2号掘立柱建物跡実測図
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ほど壁の遺存状況が良く15cmを 測る。標高が低 くな

る南側ほど壁の立ち上りもほとんどなくなり消滅する。

溝の形状は、本建物跡の西側の柱の並びと平行し、北

側の柱の並びとは平行にならず北側に開いている。P

9。 P10の近接地からは、やや風化し、焼けたスサ入

り粘上の壁土塊が面的に検出された。厚さは4cmほ

どあり、この壁上の底面は還元状態になり黒くなって

いた。 遺物 遺物は掘立柱建物跡の柱穴や溝から出

土している。Nα 4は P5か ら出土し、No 5は P6か ら

出土したものである。血 3・ 7は第28号住居跡 4区か

ら出土したものであるが、本建物跡と重複関係にある

ため、本建物跡所属の遺物とした。他の遺物は溝から

出土したものである。Nα l・ 2は溝から出上した土師

器小皿である。Nα 6・ 9は土師器甕破片である。血 8

は弥生土器である。溝の南方からは瓦塔・瓦堂の小破

片がまとまって出上した。これらは瓦塔・瓦堂初重軸

部の破片である。溝から出土した瓦塔 。瓦堂破片総数

は98点であり、半数はそれぞれ接合関係にあり、接合

していない資料は45点である。このうち8点を図化し

た。胎土は、いずれも粗砂粒主体で、雲母粒子・石英

粒子 。長石粒子を含む。焼成は酸化焔焼成で、やや軟

質である。色調は、にぶい黄橙色～橙色である。Nα10

～12は、斗棋部破片である。Nα10は、詳細な斗棋部表

♀              1             2P

第107図 第 2号掘立柱建物跡遺物出土状況図

屯 彪

フ

叱

第108図  第 2号掘立柱建物遺物実測図(1)

萱ゴ耐
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第109図  第 2号掘立柱建物遺物実測図(β
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第110図 第 2号掘立柱建物遺物実測図(3)

現が施されていることより初重軸部と考えられる。以下に、その特徴を記す。(1)逆凸字形表現の抽象化が

進んだ壁付き三斗と横架材状の斗棋粘土帯 (通肘木に当たる)が配されている。大斗表現が本来ある箇所は欠

損しており不明である。 (� )持ち送りは、通肘木状斗棋粘土帯上～壁付き三斗にかけての位置に付けられ、

軸部上端からの斜め張り出しと接する。持ち送りは、 2段に板材を刻み出している。なお、持ち送り部分が粘

土帯の凹み (第 109図 血12)に はめ込まれている。(� )斜め張り出し先端に、手先三斗を逆凸字状に切 り出

し表現している。NQ13は横架材状の粘土帯脇に持ち送り状の突起が表されている。Nα14は、初重軸部入口部分

破片と思われる。入田部分の端部は、ヘラ状工具による丁寧なナデ調整が施されている。縦方向には入口部柱

を表現した粘土帯が、また横方向には長押状の横架材粘土帯が配されている。壁内面は、ヘラ削り調整がなさ

れる。Nα 15・ 16は初軸部・基壇部分破片である。No15は台輪を表す横方向の粘土帯、入口部分柱を表わす縦方

向の粘土帯を残している。またL字状に曲がる隅棟部分外面に隅柱を表す縦方向の粘土帯が貼り付けられてい

る。Nα16は軸部上端が欠損しているが、L字状に曲がる隅部分外面に、隅柱痕跡がある。配17は (1)桁行に

第2号掘建柱建物跡

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(cm) 底径(aa) 色調 胎 土 焼成 残孝率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 土師器 小皿 ( (5.8) 橙 長る,石夷 良 E面から崚く立ちとがる日
=部

をナデながらつまみ上げる外面に輸積痕あり内外面ナデ

2 土師器 小皿 (8.2) (6.0) にぶい褐 題 '蔽 '瓢 良 器面に輸嶺痕を明瞭に残す盛部日長ヘラ引り内面ヘラナデE面ヘラ硝り

3 須恵器 高台不 (2.9) (83) 灰 長石t赤色滋 良 やや直立した高台が付される郎部に明瞭な残を持ち体部立ち上があ

4 土師器 高台邪 (2.7) (12.2)
と
具 朋'藤 '瓢 ロクp成形高台が「ハJの字状に開く内面黒色処理,ヘ ラミ汀キ

5 土師器 甕 (23.6) (37) 橙 良 B曇部湾曲して外反し、日134榎する外面輸績夜茂る内面ナデ

6 土師器 甕 (2.1) (7,7) 橙 外面ヘラミイキ内面ヘラ哀底面木棗長

7 須恵器 罫 (3.8) 灰 踊 10 体部下増子持ちヘラHリ ロ景部内面にタール付着

8 弥生土器 甕 (4.3) 黒褐 OH 直立する日伊部横ナデロ唇部に回転協文滝文

9 土師器 甕 (22) によい黄褐 並
日

ロロ部貼土経の権ぎ日外面積ナデ内面積ナデ

番号 種類 器種 長さ(cm) 幅(clll) 厚さ(m) 色 調 胎 土 焼成 残存部位 特 徴 。 そ の 他

土製品 瓦塔 (12.2) (21.1) 2 橙 馬・融 'XLu 初軸部 鞘 紛 裏面機 農韓 片飴

1 上製品 瓦塔 (5,7) ( にぶい橙 長石1石芙・赤色u 初軸部 斗棋部分 3破片綾台

土製品 瓦塔 (8.9) (124) によい黄燈 長る,石芙,赤
B柱 初軸部 斗棋部分裏面輪積哀3破片接合

土製品 瓦塔 (84) ( にぶい橙 覇・麒 ,ALu 普 初軸部 斗棋部,襄面綸讚償 2破片接合

4 土製品 瓦塔 (3.6) ( にぶい黄橙 長石'石英,赤色辻 並
国 初軸部 璧はり日紛 苅輸顔

土製品 瓦塔 (99) (140) にぶい黄橙 長石・石美t赤色粒 普 初軸部 壁体入り日部分裏面輪畿痕11政片接合

土製品 瓦堂 (18.6) (7.9) 明黄褐 長石・石英,赤Lu 普 初軸部 恙垣部分
'段

の基壇吾面荒れる

17 土製品 瓦 堂 (18.6) (200) にぶい橙 長石,石英,芽也滋 並
ロ 初軸部 璧体入り日部,,間 X3間の作り入り口側の住間約6ほ 他方の住l・lh10tH“ 破片接合
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台輪を表す粘土帯景1離、入口部分柱を縦方向の粘土帯剥離痕、隅柱を表す縦方向の粘土帯剥離がある点、(� )

梁間側は入口部分がなく壁面中央柱が甲字状に分岐し台輪に達している点、(�)埼玉県東山遺跡瓦堂・ 千葉

県谷津遺跡瓦堂の初重部分梁間表現に類似している点から、瓦堂初重部・ 基壇部破片として考えている。 所

見 本建物跡と溝は、同様な焼けたスサ入り粘上の壁土塊が出上しているため同時期に存在したものと思われ

る。この掘立柱建物の壁にはスサ入りの壁土が使用されていた可能性が高いといえる。溝は、第 2号掘立柱建

物跡の西・北側に位置し、同建物跡に付随した施設と考えられる。第39号住居跡の床面近くや南西埋没谷から

も同一の瓦塔の破片と考えられるものが出土している。本建物跡の時期は出上した瓦塔や南西埋没谷出上の遺

物と同様な平安時代 9世紀前葉から中葉のものと考えられる。

C

D

SB-3 Pl

P2

1層 暗褐色土
2層 暗褐色土 粘性弱
3層 褐色土 粘性弱 砂粒少量混入
4層 暗褐色上 しまり強 粘性弱 砂粒混入
5層  明褐色土 粘性弱 粘上少量,砂粒混入

1層 暗褐色土 粘性・しまり弱 粘土混入
2層 掘色土 粘土・砂粒混入

1層 褐色土 しまり弱 焼土粒・粘土少量混入
2層 褐色上 粘性強 しまり弱 焼土粒・炭化物少量,粘土・砂粒多量に混入

3層 褐色上 しまり弱 焼土粒少量,粘土・砂粒混入

4層 褐色上 しまり強 焼土粒・粘土少量混入

1層 褐色土 粘性 。しまり強 炭化物少量,粘土混入

2層 褐色土 粘性強 粘土少量混入
3層 褐色土 粘土多量,砂粒混入
4層 褐色上 焼土少量,粘土混入
5層 褐色上 しまり強 粘性弱 炭化物少量,粘土多量,砂粒混入

6層  明黄褐色土 粘性強 焼土粒少畳,粘土多量,砂粒混入

7層 褐色土

0                  10cm
＼くこ三三三三生====="″

2

第111図 第 3号掘立柱建物跡実測図 。出土遺物実測図
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第 3号掘立柱建物跡 (旧第 2号掘立柱建物跡)(第 111図  P L12)

位置 調査区の南方、南東方向に張り出した尾根の先端で、標高25.5mか ら25mの傾斜地に立地する。調査区

はU-34・ 35区他にあたる。近接して第 4号掘立柱建物跡が存在する。確認面の傾斜は南北・ 東西方向に 5°

である。 規模と平面形 Pl～ P4の 4本の柱穴から構成され、建物の各辺はPl― P2は 3.9m、 P2-

P3は 3,Om、 P3-P4は 4.2m、 P4-Plは 3.2mで あり南北方向に長い長方形を呈する。 主軸方向 N―

2° ―E 柱間構造 桁行 1間 ×梁行 1間 柱間寸法 Plか らP2の順序で2,7→2.2→2.7→2.4mで ある。 P

l― P2と P3-P4の 間日は同一である。 柱穴 各柱穴の平面形は、皆直径 lmの円形を呈する。深さは、

この遺構の立地が傾斜地であるため掘り方底面の標高で表現すると、Plは 24.81m・ P2は 24.56m・ P3は 2

4.57m・ P4は 25,02mで ある。Pl・ P4に比べP2・ P3は深く掘り込まれている。柱穴が掘り込まれた地

山は砂層である。柱痕は全部の柱穴から確認され、柱痕の平面形は直径20～30cmの 円形のものと、長径35・

短径25cmの楕円形のものなどが見られる。土層断面図中で柱痕が底面まで達するものはPl・ P4で ある。

柱痕の確認された柱穴の上層は、柱痕の両側にほぼ水平に土層の堆積が見られた。 遺物 掘立柱建物跡から

出上したもので血 1は須恵器の鉄鉢形土器である。血 2は内面黒色処理された土師器郭底部で、南西埋没谷出

上のものと接合した。 所見 本建物は、他の掘立建柱建物跡群と同様な主軸方向を持つため使用された時期

は、平安時代 9世紀前葉から中葉のものと考えられる。

‐
Ｏ

③
劉

第 3号掘建柱建物跡

番号 種類 器種 日径(cm) 器高(cm) 藤径(cm) 色調 胎 土 焼成 霜  (%) 特 徴 。 そ の 他

1 須恵器 鉄鉢 黄灰 踊 良 日E41や厚み増す日唇部内湾底部に近いほど暑厚指すPI出土

2 土師器 邪 (7.0) 橙 RII・ 醸・瓢 古面鷺色把避・ミ汀キ底面回転ヘラ切り'Hlり
pと

Q_∬区山土土暑が段台

‐
み陶
）路

①

Ｐ３

＜

‐

①

1層 暗凋色土
2層 褐色土
3層 褐色上 砂粒混入
4層 暗褐色土
5層 黄色土 粘土少量,砂粒混入
6層 褐色土 砂粒多量に混入
7層  明褐色土 ローム多量,砂粒混入
8層 褐色土 粘土・砂粒混入
9層 暗責褐色土 粘土多量,砂粒混入
10層  暗褐色土 砂粒少量混入
11層  黄褐色土 粘土多量,砂粒混入
12層 褐色土 粘土・砂粒混入
13層  暗褐色土 粘土少量,砂粒混入

m

第112図 第 4号掘立柱建物跡遺物実測図
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第 4号掘立柱建物跡 (旧第 4号掘立柱建物跡)(第 112図 P L12)

位置 調査区の南方、南東方向に張り出した尾根の先端で、標高25mか ら24.25mの 傾斜が若干緩 くなる変換

点にあたる。調査区はU-36区他にあたる。近接して第 3号掘立柱建物跡が存在する。確認面の傾斜は変換点

前が35° で変換点後は約10° である。 規模と平面形 Pl～ P4の 4本の柱穴から構成され、建物の各辺はP

l― P2は 2.6m、 P2-P3は 2.5m、 P3-P4は 2.5m、 P4-Plは 2.5mで ありほぼ正方形を呈する。主

軸方向 N-3° 一E 柱間構造 桁行 1間 ×梁行 1間 柱間寸法 Plか らP2の順序で (2.2)→ 1.7→ 1.8

→1.8mで ある。P2-P3と P3-P4の 間日は同様である.柱 穴 各柱穴の平面形は、皆直径80～70cm

の円形を呈する。深さは、この遺構の立地が傾斜地であるため掘り方底面の標高で表現すると、 Plは 23.16

m・ P2は 22.83m・ P3は 22.93m・ P4は 23.23mで ある。Pl・ P4に比べP2・ P3は深 く掘 り込まれて

いる。柱穴が掘り込まれた地山は砂層である。柱穴の柱痕はP2のみから確認されたが、それぞれの掘り方底

面には柱の痕跡と考えられる凹みが確認された。 遺物 小破片のみである。 所見 本建物は、他の掘立柱

建物跡群と同様な主軸方向を持つため使用された時期は、平安時代 9世紀前葉から中葉のものと考えられる。
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第113図 掘立柱建物跡配置図
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5.古墳 (TM)
古墳は全部で3基確認されている。 3基のうち2基 は周溝を持つものであるが、1基 は周溝を持たず埋葬施

設のみのものである。本来的に言えば周溝を持たないものを古墳と呼ぶかどうかという問題があるが、ここで

は表記上古墳として表現している。またこの周溝を持たない埋葬施設を主体部と呼ぶことには疑間があるので

埋葬施設として表現する。検出された位置は3基のうち2基は台地上、他の1基は台地斜面から確認された。

第 1号古墳 (旧第 1号古墳)(第 114～116図 。第114図 No l PL

12)

位置 本古墳は標高28.Om前後の緩い傾斜地に存在する。 周

濤 周溝の各辺の長さはそれぞれ異なり、北辺約12m、 東辺10m、

南辺13m、 西辺1lmで あり、不整方形を呈する。周溝の断面は鍋

底状を呈し、幅は約 lmである。 主体部 主体部は周溝区画内

の中央やや南寄りに設けられている。主体部の主軸はW-37° 一

Nで周溝の主軸はW-29° 一Nと異なり、ずれる。周溝の南側に

は掘り残されたブリッジが存在し、その中央部分は周溝の主軸ラ

イン上にある。主体部の長軸は現状で3.5mを 測り、短軸は約 1

mを測る。主体部の構造は、板状の絹雲母片岩を組み合わせた横

Cm

穴式の構造が想定される。後世の改変により埋葬施設を構成する  第114図 第 1号古墳出土遺物実測図

石材は皆抜き取 られており、その痕跡のみが残る。 遺物 遺物は主体部からは見 られず、北側の周溝中細か

く割れ、覆土上層から土師器甕が出土 した。この個体は口縁部付近の破片はなく、皆胴部以下の破片である。

第 1号古墳

第 2号古墳 (旧第 2号古墳)(第117～ 118図  P L13)

位置 本古墳は標高26.Omの傾斜地に存在する。 周溝 周溝は方形を意識したものと思われるが、南側の

一辺は斜面最低位のためか現状では遺存しない。周溝の深さは北側の一辺が一番深く、東西周溝の底面は傾斜

し徐々に浅くなる。北北西辺の長さは10.8mを測る。 主体部 主体部の主軸はW-50° 一Nで周溝の主軸は

W-57° 一Nと異なり、ずれる。主体部の長軸は現状で3mを測り、短軸は約 2mを 測る。主体部の構造は南

南東に開口し、板状の絹雲母片岩を組み合わせた横穴式の構造が想定される。後世の改変により石室を構成す

る石材は皆抜き取 られており、その痕跡と埋葬施設の床面に敷き詰められた同片岩の割石のみが残る。 遺物

遺物は主体部・周溝いずれからも見られなかった。

第 3号古墳 (旧第 3号古墳)(第 119図 P L13)

位置 第 3号古墳としたものは埋葬施設のみが確認されたものである。位置的に第 1・ 2号古墳の一部とは

考え難いため独立 したものとして扱うことにした。第 2号古墳の北西方向約 6mの ところに位置し、周溝は存

在しない。 主体部 この埋葬施設の構造は、3.3m× 2.lmの長方形の掘り方とその内側22m× 1.Omの埋葬施

設を持つ。この施設の底面には壁溝が巡り、その壁の四隅には約50cm間隔で灰白色粘土が見られた。この埋葬

施設には、本来絹雲母片岩の板石を並べた構造を持つものと考えられる。先の粘土は板石と板石との間を埋め

番号 種類 器 種 日径(9a) 器高(ca) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残存率(lF) 特 徴 。 そ の 他

1 土師器 甕 (145) 断・萩 良 度部から丸みを持って立ち上がる日部,E面ヘラミガキ内面ヘラナデ
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TM-1 1層  褐色土 しまり弱
2層 褐色土 しまり弱,ロ ーム粒多量に混入
3層 暗掘色土
4層 暗褐色土 しまり弱
5層 暗褐色と しまり弱
6層 褐色上 しまり弱,ロ ーム粒多量に混入

F

7層 暗褐色土 しまり弱 ローム粒極めて多量に混入
8層 褐色土 粘性。しまり弱
9層 褐色土 粘性。しまり弱
10層 暗褐色土 粘性。しまり弱 ローム少量混入
■層 褐色土 粘性 。しまり弱 炭化物・ ローム少量混入
12層 褐色土 粘性・ しまり弱

第 1号古境実測図
                嘲
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躯
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ＭＴ 黒褐色土 粘性弱 白色粘土微量混入
暗褐色土 粘性弱 ローム粒・白色粘土少量混入

褐色土 ローム粒多量,白色粘土微量混入
粘土混入土

褐色上 しまり弱 ローム粒・白色粘土少量混入

暗褐色上 しまり弱 白色粘土多量に混入

褐色土 ローユ多量に混入
褐色土 しまり強 ローム粒極めて多畳に混入

褐色上 しまり弱 ローム粒少量混入

褐色土 しまり強 ローム粒多畳に混入
暗褐色上 しまり弱 ローム粒少量,白色粘土微量混入

褐色上 しまり弱

掲色上 しまり弱
褐色土 ローム粒多量に混入

褐色土 しまり強 ローム粒多量に混入

褐色土 しまり弱 白色粘土混入

暗褐色土 白色粘土微量混入

褐色上 しまり弱
暗褐色上 しまり弱 ローム粒少量,白色粘土微量混入

暗褐色上 しまり弱 ローム粒少量混入

褐色土 しまり弱 白色粘上微量混入

褐色上 しまり弱

褐色上 しまり弱

０
ト

2m
―

―

第 1号古墳主体部実測図
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E

TM-2 1層
D― D′  2層

3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層
10層

TM-2 1層
E― E′  2層

3層
4層
5層

第117図 第 2号古墳実測図

褐色土 粘性弱 炭化粒多量に混入

褐色土 ローム粒多量 焼土粒少量混入

暗黄褐色上 しまり強 ローム粒多量 焼土粒炭化粒少量混入

褐色土 焼土粒・ ローム粒少量混入

褐色土 ローム粒多量,焼土粒・炭化物少量混入

褐色土 しまり弱,炭化粒・ローム粒少量混入

福色土 粘性弱 焼土粒・災化物・ローム粒少量混入

黄褐色土 ローム粒多量 災化粒少量混入

黄褐色土 ローム粒多量 炭化粒少量混入

褐色上 しまり強 ローム粒極めて多量 炭化粒少量混入

暗褐色土 粘性弱 ローム粒少量混入

褐色土 炭化粧少量混入

褐色土 ローム粒多量に混入

褐色上 しまり弱 ローム多量に混入

褐色上 しまり強 粘性弱 ローム粒極めて多量に混入

0                        5m

0                        2m
岸

―

一

|―

一
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TM-2 1層 褐色土
2層 褐色土
3層 褐色土
4層 褐色土
5層 褐色土
6層 褐色土
7層 褐色土
8層 褐色土
9層 褐色土
10層 褐色土
n層 褐色上
12層 福色土
13層 褐色土

粘性弱 ローム粒多量に混入

粘性 。しまり弱 ローム粒多量 災化物少量混入

しまり強 粘性弱 ローム多畳に混入

粘性弱 ローム少量混入

粘性弱 ローム少量混入

粘性弱 白色活土少量混入

粘性・しまり弱,ロ ーム粒多畳 白色粘土微量混入

粘性弱 ローム粒 。白色粘土粒多量に混入

粘性弱 ローム粒少量 白色粘土粒混入

粘性弱 ローム粒極めて多量 白色粘土混入

粘性 。しまり弱 ローム少量混入

粘性・ しまり弱 ローム粒極めて多量に混入

しまり強 粘性弱 ローム粒少量 白色粘土混入

0                            2m
ト

ー
十 ~~~ |~一

―

―

坤

第118図  第 2号古墳主体部実測図
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C2Z9

D
砂質粘土

J    J
TM-3 1層  褐色土 粘性弱 炭化物・ローム粒少量混入

2層 褐色土 粘性弱 ローム粒多量 炭化物少量混入
3層 褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量,炭化粒少量混入
4層 褐色土 粘性 。しまり弱 灰白色粘土粒混入
5層 褐色上 しまり弱 ローム粒多量に混入
6層 褐色上 しまり強 粘性弱 ローム粒多量に混入
7層 褐色土 粘性 。しまり弱 ローム粒多量に混入
8層 褐色上 粘性弱,ロ ーム粒多量,災化物少量混入
9層 褐色土 粘性・ しまり弱 ローム粒多量 炭化物少量混入
10層 褐色土 粘性・ しまり弱 ローム粒多量に混入
■層 褐色上 粘性・ しまり弱 ローム粒多量.骨片混入
12層 掘色上 粘性弱 ローム粒多量に混入
13層 褐色上 しまり弱 ローム粒多量に混入
14層  暗黄褐色と しまり強 灰白色粘土混入
15層 褐色上 粘性 。しまり弱 灰白色粘土少量混入
16層 褐色土 粘性 。しまり弱 灰白色粘土混入
17層 褐色土 粘性 。しまり弱 炭化粒・ローム少量混入
18層 褐色土 粘性 。しまり弱 灰白色粘上混入
19層 福色土 粘性 。しまり弱

0                         2m
―

…

第119図 第 3号古墳主体部実測図

る粘土と考えられる。埋葬施設と外側の掘り方の間には非常にしまりのある砂質粘上が存在する。 遺物 覆

土には北東方向から下降して流れ込むように、片岩片を含む土層が堆積していた。また南側の底面近くには、

人骨の頭部片や歯が出土した。この覆土を採取してフルイがけを行ってみたが、骨片以外のものは確認されな

かった。
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6.粘 土採掘坑 (旧第 7号不明遺構)(第 88図・第121図 。第120・ 122・ 123図血 1～29 P L12・ 28・ 31)

位置 調査区の北端部分の緩傾斜地で、」-2～ 5区、K-1～ 5区からエリア外にかけて確認された。完

掘には至っていない。 規模と平面形 確認された部分で最大幅17m、 長さ15m、 最深部で約 2mを 測る。平

面形は樹木の枝のようになり末端に行くほど狭くなっている。 掘り込み方向 基本的に北西方向から南東方

向に掘り進んだようである。これは言い替えれば、斜面地の低位部分から高位に向け掘り込んでいると言える。

壁面 ほぼ垂直の部分もあれば緩く立ち上がる部分も見られる。逆にオーバーハングしたところや トンネル状

に掘り込まれた部分も見られた。 底面 ほぼ平坦である。 覆土 土層の特徴は、北西―南東方向の土層の

堆積状況が北西から南東へ下降する傾向が見られた。また大まかには灰白色粘上を多量に含む土層とほとんど

含まない土層が繰り返し堆積している。粘土をほとんど含まない土層に遺物が含まれている。北東―南西方向

の上層の堆積状況では末端に向かって下降して堆積している。枝のようになったそれぞれの掘り込みは土層の

堆積状況から重複関係が見られる。 遺物 採掘坑の最南東端部分から大量の完形に近い土器が出上した。い

ずれも上層から出上した。これらの土器はほぼ同様なレベルから、様々な方向を向いて出上した。この部分か

らの上器の出土は細かい破片は少なく、大型のものが多い。土器の器種では土師器の甕が多く、胴部が張り底

部にかけて縦にヘラミガキがなされるものがほとんどである。これらの甕は煮炊きに使用された痕跡があまり

ない。他の場所で出上した土器は粘土が混じらない土層から出土し、小破片が多い。須恵器界の中にはN65の

ように底部外面に朱書がなされたり、No 10の ように墨書がなされるものもある。またNo17の胴部には「奉」と

ヘラ書きされている。 所見 出土した遺物から本遺構は、奈良時代 8世紀後半頃に採掘を停止 した粘土採掘

坑であろう。

粘土採掘坑

番号 種類 器種 □径(cI) 器高(ca) 底径(cal) 色調 胎  土 焼成 残存事(ll) 特 徴 。 そ の 他

1 須恵器 郭 灰 白 長石・雲母'黒色粒 不良 1部遭擦的に立ち上がる騒面回転ヘラ切りの後手持ちヘラ博Iり 体部下鶴ヘラ百1り 煤付着

須意器 郭 ( (8.6) 褐灰 馬 ,麒 i黒甑 並
ロ 底面回転ヘラ切りの後手持ちへうHlり 体部下始子持ちヘラ百1り やや丸味を持ち立ち上がる

須恵器 郭 ( (80) 灰 長る!石芙=その他 良 日緑部贈円形に歪むⅢ部直線的に立ち上がる監面と体部下端子持ちヘラ百1り

須恵器 罫 にぶい黄橙 FTI'劉 不良 林部直線的履面回転ヘラ切りの後手持ちヘラ肖1り 体部下端子持ちヘラ博Iり 棟付着

須恵器 郭 灰黄 覇 1瓢 並
口 輸嶺痕あり底部欄緑ヘラ博ⅢりE面回転ヘラ切り'回転へう湾1り 底面朱書「キ」!

須恵器 高台盤 淡責 不良 日景部思山口唇肥厚ESやや丸底底面高台り内外に回転ヘラ肖】り高台「ハ」の字状に開く

7 須恵器 高台盤 (2.5) 褐灰 長石,黒
LIt 日録部急激に立ち上がる底面回転ヘラ湾1り の後高台取り付け時にナデ

須恵器 高台盤 (15,1) 褐 灰 扇,蔽 日緑部屈由屋部と高台が器厚厚子底面回転ヘラ切り内外面17の とダスキ

9 須恵器 蓋 (18.3) 灰 白 扇1瓢 き表面のつまみ周辺に,デや手持ちヘラ湾1り の痕諄緑辺部に返りが‖〈

須恵器 蓋 にぶい橙 長石・雲母 5 つまみ取り付け部分岐片体部に回転ヘラHlり 言上面に畳盲「」判読不明

須恵器 高郭 灰 不 良 径が細い脚部から裾部に向け開く内面朝哀あり内面ナデ

2 須恵器 高堺 灰 良 極が霜い脚部からほ部に向け大きく開く内面ナデ

3 土師器 鉢 (134) (10.5) 橙 長石i石英1婁母 日景部つまみ上げた笠な作り外内面ナデ外面指頭哀ありE面末索哀・擦痕

4 土師器 小型甕 (14.5) にぶい橙 露 ,蔽 ,瓢 口緑部ホ平に屈曲日唇部立つ外面顕部ナデ嗣部下半ヘラ‖り内面ナデ・ヘラ痕

5 土師器 鉢 (19.0) (9,8) にぶい橙 覇 1祓 口録部やや外傾する日緑部に器形の爆決径嗣部下半ヘラ肖1り 外面にタール状の付着物

6 土師器 小型甕 にぶい橙 長石1石芙,雲母 嗣部上半に最大径外面日部下半ヘラ博Jり 指頭痕あり底部ホ葉痕内面付着物

7 土師器 小型甕 褐 長る,石英,雲母 良 月部の張りが強い器厚が厚手日部にヘラ描き「畜」呂部下半ヘラミガキE部木葉属

8 土師器 甕 22.1 にぶい黄色 長石'石英.雲母 良 口縁部屈曲月部の張りが強い日部下半ヘラHlり の後ヘラミガキ底面ホ葉償器厚が厚手

9 土師器 甕 (285) にぶい橙 扇 ,融 ,瓢 良 底面のみが久損嗣部丸味を持つ霞に転用か猟面日景部横ナデE部木糞痕器厚が厚子

土師器 甕 338 にぶい橙 朗 ,融 ,瓢 良 日長部至む日部丸味を持つ嗣部下半ヘラミガキ指頭痕輪積痕底部木葉痕

土師器 甕 浅黄橙 覇 1祓 ,劉 良 やや肩部が畿る外面日部下半ヘラミガキ内面ヘラナデ・綸横痕。当呉良残る底部木葵痕

土師器 甕 (245) にぶい橙 長

`'石

芙t雲母 良 瞬報崚く湾由日唇部立つ外面日部下半ヘラミ″キ内面へうナデロ部に黒H器厚厚子

土師器 甕 (305) 橙 覇 ,感・瓢 良 底面欠損低転用か願部屈曲外面日部下半ヘラ肖1り の後ヘラミガキ内面ヘラナデ吾厚厚手

土師器 姿 (30.9) 橙 用 t蔽 1瓢 良 日唇部協内傾外面日部下半ヘラHlり り復ヘラミガキ内面へうナデ輸績風岳厚が厚子

土師器 観 280 にぶい黄橙 節 ,融 1瓢 良 1孔貴の底3底面日E31に最大径を持ち顕部括れない外面日部下半ヘラ再1り 内面ヘラナデ

須恵器 鉢 (352) (182) 灰 話 ,瓢 並
日 磁部から遭線的に開く外面タタキロ嗣部下半ヘラHlり 内面ヘラナデ・当具富残る

須恵器 大甕 ( 灰 長石'黒色粒 並
ロ 5 外面同心円タタキロ内面ヘラナデ・当具哀残る

土製品 紡錘車 長さ(4,0)幅 (4.5)厚 さ(06)孔径(06)重量14,Og 並
ロ 断面形台形ヘラ悔1り の復ナTat穿 1方向は下面から

土製品 土製円盤 長さ(4,3)幅 (4.3)厚 さ(06)重量20,48 並
ロ 土師零甍日部片を打ち矢いて再利用
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撮色圭 セ嘗オ亀
ま
亀毬
需
焼
歳笙荘F石全接篭暴畳奄

灸
暗黄橙色上 粘上層

暗黄橙色上 しまり弱

褐色上 粘性・ しまり強

暗黄橙色上 しまり弱

ローム極めて多量,焼土粒・炭化物少量混入

ローム粒多量,炭化肋少量混入

sx-7
C― C′

1層
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3層
4層
5層
6層
7層
8層
9層
10層

■層

12層

13層

14層

15層

粘土採掘抗

B― B′

C― C′

1層 褐色上 しまり弱
2層 暗獨色土 粘性弱 ローム少量混入
3層 褐色土
4層 褐色土 粘性弱
5層 褥色土 粘性弱
6層 褐色上 粘性・ しまり弱 ローム極めて多量に混入

7層 褐色土 しまり極めて強 粘性弱 災化粒・ローム極めて多量に混入

8層 褐色土 しまり強 粘性弱
9層 基本層序6層 に相当
10層 基本層序7層 に相当
11層 掘色上 しまり強 粘性弱
12層  暗黄橙色土 粘土層
13層  基本層序 1層のプロック混入
14層 基本層序2 3 4, 5層 のプロック混入

15層  基本層序 2, 3, 4層の小プロック混入

16層 褐色土 粘性 。しまり弱 ローム極めて多量,焼上粒・炭化物少量混入

17層 基本層序5層

⑨

δ
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-147-― ―-148-

第121図 粘土採掘坑実測図 。遺物出土状況図
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第122図 粘土採掘坑出土遺物実測図(2)
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第123図 粘土採掘坑出土遺物実測図(3)
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7. 溝 (SD)
溝は全体で 5条確認されている。いずれも出土した遺物から判断すれば、近世以降のものである。

第 1号溝 (旧第 5・ 6・ 7号溝)(第 124図 P Lll)

位置 調査区の東端、台地上のV-11・ 12区にわたり、調査エリアに接して確認された。調査当時は3条の溝

として記録したが、一連のものとして表記は第 1号溝とした。 規模 幅 lm弱のものが 3条見られる。それ

ぞれの壁が 3条島状に残る。 断面形 底面は皿状を呈す。 主軸方向 N-9° 一W 覆土 覆土中にビニー

ルハウス用のビニールが含まれていた。 遺物 ビニール 所見 本溝の時期は出上した遺物から現代のもの

と言える。

第 2号溝 (旧第 1号溝)(第 124図)

位置 調査区中央、台地上のL-10～ V-16区 にわたり確認された。第 3号住居跡と重複関係にあり第 2号溝

が新しい。 規模 長さ43m、 幅0.3m、 深さ0.45～0.20mの ものである。南東端は二又になりまた連結 してい

る。 断面形 壁は底面からきつく立上り、その後緩く「ハ」の字状にひらく。 主軸方向 N-57° 一W

覆土 しまりのないボソボソの褐色土がほとんどをしめる。 遺物 弥生土器片・土師質土器の内耳鍋・ ガラ

スのビン・金属製のハーモニカが出土した。 所見 本溝の時期は出土した遺物から現代のものと言える。植

林した際の根切り溝とも考えられるが不明である。

第 3号溝 (旧第 2号溝)(第 125図  P Lll)

位置 調査区中央、台地上の」-12～ P-17区 にわたり確認された。第 7号住居跡や第 21号土坑と重複関係

にあり第 3号溝が新しい。 規模 長さ29.5m、 幅 lm、 深さ0.5mも のである。南北西端は「 T」 字形を呈す

る。 断面形 壁の立上りはほとんどなく底面は平坦。 主軸方向 N-54° 一W 遺物 弥生土器などが出

土した。 所見 本溝は第35号土坑と重複関係にあり、本溝の方が新しく、明瞭に区別できた。よつて本溝は

中世以降のものである。

第 4号溝 (旧第 3号溝)(第 125図 )

位置 調査区中央、台地上のL-17～ S-21区にわたり確認された。第11・ 14号住居跡や第25号土坑と重複関

係にあり第 4号溝が新しい。 規模 長さ35。 3m、 幅0.5～ 0,7m、 深さ0.55mの ものである。 断面形 壁はほ

ぼ垂直に落ち底面は狭い。 主軸方向 N-62° 一W 覆上 しまりのないボソボソした褐色土がほとんどを

しめ、第 2号溝の覆上に類似する。 遺物 弥生土器・土師質土器の内耳鍋・陶器などが出土した。 所見

本溝から内耳鍋・ 陶器が出土しているが、第 2号溝と同様な方向・掘り方・覆土を持つため、現代のものと考

えられる。

第 5号溝 (旧第 4号不明遺構)(第 125図  P Lll・ 32)

位置 調査区南方、標高26.5mか ら24.25mの斜面地のS-30～V-32区 にわたり確認された。南方には第 1号

掘建柱建物跡が存在する。 規模 長さ15.5m、 幅1.8m、 深さ0.48mの ものである。本溝の底面は南東に向い

て緩く傾斜し、南東端は自然消滅する。 断面形 壁の立ち上りが緩い皿状を呈する。 主軸方向 N-6♂ 一

W 覆土 砂質粘土が混じる。 遺物 キセルの雁首が出土した。 所見 出土した遺物から近世以降のもの

と考えられる。底面の状況や傾斜の様子から道として使われたものと思われる。
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第 5号溝

番号 種 類 器種 日径(飩 )1器高(al)1底径(飩)1 色調 1 胎 土  1焼成 残存率(ll) 特 徴 。 そ の 他

ユ 真鍮製品 キセル 長さ32 1目 09 厚さ0.5重量 30g
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8.埋没谷

埋没谷としたものは遺跡エリア内の北西端と南端に存在する。北西端に存在するものを北西埋没谷、南端に

存在するものを南西埋没谷と呼称した。いずれも土層中に遺物を包含している。掘り下げは幅lmの区画に沿っ

て土層ベル トを残 し、地山面の検出を行った。北西埋没谷についてはその一部を掘り下げたに過ぎない。どち

らの埋没谷も地山面でまで掘り下げをおこなった。

北西埋没谷 (第126～129図  P L13・ 29～31)

位置 本埋没谷は調査エリア北側の傾  ~

斜地に位置している。 状況 台地縁辺

から北西方向に向かって谷が存在する。

同所の遺構確認面は灰白色粘土層上面と

した。 覆土 埋没谷部分のみ暗褐色の

上層が堆積しており、北西方向に傾斜し

て堆積 している。時間的な制限もあり全

体を調査するには至らなかった。調査に

おいては埋没谷のプラン内でも遺物の散

布の見られるところを中心に掘り下げを

行った。その中で濃密な遺物の出土の見

られた箇所はG-9区であった。遺物は

上層の暗褐色土層に含まれていた。 底

面 底面は灰白色粘土層からなり、北西

方向に緩く傾斜している。 遺物 遺物

は奈良・平安時代の上師器・須恵器、中

世の内耳鍋や陶器が出土した。この中で

も奈良・平安時代の土師器甕はG-9区

内南側に完形に近いものがまとまって出

0                 2m

第126図 北西埋没谷 (G-9区)遺物出土状況図
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北西埋没谷

番号 種類 器 種 日径(cI) 器高(at) 底径(cm) 色調 胎 土 焼成 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 須恵器 郭 黄灰 長る,雲母,黒色粒 良 吾厚障子底脚欄黒回転ヘラ湾1り 底面回転ヘラ切り・ヘラ猟り

土師器 高台不 浅黄橙 TIX'割 不良 E面に高台取り付け用の沈線3条 内面黒色処理・ヘラミ才キ底面回転ヘラ切り

陶器 碗 淡黄 鮪 良 5 底部に幅広の低い高台

'内

側に透明な釉がかかるE面回転糸切り痕

4 土師器 高台郭 にぶい稜 扇・麒 1瓢 不 良 底部機面丸みを持って立ち上がる磨面回転ヘラ切り

土師器 高台不 にぶい橙 節・祓 ,瓢 並
日 足富の高台E3H操ヘラ育1り 底部中央からずれて高台接合

須意器 高台郭 褐灰 瓢 立
日 体部を打ち欠き円形に整形底面転用豊の可能性あるが曇風なし

須恵器 蓋 灰 良 中央部かは回転ヘラ11リ ポタン状のつまみが中央に‖く緑辺に通りが

'(内

面ナデ

須恵器 蓋 によい黄桂 RIf,麒 ,瓢 良 5 古面に返りが付く日唇3はEEIる 外面ヘテHり

須恵器 高郭 灰 IIk・ 郎 並
日 脚部にヘラ切りによる透し孔三孔脚零内面破ナ,

弥生土器 ミユチェア (■7) 黄橙 石英・長石 並
ロ 呂厚り厚いEM外内面ナ,

1 上師器 甕 橙 蔽,瓢 並
日 僚合部で破損ヘラHり された疑日録見られる外面ヘラミイキ内面ヘラナデE面木索願

土師器 餐 によい黄糧 破・覇 並
ロ 接合部で改侵ヘラЫりされた螢口ほ見られる外面ヘラミイキ内面横ナデ底部木嘉長

土師質1器 内耳土器 にぶい橙 織 ・割 良 5 日e4n傾 体部は外傾して立上る日唇部と面は平坦把子は格と粗により内樹につく

4 土師器 小型甕 にぶい橙 題,TfA・ 割 誠
ロ 丸みのあるB3日F4は景(く びれる日部下半ヘラ百1り 'ナデ内面検ナデ底部木奈良

土師質土器 内耳土器 褐灰 全雲母 良 日伊部内傾‖部は外傾して立上る日E部上面ld7jH内 外面ナデ底面概日外面炭化物付着
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第127図 北西埋没谷出土遺物実測図(1)
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第129図 北西埋没谷出土遺物実測図(3)

上 している。 所見 本埋没谷の時期は奈良時代 8世紀前半から中世15世紀位までの遺物が包含されている。

その中でも多 く包含されているのは奈良時代のものである。

南西埋没谷 (第 130～ 134図  P L13・ 29～ 33)

位置 本埋没谷は調査エリア南端部分で調査区はP-36・ 37区、Q-36～ 40区、 R-36～ 40区、 S-37～ 40

区、T-37～ 40区 にあたる。 状況 北側の尾根上には掘立柱建物跡群が存在 し、掘立柱建物跡群から出土 し

た遺物と埋没谷出上の出土遺物に関連性がうかがわれ、その南西側に存在するので南西埋没谷と呼称 した。こ

の谷は南方向に向いて開いている。天の川から入り込む谷津に直接接続するわけではなく、谷というよりはむ

しろ、台地末端の凹地といった方がよい地形である。台地上の標高25m付近から落ち込み、傾斜 している。調

査区内の谷最低位は標高約22mを示す。標高25m付近には急激な傾斜変換点があり、過去に削平を受けたもの

と思われる。 覆土 埋没谷覆土は8層から構成され、焼土粒や炭化物が含まれる褐色土層の第 1層が最上層

に存在 し、その下層に調査区東側で第 2・ 3層 と続き、西側では第 8・ 5層 と続 く。第 2層 は第 8層よりも新

しく、第 3層 は第 8層 よりも古い堆積状況を示 している。第 4層 は暗赤褐色土で、調査区内北西部分の縄文時

代早期の遺物が包含されていた土層と類似 した土層である。 底面 谷は南に向かって深さを増 し、埋没土を

取 り除 くと地山は暗褐色の粘土層となっていた。 遺物 遺物は平安時代のものがほとんどで、 P～ T-38・

39区を中心に東側では第 1層 から第 3層中にかけて遺物が見 られた。西側では第 1・ 8層から遺物が出土した。

縄文時代の遺物はP-36・ 37区から出土 した。遺物は掘立柱建物跡群出上の遺物と関連を持つようで、特に瓦

塔や土師器小皿や鉄鉢形土器は両者から出土 している。土師器小皿はRoS-38区 を中心にまとまって出土し、

いずれも破片である。各区ごとの出土点数はP-34区 1点、Q-38区 5点、Q-39区 1)黒 R-38区 1焦く R―

39区 3点、 S-37区 1点、 S-38区 10点、T-38区 4点である。他にNα 3・ 4の墨書土器やNα 4・ 19の須恵器

鉄鉢形土器が出土 している。Na20は鉢形土器である。この他に鉄滓が出上 している。出土遺物で一番多い遺物

番号 種類 器 種 日径(cm) 器百(91) 底径(cll) 色調 胎 土 焼成 特 徴 。 そ の 他

土師器 鉢 (103) 橙 長石,石英,冨母 不良 大きあのE部で直線的に開(外面ヘラ肖1り・炭化物付着底面ヘラ博Iり 内面検ナデ被熟

17 土師器 甕 にぶい橙 長石,石英1雲母 良 外面ヘラミガキ頚部ナデ黒斑あり底部ホ案痕

土師器 甕 にぶ 桂ヽ 長石,石英.雲母 並
日 頚部湾曲し水平に外反B緑部顕部ナデロ部下半ヘラミ汀キ内面ヘラナデ底面木索反

土師器 甕 22.0 にぶい橙 悶1麒・瓢 並
日 顎部首山し日唇部立つ外五ヘラミガキ内面ヘラナデE面木葉痕

土師器 饗 (165) にぶい橙 長石・石英'冨母 良 頸軸弯山し水平に外反月部が張り、へうによる農跡あり風部ヘラミガキ内面ナデ

須恵器 短頸壺 (183) (13.6) 灰黄 長石,黒鰤 良 月部41kり 外面月部やE部内面に自然れがかかる非常に焼しまっている

土製品 不明 長さ 幅 99 厚さ13重量担34g 不 良 ほぼ完形 須意呂片外面ヘラHlり 内面ナデ

土製品 不 明 長さ 幅 73 厚さ06重量349g 並
口 土師署片内側から夕孔した風跡あり

土製品 不明 長さ 45 幅 38 厚さ07重量 123g 並
ロ

土醐 キを再利用舞み目がある
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褐色土 粘性弱 炭化物 。ローム粒少量混入

暗褐色土 粘性弱
暗褐色土 粘性弱
暗赤褐色土 しまり強
疇褐色土 粘性弱
噂褐色上

暗褐色上 しまり強

第130図 南北西埋没谷遺物出土状況
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は土師器甕の破片であった。

埋没谷から出土 した瓦塔破片総数は32点である。このうち13点を図化した。胎土は、いずれも粗砂粒主体で、

雲母粒子・石英粒子・長石粒子を含む。焼成は酸化焔焼成で、やや軟質である。色調は、にぶい黄橙色を呈す

る。h22～ 25は、相輪部破片である。Nα22～ 24は水煙部分で、血22が最も遺存率が良い。厚さ約1.2cmの釣 り

鐘状粘土板に直径0.5cm程の竹管状工具を7ケ 所穿ち、水煙透かしを表現している。Nα23に は剥離痕がある。

この粘土板水煙が組み合わされていたことを示す資料である (註 1)。 NQ25は九輪部分の破片と思われる。 Nα

26～32は、屋蓋部破片である。屋根は幅0,7cm、 深さ約0.4cmの 幅狭の竹管状工具によるナデ調整で丸瓦のみ

を表現している。瓦の継ぎ目は、丸瓦表現後、工具押し引きによる結節を軒先先端から4.8cmの位置に一節の

み施すことで表現している。軒裏の垂木は、一軒のみを表現している。垂本部分に垂木横幅設定のためのヘラ

状工具沈線を引いた後、垂木と垂木の間 (垂木間隔は約1.4cm)を深目にヘラ削りを施し垂木を掘 り出してい

る。垂木長は約4.2cm、 垂木幅は約1.5cmである。Nα26は隅棟周辺の破片である。隅棟の断面形状は、やや台

形である。隅垂木は二軒構成である。隅地垂木長2.lcm、 隅飛槍垂木長2.Ocm以上、隅垂木幅1.7cmで ある。NQ

26は色調が黒褐色であるが、屋蓋部表現手法、焼成・胎土は他の瓦塔破片と異なる点はない。h33・ 34は、斗

棋部破片である。(1)柱の表現が全く見られない点、(� )壁付き三斗が省略されている点、 (� )壁面から

持ち送り部分のみが作り出されている点から、二重以上の上部破片であると思われる。壁内面は、やや粗いヘ

ラ削り調整がなされる。NQ12は、縦・横に幅1.Ocm、 高さ0,6cmの「斗棋粘土帯」(註 2)お よび斗棋粘土帯剥

離痕が見られる。壁内面はヘラ肖1り 調整されている。 所見 本埋没谷から瓦塔・土師器小皿・鉄鉢形土器な

どが出土した。これらの遺物の出上位置は遺物分布の中でも掘立柱建物跡群や第39号住居跡の存在する側に多

く出上 し、関連性が考えられる。特に鉄鉢形土器は第39号住居跡出上のものと接合している。実測図としては

図示し得ていないが、本埋没谷出土の遺物の中には、少数ながら内面黒色処理された土師器郭や皿なども出土

している。本埋没谷出土遺物の時期については、遺構の性格上から限定された一時期の遺物のみが出土 してい

るわけではなく、複数時期にわたる遺物が混入しているとも言える。しかしながら図示した遺物の大半は同様

な場所から出土しており、平安時代 9世紀前葉から中葉のものと考えられる。
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(註)

(註 1) 木造建築物の水煙が、通常 4枚組であること、第39号住居跡出土相輪部・宝珠龍車部分破片下端

に十字の切 り込みがあることから、本遺跡出土瓦塔の粘土板水煙は、 4枚一組であったと想定 した

帝ヽ 。

(註 2)「斗棋粘土帯」概eは (高崎1989)論文による。

高崎光司1989「瓦塔小考」『考古学雑誌』 74-3 日本考古学会

南西埋没谷

番号 種類 器種 日径(ca) 器高(cm) 底径(ca) 色調 胎 土 焼成 残存事(%) 特 徴 。 そ の 他

l 須恵器 邸 (12.2) (54) 灰黄褐 長τ・黒Lu 良 口縁部やや括れ外授体部下端子持ちヘラ博!り 底函回転ヘラ切り'手持ちヘラ肖1り

2 須恵器 啄 (126) (70) 灰 長石,黒
t荘

並
ロ 日緑部やや外傾体部やや丸みを持つ底面手持ちヘラ常‖り体部下端子持ちヘラHlり

3 須恵器 界 (136) (58) 灰 長石,黒色泣 良 底部から緩く直線的に開く底面回転ヘラ切り・ナデ体部下培ヘラ肖Jり 底面に墨書判読不明

4 須恵器 鉄 鉢 (39) にぶい黄橙 長石,冨母 丸匡の体部を持ち、日緑部は内湾すると考えられる側面ナデ内面黒色嗣部に墨書横位「佛」

5 須恵器 高台盤 (152) (33) (66) 灰黄褐 長石・石英 不良 日緑部屈曲し日層間慨暉底面回転ヘラ切り

6 土師器 小皿 (91) (30) にぶい橙 長石,石芙 良 日景郎つまみ上げ外面に輪積痕扁部横位ヘラ甘1り 内面ナデ内面にタール付君ほ面木案願

7 土師器 小皿 (100) (66) にぶい橙 長石,石夷 良 口縁部開(外面□縁部ナデ胴部横位ヘラ肖‖り内外面タール付着底面木贅反

土師器 小 皿 ( (68) 橙 長石t石英・雲母 良 口録部わまみ上げ外面日縁部ナデ嗣部脚立ヘラ持|リ タール付着E面木糞反

土師器 小皿 にぶい橙 馬 ,萩 良 日縁部つまみ上げ外面に輪積痕外面日縁部ナデ嗣部仰立ヘラ消|リ タール付着底面木索寝

土師器 小皿 (9,4) にぶい黄橙 長石,石芙 良 日緑部つまみ上げ外面に綸積哀外面日縁部ナデ隔部横位ヘラ冑‖リター川寸音底面木葉夏

土師器 小皿 (56) 浅黄橙 長石t石英,雲母 良 外面に輪積痕外面口想部ナデロ部横位ヘラ百1リ タール付音底面木糞償

2 土師器 ′
Jヽ皿 (41) (50) 橙 長石.石芙,雲母 不良 外面綸積長嗣部横位ヘラ||り 内面ヘラナデ底面ホ索痕

3 土師器 小皿 (68) (5,6) にぶい貰橙 長石'石英1雲母 不良 外麗指頭良輪積痕内面ヘラナデE面木奏晨

土師器 小皿 (38) (2.0) にぶい黄笹 長石,石英,雲母 良 底部から直線的に開く底面高台状に高い日縁部ナデ外面指頭痕E面回転ヘラ切り

5 土師器 小 皿 (100) (67) にぶい責橙 長石'石英 良 外面日縁部ナデ輪積晨内面ヘラナデ底部ヘラHIり

6 土師器 卜皿 (124) (72) 橙 長石,石英,雲母 底部か易湾由して立ち上がる日縁部つまみ上げ,ナデ外面嗣部下半ヘラ弯1り 内面ヘラナデ

7 土師器 小 皿 (134) (35) (92) 橙 長るllf英 ,冨母 不良 口縁部やや立ち上がる赤面日縁部ナデ外面輪積反内面ナデタール付着

弥生土器 ニヽチュア (13 にぶい橙 長石・石英t雲母 不良 駐部から直線的に立ち上がる内外面ナデ副整

須恵器 鉄鉢 (162) (51) オリーブ灰 長石1石芙 良 ロクロ成形嗣部峨く内湾して立上リロ緑部で内側に届曲する外面指頭痕内面積ナデ

土師器 浅鉢 (37.0) (59 (188) にぶい橙 長石,石英,赤tu 良 洗面器よの形態嗣部はヘラ博|り がされ、日縁部はやや外授しその先増がつまみ上げられる

土師器 浅鉢 (19 (254) にぶい橙 長石・石芙1赤色柱 良 外面ヘラ再1り 底面の縁に径l tBの孔が開く可能性がある底面一方向に績駐状の[痕 内面ナデ

番号 種類 器種 長さ(c4) 幅(cm 厚さ(ca) 色調 胎 土 焼成 残存都位 特 徴 。 そ の 他

土製品 瓦塔 (45) にぶい黄橙 長石,石英 相輪部 水煙部分へうにより先端が丸味を持ち下端は直線的に成形径6題はどの工具により7ケ所穿孔

土製品 瓦塔 37) (2.9) 黒 褐 長看t石英 並
日 相輪部 ln22同様の水恒部分軸を粘上で作るようで、同部品に挟み込んだ痕麻が残る

土製品 瓦塔 25) (25) によい貢橙 長石.石英 並
日 相輪部 水恒部分径6 gBほ どのこ具による夕孔

土製品 瓦 塔 2.5) (35 にぶい黄橙 長石,石英 並
日 相輪部 伏鉾部分推定雹8691上 面ヘラ百‖りがされ平坦

土製品 瓦塔 (135) 4 黒 褐 長て'石英̀赤色柱 並
日 屋蓋部 隅検部分用棟下に風解を吊す貫通孔丸印 8ca瓦の間隔0 1ca≧ 木幅約12m

土製品 瓦塔 61) (6 4 にぶい蓑檀 長石'石英,赤色通 並
日 屋蓋部 丸瓦は半哉竹管状工員による丸瓦の幅08園 間隔約0 1ca垂 木幅約18～ 1 6cE

土製品 瓦 塔 72) (82 黒 褐 長石,石英1赤色赦 並
日 屋蓋部 屋重部前面はヘラHlり 丸瓦幅00m瓦の間隔0 1ca垂 木幅約08～ 16m

土製品 瓦 塔 (3 4 にぶい黄橙 長石1石英 並
日 屋蓋部 屋歯部でも隅棟近く丸瓦幅07図 瓦の間隔0'cEこ 木幅約1 6cE垂 木削り出し

土製品 瓦塔 (40) 4 褐 灰 長石,石英 屋霊部 丸瓦幅C7口 瓦の間隔01国 と木表現なし本来は粘土を貼り付けヘラで育‖る

土製品 瓦塔 (5 4 黒 長石t石笑 並
日 屋蓋部 丸瓦幅03al瓦 の間隔0 1ta垂 木幅杓13mこ木削り出し

土製品 瓦塔 46) (42) にぶい橙 閉・麒 並
日 屋蓋部 丸瓦脚イtL瓦のlll隔 0 1cE垂 大幅約1491と 木削り出し

土製品 瓦 塔 89) (156) 橙 並
日 軸部

~軸
部以上の韓部分壁体中央上端に1ケ所粘土魅り付け斗牧表現裏面構積痕,ヘ ラ肖‖り

土製品 瓦塔 49) (7.2) にぶい桂 石英,411 軸部 1供部分猫土帯貼り‖け、へう肖‖りによる組物表現裏面ヘラ音Iり

土製品 不 明 長さ(5〔 幅(52)底径49孔径04～09重量(1332)g 絵方向のナ
'何

物かの脚部か 「ハ」の専状に開く貫通乳あり

土製品 不 明 長さ(6( 幅(103)厚 さ07 i量 (740)g 土師器甕片を411用 快り1ケ所

土製品 不 明 長さ(3 幅(44 厚さ06重量(85)g 土師器猛片を再利用棋り1ケ所

土製品 円盤 長さ 3( 幅 33 厚さ09 量(98)g 偏平に潰した略土塊

鉄製品 鉄 滓 長さ 7 幅 80 厚さ35重量 238g 椀形鉄滓表面平滑夏面穀冶炉壁村者演

鉄製品 鉄滓 長さ 4下 幅 45 厚さ21重量 310g 挽形鉄津偏平

鉄製品 鉄 滓 長さ 10 幅 73 厚さ27重量2060g 椀形鉄滓表面やや滑らか婁面撥冶炉壁付着寝
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9.遺 構外 出土遺物 (第 135～141図 P L29・ 32)

本遺跡内出土遺物の中で明確な遺構に伴わないものや、遺物の所属時期とは異なる時代の遺構から出土 した

ものを遺構外出土遺物として取り扱う。遺物は以下のものが出土している。

1縄文土器 (I早期後半から末葉 Ⅱ前期前半 Ⅲ前期後半 Ⅳ前期末葉から中期初頭 V中期前半)

2弥生土器

3埴輪

4土師器・須恵器

5土製品

6石器・石製品

7金属製品

以下は各遺物の特徴などについて述べる。

1 縄文土器 (第135・ 136図 )

縄文土器は、縄文時代早期後半から早期末葉のものと、前期前半のものが全体の中で主体を占める。この他

若干前期末葉から中期初頭のものや中期前半のものも出土している。

I早期後半から末葉

早期後半から末葉の土器は、調査区南側の台地縁辺から南西埋没谷への傾斜地 (P-35～ 37区)か らまとまっ

て出土している。本地区掘削時の土層の堆積状況は、最上層に約30cmの厚さで褐色土が堆積 し、平安時代と

縄文時代の遺物が混入して出上 した。その下層にはやや赤味を帯びた褐色土層が約30cmの 厚さで堆積 してい

た。この土層の中に早期後半から末葉の上器が多く包含されていた。またこの下層には暗褐色土層が堆積 して

遺構外縄文土器

番号 器 種 部 位 法量 (cn) 器厚(cln) 器形と文様の特徴 。その他 胎土 色調 時期 備考

1 深鉢 日～胴部 日径284残高245 lH位抜状縁刻文を有する隆帯によるほ題文内を貝殻条痕で充慎表裏とも嗣下半まで樋文 難 にぶい橙 早期後半 P-36
2 深 鉢 回 平縁日唇部角頭状直立徴隆起線文による曲線文 繊雑・砂辻 橙 早期後半 南西埋没谷

3 深鉢 □ 平縁日唇部刻文刻文を持つ隆帯による区画文内を条痕で充慎連続する斜位却快沈線火 にぶい橙 早期後半 P-37
4 深鉢 回 波状縁日朧 状I貝で刺突こ下出す文に押[射突列による曲線文 難 橙 早期後半 P-35
5 深 鉢 □ 波預部日唇部射文衰裏横位条頗文とナデ円形竹管文斜行する薫1突 螂 明褐 早期後半 Q-36
6 深鉢 口 平縁外折日唇部力侠地熊歳裏横位操頗文刺安列謝際文剛知敦 辮 にぶい檀 早期後半 南西埋没谷

7 深鉢 口 平縁日唇部丸榛状表寝禎位条痕文日唇部に刻文 難 橙 早期後半 SK-57
8 深鉢 口 平縁日唇部角頭状で刻文を有する検位条償文とナデ沈線文 辮・覇 にぶい橙 早期後半 P-37
9 深 鉢 口 平録日巨部丸棒快で刻文板状のI員で押blき曲線文 にぶい橙 早期末葉 台地南

深 鉢 □ 1.1 平縁日唇部売決状外反日唇郎,表面単軸絡剣ホによる押[裏面制蜘 文 糾 橙 早期末葉 P-34
1 深鉢 格子目状枕線文円形刺笑文 繊維'雲母 橿 早期後半 S-39
2 深鉢 月同 触籟姓聴 肛具はる剌奴 難 褐 早期後半 P-35
3 深鉢 】同 屈曲部表真横仕条痕文屈曲上に刻文列上方刺突下方枕線文 辮 橙 早期後半 P-37
4 深鉢 】同 11 円謝叙押し引き腕はる磁文節ナデ 銚 にぶい橙 早期後半

5 深鉢 隷 瞭麒戦催瓶具による搬 雛 にぶい橙 早期後半 P-35
6 深鉢 諏軸細頓鰺麒瓢撤条麒 灘 明赤褐 早期後半 R-36
7 深鉢 瑯にな怖する齢文献凛割し引潮欲 にぶい橙 早期末棄 表

8 深鉢 月同 表裏制と条痕文刻文を有する隆帯文がtltに 巡る 灘 橙 早期末葉 SI-20
9 深鉢 打同 表裏条痕文刻文を有する断面三角形の微隆起務炭盲孔をける制螂軟 難 にない黄橙 早期末葉 P-35

深鉢 底 11 表盛横位奈痕文 犠牲・ヨ母 にぶい橙 早期後半 P-37
深鉢 底 底径60 表面縦位条慎文施文復磨り消しか 辮 橙 早期後半 SI-39

深鉢 底 底径8,8 表面横位条痕文底面にも条痕 繊維,長石 にぶい橙 早期後半 P-35
深 鉢 底 底径68 11 表裏仰立条演文底面端部に刻文 辮 にぶい橙 早期後半 南西埋没谷

深鉢 口 平縁日唇部丸樺状で刻文ナデ にぶい橙 早期末棄 南西埋没谷

深 鉢 □ 聯日醐角蹴翻文ガ 橙 早期末葉 南西埋没谷
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番号 器種 部位 法量 (cm) 器厚(cal) 器形と文様の特徴 。その他 胎土 色調 時 期 備考

深鉢 口 聯敵曲 膝艤頸 離 明赤褐 前期前半 SI-11

深鉢 口 平縁地文1段多条単前LR半哉竹管状I具によるコン′`ス文 難 にぶい橙 前期前半 SI-11

深 鉢 口 平縁日唇下平行沈線内半載竹管状I長による爪形文を条地文異条か 雛 によい黄褐 前期前半 斜面

深鉢 □ 平縁日唇部丸棒状外反平行沈線文 辮 橙 前期前半 SK-6

深鉢 単匈LRと単節RLによる羽状縄文 靭 前期前半 SI-25

深鉢 単匈LRと単節RLによる羽状縄文 鞘 橙 前期前半 SI― H

深鉢 紬翫と鰤R!は 硼欄文 雛 にぶい橙 前期前半 SI-11

深鉢 単節RLI′の付加条縄文 難 橙 前期前半 SK-21

深鉢 橙 前期前半 SI-6

深 鉢 0段多条単節LR にぶい褐 前期前半 SI-11

深鉢 地文単節Rl半載竹雪状I長によるコン′`ス文 難 橙 前期前半 SI-11

深 鉢 敗緬Rサ 瑯に円腑獣による重Oll劉螂る 離 橙 前期前半 �脚助惟 SK鮒

深鉢 地文単節RL半載竹管状I具 による検位区画文区国内磨り消し 橙 前期前半 SI-33

深 鉢 0 地文峨多紳節LR半載竹管状I具によるコンパス文 にぶい橙 前期前半 SI― H

深鉢 蚊蜘Rl線脩状豪による軸腺躯政 難 にぶい橙 前期前半 SI-24

深 鉢 1 単節RLlツのIIlm条 協文横位沈稼文 雛 橙 前期前半 T卜I

深鉢 地文b結節洸線よる格子目文 難 前期前半 台地西

深 鉢 1 地文0段歩条単節LRコ パス文樹立短沈腺文 触 明黄褐 前期前半 SK-54

深鉢 丹同 〕条の平行する短沈線文その間波状文 離 橙 前期前半 SI-11

深 鉢 0 斜沈線による格子目文と上t右下→右11と下 にぶい橙 前期前半 SI-6

深鉢 半載竹雪状I具による集合したコン′
'ス
文 鞘 黄橙 前期前半 SI-29

深 鉢 0 コン′`ス文 蟻難・石葵 灰黄褐 前期前半 台地東

深鉢 アナダラ属系貝頼員鞍腹縁押[ 離 橙 前期前半 SI-11

深鉢 アナメラ属系貝頚貝殻腹捩押[日唇部にも施文 灘 橙 前期前半 SI-11

深 鉢 底 底径84 単姉RL底面1田程上げ應状底面縄文施文後磨り消し 繊維!石英 橙 前期前半 H-9

深鉢 □ 平縁日唇部丸棒状アナ/ラ属系員類貝殻腹縁押[ にぶい黄橙 前期後半 H-9 SD一

深鉢 口 波状日縁ハマダ)系貝親による波状文! 長石'石英 にぶい褐 前期後半 SI-37

深鉢 □ 平縁llE前蹴販細い短触4T凹凸文 にぶい橙 前期後半 南西埋没谷

深 鉢 回 平縁日唇部先尖状で長い刻文連続凹凸文 橙 前期後半 R-39

深鉢 月同 アナメラ属系貝類貝殻腹縁押[員による刺突 明赤褐 前期後半 R-39

深 鉢 ハマダサ系顕麟による波紋 橙 前期後半 'SI― ■

深鉢 ハマダ
'系

員類腹縁による波状文 橙 前期後半 SI― H

深鉢 アナダラ属級顧微即E にぶい黄橙 前期後半 南西埋没谷

深鉢 アナダラ翻 顧触縁はる触押明き文 橙 前期後半 SI-28

深鉢 貝殻腹縁文三角大 にぶい黄 前期後半 SI-16

深 鉢 Л同 平行沈線文剌突文 橙 前期後半 表土

深鉢 1同 地決斜行秦線文横位刺突連続直線的な波線文 橙 前期後半 南西埋没谷

深 鉢 醇状結苛押[! 橙 前期末葉 SI―-28

深鉢 碑状常節押[? 種 前期末葉 SI-1

深 鉢 辞状結節押圧? 橙 前期末葉 南西埋没谷

深鉢 解状常節押E? 橙 前期末乗 南西埋没谷

深鉢 】同 長石1石英 橙 前期末葉 台地西

深鉢 月同 10 曲線的沈線文円形刺突文三角影刻文 恥 橙 前期末葉 SI-37

深鉢 曲線的な樫帯文これにおって角押文!沈線文 暗赤褐 中期前半 SK-30

いたが遺物は含んでいない。 P-36区中の掘 り下げ時に、やや赤味を帯びた褐色土層中か ら径約30cmで 厚 さ

5cmの焼上の堆積が見 られ、No lの復元された土器はこの焼上の近接地から出上 した。

本時期のほとんどの上器は繊維を含み、表裏面に貝殻条痕文が施文されている。例外としてNo 2・ 9・ 10。

11・ 24・ 25がある。No10は軸に細い縄を密に巻いた単軸絡条体により側面圧痕や条痕が施文される。No 2・ 11

の土器は鵜 ケ島台式土器に類する特徴を持つ。NQ 9。 10。 17・ 18・ 24・ 25は早期末葉の特徴を持つ土器である。

この他は茅山下層式上器の特徴を持つ土器である。

Ⅱ前期前半

縄文時代前期前半の土器は台地上の第11号住居跡覆土中やその周辺から出土 した。本来は同時期の遺構が存

在 した可能性が考えられる。
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Na26～50は前期前半黒浜式土器の特徴を持つものである。すべて繊維を含む。ほとんどのものは地文に縄文

を施文しているが、Nα44～49は地文に縄文が施文されておらず、沈線文や貝殻文が施文される。

Ⅲ前期後半・Ⅳ前期末棄から中期初頭

前期後半から前期末葉そして中期初頭の上器は南西埋没谷を中心に出土している。

Nα51～62は前期後半の浮島式・興津式土器に相当するものと考えられる。配63～66は S字状結節文が施文さ

れる前期末葉から中期初頭の上器である。血67・ 68は他地域で主体を占める土器で、Na67は東北地方南部の大

木 5式的な特徴を持つ土器で、血68は十三菩提式的な特徴を持つ土器である。

V中期前半

本土器の出土量は少ないが同一遺構から同時期のものと考えられる土器片錘が出土 している。

2 弥生土器 (第137図hl～ 3・ 5～ 10)

本土器は調査区内の台地上や斜面部から出上したものである。No l～ 3は櫛描文が施文されている。No 5は

単軸絡条体 1類 Rに よる施文がなされる。軸に巻かれた縄は条間が開いている。配 6は縦方向に集合した沈線
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番号 種類 器種 日径(cm) 器高(ca) 底径(at) 色調 胎 土 焼成 陣  (ll) 特 徴 。 そ の 他

1 弥生土器 空 (36) 灰褐 並
ロ 小片 樹姉自きむ比に文                              お9卿吸

2 弥生土器 霊 (2.8) にぶい橙 長石,石英 並
ロ 小片 樽構き波状文                     S-38区

3 弥生土器 望 (1 にぶい橙 長石,石英 並
ロ 小片 綽楠き波状文                      S-38区

4 須恵器 甕 (4.4) 暗灰黄 小片 沖構き波状文                      H-10区

5 弥生土器 甕 にぶい黄橙 並
ロ 小片

6 弥生土器 甕 にぶい貢橙 並
ロ 小 片 単鞠皓剣れ環

弥生土器 甕 にぶい黄橙 並
ロ

弥生土器 甕 (2.9) によい黄橙 破 並
日 騒都立上り前mttl騒

弥生土器 甕 (2.0) 橙 馬 並
ロ 伽際1騒RL+2L

弥生土器 甕 (2.7) 灰黄褐 並
ロ 付加条IBLR+2R広 面ナデE駈沫棗榎

須恵器 蓋 ( 灰 覇 良 ロクロ成形日録部内村に送りが付き、日伊部が忍厚する   SI-21

須恵器 蓋 (1.5) 灰 良 ロクロ彫             台樋

土師器 甕 (2.1) にぶい橙 並
ロ 外面縦ミオキ内面横ナデE面木葉良

土師器 小皿 橙 並
ロ 外面輸婁良下半ヘラ常Iり E面木芸痕内面ナデ炭化物付着  南西埋渋谷

上師器 ′Jヽ皿 浅黄褐 並
ロ 日録部ナデ下半ヘラMり 底面木糞痕内面ナデ則と物付着  南西埋渋谷

,贖錦力,タ 小皿 にぶい橙 並
ロ

ロクロ成形底面糸切り痕                 台地上

′
1ヽ皿 にぶい橙 並

日 外面輪感痕下半ヘラHlり 底面木妻良内面ナデ       南西埋渋谷

:暇盤カリ 小皿 5 にぶい橙 外面輪嶺痕下半ヘラHり 内面ナデ             南西埋渋谷

′1ヽ皿 にぶい黄橙 瓢 外面指頭良輸積哀下半ヘラ椅iり 内面ナデ         南西埋渋谷

埴輪 (5.1) 橙 劉 並
ロ 小片 構方向に刷毛目基底部                  南西埋渋谷

埴輪 (4.6) 橙 瓢 並
ロ 小片 絵方向に刷毛日口録部か                 台拍L

埴輪 (46) 3 橙 瓢 並
日 小片 職方向に刷毛目懲底部                  Thl-1

が引かれている。血 7～ 10は甕の底部である。いずれも弥生時代後期後半のものと思われる。

遺構外出土遺物

3 埴輪 (第137図 Nα20～ 22)

m22は第 1号古墳の周溝から出土したものであるが、同古墳に伴うものとは考えられず遺構外として扱う。

配20は南西埋没谷から出土したものである。いずれも表面に縦方向の刷毛目が施文されている。Na21の みはや

や外傾した日縁部の可能性が考えられる。調査エリア外の北側には石枕を出上したとされる古墳が存在 したら

しいことが伝わっており、近接地に埴輪を持つ古墳が存在した可能性が考えられる。

①

第138図 遺構外出土遺物実測図14)土製品
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第 139図 遺構外出土遺物実測図(0 石器
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4 土師器・須恵器・ カワラケ (第 137図 Nα 4・ 11～ 19)

Nallは弥生時代の第21号住居跡から出土 したもので、混入したものと考えられる。配 4は櫛描き波状文が施

文された須恵器大甕の破片である。 この他にも図示 していないが第 1号古墳の周溝覆土最上層から須恵器大甕

の変形 した胴部破片が出土 している。Noll・ 12は須恵器蓋の破片である。

N614・ 15・ 17～ 19は南西埋没谷の調査初期段階に出土 したものである。本来は南西埋没谷の欄で扱 うべきも

のである。いずれも土師器の小皿であり、底面に木葉痕が残り灯明具として使用された可能性が高い。

Nα 16は台地上一括資料のカヮラケで中世以降のものである。

5 土製品 (第138図No l～ 6)

No l・ 2は縄文時代中期前半の上器を再利用 して作った土器片錘である。

No 3～ 5は後世の遺構から出土 した弥生時代の上製紡錘車である。No 3は表裏面と側面に先端の鋭いヘラ状

工具で刺突を加えている。NG 4・ 5に は細い丸棒状工具による刺突文が加えられている。No 6は小型の土玉で

ある。

遺構外土製品

6 石器・石製品 (第 139・ 140図 Nα l～ 15)

Nα l・ 3は調査区南方の南西埋没谷近接のP-36区から縄文時代の遺物と一緒に同一土層から出土 したもの

である。同所からは縄文時代早期後半から早期末葉の土器が出土 しており、同一時期のものと考えられる。

No 2は第 1号古墳の周溝から出土 したもので、同所は弥生時代の竪穴住居跡である第10号住居跡と重複 して

おり、本来は弥生時代の石器の可能性が考えられる。

No 7～ 12は砥石であり、いずれも遺構外から出土 したものである。材質は凝灰岩を使用 したものが目立つ。

No13は打製石器で、14は磨製石器である穂摘具の可能性が考えらる。

N615は平安時代の竪穴住居跡である第36号住居跡から出上 した宝筐印塔の笠部分で、馬耳形突起が付き、階

置構外石器

番号 種類 長さ(cu) 幅(cm) 器厚(ca) 重量(g) 色調 胎  土 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

l 土器片錘 褐  灰 単餌LRR文施文縄文土器片再利用               縄文時代SK-30

2 土器片錘 1こ 邁ゞ い橙 SK-80

3 紡 錘 車 17 桂 一部欠損 断面レンズ状に膨らむ全面に爪形の刺突文片側より穿孔孔径OG甑 弥生時代SI-3『

4 紡 錘 車 13 100 淡  黄 表夏面刺突側面ll形 の刺突文                    〃  TM-2

5 紡 錘 車 にぶい黄橙 中央の孔を中心に放射状に円形刺突文                 ″  SI-86

6 土  玉 にぶい黄橙 一部欠損 荒いナデ 台W_L

番号 種 類 長さ(ca) 幅 (cm) 器厚(m) 重員(g) 色調 残存率(%) 特 徴 。 そ の 他

1 台  石 (182) (3160) 花 闘 岩 一部欠損 両平娼面に磁打反

2 磨 石 類 砂   岩 100 両端部に各Iケ所散打積                  TM― !

3 磨 石 類 ( (77) (48) 砂   岩 50 平坦面2面に暦り面、擦痕、風化著しい            P-06

4 磨 石 類 (57) (65) フォルンフェルス 下端郎1ケ所に散Fra                      台地上北西

5 磨 石 類 15 506 砂   岩 100 用船家,下端部に各1ケ所敷打寝              表採

6 磨 石 類 (55) (1041) 凝 灰 岩 下端郵献打痕有浦                    SD-2

7 砥  石 ( 59) 11 泥   岩 上端一部欠損 5面砥石有溝                        不明

8 砥  石 ( (33) 凝 灰 岩 一部欠損 3面砥石

9 砥   石 (53) 凝 灰 岩 一部欠損 〕面砥石繰条反を切って構を作る              Sl-21周辺

0 砥  石 (82) 12 凝 灰 岩 両端部欠損 4面砥るこのうち3面に切り出し痕            SI-21

砥  石 (40) (43) 13 (368 凝 灰 岩 一部欠損 ]面砥石太い浦は切り出し反                SI-5周 辺

2 砥  石 (65) (203 凝 灰 岩 上端一部欠損 6面砥石うち,面に切り出t痕               南西埋渋

3 打製石器 (73) (47) (16) (506 黒雲母片岩 分鋼形穂植具か
'                      

台地,と西

4 磨製石器 砂   岩 一部欠損 礫面を残す穂楠具か?                    台地西

5 宝医印塔 (145) (202) (145) (4280) 花 南 岩 一部欠損 馬耳状突起
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段状の表現がある。

7 金属製品 (第 141図 Nα l～ 5 P L32)

血 1は鉄塊系遺物と考えられるものである。血 2・ 3はキセルの金具と考えられる。Nα 2は雁首と思われ、

Nα 3は不明である。Ntx 3は 第 2号住居跡覆土から出上したものである。いずれも緑青を吹いている。配 4・ 5

は寛永通贅である。Ntx 4は 第 7号住居跡の遺構確認時に出土したものである。血 5は O-12区から出上したも

のである。

一匡]― [国

c)3

第141図 遺構外出土遺物実測図(〕 金属製品

4         5

o            5cm

遺構外金属製品

番号 種類 長さ(cm) 幅(cm) 器厚(cm) 重量(g) 残存事(ll) 特 徴 。 そ の 他

l 鉄   滓 23.0 一  部 SK―囲

キセル雁首 (3.4) (3.0) 一部欠損 柵 れている 南熱面

キセル雁首 (■4) ( 一部欠損 切り込み

4 古   銭 蜘 麹

古   銭 (0.9) 廟 剣 l1 12
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第 4節 考 察

1.根鹿北遺跡出土瓦塔の年代的位置付け

(財)栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター 池田敏宏

はじめに

瓦塔は、各部材 (屋蓋部や軸部など)ごとに製作・組み立てられることで、「小建築」としての機能を有す

る (註 1)。 それゆえ、瓦塔を年代的に位置付けていく場合、各部材のセット関係で年代を論 じていくことが

望まれる。ここ近年、他の考古資料に比べて型式論的検討が立ち遅れている瓦塔研究においても、ようやく部

材単位に型式論的検討がなされるようになってきた。関東 。東海・北陸 3地方の瓦塔斗棋部編年が高崎光司氏

により示されている (高崎1989)。 また善端 直氏は北陸地方出土瓦塔の屋蓋部編年を (善端1994)、 出河祐典

氏は信州地方出土瓦塔の屋蓋部編年を出されている (出河1995)。 筆者においても、これまでに関東地方出土

瓦塔屋蓋部表現の形態分類と変遷過程の解明を試みた報告・論考を公表してきている (池田1994・ 1995。 1996

A・ 1996B)。

本稿では、根鹿北遺跡瓦塔の年代的位置付けを行なうに際し、筆者先稿 (瓦塔屋蓋部編年)と 高崎論文 (瓦

塔斗棋部編年)の クロスチェック作業を試みてみたい。

1.根鹿北遺跡瓦塔の特徴

本文中で事実記載を行なっているが、根鹿北遺跡瓦塔の特徴を再度記述すると次のとおりである。

(a)屋蓋部 (第132図 )

屋根瓦表現

幅0,7cm、 深さ0.4cmの竹管状工具によるナデ調整で丸瓦のみを表現している。瓦の継ぎ目は、丸瓦表現後、

工具押し引きによる結節を軒先先端寄リー節にのみ施すことで表現している。つまり根鹿北遺跡瓦塔は、先稿

(池田1995)で 言う幅狭工具押 し引きA手法を採用していることになる。

軒裏垂木表現

軒裏の垂木の表現は、一軒のみを表現している。垂木部分に垂木横幅設定のためのヘラ削り工具沈線を引い

た後、これに基づき垂木と垂木の間を深めにヘラ削りすることによって表している。つまり根鹿北遺跡瓦塔は、

先稿 (池田1995)で 言うヘラ削り出しCl手法を採用していることになる。

(b)斗棋部 (第 109・ 110図 )

1)逆凸字形表現の抽象化が進んだ壁付き三斗と横架材状斗棋粘土帯 (通肘木にあたる)が配されている。大

斗表現が本来ある箇所は欠損しており、不明である。

�)持ち送りは、横架材状斗棋粘土帯 (通肘木)上に付けられ軸部上端からの斜め張り出しと接する。なお、

持ち送りは、 2段 に板材を刻み出している。

五)手先三斗は、斜め張り出し先端を逆凸字状に切り出し表現している。

�)二重以上では、壁付き三斗が省略され、壁面から持ち送り部分のみが作り出される。なお横架材状斗棋粘

土帯などによる柱の表現は全くない。
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2.根鹿北遺跡瓦塔の年代的位置付け

(a)根鹿北遺跡瓦塔の屋蓋部表現手法を前稿類型 (池田1996B。 本書第142・ 143図 )に照らし合わせてみる

と、以下のようにまとめることができる。

1)屋根瓦表現に幅狭工具押し引きA手法を採用している。

�)軒裏垂木表現にヘラ削り出しC2手法を採用している。

�)前稿で筆者は、瓦表現に幅狭工具押し引きA手法を、垂木表現にヘラ削り出しC2手法を採用している瓦

塔屋蓋部を上西原類型として設定した。根鹿北遺跡瓦塔は、上記 (1)・ (� )よ り上西原類型に比定できる。

(b)根鹿北遺跡瓦塔の斗棋部表現について高崎氏の斗棋部編年 (高崎1989)を参考に、その位置付けを行なっ

てみたい。なお本稿では、根鹿北遺跡瓦塔斗供部との比較類例 (型式論的検討ならびに暦年代的位置付けを行

なう上で良好な資料)と して、東山遺跡瓦塔、上西原遺跡瓦塔、柳原A遺跡瓦塔、谷津遺跡瓦塔を取り上げ、

比較・検討 してみたい。(第 144図 )

1)逆凸字形表現の抽象化が進んだ壁付き三斗と横架材状斗棋粘土帯が配される点、東山遺跡瓦塔、上西

原遺跡瓦塔、柳原A遺跡瓦塔、谷津遺跡瓦塔に見受けるこができる。

�)持ち送りが横架材状斗棋粘土帯上につけられ、軸部上端からの斜め張り出しと接する点、ならびに持

ち送りに 2段の刻み出しが配されている点、東山遺跡瓦塔、上西原遺跡瓦塔、柳原A遺跡瓦塔に見受け

ることができる。

�)斜め張り出し先端に、手先三斗を逆凸字状に切り出し表現している点、上西原遺跡瓦塔、柳原A遺跡

瓦塔に見受けることができる。

�)二重以上では、柱の表現が全く見られない点、壁付き三斗が省略されている点、壁面から持ち送り部

分のみが作り出されている点、東山遺跡瓦塔、上西原遺跡瓦塔に見受けることができる。

v)上記 (1)～ (� )の検証の結果、根鹿北遺跡瓦塔斗棋部表現は、上西原遺跡瓦塔斗棋部表現に最も

近いと言えよう。

(C)根鹿北遺跡瓦塔に共伴する土器 (暦年代比定が比較的安定している須恵器を中心に)の年代観をもとに、

根鹿北遺跡瓦塔の年代的位置付けを行なってみたい。

1)根鹿北遺跡では、第39号住居跡、第 2号掘立柱建物跡、南西埋没谷で瓦塔と須恵器・土師器が共伴し

ている (本書第81・ 109。 131図 )。 瓦塔と共伴した須恵器のほとんどが、胎土に雲母粒子を多量に含むこ

とから新治窯跡群産須恵器と考えられる。瓦塔共伴須恵器は、日径14cm、 底径 7cmと 口径・底径比が

1/2である点、底部調整手法が回転ヘラ切り後、多方向手持ちヘラ削り、または回転ヘラ切り未調整

である点、体部下端 1/4近 く手持ちヘラ削りが施されている点から、新治窯跡群郭A15類 =9世紀

第 2～第 3四半期に比定できる。(註 2)。 第39号住居跡出土瓦塔 。相輪部破片は覆土中より出上してお

り「流入」と認定できる。また、南西埋没谷から出土した瓦塔 。土器は、共に谷上部からの「流入」と

判断できる (註 3)。 しかし、ここでは根鹿北遺跡瓦塔の年代的位置付けを行なうための参考資料とし

たい。

�)根鹿北遺跡瓦塔屋蓋部が、上西原類型瓦塔に比定できることは前述したとおりである。筆者の瓦塔屋

蓋部編年では、上西原類型瓦塔は9世紀中葉を中心とした時期に位置付けられることは、前稿 (池 田

1996B)検 証により明らかである。(本書第143図 )
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�)根鹿北遺跡瓦塔斗棋部が、上西原遺跡瓦塔斗棋部に最も近いことは前述したとおりである。高崎光司

氏の瓦塔斗棋部編年によれば、上西原遺跡瓦塔は関東三期 (9世紀前半代)に位置付けることができる

瓦塔で、「 9世紀後半代に下がることはない」とのことである (高崎1989。 本書第144図 )。

�)上記 (1)～ (■ )の検証より、根鹿北遺跡瓦塔は、 9世紀中葉頃に位置付けることができよう。

ま と め

根鹿北遺跡瓦塔の位置付けについて整理すると、次のようにまとめられる。

① 根鹿北遺跡瓦塔屋蓋部表現は、上西原類型瓦塔に比定できる。

② 根鹿北遺跡瓦塔斗棋部表現は、西原遺跡瓦塔斗棋部表現に近い。

③ 根鹿北遺跡瓦塔は、屋蓋部編年 (池田1996B)な らびに斗棋部編年 (高崎1989)よ り、 9世紀中葉頃に

位置付けることができる。またこの結果、根鹿北遺跡瓦塔では、屋蓋部編年と斗棋部編年とが対応でき

ることが明らかとなった。

証

註 1 「小建築」概念は、(松本1983)論文、(坪井ほか1984)文献による。

註 2 (赤井・佐々木1996)論文、(赤井1997)文献、ならびに赤井博之氏のご教示をもとに筆者が位置付け

をおこなった。なお (赤井・佐々木1996)論文で言う郭A15類は、(赤井1997)文 献の東城寺寄居前 B

段階～小野 1号窯跡段階のことを示すこと、赤井氏よりご教示を得た。

註 3 (塚本・池田1994)文献138ペ ージに記した「遺棄」。「廃棄」。「流入」概念に基づき、筆者が認定を行

なった。
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風奎部都位名称

(例)東山遺跡瓦塔 (今泉ほか1993よ り)

そうりん

相輪

//隅 4束

瓢  絶協

幅狭工具押し引きA手法

(例 )東山遺跡瓦塔 (今共ほか1993よ り)

醐̈!蜘K鳴
幅狭工具押し引きB手法

(例 )柳原A遺跡瓦塔 (渡辺ほか1991よ り)

幅狭工具押し引きC手法

(例 )東郷台遺跡瓦塔 (光江1986よ り)

ヘラ削り出しCl手法

(例 )東山遺跡瓦塔 (今泉ほか1993よ り)

還込白_細
ヘラ削り出しC2手法

(例 )柳原A遺跡瓦塔 (渡辺ほかl"lよ り)

部位名称図 (駒宮・ 栗岡 1994よ り)

(例)東山追跡瓦矯

13う じい

一―一―宝珠 弩筆

一 一 水
継
煙

九輪

二三歩/誠菱
一

  ふくばち

―__ 伏鉢
ら ばん

露盤
(五軸 )

(四軸 )

(三軸 )

(二軸 )

すみ0打

(斗棋 )

と |ど う

第142図 瓦塔部分名称説明図 (池田1996Bよ
'))
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2.第 11号土坑の珪藻分析

株式会社 古環境研究所

1.は じめに

珪藻は、10～ 500μ mほ どの珪酸質殻を持つ単細胞藻類で、殻の形やこれに刻まれた模様などから多 くの珪

藻種が調べられている。また、現在の生態から特定環境を指標する珪藻種群も設定されている (小杉,1988;

安藤,1990)。 一般的に、珪藻の成育域は海水域から淡水域まで広範囲に及び、中には河川や沼地などの水成

環境以外の陸地においてもわずかな水分が供給される環境、例えばコケの表面や湿った岩石の表面などで成育

する珪藻種 (陸生珪藻)も知られている。こうした珪藻種あるいは珪藻群集の性質を利用して、過去の堆積物

中の珪藻化石の解析から、堆積物の堆積環境について知ることが可能である。

ここでは、奈良・平安時代の氷室とされる土坑内覆土中の珪藻化石を調べ、池などから氷が採取されたか否

かを検討した。

2.試料と処理方法

分析試料は、氷室と思われる第11号土坑底面の小ピット中の上を用いた。

これらの試料は、以下の方法処理し、珪藻用プレパラートを作成した。

1)試料から湿潤重量約 lg程度を取り出し、計量した後ビーカーに移し、蒸溜水を加えた後、懸濁液を回収

する。放置後上澄み液を除去し、30%過酸化水素を加え、加熱・反応させ、有機物の分解と粒子の分散を行な

つ。

2)反応終了後水を加え、 1時間程してから上澄み液を除去し、細粒のコロイドを捨てる。この作業を上澄み

液が透明になるまで繰り返す (7回程度)。

3)ビーカーに残った残澄は、遠心管に細粒分のみ回収する。

4)マ イクロピペットを用い、遠心管から適量を取り、カバーガラスに滴下し乾燥させる。乾燥後は、マウン

トメディア (封入剤)で封入しプレパラートを作成する。

作成したプレパラートを光学顕微鏡下600～1000倍 (油浸)で観察し、珪藻種を調べた。なお、珪藻化石が

少ないためプレパラート全面を検鏡した。

3.珪藻化石の環境指標種群について

ここでは、淡水珪藻のみが検出された。珪藻化石の環境指標種群は、安藤 (1990)が設定した環境指標種群

に基づいた。なお、環境指標種群以外の珪藻種については、淡水種は広布種として扱った。また、破片のため

属レベルで同定した分類群は、その種群を不明として扱った。以下に、安藤 (1990)が設定した淡水域におけ

る環境指標種群の概要を示す。

〔上流性河川指標種群 (」 )〕 :上流部の渓谷部に集中して出現する種群である。

〔中～下流性河川指標種群 (K)〕 :中～下流部、すなわち河川沿いに河成段丘、扇状地及び自然堤防、後背

湿地といった地形が見られる部分に集中して出現する種群である。

〔最下流性河川指標種群 (L)〕 :最下流部の三角州の部分に集中して出現する種群である。
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〔湖沼浮遊生指標種群 (M)〕 :水深が約1.5m以上で、水性植物は岸では見られるが、水底には生育 していな

い湖沼である。

〔湖沼沼沢湿地指標種群 (N)〕 :水深が lm内外で、一面に植物が繁殖しているところ、および湿地である。

〔沼沢湿地付着性指標種群 (0)〕 :沼沢ならびに、前述した湿地で付着の状態で優勢な出現が見 られる種群

である。

〔高層湿原指標種群 (P)〕 :ミ ズゴケを主とした植物群落及び泥炭層の発達が見 られる場所に出現する群落

である。

〔陸域指標種群 (Q)〕 :上述の水域に対して、陸域を生息地として生活している群種である (陸生珪藻と呼

ばれている)。

4.珪藻化石群集と堆積環境

分析の結果、氷室と思われる土坑覆土からは、沼沢湿地付着生指標種群の Pinnularia viridis、 陸域指標種

群の Pinnularia borealisや Hantzschia amphioxys、 広い範囲に生息する広布種の Rhopalodia gibberulaや

Synedra unlaな どの淡水生の珪藻化石が検出された。いずれも少量であり、試料 lgあたりの珪藻殻数は3,71

x103個程度と低い値である。このような珪藻化石群集からは、ジメジメとした沼沢湿地環境が想定される。

引用文献

安藤一男 (1990)「淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用」『東北地理』42-2,p.73-88.

小杉正人 (1988)「珪藻の環境指標種群の設定と古環境復元への応用」『第四紀紀研究』27(1),p.1-20.
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表 1.珪藻化石産出地

(種群は、主に安藤 (1990)が設定した環境指標種群による)

群 種

Eunotitt spp.

Hantzschia amphioxys

Pinnularia borcalis

P. viridis

P,        spp.

Rhopalodia gibberula

Synedra ulna

9

Q

Q

O

?

W

W

9

沼沢湿地付着生 (0)

陸   域   (Q)

広   布   (W)

不   明  (?)

3

2

3

7

珪 藻 殻 数

図版.珪藻化石顕微鏡写真 (ス ケール ;22.95mm→17μ m)

配 分  類  群

1. Pinnularia borealis

2. Pinnularia viridis

3. Hantzschis amphioxys
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3.根 鹿北遺跡低 湿地部分調査 の概要

1.調査‖犬況 (第 1図 )

根鹿北遺跡低湿地部分と呼ぶ箇所は、根鹿北遺跡の所在する台地と既存今泉霊園が所在する台地に挟まれた

谷部分である。この谷は天の川から派生するもので、根鹿北遺跡 (調査実施部分)の南端で二股に分かれる。

根鹿北遺跡 (調査実施部分)の西側の谷は以前は水田として耕作されていたが、試掘調査時は荒れ地となって

いた。根鹿北遺跡 (調査実施部分)の東側の谷は傾斜が急で水気は先の谷に比べ少なく、篠が繁茂していた。

試掘調査時においては台地上はもちろんのこと、この二股に分かれた低地部分についても調査対象地として

トレンチを設定した。この低湿地部分の調査にあたつては、台地上の試掘調査で弥生時代の住居跡が数軒確認

されており、低湿地部分に同時代の生産の場である水田遺構の存在が考えられたからである。

低湿地部分の試掘調査は平成 6年 11月 29日 から平成 6年12月 22日 まで実施された。低湿地部分に設定した ト

レンチは合計 5本である。 トレンチの名称は17Tr～21Trと した。調査は重機を使用して行った。 これらの ト

レンチの深さは最深 2mま で及んだ。

2.基本層序 (第145図 )

本土層は第19ト レンチ東壁のものである。概ね縄文時代以降の堆積層から構成され、堆積物は大きくは下位

より木材化石を含む砂質シルト (Ⅶ層)、 及び木本泥炭 (Ⅵ層)、 砂層 (V層 )、 草本泥炭 (Ⅳ層)、 砂質シルト

質粘土 (I～Ⅲ層)か ら構成される。以下は各層の堆積物の特徴を述べる。

最下位のⅦ層は灰褐色砂質シルトないしシルト質粗～中粒砂からなり木材化石などの植物遺体を比較的多く

含む。その上位のⅥ層は黒褐色未分解ないし弱分解質木本質泥炭よりなり砂がブロック状に混じる。V層は灰

色粗～極粗粒砂からなり、レンズ状に分布する。Ⅳ層は黒褐色未分解質草本泥炭で、Ⅲ層との境は波状ないし

不定型を示し、これらは水田耕作に伴う鋤込みの跡と考えられる。Ⅲ層は灰褐色砂質シルト質粘土よりなり、

3～ 5mmの細礫や植物遺体を含む。Ⅱb層 は暗オリーブ灰色砂質シルト質粘土で粗～中粒砂を多 く、 Ⅱa層

は灰褐色砂質シルト質粘上で中粒砂を比較的多く含む。 I層 は灰オリープ色砂質シルト質粘土からなり、Ⅱ層

と同様に中砂粒を多く含む。 I層は旧水田耕作上である。

3.各 トレンチの状況

17Tr 根鹿北遺跡の南方にあたり、標高18,31mの谷津田に南北方向で、長さ26× 幅 2mの トレンチを設定

した。遺構遺物ともに確認されなかった。

18Tr 根鹿北遺跡の南西埋没谷の南側にあたり、

m幅のトレンチを設定した。遺構は未確認、

出土。

標高18.73～ 18.21mの谷津田に東西方向で、長さ100× 2

出土遺物はⅡ層直上より江戸時代前半期の染付け陶磁器

19Tr 根鹿北遺跡の南西埋没谷の南東側にあたり、標高17.85mの谷津田に南北方向で、長さ40× 幅 2mの

トレンチを設定した。遺構はトレンチの北端、Ⅳ層上面に鋤込みの跡を確認。出土遺物はⅡ層直上より

江戸時代後半期の灯明皿、Ⅲ層中より奈良・平安時代の須恵器、土師器出土。

20Tr 根鹿北遺跡の南西埋没谷の南東側にあたり、標高17.85mの谷津田に南北方向で、長さ18× 幅 2mの

トレンチを設定した。遺構は未確認、出土遺物はなし。なおトレンチの最下層より縄文時代後半期と想

定される木本起源の泥炭層を確認した。層中には、多量の木の枝や ドングリ (コ ナラ?)が含まれる。
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第145図  低湿地 第19Tr土層断面図

また、泥炭層の上層、Ⅵ層上面に直径30cmほ どの木杭と思われるものを確認 した。

21Tr 根鹿北遺跡の南西埋没谷の南東側にあたり、標高17.85mの谷津田に東西方向で、長 さ38× 幅 2mト

レンチを設定 した。遺構は、 トレンチのほぼ真中付近のⅣ層上面に鋤込みの跡を確認 した。出土遺物は、

Ⅲ層中より奈良 。平安時代の須恵器・ 土師器が出土 した。出土遺物より鋤込みの跡が残された時代は、

奈良時代から古墳時代頃と考えられた。なお、第20ト レンチと同様に トレンチ最下層より縄文時代後半

期と想定される木本起源の泥炭層が確認された。層中には、多量の木の枝や ドングリ (コ ナラ?)の ほ

か、直径 lmを越える巨木なども発見された。

4.試掘調査地点の放射性炭素年代測定結果

放射性炭素年代測定は、今泉霊園試掘調査地点から採取された 3資料について行なった。分析用資料は、木

材化石と泥炭を用いた。以下の表に測定結果を示す。なお、測定は学習院大学放射性炭素年代測定室の木越芽焉

彦氏にお願いした。

年代はHCの
半減期5570年 (LIBBYの 半減期)に もとづいて計算され、西暦1950年よりさかのぼる年数 (yrs

BP)と して示 している。付記された年代誤差は、β線の計数値の標準偏差σにもとづいて算出した年数で、

標準偏差 (ONE SIGMA)に 相当する年代である。また、β線計数率と自然計数率の差が 2σ 以下のときは

3σ に相当する年代を下限の年代値として表示 してある。
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表-1 今泉霊園資料の放射性炭素年代測定結果

資料番号    測定資料    コー ド番号   測定値 (yre BP)

Ⅳ    黒褐色草本泥炭   Gak-18820   2,110± 90 yrs BP

Ⅵ    黒褐色木本泥炭   Gak-18821   2,500± 100 yrs BP

Ⅶ    木材 (ヨ ナラ属)  Gak-18822   3,310± 90 yrs BP

5。 調査のまとめ

今回の低湿地の調査では縄文時代の泥炭層や第19・ 21ト レンチの土層断面のⅣ層とⅢ層の層界に奈良時代か

ら古墳時代頃の鋤込みの跡が確認された。

そしてⅢ・Ⅳ・Ⅵ層の試料をもとにプラント・ オパールの検出分析を行なったところⅢ層準試料のみからイ

ネのプラント・ オパールが試料 lg当たり9,200個確認された。よって同Ⅲ層中において稲作が行われた可能

性は高く、Ⅲ oⅣ層の層界に見られた鋤込みの跡は水田耕作によつて形成されたものと考えられる。

このことは同所に水田遺構が存在することを想起させる。またこの鋤込みの跡の年代については、Ⅲ層中の

出土遺物により、奈良時代から古墳時代頃と考えられた。ただ、台地上の調査では弥生時代終末の集落跡が発

見されており、低湿地の試掘もその時期の水田遺構を確認することを最大の目的としていた。ここでは、あえ

てⅣ層中位の MC分
析の年代を積極的に解釈した上で、鋤込みの跡が弥生時代終末までさかのぼる可能性も残

されていることを指摘しておきたい。

いずれにしても、古代のある時期から台地上の根鹿北遺跡に居住した人々の眼下には、谷津田を利用した水

田耕作の風景が存在したものと考えられる

参考文献

「土浦市今泉霊園試掘調査に係る自然科学分析」報告書 株式会社パレオ・ ラボ 1995

(内容)

I。 ■浦市今泉霊園周辺の縄文時代以降の植生変遷史 吉川昌伸 (パ レオ・ラボ)

Ⅱ.今泉霊園試掘調査地点より産出した大型植物化石 吉川純子 (パ レオ・ラボ)

Ⅲ。今泉霊園のプラント・ オパール        鈴木 茂 (パ レオ・ラボ)

Ⅳ。今泉霊園試掘調査地点の放射性炭素年代測定結果 木越邦彦 (学習院大学放射性炭素年代測定教室)
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第 5節 調査のまとめ

今回の上浦市営今泉霊園拡張工事事業地内では根鹿北遺跡が発掘調査され、様々な成果があげられた。その

中でも主要な柱となるものは、弥生時代の集落の調査と平安時代の仏教関連施設の調査と考えられる。以下こ

れらについて述べまとめとする。

1弥生時代の集落の調査

根鹿北遺跡の台地上には28軒の竪穴住居跡が確認された。調査区外に展開する状況は見られず、今回の調

査で集落の広がりが明らかとなった。住居跡の時期は、弥生時代の中でも後期後半の時期に限られたのもので

ある。住居跡の配置は、台地中央部分の標高 28m付近にまとまって確認され、 2軒のみ南側に張り出した尾

根上に存在する。この内の 1軒は大型のものである。これらはいずれも重複関係は見られなかった。住居跡の

主軸方向は、大きく分けて北西方向と北東方向の 2方向のものが見られる。住居跡の形状は長方形を基本とし

て、正方形に近いものもある。住居跡の構造は、平坦な床面に主柱穴が方形に4ケ 所穿たれ、入りロピットと

炉が 1か所ずつ存在する。床面の硬化面は入りロピット方向から主柱穴で囲まれた範囲内外に見られた。主柱

穴は非常に規則的に配置されている (表 3竪穴住居跡内柱穴・入りロピットー覧参照)。

多く住居跡内から炭化物・材や焼土が出土した。これらの炭化物 。材はすべて床面上から出土するのではな

く、中央部では床面直上近くに見られ、壁際では覆土中から出土するなどの傾向が見られた。このことから住

居跡は廃絶後に、その凹地を利用して廃材などの「焼却」を行い、燃焼途中で埋め戻しを行なっていると考え

られる。その結果として部材が蒸し焼き状態になり、炭化材が並行・放射状の状況で出上したと考えられる。

特に壁際に炭化材が見られることは、壁際を中心に埋め戻しが行われていることの表れと思われる。 弥生土

器は甕 。壺 。鉢・高郭・片口土器などが出土 している。ほとんどの土器には付加条 1種 (付加 2条)の縄文が

施文されている。甕や壺形土器の口縁部には縦長の貼リコプがなされ、上下 2条の刺突列が巡る。頚部には無

文帯が存在する。これらの上器は、本地域を中心に広がりを見せる「上稲吉式土器」の範疇に位置付けられる

ものと思われる。

今回の調査では弥生時代の生産に関わって、低地部分の試掘調査を実施した。その結果、は水田耕作に関わ

ると考えられる痕跡が確認された。この痕跡が残された年代については、包含されていた遺物から古墳時代頃

から奈良時代頃が想定された。

2平安時代の仏教関連施設の調査

根鹿北遺跡の調査区内の南側に張り出した尾根上には、掘立柱建物跡群が 4棟確認された。これらは主軸方

向をほぼ同じくしており、同様な時期にそれぞれが存在したものと思われる。この内の第 2号掘立柱建物跡は

方形の桁行 3間 ×梁行 3間の建物で、北側に浅い溝を持つ。この建物跡は柱間の間隔や柱穴堀方のレベルなど

から南側に建物正面を設けた建物だろうと推定される。この建物跡の柱痕には、焼けて赤化したスサ入りの壁

土塊や炭化物が落ち込むように出土した。また溝からも同様な壁土が面的に出土し、溝底面側は還元状態の様

になり黒色を呈 していた。そして出土遺物の中に瓦などは出土していないことから、本建物跡は壁が土壁で屋

根は茅葺きなどの屋根が想定される。そしてこの建物跡は最終的に焼失したものと考えられる。

第 2号掘立柱建物跡の溝内からは瓦塔・瓦堂の小破片がまとまって出土した。また建物跡群の南西の埋没谷

や第 39号竪穴住居跡内からも少量出土している。瓦塔・瓦堂の胎土はいずれも土師器と同質の胎土であり、
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被熱を受けた痕跡はなく、出上場所によりその部位が異なる状況が確認された。この瓦塔・瓦堂は、第 2号掘

立柱建物跡内に信仰の対象として安置されたものとが考えられる。

現在茨城県内で出土 した瓦塔は10例 であり、瓦塔・ 瓦堂が出土 した例は初めてである。瓦塔 。瓦堂の他、こ

れらの建物跡に関わる遺物として鉄鉢形土器や土師器小皿などが出土 している。鉄鉢形土器は瓦塔と同様に 3

地点から出上 した。皆須恵器であり、その一部は被熱を受けたらしく赤化 している。また胴部に「佛」と墨書

されたものも出上 している。土師器小皿と呼んでいるものは、形態的に類例を見ないもので、油煙やタールの

付着状況やその付着割合から、燈明専用の器として作 られたようである。土師器小皿のほとんどは南西埋没谷

から出上 している。瓦塔 。瓦堂と土師器小皿などは、仏教を信仰する上で必要な道具と言えよう。また第 39

号住居跡からは転用硯が出土 し、「丈部真麿」の人名が墨書された土師器甕が出土 している。 この名を名乗 る

人物が存在 したか否かは不明であるが、この墨書を甕に書いた人物は掘立柱建物跡群と関連を持つ人物と考え

られる。 これらの遺物は平安時代 9世紀前葉から中葉頃のものと考えられ、掘立柱建物跡群や第 39号住居跡

などの年代も同様なものといえる。

ここで平安時代 9世紀前葉から中葉頃の台地上に目を向けると、集落 らしき痕跡は見 られず、掘立柱建物跡

群のみが隔絶 して存在 した景観が読み取れる。このような景観以前にも古墳時代中期以降は居住の場として利

用されず、古墳時代末期には墓域であり、その後一部は土器生産に関わる場所として利用されたようである。

このような中、「氷室」としてその使用が想定される土坑 も存在 した。以後台地上が居住の場 として利用され

るのは、 9世紀末葉から10世紀代のことである。

このような土地利用の片隅に仏教関連施設が造 られ、その中で在地の粘上で作 られた瓦塔・瓦堂をまつり、

燈明専用土器が用いられたことは、各々の事象が全 くの偶然のできごととは考え難 く、それぞれが密接に関連

しているように思える。

註 1 山梨県考古学協会『すまいの考古学―住居の廃絶をめぐって』資料集1996掲載の石守 晃「住居の廃

絶の一形態『焼却処分』について」を参考。

註 2 市毛美津子「遠台遺跡採集の瓦塔」『内原町史研究』第五号1996で 県内の瓦塔が集成されている。

註 3 松田政基 「4庄作、谷窪、上楽遺跡検出の灯明用のイについて」『千葉県芝山町 珂ヽ原子遺跡群』芝

山町教育委員会1990

註 4 財団法人千葉県文化財センター調査報告書188集「八千代市白幡前遺跡」1991

同遺跡では溝で区画された中に四面庇付の掘立柱建物などが確認され「村落内寺院」とされ、遺跡内

の堅穴住居にはロクロピットを持つ住居跡 も確認されている。同区画内外の竪穴住居跡などから瓦塔 。

「丈部人足召代」と墨書された人面墨書土器 。「佛」と墨書された鉢や燈明皿が出土 している。本遺跡

の出土遺物構成と類似 した様相が伺える。

註 5 中山 晋『古代日本の「氷室」の実態―栃木県下の例を中心にして』『立正史学』第七十九号 1996と

類似 した珪藻分析結果がえられた。
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第 4章 栗山窯跡

第 1節 遺跡の概要

栗山窯は、根鹿北遺跡の南西側の谷をへだてた既存霊園東斜面に存在した。発見の経緯は、ヒューム管埋設

工事に伴って斜面部を削平したところ、平成 8年 4月 14日 に窯体部分の断面が鮮やかに露出して発見された。

周辺には削平した土砂が盛られており、その中から須恵器郭が採集された。その後、土浦市及び土浦市土地開

発公社と土浦市教育委員会の協議の結果、発掘調査を実施することになった。

調査は平成 8年 4月 24日 から開始され、初めに窯跡の範囲の確認を行なった。窯体については削平された断

面観察から方向 。規模などが想定できたが、灰原については盛り土されているため不明であった。同台地斜面

は一様に削平を受けていたが、他の窯跡は確認されていない。重機を使用して灰原の確認を行なった。現状の

地表面から約50cm程度のところから土師器・須恵器の小破片が出土した。その後同層の一部を掘 り下げると

須恵器破片が多く混じる土層が見られた。土師器・須恵器の小片が混入する土層を灰原形成以後の流れ込みに

よるものと考え、重機により排除した。 灰原調査区の窯体主軸ライン延長線上には、 土層観察のための幅50

cmの ベルトを設けた。

調査の進行は、造成工事との兼ね合いのため、灰原部分の調査を窯体部分に先行して実施した。灰原からは

須恵器破片が多く出土した。須恵器の出土した範囲は窯跡の主軸線の延長線上にある。遺物の出土状況は垂直

分布で大きく2枚集中する部分が確認された。平面的には北東方向に約 3mの範囲で遺物の密集する状況が見

られた。そして窯体より遠くなるほど遺物の密度は散漫なものになった。出土した須恵器は焼きの良い青灰色

で硬質感のある物が目立った。主軸ラインには土層観察用ベルトを残し、出上した遺物は標高 。位置を測量し

て取り上げた。灰原部分の調査は平成 8年 5月 7日 に終了し、すぐさま埋め戻した。

窯体の調査は、地表面の草の生える表土を排除して、平面形の確認を行なった。その結果、窯体の天丼部は

崩落していると考えられ、煙道部は既存霊園の擁壁工事により過去に壊されていることが判明した。また焚口

部分は今回のヒューム管埋設工事などによりそのほとんどが削平を受けていた。明確に残存する部分は窯体の

燃焼部分のみであった。窯体の覆土は、主軸ラインに沿って一定間隔で縦横の上層断面図を作成しながら徐々

に排除していった。窯体の奥側で崩落した天丼部分が面的に確認された。窯体覆土で遺物が含まれるのは、床

面近くの褐色土からであった。褐色上の下層から灰オリープ色の粘砂土層が確認された。須恵器は焼成により

歪んだものが目立ち、破損したものばかりである。焼き台として転用されたものも見られた。窯体の壁面はほ

ぼ垂直に立ち上り、そこには窯構築時の工具痕らしい痕跡が見られた。

遺物の出土量は、灰原と窯体合わせてテン箱 3箱分であり、そのほとんどは須恵器である。出土した須恵器

の器種は郭・高台郭 。高郭・蓋・甕 。甑・長頸壺 。円面硯などが出上している。いずれの器種も破片である。

個体数で一番多いものが必で、次が蓋であった。

調査は平成 8年 5月 10日 に終了した。窯跡はその後埋め戻され、現在も盛土下に遺存している。
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第 1図 窯体及び灰原実測図
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第 2節 遺構

1)地形と立地 (第 1章第1図 )

本窯は南北にのびる舌状台地の東側斜面に構築されており、南方約400mほ ど隔てて天の川が流れている。

ヒューム管の配管工事によって東側斜面の縁辺部が掘削されていたが、その断面観察からは本窯以外に窯が構

築されていた形跡は確認されなかった。

本窯が構築されている斜面を構成する土壌 (地山)は堆積層であり、焼成部の上半が青灰色の粘土層、下半

が黄褐色の砂層、燃焼部より灰原部にかけては赤褐色の砂層および砂礫層である。

2)窯 体 (第 2・ 3図 PLl)

1.窯の構造 (第 2図 )

本窯は燃焼部 。焚口部周辺がヒューム管の配管工事により掘削されており、煙道部周辺が墓地の擁壁工事に

より掘削されていた。よって、明確な全長や細部の構造などは不明とせざるを得ないが、後に述べるように焼

土塊と横行する小溝を焚口部の一部分と捉え、現存する焼成部上端までを計測すると約6.5mで ある。

窯体の断面形は床面がほぼ平らで、天丼へ向かって ドーム状を呈する。天丼はすべての部分で崩落しており、

床面と側面部分を残すのみである。残存する床面と側面部分、および天丼部が崩落しそめままの場所にとどまっ

ていたと考えられる土層断面F― F'部分を参考にすると、斜面を トンネル状に寺1り 貫いた地下式の害窯であっ

た可能性が高い。

窯体の幅は、残存部の床面で下端から中位まで1.5mと 一定であるが、中位より上方へ向かって先細 りとな

り、上端では1.lmを測る。床面の傾斜度は、おおむね25° であるが、上端部付近では34° を測り、せり上がっ

ていく兆候が看取される。また、床面は階段状の施設や側溝などはなく、平坦な面をなす。高さは天丼部が全

て崩落しており、側壁も中位以下では崩落が著しくまったく残存していないが、燃焼部中位より上方の側壁傾

斜度からは0.8～ 0,9m、 上端では0,7～0.8mと いう数値が導き出せる。前述の床面幅や傾斜度の変化などを参

考にすると、燃焼部中位以下では少なくとも10m以上の高さがあったと思われる。

残存していた焼成部の上端から約20cm下がったほぼ中央に、径25cm、 深さ10cmの 土坑が確認された。土坑

の埋土は床面直上の堆積土と同じであり、前述の窯体幅や傾斜度などから煙道にほど近い位置であると推察さ

れることから、煙道に関わる何らかの施設と考えておきたい。

焚回部周辺はヒューム管の配管工事により幅約3.2mに わたつて掘削されていたが、その東端に辛 うじて平

坦面の一部が検出された。平坦面には約40cm四方の焼土塊が確認され、その場所が窯焼成部の主軸の延長線

上にあたることから、 焚口部に伴うものである可能性が高い。 また、焼上の下には南北方向に延びる幅約30

cm、 深さ約10cmの溝が存在する。残存部分における溝の長さは約2.Omで ある。溝の埋土中に焼土は確認でき

なかったが、溝の方向が窯の主軸に直交することから、窯の焚口付近に伴う何らかの施設と考えられよう。

以上の検出状況から、窯の主軸方向はN-53° 一Eと なる。
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窯 体 内 土 層 説 明

1層 灰オリープ色粘土 [5Y6/2](窯 壁ブロックを少量含む)

2層 明褐色土 [75YR5/6](粘 性中,しまり弱,粘土プロックを多量に含む)

3層  ォリープ色土 [5Y6/4](粘性中, しまり中,粘土・砂層・焼土大プロックを多量に含む)

4層 褐色土 [7.5YR4/8](粘性中,しまり無,粘土,砂層プロックを少量含む,黒褐色土小プロックを中量含む)

5層 灰オリーブ色粘土 [5Y6/2](粘 土プロックの塊)

6層 黄褐色粘土 [10YR5/6](粘性中,し まり中,灰色粘土と褐色砂質土との混合土)

7層 にぶい黄色土 [2.5Y6/4](粘 性中,し まり弱,粘土プロックを中量含む,焼土少量含む)

8層 黄褐色砂質土 [10YR5/8](粘性無,し まり無,粘土・焼土プロックを少量含む)

9層 赤褐色砂質土 [5YR4/8](粘性無,し まり無,窯壁崩落プロック)

10層 褐色粘砂土 [10YR4/6](粘性弱,し まり弱,窯体面と崩落土との間層)

11層  オリーブ色土 [5Y5/4](粘 性中,し まり強,粘土プロックを多量に含む,焼土ブロックを少量含む)

12層  オリーブ黄色粘土 [5Y6/3](窯 壁・焼土ブロックを中量含む)

13層 褐色土 [7.5YR4/4](粘性中,しまり中,粘土・焼土粒を少量含む)

14層 褐色土 [7.5YR4/4](粘性中, しまり無,粘土・焼土・窯壁崩落プロックを少量含む)

15層  灰オリープ色粘砂土 [7.5Y6/2](粘 性中,しまり無,窯体天丼崩落後の間層)

16層  褐色砂土 [75YR4/3](粘 性弱,し まり強,焼土。灰・窯壁プロックを中量含む)

17層 灰オリープ色粘砂上 [7.5Y6/2](粘 性強, しまり無,開始時の操業面か?)

第 3図 窯体内遺物出土状況図
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2.土層の状況 (第 2図 )

窯体内は基本的に床面の傾斜に沿った堆積状況であり、人為的に埋められた形跡は認められない。

本窯の構築された床面は1面のみである。それは、貼り床などの措置が施されておらず、地山掘削面の状態

で操業をおこなっていたことが、土層の観察から判明しているからである。ただし、須恵器が出上した褐色土

層の直下に灰オリーブ色の粘砂土層が存在する。特に焼き締まった様子も認められないが、直上の褐色土層に

焼土や灰、須恵器片などが混じっていることから、開始段階の操業面である可能性が高い。また、焼き台とし

て使用された逆位に埋め込まれた郭や、堅く焼き締まった粘土塊などが上述の褐色土層上面で出土しているこ

とから、ここを最終段階の操業面と捉えることができよう。つまり、少なくとも2段階の操業過程を復元でき

ると考えられよう。

崩落した天丼部破片は土層断面図F― F'付近においては最終操業面直上で面として検出されたが、その他

の部分では崩落した場所に留まっている状況ではない。上層断面図D― D'付近では、崩落した天丼破片が最

終段階の操業面直上の側面に接する部分だけに認められる。これは、天丼最上部が削平された後に崩落したか、

中央部分の天丼破片が崩落後に流出したかのいずれかであろうが、操業終了後、流入上が入り込む前に天丼が

崩落している状況 (土層断面図F― Fつ からすれば、後者であった可能性が高い。 これより上層は粘土粒を

多く含んだ褐色土、その上に元来斜面上半に存在している土壌 (地山)の粘土層が流入しているが、いずれも

自然堆積と考えられる。

なお、焚口付近の窯主軸と直交する溝の埋土は暗褐色上であり、焼土塊は溝の埋土上に被る状況で確認され

た。

3.遺物の出土状況 (第 3図 )

上述の通り、遺物は褐色土層中およびその上面、平面分布は残存床面部分のほぼ全体から、まんべんなく出

土している。また、焼き台として逆位に埋め込まれた郭が存在していたが、他のすべての資料が大きさの大小

こそあれ破片となっていたことや床斜面の上方と下方で接合した資料があること、さらに上述の天丼破片の残

存状況などから、操業終了後若千の遺物が流出したと予想される。しかし、窯体内の遺物量はそれほど多いも

のではなく、床面が 1面のみで 2段階分の操業過程しか復元できないことや、後述の灰原部分における遺物の

出土状況などから、操業開始から終了まではごく短期間であったと考えてよかろう。

3)灰 原 (第 4～ 6図 PL2)

1.灰原の構造

本窯において、灰原に伴う溝や土坑などの特別な遺構は本来から存在していなかった。しかし、上述の焚口

付近と考えられる平坦面から約0.7m急激に落ち込んだ後、約2.5m幅 の緩やかな平坦面が存在 し、 さらに斜面

に続いていく状況が確認された。この平坦面は調査区内の焚日正面部分が最も幅広であり、南北方向に幅狭と

なる三角形の張り出し状を呈すると思われる。また、遺物の出土平面分布では、斜面部より下方において多く

認められることから、平坦面は操業時に埋没していなかったと推察される。

灰原に相当する急激な落ち込みから三角形の張り出し状平坦面が、人為的に整形されたかどうかは不明であ

る。しかし、上述の諸特徴から、製品の窯入れ～失敗品 。燃焼後の灰などの廃棄までの一連の作業場として利

用されていたと想定できよう。
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2.土層の状況 (第 6図 )

灰原部の上層は、基本的に斜面に沿った堆積状況を示しており、人為的に埋められた形跡は認められない。

なお、ヒューム管の配管工事以前にも小規模な用水路が設置されており、焚口部が存在する平坦面の東側を若

干掘削している。

土層断面図G― G'およびH一 H'の堆積状況は基本的に同じであり、害窯が構築された斜面を構成する砂

層・粘土層の崩落土および須恵器片・炭・灰の混合層である。発掘区における最下層は、水性堆積であるきめ

の細かい粘土層であり、若干の須恵器片を含む。直上の層は腐食した葦科植物や木片を多く含む堆積層であり、

泥炭化の度合いで 2層に分けることができる。この泥炭層の直上は黒色・黒褐色の砂質粘土層であり、ほとん

どの遺物は以上の上層中から出土している。これより上の層から出土する遺物は極少量である。これらのこと

から、操業時においては水性堆積の粘土層が形成される沼地に葦科植物が生育していた状況が復原される。ま

た、土層断面図G― G'と H― H'を比較すると、前者の堆積の方がやや厚いことが分かる。 これは、張り出

し状平坦面の最も幅広の部分から廃棄行為がおこなわれたことを示していると考えられよう。

3.遺物の出土状況 (第 4・ 5図 )

上述の通り、ほとんどの遺物は黒色 。黒褐色砂質粘土層から泥炭層までの間で出土する。平面分布では、窯

の主軸延長上に近い地区からの出土量が最も多く、調査区内の南側では出土量が減る傾向を指摘することがで

きる。また、調査時の認識として、遺物出土量の比較的多い層が大きく分けて 2枚分確認された。すなわち、

土層断面図G― G'1こ おける8・ 9層 (上層)と 10・ 11・ 12層 (下層)である。特に下層では、直下の粘土層

の上面からの出土が顕者に認められた。いずれも三角形の張り出し状平坦面より下方、すなわち北東部分にお

いて遺物の出上が顕者に認められた。遺物垂直分布図においては、上層で面的に密集している状況と、下層で

げ 200m
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傾斜しつつ密集している状況にそれぞれ対応する。さらに、以上の遺物出土状況は、土層堆積状況の部分で述

べた廃棄行為を雄弁に物語るものと考えられよう。

窯体内での明確な床面が 1面であり、操業面としては2段階が想定されることは前述した。灰原における遺

物の出土状況が、上・下層という2段階を示しているということは、両者間の相関関係を指摘できる可含静陛が

ある。

第 3節 遺物 (PL2・ 3)

出土した遺物は、ごく微細な破片や形態判別の不可能な破片を除くと、窯体内、灰原を併せても 540点程度、

テン箱 3箱分の非常に僅かな数である。表土出土遺物や窯体内の焼き台、灰原の土師器甕などを除くと、遺物

はすべて須恵器であり、若干の例外を除き当窯の操業に関わるものがほとんどである。出土 した器種は表 1に

示した通り、バラエティーの少ない構成となっている。

以下、各器種ごとに概要を記すが、全体的に数が少ないため、窯体内と灰原から出土 した須恵器を一括して

説明することにする。

1.郭 (第 7図 1校 17・ 第 9図 47～60)

琢は最も出土量が多く、図示し得たもの以外の小破片を含めて200点が数えられる。完形品はなく、日縁部

から底部まで完全に復元できたのは1点のみであった (1)。 口径は、すべて回転復元によるものであるが、2

0cm近 くあるもの、15.5～ 17.5cmの もの、14cm以下のもの、の概ね 3法量を確認できる。ただし、15.5～ 17.5

cmに属すものが圧倒的に多く、その平均値は16 5cmで ある。形態的には、平底の底部、丸みを帯びた体部下

位、直線的に開く体部上位、が典型であり、口縁部内面に一条の沈線を付けるものが全体の6割を占める。ま

た体部中位が僅かに外反ぎみになるもの (9)や、丸みを帯びるもの (3・ 11)も 若干認められる。口径14cm

以下の小型のものは、体部が直線的に開くもの (6・ 54)と 厚手で丸みを帯びるもの (17・ 53・ 60)の 2種が

存在する。底部調整は、回転ヘラ削り調整と手持ちヘラ削り調整の 2種があり、確認された94点の底部片から

表 1 栗山窯出土須恵器の器種構成と総破片数

郭

古
回
　
ム
ロ
　

， ４

昔
同
　

郷

蓋 甕 甑

土師器

甕

円

面

硯

他

〈
口
　

計

窯体内

(%)
73

(46.2)

0

(0)
6

(3.8)

71

(44.9)

6

(3.8)

0

(0)
0

(0)
1

(0.6)

1

(0.6)

158

(100.0)

灰原中

(%)

127

(33.4)

10

(2.6)

6

(1.6)

106

(27.9)

62

(16.3)

2

(05)

64

(169)

2

(0.5)

1

(0.2)

380

(99,9)

合 計

(%)
200

(37.2)

10

(19)

12

(2.2)

177

(32.9)

68

(12.6)

2

(0.4)

64

(11,9)

3

(06)

2

(0.4)

538

(100。 1)

※微細片、形態半1別不能片は除 く
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は7対 3の割合で、回転ヘラ削りの方が卓越している状態であった。なお、回転ヘラ削り調整が施されている

ものの中には、その直後にナデないし軽い手持ちヘラ削りを行っているものも少なからず認められる。1台土は

lmm前後の長石と石英粒を含む他、焼成不良のものに雲母片が目立って含まれている。焼成は、灰原出土の

須恵器に良好なものが目立ち、窯体内では良好なものと不良で軟質なものが半々の割合で認められた。

2.高台郭 (第 9図 61～66)

小破片も含めて出土点数は僅か10点である。窯体内からの出土はなく、すべて灰原から見つかっている。ほ

とんどが細片であり、残存度の高いものでも高台部から体部下位までしか把握できず、日縁部の形態は不明で

ある。おそらく上記の無高台の郭と見倣した中に、この口縁部片も含まれているものと思われる。形態的には、

高台および体部下位の様相から、およそ次の3つ に分類できる。

A類 ;高台は低く断面が台形を呈し、体部は丸みを帯びて強めに立ち上がるもの。(61・ 62・ 64)

B類 ;高台は低 く厚手で、体部の立ち上がりが緩やかなもの。(63・ 65)

C類 ;高台は高く薄手で、体部が屈曲をもって立ち上がるもの。(66～ 68)

なお、B類 としたものは、高台付盤になる可能性もあるが、体部の残存率が悪いため、ここでは高台郭とし

て取り扱っている。また、C類の高めの高台は、後世の段階に多く確認されるものであり、本窯の生産である

可能性を否定し得ないものの、混入の疑いが強い。破片数では僅かな差ながらA類が最も多く、これが当窯の

高台界の典型と考えて差し支えないであろう。底部の調整技法は、切り離し後に回転ヘラ削りを行い、高台取

り付けに伴う回転ナデを周囲に施す方法で共通している。焼成は概して良好である。

3.高郭 (第 8図 39・ 40・ 第 9図 69～72)

高郭ないし盤の口縁部片である。いずれも細片であり、回転復元し得たのは1点のみである (39)。 形態は、

日唇部を摘み上げさらに外反させており、断面形では「 S字」ないし「 Z字」状を呈している。ヘラ等で端正

に整えられており、シャープな作りの印象を受ける。器壁は薄く、体部外面に回転ヘラ削りを施している。焼

成は良好なものと不良で軟質なものの両方があり、窯体内のものに軟質なものが多く認められた。なお、この

口縁部形態の類例は、関東では千葉県市原市の永田不入窯、東海方面では愛知県の猿投窯や静岡県の湖西窯な

ど諸窯で認められ、主として高郭や高台付盤、蓋などに採用されている形態である。本調査では、破片数にし

て12点 しか確認されていないため、形態の断定は非常に困難となっている。

4.蓋 (第 7図 18～ 37・ 第10図 73～89 PL3)

総破片数は177点、郭に次ぐ出土量である。口径は、ほとんどが16～ 18cmに収まり、15cm代 のものが 1点

のみ確認される。上記した郭の、日径が15,5～ 17.5cmの ものと14cm以下のものにほぼ対応するものと考えら

れる。体部形態は、僅かに丸みを帯びて大きく開いており、器高は概して低くなっている。すべてにかえりが

付けられており、つまみは偏平な宝珠形もしくは中央部が突出するボタン状を呈するものが主体的である。特

に、体部縁辺部とかえりの形態は多様であり、体部が日縁部まで直線的に延びるものと、かえりの取り付けら

れる部分が屈曲するものに、大きく2分類することができ、かえりの形態によってさらに細分することが可能

である (後述)。 調整技法は、体部上位に回転ヘラ削りを施している他、かえりの取り付けに伴 う回転ナデに

より体部内面が滑らかに調整されているものが多く見られる。焼成は郭と同様に、窯体内出土の半数が不良、

軟質であり、灰原出上のものはほぼ良好な傾向にある。
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第 7図 窯体内出土遺物(1)
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5。 甕 (第 8図42～44・ 第10図93。 95～ 102)

すべて細片であり、全体の器形を窺わせるものはない。総破片数は68点 と比較的多いが、個体が大きいため

実際には数個体程度の存在であったと考えられる。また、窯体内出上のものには焼き台に利用したと考えられ

る破片もあり、そのすべてが本窯の生産品とは断定できないものである。破片の部位や器厚から判断するなら

ば、以下のような4種類以上の形態があったと推測される。

a。 中型の甕で、頸部は直角に近い角度で屈曲するもの。体部の器壁は薄めで、内面に同心円、外面に平行

線の叩き目が付けられる。また、体部外面の叩き目をヘラナデによって一部擦り消している部分も存在

する。焼成は、焼き台に利用されたものは堅緻であるが、概して良好である。(42～ 44・ 95～97)

b。 中型の甕で、器壁は薄く、体部外面に平行線の叩き目が付くもの。焼成はやや軟質である。(93)

C。 中型の甕ないし壷で、器壁は厚く、体部内外面に回転ナデが施されるもの。胎土に微細な黒色粒子を含

み、堅緻な焼成なもの。(101)

d。 大型の甕で、器壁が厚く、内面に同心円、外面に細かな平行線の叩き目がつくもの。胎土に長石や石英

粒を大量に含むもの。(1000102)

なお、破片数ではa.の割合が非常に高く、他は僅かでしかなかった。特にc.の ような胎土は他の器種に

比べても異質であり、混入の可能性が高いと思われる。また、d.は ごく微量の検出でしかない。 これらを考

え併せると、a。 の甕が当窯の操業に関わる可能性が高いということになる。

6.甑 (第10図 94)

外反する短い口縁部の形態から、甑ないし鉢であると考えられる。灰原より口縁部片が僅か 2点出土しただ

けであり、混入の可能性も高い。体部外面に横方向の平行線の叩き目が付けられている。

7.長頸壼 (第10図92)

灰原より頚部が 1点のみ出土している。胎土に微細な黒色粒子を含むため、本窯の製品ではないものと考え

られる。焼成は良好である。

8。 円面硯 (第 8図41 第10図90・ 91)

窯体内および灰原より合計 3点出土 した。いずれも脚端部の内外面を突出させ、そのやや上に 1条の突帯を

巡らせる形態である。比較的残存率の高い窯体内出上のものは (41)、 長方形の透かしが2ケ 所に認められ、

その上にも突帯を付けていた様子が確認された。ヘラ書きなどによる透かしの表現は見られない。焼成は3点

とも良好である。

9。 小型蓋 (第 8図38)

窯体内の床面最奥部で 1点出土 した。日径7.lcmの 小型の蓋で、頂部に剥離の痕跡がある。ここには頂部径

よりも大きなものが取り付けられていたと考えられ、見方によっては、何らかの器材の脚部であるようにも見

える。ただし、焼成時の器面変色の様相を観察すると、あたかも当器を逆さまにして円筒状の容器に乗せて焼

成したような、暗灰色の環状の変色が日縁部に見られるのである。これは、高台郭の回縁部に蓋を逆さまにし

て重ねて行く窯詰めの方法と共通している。このことから、頂部に付けられていたものは、当器の回径を越え

る大きなものではなく、飾り程度のものであったと推測されるのである。従って、当器は何かの脚部ではなく、
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長頸壺や水滴のような細い円筒状の日縁部をもつ容器の蓋であったと考えられる。色調は明赤灰色を呈するが、

焼成は良好である。

10。 上師器甕 (第11図104・ 105)

灰原のみから出土しており、総破片数は64点、日縁部形態から推測して 3個体以上は存在するものと思われ

る。日縁部は「 く」の字に強く外反し、体部中位に最大径をもつと思われる。体部外面は縦方向に細かい磨き

が施され、内面はヘラナデと押さえの跡、底部には木葉痕が確認される。胎土は他の器種に比較 して多くの砂

粒を含んでいる。このような器形および調整技法、胎土などは典型的な±8市器甕の特徴であるが、色調だけは

皆、灰色を呈している。これが還元焔焼成によって灰色化したものか、あるいは灰原の泥炭土中に埋没したた

めに変色したものか、判断には苦しむ。一つの可能性として、土師器二人によって製作された甕が、須恵器と

共に窯で焼成されたことが考えられよう。

11.焼 き台 (第 8図45。 46)

窯体内より数点出上している。45は、砂質土の窯壁が剥離したものを焼き台に利用したもので、融解した砂

質土中の成分や自然釉などによって硬化している。片面は、当初の窯壁面か、あるいは削りによって平坦に成

形されている。46は、砂粒を大量に含む粘土塊であり、上面を平坦にならし、下面は床面に合わせた傾斜をつ

けている。また、下面には板片や藁の付着していた痕跡が認められる。

12.陽物 (第11図 103)

灰原より出上している。陽物形あるいは三足鍋等の脚部と思われる。ただし、脚部の場合、接地面から推測

される取り付け角度はかなり緩いものになり、役目を果たさないものと考えられる。成形は手捏ねによるもの

で、一部ヘラナデによって調整を行っている。砂粒を多量に含み、軟質な焼成であるが、部分的に還元焔焼成

による灰褐色を呈している。

13.表土出土遺物 (第11図106～ 108)

表土から出上している遺物は、以下の3点のみである。106は天目碗で、体部上位に弱い張 りがあり、日縁

部は小さく外反している。全面に黒色の釉がかかり、口縁部のみ茶褐色を呈する。胎土は磁器を思わせる緻密

な白色粘上である。1071ま、カヮラケである。手捏ねによる成形で、底部は丸底を呈 し、体部下位から底部に

かけて指頭圧痕が付く。緻密な粘上を用い、軟質な焼成である。1081ま 、こね鉢ないしすり鉢の細片である。

直線的な体部に、端部を突出させる日縁部がつく。焼成は良好で、釉の付着はみられず、器面は暗赤褐色を呈

する。

以上が器種別にみた遺物の概要である。図示できるものは可能なかぎり掲載する方針で整理作業にあたった

が、再三表記 した通り、細片が多く器形全体の把握が不可能なものや、明確な器種分類を行えないものも存在

する。従って、郭の日径・底径比率などの数値操作によって他窯の製品と比較検討を行うことは非常に困難で

ある。帰属年代の判定や新治窯跡群の中への位置付けは、各器種の形態的特徴を視覚的に比較して行くより方

法がないと思われる。
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表 2.栗山窯出土遺物観察表 (窯体内出土)

版

号

図

番
器形 法量 残存率 焼成 胎土 色調 器形・技法の特徴 備考

1 郭 Ａ

Ｂ

Ｃ

[164]

46
88

1/3 堅緻 径 1～ 2 1tulの長石 。

石英を多量

暗灰色 直線的な体部をもち、日縁部内面にごく浅い沈

線がつく。底部は切り離し後、回転ヘラ削りを

行い、さらにナデに近い手持ちヘラ削りを多方

向から施している。

底部付近
に佳彗か1こ

自然釉

2 堺 Ａ

Ｂ

Ｃ

[156]

3.8

[84]

1/4 堅徹 径 1血mの長石・石英
を中量

暗紫灰色 体部は丸みを帯び、口縁部内面に沈線をもつ。

底部はヘラ切り後、体部下端及び底面に回転ヘ

ラ削りを施す。

焼き歪み

有り

3 堺 Ａ

Ｂ

Ｃ

[16.2]

43
[98]

1/3 良
質

不
軟

径 1～ 211Eの長石・

石英を中量、雲母を

多量

明褐色 体部は丸みを帯び、口縁部は内面の沈線により

僅かに外反ぎみになる。底部はナデに近い一方

向の手持ちヘラ削りを施す。

4 郭 Ｂ

Ｃ

(30)
110

2/3 普通 径 1～ 2 mlの長石・

石英を中量、雲母を

多量

明茶褐色

明灰色

体部下位は丸みを帯びる。底部は切 り離 し後、
一方向の手持ちヘラ削りを施す。体部は下位ま

で全面的に回転ナデを行っている。

5 堺 B。 (22)
C.[88]

底部周辺
1/2

良好 径 l mmの長石・石英

を中量、雲母を少量

暗褐色 丸みを帯びた体部をもつ。底部は回転ヘラ切り

後、軽い手持ちヘラ削りを多方向から施す。

焼成時の

ひび害けれ

有り

6 琢 A E124]
B.  26
C [90]

1/4 良好 径 1～ 2 mmの長石・

石英を非常に多量

暗灰色 小型の不。底部残存部は僅かであるが、回転ヘ

ラ切りないし回転ヘラ削りの後に軽い手持ちヘ

ラ削りを施した跡がみられる。

7 17N Ａ

Ｂ

細片 普通 径 l mHの 長石・石英
を少量、雲母を微量

暗褐色 直線的な体部をもつ。日縁部内面に浅い段状の

沈線がつく。

8 邪 Ａ

Ｂ

1/4 良好 径 l EUlの長石・石英

を多量

灰色 直線的な体部をもち、口縁部内面に浅い沈線が

つく。

9 郭 Ａ

Ｂ

体部片
1/5

普通 径 l Hulの長石・石英
を少量、雲母を微量

灰褐色
一部褐色

直線的な体部をもち、日縁部内面1こ i亮線がつく。

郭 Ａ

Ｂ

体部片
1/5

普通 径 l IInの長石・石英
を少量

茶褐色 直線的な体部をもち、日縁部内面に浅い沈線が
つく。

11 雰 Ａ

Ｂ

体部上位
1/3

良好 径 1～ 2 malの長石・
石英を多量

紫灰色 体部は浅めで、僅かに丸みを帯びる。日縁部内
面に沈線がつく。器壁が薄く、端整な作りであ
る。

12 郭 Ａ

Ｂ

Ｃ

[141]
47

1/2 堅徹 径 1～ 2 mmの長石・
石英を多量

黒灰色
暗赤灰色

口縁内部面に浅い沈線が認められる。底部を切
り離し後、 2方向から手持ちヘラ削りを行って
いる。火膨れ、焼き歪みが著しい。

郭 B_(32) 体部細片 普 通 径 l mmの 長石・石英
を少量

明灰色 直線的な体部をもち、日縁部内面には沈線がつ

かない。

14 邪 B。 (41) 体部細片 良好 径 l mllの長石・石英
を少量

暗灰褐色 直線的な体部をもち、日縁部内面に沈線がつく

15 郭 B (32) 体部細片 良好 径 l mmの長石・石英
を中量

暗灰褐色 体部上位に僅かな屈曲があり、日縁部内面に沈
線がつく。作りは薄く端整である。

j/A B ( 体部細片 良
質

不
軟

径 l mmの長石・石英
を中量、雲母を多量

明褐色 体部は直線的で、口縁部内面には浅い段がつく

17 郷 B, ( 口縁細片
1/6

良
質

不
軟

径 l mmの 長石 。石英
を少量、雲母を中量

明褐色 体部は丸みを帯びて浅い。日縁部は僅かに外傾
し、内面に強い段がつく。

蓋 A.[168]
B  31
F.[1403
G.  0.2
H.  29
1   09

2/3 普通 径 l nmの 長石・石英
を多量、雲母を微量

灰色
部分的に
黒灰色、
明褐色

体部は僅かに丸みを帯びて開き、かえり付近で

強く屈曲する。かえりは体部の屈曲に合わせて

直角的に垂下する。つまみは偏平宝珠形を呈す
る。体部上位に回転ヘラ削りを行い、その上か
ら全面的に回転ナデを施している。

蓋 A [164]
B.  3.1
F.[140]
G.  02
H.  28
1.  09

2/3 良
質

不
軟

径 1～ 2 mmの長石・

石英・雲母を多量、
赤色スコリアを微量

暗茶褐色 体部は丸みを帯びて大きく開き、かえり付近に

僅かな屈曲をもつ。断面三角形の端整なかえり
がつく。体部上位に回転ヘラ削りを施す。

蓋 Ａ

Ｂ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

2/3 良
質

不
軟

径 1～ 2 mmの長石・
石英を多量、雲母を
多量

明灰褐色
明茶褐色

体部は僅かに丸みを帯びる。かえりは、粘土紐
を張り付けて軽く三角形に整えた程度。つまみ
は基部の太い偏平宝珠形を呈する。体部上位に

回転ヘラ削りを行い、その上から全面的に回転
ナデを施している。
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蓋 Ａ

Ｂ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

[16.6]

2.8

[14.2]

03
2,8

0.9

1/3 堅緻 径 1～ 2 Hlnの長石・
石英を中量

暗灰色 断面三角形の端整なかえりをもつ。つまみは基
部が太い偏平宝珠状を呈する。体部上位に幅広
く回転ヘラ削りを施す。

焼き歪み
が著しい

蓋 A.[18.0]
B。 (19)
F.[15,0]
G.  25

1/2 良好 径 l mmの 長石・石英
を中量

暗赤灰色
茶褐色

体部は僅かに丸みを帯びる。かえりは断面三角
形を呈する。体部上位に幅広く回転ヘラ削りを

施す。

蓋 Ａ

Ｂ

Ｆ

Ｇ

E17.4]

(23)
[14.6]

0,3

体部片
1/4

良
質

不
軟

径 l mmの長石・石英
を少量、雲母を多量

明褐色 体部は直線的に開き、外反ぎみのかえりをもつ。
体部上位に軽い回転ヘラ削りを施す。

焼成時の
ひび割れ
有り

蓋 A・ [176]
B。 (19)
F [15.0]
G  03

体部片
1/5

普通 径 l mnの長石・石英。

雲母を少量
赤褐色・

明茶褐色
体部は僅かに丸みを帯び、断面尖台形のつまみ
をもつ。体部上位に軽い回転ヘラ削りを施す。

蓋 Ａ

Ｂ

Ｆ

Ｇ

[17,7]

(1,9)
[150]

0.2

体部片
1/5

良好 径 l mmの長石・石英
を少量

灰色 体部は直線的に開き、かえり付近で僅かに屈曲
する。断面三角形の厚めのかえりをもつ。体部
上位に回転ヘラ削りを施す。

蓋 A.[16.6]
B.(23)
F.[13.2]
G。  35

体部片
1/4

普通 径 l mmの長石・石英
を中量

暗茶褐色 体部は丸みを帯び、かえり付近で屈曲する。か
えりは高く、基部の外側を肥厚させることで補
強している。体部外面のほぼ全面に回転ヘラ削
りを施す。

霊 Ａ

Ｂ

Ｆ

Ｇ

[17.8]

(2.1)
[14.8]

0.5

□縁付近
1/3

良好 径 l mmの長石・石英
を中量

暗赤褐色 体部はかえり付近で強く屈曲する。かえりは高
く端整に作られる。

蓋 Ａ

Ｂ

Ｆ

Ｇ

[17.6]

(1.3)
[14.8]

0.3

口縁部片
1/5

良好 径 lHnの長石・石英
を中量

紫灰色 体部はかえり付近に屈曲をもつ。かえりは断面
三角形で厚めの基部をもつ。

蓋 Ａ

Ｂ

Ｆ

Ｇ

1/4 普通 径 1～ 2 mmの長石・
石英を中量、雲母を
少量

紫灰色・
灰色

小型の蓋。体部は丸みを帯び、かえり付近に強
い屈曲をもつ。かえりは断面三角形で端整に作
られる。

焼成時の
ひび害」れ
有り

蓋 H.  30
1.  12

つまみ部
のみ

不良 径 l ollの長石・石英
を微量、雲母を少量

明褐色 偏平宝珠形のつまみ。 焼成時の
ひび有り

蓋 B.(19)
G.  0,2

細片 良好 径 l mnlの長石・石英
を中量

暗灰褐色 体部はかえり付近に弱い屈曲をもつ。かえりの

断面は丸みを帯びた三角形を呈する。

蓋 B.(1.7)
G.  0.2

細片 普通 径 l mmの長石・石英
を中量、雲母を中量

明灰褐色 体部はかえり付近に屈曲をもつ。断面三角形の

かえりをもつ。

蓋 Ｂ

Ｇ
(1.5)

0,3

細片 良好 径 l mmの長石・石英
を微量

灰 色 直線的な体部をもつ。かえりは低く、基部の広
い三角形を呈する。

蓋 Ｂ

Ｈ

Ｉ

(19)
2.8

11

1/8 良
質

不
軟

径 l mmの長石・石英
を少量、雲母を多量

明褐色 つまみは高く、断面逆台形を呈する。体部上位
に回転ヘラ削りを施す。

蓋 Ｂ

Ｈ

Ｉ

(13)
2,7

0.6

1/3 堅徹 径 l mmの長石・石英
を多量

暗紫灰色 つまみは偏平ボタン状を呈する。体部上位に回
転ヘラ削りを施す。歪みが著しい。

内側の器
面が剥離
焼台か

蓋 B.(1.4)
G.  03

細片 普通 径 l mmの長石 。石英
を少量

暗灰褐色 かえりは断面三角形を呈 し、かえりの外側の

「受け」にあたる部分が薄手に作られる。

蓋 Ｂ

Ｇ
(1.6)

0.2

細片 普通 径 l lnHの長石・石英
を少量、雲母を微量

灰色 かえりは口縁部に向かって外傾する。薄手で端
整に作られる。

小型蓋 A.  7.1
B。 (1.6)

蓋部完形 良好 径 1411の長石・石英
を少量

明赤灰色 体部はやや反りながら浅めに開き、端部を小さ
く屈曲させる。頂部の付属部分を欠失している。
全面に回転ナデ調整を施す。

高 不 Ａ

Ｂ
[21.6]

(16)
口縁部片
1/5

不良 径 l mmの長石・石英
を中量、雲母を微量

明灰褐色
黒褐色

盤ないし高罫の日縁部片。日縁部を断面 S字状
に屈曲させる。薄手で端整な作りである。体部
外面に回転ヘラ削りを施す。

焼成時の
ひび割れ
有り

高 郭 B,(12) 日縁細片 不 良 径 l mmの長石・石英
を中量、雲母を少量

明灰褐色 盤ないし高郭の日縁部片。日縁部を断面 S字状
に屈曲させる。

円面硯 Ｂ

Ｄ

(30)
[236]

脚部片
1/6

普通 径 1～ 2 mmの長石・

石英を微量
明赤灰色 脚部下位に突帯を巡らせる。脚端部は内外面に

突出部をもつが、僅かに爪先の上がる状態で接
地する。長方形の透かしが 2か所確認でき、そ
の上に突帯が巡ると思われる。

餐 B。 (4.6) 頸部細片 堅撤 径 l mmの長石・石英
を多量

暗赤灰色
灰色

頸部はくの字に強く屈曲する。体部外面に平行
線の叩き、内面に同心円の押さえ跡がつく。割
れ口に自然釉の付着があり、破片を焼台として

利用したものと思われる。

灰原出土
の破片と
接合

-210-―



甕 B. 体部細片 堅撤 径 1 4ullの長石・石英
を中量

黒灰色 体部外面に斜方向の平行線叩き、内面に同心円
の押さえ跡がつく。高温により器表面の一部が
ガラス化している。

甕 B. 体部細片 堅織 径 l alHの長石・石英
を多量

黒灰色
暗赤色

体部外面に縦・斜方向の平行線叩き、内面に同
心円の押さえ跡がつく。内面に自然釉が付着。

焼台とし
て不可用か

焼台 長. 10.5
幅. 6.3
厚. 2.4

砂質上が固まったも
ク)。

黒灰色 砂質上の窯壁の一部が釉着・凝固したものを焼
台に利用している。表面に窯体穿築時の工具跡
が残る。

焼台 長
幅
厚

径1～ 2 uutlの長石・
石実を非常に多量

黒灰色 土器の混和材に使う砂粒を多量に含む粘土が焼
け固まったもの。断面形態は窯床の傾斜に合わ
せた台形状を呈する。底面に板片や藁の付着し
ていた痕跡がみられる。

(灰原出土)

版

号

図

番
器形 法量 残存率 焼成 胎土 色調 器形・技法の特徴

上

位

出

層
備考

邪 Ａ

Ｂ

口縁部
1/6

良好 径 l alnlの長石・石
英を微量

灰色 体部は直線的に開き、日縁部に向かい僅かに
外反ぎみになる。日縁部内面に浅い沈線がつ

く。

原
層

灰
下

郭 Ａ

Ｂ

Ｃ

[172]
28

[10,6]

1/6 良好 径 l DIの長石・石
英を中量

明灰色 体部は直線的に開く。底部に別器の底部が融
着している。

原
層

灰
上

郭 B.(3.6)
C. 10,0

1/2 良
質

不
軟

径 l ullの長石・石
英を微量、雲母を
多量

明灰白色 体部は丸みを帯びる。底部は回喉ヘラ切り像
ナデに近い軽いヘラ削りを多方向から施す。
体部は全面的に回転ナデ調整。

原
層

灰
下

不 ? B.(2.5)
C.[4.6]

細片 良好 径 141nの長石・石
英を微量

暗灰色 蓋ないし他の器種の可能性がある。体部は丸
みを帯びて開き、中位で強く外反する。体部
下位、底部に回転ヘラ削りを施す。

灰原
下層

邪 B.
C.

底部片
1/6

良好 径 l alnの長石・石
英を少量

明灰色 体部と底部の境に稜がつく。底部は切り離し
後、回転ヘラ削りを施す。

灰原
上層

罫 B。 (0.4)
C.  8.8

片
３

部
／

底
２

良好 径1～ 2血輻 ・
石英を中量

灰色 底部は回転ヘラ切り後、回転ヘラ削りを行い、
その上に多方向からナデを施している。

原
層

灰
上

郭 A.[11.5]
B.(30)

糸田片 良好 径 l Hllの長石・石
英をごく微量

明灰色 小型の邦。丸みを帯びた体部をもち、日縁部
内面に沈線がつく。体部外面に指によるナデ
跡が見られる。

灰原
一括

郭 Ａ

Ｂ

Ｃ

1/3 堅緻 径 l dHの長石 。石
英を中量

灰色 □縁部に沈線状の窪みが微かに認められる。
底部は軽い手持ちヘラ削りの痕跡が見られる。
焼き歪みが著しく別器底部が融着している。

原
層

灰
下

邪 底部片 良好 径1～ 2師の長石・
石英を中量

灰色 底部は切り離し後、回転ヘラ削りを施す。 原
層

灰
上

郭 C.[140] 底部片 良好 径1～ 2側の長石・
石英を多量

灰色 底部は切り離し後、回転ヘラ削りを施す。 原
層

灰
下

堺 B。 (1.6)
C.[5,4]

1/4 普通 径1～ 2剛の長石。

石英を中量
灰色 小型のイ。径の小さい底部から直線的に体部

が開く。体部下端にごく軽い手持ちヘラ削り
を施す。底部は回転ヘラ切り後、手持ちヘラ
削りを施す。

原
層

灰
下

堺 B.  3.8 細片 良
質

不
軟

径 l nulの長石・石
英を多量

灰黄色 底部から体部下位にかけて丸みをもつ。調整
等は摩滅しており不明。

灰原
上層

堺 B。 (38) 細片 普通 径 l malの長石・石
英を中量

明灰褐色 体部下端に僅かなためをもち、外反ぎみに開
く。

原
層

灰
下

琢 B.(2.9) 細片 良好 径 1411の長石・石
英を中量

灰色 器壁が厚く、体部は僅かに丸みを帯びて立ち
上がる。器面は回転ナデにより滑らかに調整
される。

原
層

灰
上

高台郭 Ｂ

Ｄ

Ｅ

1ノ//4 普通 径 i nllの長石・石
英を微量、雲母を
中量

灰白色 底部から体部下位にかけて丸みを帯び、高台
は底部寄りの位置に付く。高台は低く、断面
台形を呈する。底部は切り離し後、回転ヘラ
削りを施す。

原
層

灰
下

高台イ B。 (1.3)
D.  8.1
E.  0.6

高台部
2/3

良好 径 l mmの長石・石
英を中量

灰色 高台は低く断面台形で、外端部で接地する。
底部寄りの位置に付く。底部は回転ヘラ削り
後高台取付けに伴う回転ナデを全面的に施す。

原
層

灰
下

高台郭 Ｂ

Ｄ

Ｅ

(2.3)
[110]
■0

高台部
1/5

良好 径 l aullの長石・石
英を中量

灰色 高台は厚く断面台形を呈し、体部下端よりも
かなり底部寄りの位置に付く。底部は高台取
付けに伴う回転ナデにより調整される。高台
郭以外の器種の可能性もあるが、焼き歪みも
あるため不明である。

原
層

灰
下
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高台堺 Ｂ

Ｄ

Ｅ

細片 良好 径 l alHの長石・石
英を中量

灰色 底部から体部下位にかけて丸みを帯び、
は底部寄りの位置に付く。高台は低く、
は細台形を呈する。

台

面

高

断
原
層

灰
上

高台郭 Ｂ

Ｄ

Ｅ

(11)
[104]
09

細片 良好 径1～ 2mの長石・
石英を中量

灰 色 高台は厚く、断面台形を呈する。底部は切り

離し後、高台取り付けに伴う回転ナデを全面

的に施す。

原
層

灰
下

焼き歪み
有り

高台lTN Ｂ

Ｄ

Ｅ

(■9)

[109]
15

細 片 普通 径 l mmの 長石・石
英をごく微量、雲
母を中量

灰色 他器に比べて、高台が非常に高く薄い

は切り離し後、回転ヘラ削りを施し、

辺に回転ナデを施す。

部
周

底
台

ｏ
青画

原
層

灰
下

高台雰 B,(13) 細片 良好 径 l nllnの 長石・石
英を少量

灰色 高台は端部を破損しているが、比較的高く、
ハの字に開くものと思われる。底部は高台取

り付けに伴い粘上を貼り付けて回転ナデ調整
を施している。

原
層

灰
上

高台郭 B(■ 6) 底部片 良好 径1～ 2 mlnの 長石・

石英を少量
灰色 高台部を欠失する。底部から体部にかけては

直角ぎみに屈曲する。底部は切り離し後、回

転ヘラ削りを行い、高台取付けに伴う回転ナ

デを周囲に施す。

原
層

灰
下

高郭 B(11) 細 片 堅 徹 径 l mnの 長石・石
英を少量

明灰色 体部は直線的に開き、日縁部はS字状に屈曲

する。外面に回転ヘラ削りの痕跡がみられる。
器壁が薄く端整な作りである。

原
層

灰
下

自然釉付
着

高郭 B. ( 細 片 良
質

不
軟

径 l mmの 長石・石
英を少量、雲母を

少量

明責褐色 S字状に屈曲する端整な□縁部をもつ。 灰原
下層

高lTN B. ( 細片 普通 径 l mmの 長石・石
英を少量

灰 色 S字状に屈曲する端整な口縁部をもつ。器壁
が非常に薄い。

原
層

灰
下

高郭 B。 (10) 細片 良好 径 l mmの 長石・石
英を少量

灰 色 S字状に屈曲する端整な口縁部をもつ。器壁
が非常に薄い。

原
層

灰
上

蓋 A.[172]
B.  28
F[146]
G.  02
H.  28
1.  07

1/4 良好 径1～ 2 mmの長石・

石英を少量
灰色 体部は丸みを帯び、かえり付近で僅かな段が

付く。かえりは体部の段に合せて粘土を貼り

付け、断面三角形に整えたもの。つまみはボ

タン状で中央が僅かに窪む。体部上位に回転
ヘラ削りを行い、その上から軽いナデを施し

ている。

原
層

灰
上

蓋 Ａ

Ｂ

Ｆ

Ｇ

[160]
(20)
[140]
02

1/4 良好 径 l mmの 長石・石
英を多量

灰色 体部は直線的に開き、低いかえりをもつ。体

部上位に回転ヘラ削りを行い、その上から軽
いナデを施 している。

灰原
上層

蓋 A.[168]
B。 (17)
F[13.8]
G  02

口縁片
1/4

良
質

不
軟

径1～ 2 mmの長石・

石英を中量、雲母
を多量

灰黄褐色
明灰色

体部は丸みを帯び、日縁部付近で強く屈曲す
る。かえりは体部の屈曲に合せて粘上を貼り

付け三角形に整えたもので、内側からの高さ
が目立つ。

原
括

灰

一

蓋 B (16) 1/6 良
質

不
軟

径 1～ 2 nmの長石・

石英を多量、雲母
を多量

明灰色 体部は丸みを帯び、かえり付近で屈曲する。
かえりは欠損するが、体部の屈曲に合せた小

さなものと思われる。体部上位に回転ヘラ肖1

りを施す。

原
層

灰
上

蓋 Ｂ

Ｇ

(26)
02

1/5 良好 径 l mmの 長石・石
英を中量

灰色 体部は直線的で、かえりは断面が丸みを帯び

た三角形を呈する。歪みにより、体部が反り
かえっている。

灰原
上層

蓋 Ｂ

Ｈ

Ｉ

1/3 堅 織 径 l mmの 長石・石
英を中量、黒色粒
子を少量

灰色 焼き歪みが著しいが、体部は直線的に開き、
かえり付近で屈曲する。かえりは断面三角欣
つまみは基部の太い偏平宝珠形を呈する。

原
層

灰
上

高温によ

り器面に
融解部が
みられる

蓋 Ｂ

Ｈ

Ｉ

1/3 普通 径 l mmの 長石・石
英を多量、雲母を

多量

明灰褐色 つまみは偏平宝珠形を呈する。体部上位に回

転ヘラ削りを施す。

原
層

灰
下

蓋 B (16)
H.  29
1_  09

1/4 普通 径 l mmの 長石・石
英を中量、雲母を

多量

灰色 つまみは基部の太い偏平宝珠形を呈する。体

部上位に回転ヘラ削りを行い、つまみ取付け
に伴う軽いナデをその上から施している。

原
層

灰
上

蓋 Ｂ

Ｈ

Ｉ

(15)
25
08

細片 良好 径 l mmの 長石・石
英を多量

暗灰色 つまみは基部の太い偏平宝珠形を呈する。体

部上位に回転ヘラ削りを行い、軽いナデをそ
の上から施している。

灰原
下層

蓋 H  27
1   07

1/4 良
質

不
軟

径 l mmの 長石・石
英を多量、雲母を

多量

明灰褐色 つまみはボタン状を呈する。体部上位に回転
ヘラ削りを施す。

原

層

灰
下

蓋 Ｈ

Ｉ

28
(0,9)

細片 良好 径1～ 2 mmの長石・

石英を多量
暗灰色 つまみは偏平宝珠形を呈する。 原

括
灰

一

蓋 H  38
1.  04

細片 普通 径 1～ 2 mmの長石・

石英を多量
灰色 つまみは径が大きく、非常に偏平な宝珠なヽ

しボタン状を呈する。

原
層

灰
上
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蓋 B (27)
H.  2,7
1.  12

細片 良
質

不
軟

径 l alaの長石・石
英を微量、雲母を
少量

明灰色 体部は上位の平坦面から稜をもって開く。つ
まみは高く、基部の太い宝珠形を呈する。体
部上位に回転ヘラ削りを行い、その上に回転
ナデを施す。

原
括

灰

一

蓋 (22)
02

細片 良
質

不
軟

径 l Dullの長石・石
英を中量、雲母を
多量

灰黄褐色 体部は直線的に開き、小さく端整なかえりを
もつ。体部上位に回転ヘラ削りを施す。

原
層

灰
上

蓋 B。 (17)
E  02

細片 良好 径 l dulの長石・石
英を中量

灰 色 体部は直線的に開く。かえりは断面が丸みを
帯びた粘土紐状を呈する。

原
層

灰
下

蓋 B,(12)
E.  01

細 片 良
質

不
軟

径 l altlの長石・石
英を中量、雲母を
多量

黄褐色 体部は丸みを帯び、かえり付近で強く屈曲し
鍔状を呈する。かえりは体部の屈曲に合せて
僅かに粘上を貼り付けて成形 したもの。

原
層

灰
上

蓋 (17)
02

Ｂ

Ｅ
細片 良好 径 l mmの 長石・石

英を多量
灰 色 回縁端部を折り返すようにして肥厚させ、一

部を成形して低いかえりを作り出している。
原
層

灰
上

円面硯 B.(43)
D.[202]

細 片 堅 徹 径 l nulの長石・石
英を少量

黒灰色 脚部に一条の突帯をもち、脚端部は内外両方
向に強く張り出す。全面的に回転ナデ成形を
イ丁つている。

原
層

灰
上

内面に僅
かに自然

釉が付着

円面硯 Ｂ

Ｄ

(30)
[250]

細片 堅級 径 l Hlの 長石 。石
英を少量

灰色 脚部に一条の突帯をもち、脚端部は内外両方
向に強く張り出す。

原
層

灰
下

長頸壺 B。 (60) 細 片 良好 径 1～ 3 nlnの 長石
を微量、黒色粒子
を少量

灰色 円筒状の頸部のみ残存。内面下端に体部との
接合のための指頭圧痕が僅かに残る。回転ナ
デ調整を全面的に行っている。

原
層

灰
下

一部に自
然釉付着

甕 B。 (4.7) 細 片 普通 径 l mmの長石・石
英を少量、雲母を
多量

灰色 甕の体部上位の細片で器壁が薄い。外面に平
行線の叩き目が付き、内面はヘラナデによる
調整を施している。

原
括

灰

一

甑 B_ ( 率田片 良好 径 l nlllの長石・石
英を少量、雲母を
少量

灰 色 甑ないし鉢の口縁部片。外面に横方向の平行
線の叩き目が付く。内面はヘラナデによる調
整を施している。

原
層

灰
上

甕 B.(77) 細 片 良好 径 1画の長石・石
英を少量

明灰色 外面は平行線の叩き目を付け横方向のヘラナ
デを施す。内面は同心円の押さえ跡が付く。

原
括

灰

一

甕 B ( 細 片 良好 径 l allの長石・石
英を少量

明灰色 外面は平行線の叩き目を付け横方向のヘラナ
デを施す。内面は同心円の押さえ跡が付く。

原

層

灰

上

95と 同一

個体か

甕 B (65) 細片 良好 径 l allの長石・石
英を少量

明灰色 外面は平行線の叩き目を付け横方向のヘラナ
デを施す。内面は同心円の押さえ跡が付く。

原
層

灰
上

95と 同一

個体か

甕 B。 (6.0) 細片 良
質

不
軟

径 l alnの長石・石
英を微量、雲母を
多量

灰白色 甕の体部下端片。外面に平行線の叩き目とヘ
ラ削り、内面に指頭圧痕と指ナデがみられる。

原
層

灰
上

餐 B (60) 細 片 良
質

不
軟

径 l mllの長石 。石
英を多量

灰 色 大型の甕の口縁部片。外面に回転ヘラ調整を
行い、櫛書波状文を施す。

原
層

灰
上

甕 B。 (58) 細 片 良好 径 1～ 2 mmの長石・
石英を非常に多量

灰色 大型の甕の体部片で、器壁が非常に厚い。外
面に平行線の叩き跡、内面に同心円の押さえ
跡が付く。

原
層

灰
上

甕 B. ( 糸田ナ| 良好 径 1～ 3 mlの長石
を微量、黒色粒子
を少量

灰色 外面は回転ヘラ削り後にナデ調整を行い滑ら
かにしている。内面はヘラないし指による回
転ナデの痕跡がみられる。

原
層

灰
上

甕 B.(62) 細片 良好 径 1～ 2 ulnの長石
を非常に多量

暗灰色 大型の甕の体部片で、器壁が非常に厚い。外
面に平行線の叩き跡が微かにみられ、内面に
は同心円の押さえ跡が付く。

原

層

灰
下

陽物 ? 長

太
(119)
(37)

良
質

不
軟

径 1～ 2 mmの長石
を非常に多量、雲
母を多量

明灰褐色
赤褐色

三足鍋の脚部の可能性もあるが実態は不明。
手づくねによる成形で、一部ヘラナデがみら
れる。

灰原
下層

甕 Ａ

Ｂ

E238]
(59)

□径の
1/4

普通 径 1～ 2 mmの長石
を非常に多量、雲
母を中量

暗灰褐色 回縁部はくの字に外反し、口唇部が僅かに突
出する。体部内面にヘラナデを施す。形態的
には土師器甕であるが、還元焔焼成の色調を
呈する。

灰原
下層

弩 Ａ

Ｃ
[250]
[74]

細片 普通 径 1～ 2411の長石
を非常に多量、雲
母を中量

暗灰褐色 口縁部はくの字に強く外反 し、日唇部は大き
く外傾する。体部中位以下にヘラ磨き、内面
にヘラナデと指頭圧痕、底部に木葉痕がみら
れる。形態的には土師器甕であるが、還元焔
焼成の色調を呈する。

原
層

灰
上

小破片 4

点は同一

個体と思
われる

天 目碗 Ａ

Ｂ
[134]
(47)

細片 堅 徹 白色級密で磁器に
近い

黒色
茶掲色

体部上位に弱い張りをもち、日縁部は僅かに
外反する。

表土

カワラケ B.(15)
C,[70]

細片 良
質

不
軟

ごく微細な長石を
微量

明橙褐色 体部下位から底部にかけて軽い指頭圧痕がつ
く。

表土

すり鉢 Ａ

Ｂ
[300]
(68)

細 片 良好 径 l mnIの長石・石
英を微量

暗赤褐色 体部は直線的に開き、日縁部は両端を突出さ
せる。回転ナデ調整を施す。釉の付着はみら
れない。

表土
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第 4節 考察

1)栗山窯における須恵器の製作傾向

今回の調査では、灰原に散らばる遺物を取り上げて行く中で、比較的上層に含まれる遺物とそれよりも下層

に属すると見られる遺物があり、概ね 2回にわたる廃棄の状況が把握されている。これに窯体内出上の遺物を

加え、出土地点別に3つ の遺物群を設定することが可能となっている。窯体内、灰原上層、灰原下層、のそれ

ぞれに属する遺物は、必ずしも厳密なものではないが、廃棄された順序を反映しているものと思われ、灰原下

層のものほど早い段階に製作・廃棄されたものと考えることができる。そこで、この3者の様相を比較するこ

とから、栗山窯の須恵器製作に何らかの時間的あるいは段階的な傾向が見い出せるかどうか、検討を試みるこ

とにした。検討方針は、各地点の遺物の破片数を、器種ごとに、あるいは細分化した特定器種ごとに数えて、

地点間の違いを比較するものである。これは、あくまで個体数ではなく破片数であるため、数量的な多寡はお

よその目安でしかない。また、 3地点の時間差についても、遺物総量からして大きな差はないと思われ、窯体

内に前段階の遺物が焼き台として残される場合や、灰原に後世の遺物が混入する場合などを考えれば、一層、

厳密性を欠くものとなるであろう。しかし、このような方法によつて、一面しか床面をもたない本窯でも、複

数次にわたる操業の可能性と大まかな傾向は掴めるものと考える。限界を認めた上での検討であることをあら

かじめ承知されたい。

1.器種構成

第12図 は、栗山窯出土の遺物を器種構成別に割合で表したものである。最上段に示した窯全体のグラフでは、

郭の占める割合が37.2%、 蓋は33.0%で、両者が圧倒的に多い。窯体内から灰原下層にかけてのいずれの地点

でも、両者はほぼ近い割合で多くを占めており、本窯の主体的な製品であったことが分かる。一方、甕類は一

個体あたりの破片数が多いため、灰原では大きな割合を占めているが、個体数としてはかなり少ないものとみ

てよいであろう。ここで興味深いのは、土師器甕が灰原の下層で最も多く検出されていることである。この傾

向は、最初の段階には土師器甕も窯での焼成を試みていたと考える立場と、ごく普通に作られた土師器甕が早

い段階に投棄されていたと考える立場の、 2通 りの解釈が可能である。この甕が還元焔焼成に近い色調を呈し

ていたことを重視 して、前者の解釈に依るならば、土師器二人が須恵器生産に動員され順化して行く過程を示

す資料となるであろう。ただし、土師器の郭類は検出されていないので、あくまで可能性に留まるものである。

またこれらとは別に、割合的に小さな存在である高台郭や高郭などは、明確な傾向が把握できない。強いて言

うならば、高台郭は灰原下層に多く窯体内に存在しないので早い段階の製作、高郭は逆に窯体内に比較的多い

ので遅い段階に多く作られた、という傾向が読み取れなくもない。しかし、高台郭には、高台が薄くて高い後

世の製品らしきものが混入している可能性もあり、深読みは危険である。ここでは、円面硯などと共にごく僅

かな生産量でしかなかったことを把握しておけば十分であろう。
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灰原上層

(177点 )

0                 50 100%
1 1  :  i  l  l :  1  1  l  I

第12図 各器種の破片総数割合 ()内 数値は破片数

2.邦

郭は完形品が存在 しないため、底部から口縁部に至る器形全体をもとにした分類が不可能となっている。便

宜上、ここでは底部形態を問わず、郭の体部形態と口縁部のつくりから第13図のような分類を行った。先述し

たように、郭は体部が直線的なものと丸みを帯びるもの、外反ぎみのものの3つ が存在する。それぞれをAか

らCに分け、さらに口縁部に沈線ないし段状の窪みを付けるものと付けないもので 1と 2に細分した。それぞ

B-l B-2 C-lC-2

50 100%
1  1  1  1  1  :  :  !  :  I

第13図 郭の形態分類及び分類別出土破片数の割合

妻A111:圭:::A121:蕉 B-1≡華三B-2≡ C-1 C-2

/ ノ ノ ノ / /
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A-1 A-2 B-lB-2C-lC-2

窯 体 内

(40点 )

灰原上層
(23点 )

灰原下層

(30点 )

０

１
Ｌ :  !  I  I  I  1  1  1  :  |

50 100%

第14図 出土地点別郭の諸形態の破片数割合

れに中間的なものもあるが、都合、この6種類の中に入れて検討している。

これらの破片数を出土地点別に割合で表したものが第14図である。いずれの地点もA類の占める割合が高く、

Bと C類はほぼ同じ割合を保っている。A類に対するB・ C類の割合は、窯体内よりも灰原の方で大きくなっ

ている傾向が看取される。また、A類の中でも、日縁部に沈線が付くA-1と沈線の付かないA-2で は、窯

体内出土、すなわち新しい段階と思われる方に沈線の付くものが多い。これらは検討破片数が少ないこともあ

り、厳密な比較とはなっていないが、灰原下層の段階から既に6類が揃って現われていること、そしてその中

で若子の量的な変化があり、最終的にはA-1類が卓越ないし画一化されていったこと、などの傾向がおよそ

把握されるであろう。なお、破片数全体での割合は、A類 :B類 :C類 =7:1.511.5と なっている。

3.蓋

蓋の分類基準は、体部の形態が直線的であるか、日縁部付近に屈曲をもつものか、ということに加えて、か

えりの基部の厚さやその取り付け方に着目している。第15図 は、体部が直線的に延びて日縁部に至るものをa

類、回縁部付近で屈曲をもつものをb類に大別して表したものである。さらにかえりの作りによって以下のよ

うな細分を行っている。

a-1

a-2

a-3

b-1

b-2

b-3

b-4

体部は直線的で、基部の薄い鋭いかえりが付 くもの。

体部は直線的で、基部の厚いかえりが付 くもの。

体部は直線的で、基部の薄い鋭いかえりが外傾 して取 り付 くもの。

体部は屈曲し、基部の薄い鋭いかえりが付くもの。

体部は屈曲し、基部の厚いかえりがつくもの。

体部は屈曲し、かえりは口縁部側から粘土を厚 く貼り付けて垂下させたもの 。体部内側から見てか

えりの比高差が大きいもの。

体部は屈曲し、日縁部内側を肥厚させてかえりの代りにしたもの 。b-3よ りもかえりを作る意識

が消極的なもの。
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ia-2,| I→ a-341 b-1 b-2 b-3 b-4

ゝ ゝ ＼ ゝ ゝ ゝ ゝ

a-1 a-2 a-3 b-l b-2b-3b-4

10050l  I  I  I  I  :  :  :  :  I

第15図 蓋の形態分類及び分類別出土破片数の割合  ( )内数値は破片数

ところで、かえりの取り付けは、回転台に体部が逆さまに乗せられた状態で行われるものと考えられ、 a一

1の ような体部に直行する角度で薄いかえりを取り付ける作業は、角度に留意して工具を駆使するため、やや

熟練を要するものと思われる。一方、逆さになっている体部の回縁部付近を外反させ、山折りになった部分に

粘土紐を巡らせてかえりを成形するb類の方法は、より容易な作業であったと思われるのである。本窯の資料

には、このような製作上の難度や省力・容易性を反映した2つ の形態が併存するので、製作傾向の把握にはこ

の点に着眼することにした。

第16図 に表された出土地点別の割合は、灰原下層の資料数が少ないものの、 a類が70～80%の一定の割合を

占めており、主体的に生産されていた様子が把握できる。同時に、 b類が灰原下層の段階から存在し一定の割

合を保持 しているため、 a類の製作が省力化されてb類に移行していったという動きは想定され得ないところ

である。少なくとも本窯の操業段階では、両者が同時に、しかも一定の割合で生産されていたことになるであ

ろう。また、 a・ b類の中の細かな変移について見るならば、かえりが外傾する端正な作りのa-3類は比較

的新しい段階、かえりの意識が消極的なb-4類 はごく僅かながら古い段階に認められること、などが指摘で

きるであろう。ここにおいても、端正な作りのものから簡略化されたものへ移行するといった軌跡は看取され

a… 1 a-2 a-3    b-l b-2b-3

灰原上層

(44点 )

灰原下層

(25点 )

第16図 出土地点別蓋の諸形態の破片数割合 ()内 数値は破片数

０

１

内

，体
鯨

窯

ぐ
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得ず、むしろその逆を示している。従って、本窯での生産は、当初の典型品生産を維持し続け、技術的な退行

とは無関係にa-3類やb-2、 b-3類などを「変種」として作り出していったという傾向にまとめること

ができるであろう。

4。 まとめ

さて、以上より知られる本窯の須恵器の製作傾向は、決して大きな変転を辿るものではなかった。灰原出土

の遺物が 2群に分けられ、窯体内にも焼き台として再利用された遺物があることなどを考え合わせると、最低

でも2段階の操業は行われたものと考えられる。灰原下層および灰原上層の一部の遺物が前段階の操業を、窯

体内と灰原上層の一部の遺物が後段階の操業をそれぞれ反映しているものと想定した場合、両段階の差異は僅

かであり、典型品の継続的な生産を行い、技術的な後退を来す余地は認められなかった。A-1類の郭が最終

的に卓越することや、 a-1類の蓋が主体を占める中からa-3類のような端正な作りの蓋が現れることなど

は、二人の抱く典型品のイメージが強く保持されていたことを示しており、製作の熟練度も向上したかのよう

な印象を受ける。また、窯体の床面が 1面 しか確認されなかったことから両段階の火入れの回数はごく少なく、

時間差も小さいものであった可能性が高い。従って上記に表された須恵器の製作傾向は、時間差によって生じ

る変移というよりも、工人のもつ癖や嗜好の違い、あるいは試作といった微細なレベルで生じる多様性を反映

したものと考えるべきなのであろう。

2)栗 山窯 と他 窯 の比較 お よび帰属年代 の検討

栗山窯は、従来より知られている新治窯跡群の分布域に対して、大きく東に離れた地点に立地している。従っ

て、栗山窯は新治窯跡群とは別に単独で築かれた窯である可能性がある。しかし、各地の集落遺跡から「新治

産」と考えられる須恵器が、通時代的かつ大量に出土している事実は、筑波山東南麓にまだ未知の窯跡が多数

存在していることを予想されるものである。周知の新治窯跡群と栗山窯との間の空間に、今後多数の窯跡が発

見される可能性があり、栗山窯を新治窯跡群との連続性の中に位置付けておくことは必ずしも無謀なことでは

ないと思われる。また、近在する新治村永井寄居窯および千代田町一丁田窯は、栗山窯に比較的近い様相の須

恵器 (かえりの付いた蓋など)を製品しており、およそ9世紀代を中心とした周知の新治窯跡群よりも明らか

に古い段階の窯跡と考えられる。これらの窯が新治窯跡群の先駆けとして東方に点在し、その後、系統性をもっ

て西方へと展開していった様を想定するならば、栗山窯の孤立性に拘泥する必要はないであろう。よって、こ

こでは栗山窯を新治窯跡群の一窯と考え、その中における前後関係を明らかにすることから、帰属年代の検討

を進めることにしたい。

具体的な検討作業は、栗山窯で主体的に生産されている郭と蓋を対象とする。比較する窯跡としては、新治

窯跡群でも比較的古い段階と考えられる一丁田窯、永井寄居窯、東城寺寄居前窯を挙げておく。ただし、一丁

田窯以外は表採資料でしかなく、また一丁田窯自体も、調査は窯体内のみであったため須恵器の出土量は僅か

なものでしかない。従って、やや不確定な要素を含みつつの検討であることをお断りしておきたい。

なお、一丁田窯の須恵器に関しては、本報告に先立ち再実測と検討を行っている。一部の重複を含めてその

成果を活用していることを、予め明記しておく (赤井博之・吉澤悟「茨城県千代田町一丁田窯跡出土の須恵器

の検討」『婆良岐考古』第19号 1997年 5月 発行予定)。
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1.郭

栗山窯の必の特徴は、大まかに以下のような諸点が挙げられる。 1.口径は平均16.5cmと 比較的大きい。

2.直線的な体部のものが主体的である。 3.口縁部に沈線ないし段状の窪みが付く。 4.底部は丸底ぎみの

ものも見られるが、多くが平底化したものである。 5,底部調整は回転ヘラ削りによるものが多く、手持ちヘ

ラ削りとの比率は、 3:1の割合で回転ヘラ削りの方が卓越する。 このような特徴の中から、まず法量の点

を中心に比較をしてみたい。第17図は、栗山窯以下の諸窯の郭を、回径に基いて Iか らⅣに分けて示したもの

である。栗山窯では日径が20cm近 くある郭が 1点あり (I)、 次いで15.5cmか ら17.5cmに 収まる郭 (Ⅱ )、 そ

して1lcmか ら13cm程度の小型の郭 (Ⅳ)の 3つ の法量が確認される。栗山窯に最も多いのはⅡの郭である。

これに対して、永井寄居窯、一丁田窯、東城寺寄居前窯では、日径が13cmか ら15cmに 収まる、栗山窯には無

いやや小型の郭 (Ⅲ )が存在しており、主体を占めているのである。特に一丁田窯に注目するならば、ⅡとⅢ

に対応するものがある中で、比較的大きめのⅡは体部が直線的に開き平底の郭である一方 (第 17図 の 9・ 10)、

小さめのⅢは体部がやや外反し、丸底ないし丸底ぎみの郭が多いという (第 17図 の11・ 12)、 日径に対応 した

形態差が存在するのである。前者の郭は、栗山窯で主体的に生産されている郭と法量、形態の点で近似してお

り、 1点だけであるが、日縁部に沈線状の窪みの付いたものも確認できる。一方、後者に特徴的な外反ぎみの

体部は、丸底の底部形態と併せて、栗山窯ではごく僅かな属性でしかなく、法量的に対応するものは存在 しな

い。なお、丸底の底部形態は、一丁田窯に高台付の器種が欠落していることから、手持ち食器の意識の強い残

存とみることも可能である。この点から、一丁田窯は、栗山窯のⅡの郭の流れを汲みつつ、Ⅲの法量の郭を新

たに加えて生産していることが読み取れる。また、やや口径が小さくなったことでⅢの界には深みのある形態

が生れており、永井寄居窯や東城寺寄居前窯の郭には箱形郭との類縁性を感じさせるものまで現れている。大

口径から小口径へと推移する一般的な傾向に加えて、Ⅲの郭はΠに比べて形態的にも後出性を窺わせるものが

I (18.Ocm以上 )

1～ 7 栗山窯

永井寄井窯

9～ 13 -丁田窯

Ⅱ (15.0～ 18.Ocm) Ⅲ 03.0～ 15.Ocm)

8

Ⅳ 13,Ocm以 下)

Vl~/7

＼
＼
や

13

―
第17図 新治窯跡群における郭の変遷

(川井 1995、 吉澤1997よ り引用)
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あると認められるであろう。よって、栗山窯の郭には、一丁田窯や永井寄居窯のそれに対する先行性が指摘さ

れるのである。

底部調整の点では、一丁田窯、東城寺寄居前窯は手持ちヘラ削りの割合が高く、栗山窯とは逆である。後の

段階の新治窯跡群の製品には手持ちヘラ削りが卓越しており、回転ヘラ削りから手持ちヘラ削リヘと主体が移

行したという推測が許されるならば、やはり栗山窯に先行性を認めることができるであろう。

2.蓋

蓋に関しては、形態的な特徴を中心に比較しておくことにしたい。栗山窯の蓋は、体部が直線的なものと口

縁部付近に屈曲をもつものの 2種類があり、かえりの形態によってさらに細分が可能である。ここでは微妙な

かえりの形態差を捨象して、体部形態で大きく分類し、一丁田窯や永井寄居窯、東城寄居前窯と比較してみた

ものが第18図 である。かえりの付く蓋で体部が直線的に延びるものをa類としたが、この例は栗山窯以外にな

く、強弱の違いはあれ、いずれも体部に屈曲がみられる。直線的な体部が 7割以上を占めていた栗山窯とは大

きな違いがある。永井寄居窯の蓋は1点のみ知られており、20cm近い口径がある。体部の屈曲する部分の内

側に小さなかえりを垂下させておりb類に当てはめられる。一丁田窯の蓋は、基部の厚い小さなかえりを付け

るものと、体部の屈曲と粘上の摘み上げによってかえり状の突出部を作るもの、そして端部を折り曲げるだけ

のもの、の 3種類がある。前 2者 はb類、後者はかえりをもたない点で C類とした。ただし、前 2者のうち、

体部の屈曲を利用して擬似的なかえりを作り出すものは、独立したかえりを作る意識に乏しいという点で b'

類として区別した。一丁田窯の蓋は、このような擬似的なかえりをもつものがほとんどであり、簡略化の傾向

性からみれば、かえりの最終段階にあると言えよう。東城寺寄居前窯の蓋は、かえりが完全に消滅しており、

すべて端部を折り曲げるC類に属するものである。

さて、このように分類したとき、口縁部付近の体部屈曲化とかえりの省略化にはある程度の相関関係が認め

られ、ここから辿れる窯の前後関係は、以下のように考えることができる。

1.体部が直線的に延びるa類から屈曲するb類へと主流が移る [栗山→永井寄居・一丁田]。

a類

1

5

=≦≧≧≧≦重L≡≧≡全Ⅲ、 6

b/類 C類

~12

~13

|～ 6 栗山窯

7  永井寄井窯

8～ 12 -丁日窯

13  東城寺寄井前窯

3

8 9

―   r -10

― -411

9     1PCm

第18図 新治窯跡群における蓋の変遷
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2.独立したかえりをもつ b類から擬似的なb'類へと簡略化され [栗山→一丁田]、

最終的にかえりは消滅し、端部を折り曲げるC類に統一される [一丁田→東城寺寄居前]。

なお、永井寄居窯跡と一丁田窯跡の前後関係は、資料の制約上決し難い。永井寄居窯跡の蓋が20cm近 い大

口径であることを重視するならば、小口径化している一丁田窯よりも先行する可能性がある、という程度であ

る。郭を含め僅か 3点 しか資料のない現段階では、永井寄居窯と一丁田窯を、ほぼ同じ段階に属するものと考

えておくのが無難であろう。

以上、郭と蓋の検討において、新治窯跡群の比較的古い段階の窯は、栗山窯が最も先行するものであり、次

いで永井寄居窯 。一丁田窯、そして東城寺寄居前窯が続くという関係が明らかとなったものと思われる。

3.帰属年代

栗山窯の帰属年代の判定は、先の前後関係をもとにして、他地域の須恵器編年との併行関係を確認すること

から行うことにしたい。まず、参考となる資料に成田ニュータウンLoc14(中台)遺跡12号住居跡出土の上器

群が挙げられる (第19図 )。 胎土に雲母を含む新治産かと思われる須恵器の蓋が、内面に暗文のつく畿内産土

師器郭を伴って出土しているのである。この蓋は、体部の屈曲と粘上の摘み上げによって擬似的なかえりを作

り出しているものであり、円環状のつまみの形態とも併せて一丁田窯の蓋に近似している。伴出した畿内産の

土師器郭は、平城 Iに該当するもので、実年代は710年前後とされている。また、同じく伴出した須恵器の高

台郭は、底部の突出した形態から湖西窯跡群のⅣ期第 1小期から第 2小期に相当するものと考えられる。その

年代は8世紀第 1四半期頃とされており、先の畿内産土師器郭の年代ともほぼ合致するものである。これらか

ら、擬似的なかえりが付く蓋は8世紀第 1四半期に該当するものと考えられ、一丁田窯の帰属年代もほぼこれ

に相当する時期と見倣される。なお、かえりの付いた蓋の消滅、あるいは端部を折り曲げた蓋との混在時期を、

栗山窯

0          10 cm

―

第19図 栗山窯の年代的位置付け (参考図)

成田ニュータウン
LOC14遺跡

12号住居跡
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7世紀末から8世紀初頭に充てる全国的な趨勢からすれば、一丁田窯は8世紀第 1四半期でも比較的早い段階

に位置付けられる可能性がある。仮に一丁田窯を8世紀第 1四半期の古い段階に固定するならば、これに先行

する栗山窯は、これを下限年代として 7世紀代に帰属させることができるであろう。

問題となるのは、栗山窯と一丁田窯の間の時間差をどの程度見込めばよいかということである。栗山窯で主

体的な郭は、一丁田窯に対して一回り大きく、底部調整は回転ヘラ削りを主体としたものであった。蓋の様相

も直線的な体部にしっかりとしたかえりが付いたものであり、これらの点に関しては両者に大きな懸隔を感じ

ざるを得ない。しかし、一丁田窯の郭には栗山窯に近似した法量と形態をもった郭 (第 17図 の工)があり、 1

点だけではあるが、栗山窯の郭に特徴的な口縁部に沈線ないし段状の窪みが付く郭も確認されている (第17図

の 9)。 数の上では僅かではあるがこの郭の存在から、四半世紀を挿む程の時間差は考え難いものと思われる。

従って、栗山窯を一丁田窯の直前の段階に充て、 7世紀第 4四半期に見立てておくことにしたい。

ただし、先に触れた法量差やかえりの作りなどの点において、一丁田窯との間の懸隔性を考慮するならば、 7

世紀第 4四半期でもやや古い段階に属する可能性があるといえよう。

なお、栗山窯の郭の口縁部に付けられた沈線は、畿内の上師器郭に特徴的にみられるものであるが、須恵器

では湖西窯跡群の他、東海地方に類例が求められる。湖西編年において、栗山窯のような平底化した郭は、第

皿期第 3小期後半に認められ、実年代は681か ら701年に充てられている。この段階は、かえりの付いた蓋の最

後の段階とされているが、偏平な宝珠形のつまみやシャープなかえりの様相は栗山窯の蓋の雰囲気とも類似す

るものであり、概ねこの段階に対応させることが可能である。同じく飛鳥 。平城の編年では飛鳥Ⅲ期新から飛

鳥Ⅳ期にかけて、陶邑編年ではⅢ形式第 2か ら第 3段階にかけての頃に、比較的類似したかえり付きの蓋の例

をみることができる。蓋の形態のみをもって微妙な新古の判断は困難であるが、およそ 7世紀第 4四半期を栗

山窯の帰属する年代として提示しておきたい。

4.付言

ところで、新治窯跡群において栗山窯に先行する窯の存在は、現在のところ確認されていない。 しかし、土

浦市寺家ノ後A遺跡で胎土に白雲母を含んだ 7世紀中葉頃の長頸瓶が出土しており (小松崎 1990)、 新治窯跡

群の開窯時期はこの頃まで朔る可能性が指摘される。この時期の資料は消費地においても決して数多くみられ

るものではないが、栗山窯の系譜を考える上でも興味深く、窯跡の発見に期待がもたれるところである。また、

こうした消費地における資料は、現段階において、数少ない窯跡の資料を補完するものであり、両者の資料を

視野に入れての検討が必要とされている。近年、消費地からの資料で肉付けした新治窯跡群の編年的研究が進

められつつあり (赤井 1997)、 より広い視野から、再度この栗山窯の位置が確認されることと思われる。
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一付編一

栗山窯出上の須恵器の胎上について

1よ じめ1こ

栗山窯出上の須恵器の胎上には、半透明ないし銀白色の雲母片が特徴的に含まれている。これは栗山窯のみ

ならず、新治産の須恵器の特徴として既に広く認知されているものである。新治窯跡群の位置する筑波山周辺

には白雲母 (Musco� te)を特徴的に含む変成岩類が分布しており、当地の粘土を用いて作られる土器には、

ほぼ必然的にこの白雲母が胎土中に混入することになるのである。白雲母は光沢があり肉眼でも容易に観察さ

れ得るため、須恵器・土師器を問わず、この有無が新治産あるいは常陸南部産の上器の識別指標として使用さ

れてきている。特に、この胎土観察によって新治産と判定された須恵器は、各地の集落遺跡から検出されてお

り、茨城県南部はもとより、県北部から栃木県南東部、千葉県北部など非常に広域な分布が知られている。霞

ケ浦や旧鬼怒川などを利用した水運の便宜を視野におき、この分布域から古代の流通網の復元作業も不可能で

はないものと期待されるのである。

ところで、栗山窯出土の須恵器の整理作業を進める中、胎土中に認められる白雲母の量は均一的ではないこ

とに気付いた。同じ窯体内出上の須恵器の中に、雲母の多く認められるものとそうでないものが混在しており、

中には肉眼では全く雲母の含有が確認できない個体も存在している。器種間において胎上の微妙な違いはある

ものと思われるが、多数出土した郭、蓋など同一器種の中にも白雲母の含有率に大きな差が認められ、また、

同一個体の中でも部分的な不均一さが認められるものさえもある。このことは、白雲母の存在イコール新治産

と見倣してきた従来の見解に反省を迫るものであり、新治産であっても白雲母が確認されない個体があること

の認知を示唆している。

そこで今回は、胎土中の白雲母の様相に焦点を絞り、肉眼観察と顕微鏡観察を行って、こうした差異の要因

を検討することにした。顕微鏡観察にあたっては、筑波大学地球科学系の久田公一氏に基礎資料の作成を依頼

し、雲母の同定と諸般の教示を頂いている。なお、ここでの報告内容や図表類は、久田氏のデーターをもとに

して、報告者が独自に作成したものである。この旨を明記し、あらかじめ責任の所在を切らかにしておく。

1.資料

分析を行った資料は、表 1の観察表にまとめた6点である。いずれも図化し得ない小破片であるが、器種と

相当部位の判明するものである。資料の選定にあたっては、比較的白雲母の見られるものとそうでないものの

両方を含めるように配慮したのみで、特定の器種や部位には固執していない。ただし、中に 1点、還元焔焼成

の色調を呈する土師器甕の資料を加え (資料 6)、 須恵器との対照とすることにした。

2.方法

まず、資料の色調や焼成具合、白雲母の量を含めた胎上の様子などの観察を、肉眼によって行う。これは、

発掘調査報告書に一般的にみられる土器観察表と同じ形式で記録を行うものである。次に、各資料から0.03m

m程度の厚さの薄片を採取し、偏光顕微鏡によって胎土中の鉱物同定を行う。今回は白雲母の確認に焦点を絞

り、 2× 2cmの面積中で光学的に確認できる白雲母のすべての大きさを測定し、数量を記録する。 これらの

結果を踏まえ、資料の色調や焼成と確認され得た白雲母の量との間に、何らかの相関関係が認められるかどう
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か考察することにする。

3.観察結果

a。 肉眼観察

肉眼による観察結果は、表 1に示しておいた。「雲母」と表記したものは、半透明ないし銀白色の光沢のあ

るもので、紙のように薄く剥離する鉱物を指している。これは針のような尖ったもので押さえると、へき開面

で容易に剥離する性質があり、他の光沢をもった鉱物とは簡単に分別ができる。表 1の胎土の項目に表記 した

とおり、資料 1・ 2・ 6で は雲母を多量に確認できるのに対して、資料 3～ 5はそれが全く認められないか、あ

るいは微量に認められる程度であった。雲母の量において両資料群の間には、明らかな差異が存在しているの

である。一方、資料の色調や焼成状態についての観察からは、第20図 に示したような相対差を導くことができ

る。第20図は、肉眼的に観察した各資料の色調と焼成の状態を、相対的な距離として表したものである。厳密

な数量比に基づいて作成したものではないが、軟質で酸化焔焼成に近い褐色の須恵器と、その対極にある堅く

焼き締まった青灰色の須恵器をそれぞれ両極にとることで、各資料の相対的な位置関係をその中に示すことが

できる。これによって、雲母が多量に確認された資料 1・ 2・ 6は、酸化焔焼成に近い色調と軟質な焼き上がり

を呈する一群であり、逆に雲母のみられなかった資料 3～ 5は、還元焔で堅く焼き締まった一群であることが

明瞭となる。このことから、雲母の量の多寡は焼成の状態と相関関係にあり、焼き上がりの良いものほど雲母

の量が減少するという傾向が指摘されるのである。

b.顕微鏡観察

各資料には、石英、斜長石、カリ長石、電気石、角閃石、ジルコンなど、光学的に同定できる鉱物が含まれ

ていたが、白雲母に限定してその数量と大きさを測定した。結果は、第21図 に示したとおりである。なお、白

表 1 分析資料観察表 (肉眼観察による)

No 出土地点 器種・部位 焼成 色調 (外 。内面) 胎土 (肉眼観察) 備考

1 窯体内 邪・底部
不良

軟質

Hue7.5YR 7/41こぶい橙

Hue7.5YR 8/4浅黄橙

l alllの 長石 。石英粒を

中量、雲母多量

底部に回転ヘラ

肖Wり

窯体内 堺 。□縁部
不良

軟質

Hue10YR 6/2灰黄褐

Hue25Y 7/2灰黄

1 4unの長石・石英粒を

微量、雲母多量

口縁内面に浅い

沈線

窯体内 甕・体部 堅 緻

Hue N 5/0灰

Hue10YR 4/1暗赤灰

l Dulの長石 。石英粒を

多量、雲母なし

内面同心円叩き

外面に自然釉

灰原下層 蓋・体部中位 良好

Hue N 6/0灰 白

Hue N 6/0灰 白

l Eull以下の長石・石英

粒を微量、雲母微量

体部上位に回転

ヘラ肖1り

灰原上層 邪・体部下位 良好

Hue N 5/0灰

Hue N 5/0灰

l allの長石・石英粒を

多量、雲母なし

全面に回転ナデ

調整

灰原下層
甕 。日縁部

(土師器型)

不良

Hue7.5YR 6/2灰黄

Hue25Y 7/2灰黄

1 4ulの長石・石英粒を

非常に多量、雲母多量

小さくつまみ上

げる端部をもつ
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雲母は板状ないし薄片状であるため、採取した薄片中では鉱

物の方向によって観察される形が異なっている。肉眼観察で

確認できた大きさよりも、かなり刺ヽさな粒子となっているこ

とを理解されたい。

第21図は、横軸に白雲母の最大幅、縦軸に個数を表現した

グラフである。白雲母の厚さについてはその平均値を余白に

示して参考とした。グラフを一見して分かるように、白雲母

の数量は右側に並べたグラフと左側のそれでは大きな違いが

認められる。左側に並べたものは、資料 1・ 2・ 6で、肉眼観

察でも多量の白雲母を確認 し得た資料である。一方、右側の

幅 (m)

幅 (皿 )

第21図 雲母の最大幅と含有個数の比較

不良

(軟質)

第20図 各資料の色調と焼成の相対距離

幅 (m)

資料 5

不  灰 色 焼 成良好

雲母 の平均厚 :0 017mm

色調

青灰

灰色

灰白色

●
● 5

●4 .

不  にぶ い糧  焼成 不良
雲母 の平均厚 :0 014mm 蓋  灰 白色 焼成 良好

雲母 の平均厚 :0 02omm

郷  灰貰 褐 色  焼成 不 良

嬰母 の平均厚 :00S9輌 m

資料 3

箋 。暗赤 灰色 焼成 堅撤

雲母の平均 厚 :0034輌 m

甕 灰黄色 燒成不良

雲母の平均厚 :0017m酎
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資料 3～ 5は、僅か数個の白雲母が確認されたのみで、肉眼ではその存在がほとんど確認できなかったもので

ある。資料 4は僅かながら白雲母が確認されているものの、資料 3と 5については、おそらく白雲母であった

と思われるような形態的特徴を残している鉱物が確認されたのみであり、完全な白雲母は認められていない。

当初は白雲母であったものが分解し、別の特性をもった鉱物に変化したものか、あるいはその途上にあるもの

と考えられる。こうした数量比較の点について言うならば、肉眼観察も顕微鏡観察もほぼ同じ結果を得たこと

になるのである。

白雲母の大きさについては、資料 とと2によってその範囲をおよそ知ることができる。資料 1は 0.10mm以

下の微細な白雲母が突出して多く確認されているが、資料 2で は0.30mm程度までまんべんなく認められてい

る。資料 2は、白雲母の平均厚でも資料 1よ り大きな傾向にあり、微細なレベルでの違いがある。この差異の

要因は、現段階では明らかでなく、薄片中に含み込んだ雲母の方向など偶然による可能性も否定はできない。

資料 1と 2で は色調が異なっているため、焼成時の酸素結合の度合いが関係しているのかもしれないが、今回

は比較資料が少ないこともあり、あえて結論を下す必要はないと思われる。ここでは肉眼では確認し得ない微

細な白雲母が比較的多く認められることと、逆に資料 3、 4、 5のような数量自体が僅かなものでは、小さな

白雲母さえもほとんど認められないことを確認しておけばよいであろう。

4.結論

今回分析した資料は、第20図に示したように、焼成の良いものと悪いものに 2分され、白雲母は焼成の悪い

ものに多く確認された。これは肉眼観察も顕微鏡下の観察でもほぼ同じ結果が得られている。特に白雲母の僅

かなものは、肉眼で見えないだけではなく、微細な粒子自体も僅かにしか存在していないことが明らかとなっ

た。従って、白雲母の含有量と須恵器の焼成状態との間には、ある程度相関関係が認められるものと判断され

る。

また、堅く焼き締まった資料 3・ 5な どでは、当初白雲母であったものが分解している可能性が指摘され、

もともと白雲母が含有されていなかったとは言い切れない状態であった。高温の焼成によって失われてしまっ

た可能性が考えられる。逆に、低温で軟質に焼成された資料 1・ 2・ 6に白雲母が多く認められたことは、これ

を積極的に裏付けるものとも受け取れよう。よって、胎土中の自雲母は、焼成温度の低いものほど多く残存し、

高いものほど分解してしまうという傾向が想定され、その蓋然性は高いものと判断される。

そもそも白雲母は比較的水分を多く含んだ鉱物であり、平衡状態ではカリ長石 (K―felsper)と コランダム

(Corundum)、 水 (H20)な どにに分解する。 ドミトリーエフらの実験によれば、白雲母は450～650℃ で構造

水の放出を起こし、850～900℃で格子崩壊を起こすという (Д MИ TpИ eB 1983)。 また、デルター (Doelter)

の行った実験では1230～1270℃の融点が測定されている (原田 1957)。 ただし、須恵器焼成における窯体内の

圧力や個々の須恵器が受ける熱などは、窯体内の各部分で一定でないことと思われ、また胎土中に包含される

他の鉱物との接触によってもこのような分解の進む度合いが異なるものと推測される。平衡状態の保たれない

不安定な窯体内の環境に、この温度を単純に当てはめて考えることは必ずしも適切ではない。あくまで一つの

目安に留めるべきであろう。ここで強いて推測するならば、白雲母の僅かな資料は、一般に1000℃以上と言わ

れる須恵器の焼成温度に近い高温度の被熱環境に置かれた須恵器であり、自雲母が多量にみられる資料は、同

じ窯体内でもより熱効率の悪い環境に置かれた須恵器であったと言えるであろう。 ともかく、今回は顕微鏡

下で白雲母の状態を調べたことに留まるものであり、須恵器焼成における白雲母の分解温度を確定する為には、

今後焼成実験等を行ってゆく必要があるであろう。新治産と言われる須恵器の白雲母含有量には個体差があり、
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これを焼成温度との関係で考えようとする一視点を提示したことに、今回の試みの意義が認められるものと考

えている。いずれにせよ、これまで白雲母の存在が新治産須恵器の指標とされてきたが、たとえその含有が認

められなくとも新治産の可能性を否定できるものではないということを、あらためて認識しなければならない。

須恵器の産地推定をするにあたつては、胎上の特徴に注目するばかりでなく、形態的特徴や製作技法などを踏

まえて、慎重に検討されることが望まれるのである。
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第 5節 調査のまとめ

今回の上浦市営今泉霊園拡張工事事業地内では栗山窯が発掘調査され、土浦市内では初めての古代の須恵器

窯跡の調査となった。新治須恵器窯跡群の中でも実際発掘調査が実施されたものは少なく、現在のところ高井

悌二郎が中心となって進められた小野窯と一丁田窯のみである。新治須恵器窯跡群は、従来から関東東部地域

における須恵器生産の一大産地と考えられているわりには、その実態がつかめていないのが実情である。

栗山窯の調査結果は、窯体 1基 と灰原 1ケ 所が確認された。窯跡は台地斜面をトンネル状に割り貫いた地下

式の害窯と考えられ、煙道部と焚口部分が壊されていた。灰原は現状の水田面下に遺物の濃密な散布状況とし

て存在した。

遺物は窯体と灰原の両方から出土 している。窯体内火床部には褐色土層とその下に灰オリーブ色粘砂土層が

存在 し、焼台として再利用された遺物も存在することから、最低限 2段階の操業過程が想定される。これらの

操業過程の可能性を補完するものとして、灰原の遺物出土状況があげられる。窯体の延長線上の低地部分に遺

物が上層と下層の大きく2層に密集 して出土 した。上層出上の遺物と下層出土の遺物の比較において、明瞭な

差異は確認されず、時期差を示すものではないと考えられる。

本窯体及び灰原から出土した遺物は須恵器郭が最も多く、次いで蓋が出土 している。郭は概ね 3法量の大き

さに分けら、大多数は15,5～ 17.5cmの ものである。特徴としては日縁部の内側に一条の沈線が巡るものが 6割

近 く存在し、この特徴が他地域との関連を推測しするための手段となるかも知れない。底部調整については7

割が回転箆削りであった。

蓋は口径は15.5～ 18cmの ものが多くを占め、郭の法量と付合した状況が見 られた。出上 した蓋の日縁部す

べてにかえりが付き、つまみの形状は宝珠形もしくは、中央部分が突出するボタン状を呈する。

この他、高台郭 。高郭・甕 。円面硯などが出上している。遺物はその特徴から7世紀末葉のものと考えられ

る。本窯跡は現在のところ、新治窯跡群の中でも最も古い時期の須恵器窯跡といえる。

一般的に新治産須恵器の特徴として、胎土中にに銀雲母が多く含まれることが特徴として取りざたされてき

た。しかしながら栗山窯跡出土須恵器の観察結果では、雲母が目立たないものも含まれていること力洋1明 した。

先の特徴は一面的なものであり新治産須恵器のすべてに当てはまらないことが明らかとなった。この雲母が日

立つか目立たないかは、焼成時の温度などが関連しているようである。

また注目すべきは、市内の永国町に所在する寺家ノ後遺跡では、栗山窯跡出土遺物の年代よりさかのぼる在

地産須恵器が終末期古墳から出上 している。これは長頚壼で胎土の状況から新治窯跡群内で生産されたものと

考えられている。このような資料の存在は、栗山窯跡よりも古い創業年代の窯跡が存在することを想起さ、生

産地ではなく消費地出土の遺物についても関連付けて検討する余地があろう。
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PL2

基本層序 旧石器時代遺物出土状況

第 2号住居跡

第 3号住居跡

同違物出土状況 第 4号住居跡



PL3

第 5号住居跡 第 6号住居跡

第 7号住居跡 第 8号住居跡

第 9号住居跡 第+0号住居跡

同違物出土状況 第11号住居跡



PL4

第12号住居跡 第13号住居跡

同炭化物出土状況 第14号住居跡出土遺物

第15号住居跡

第16号住居跡 第17号住居跡



PL5

第19号住居跡第18号住居跡

同違物出土状況 第20号住居跡

第21号住居跡 第22.33.34号 住居跡

第22号住居跡、違物出土状況 第23号住居跡



PL6

第26号住居跡

第24号住居跡 同遺物出土状況

第27号住居跡 同炉石出土状況

第29号住居跡第28号住居跡



PL7

第30号住居跡 同カマド遺物出土状況

第33号住居跡

ざ

第31号住居跡

第35号住居跡 同カマ ド遺物出土状況

第36号住居跡 同カマ ド遺物出土状況



PL8

第37号住居跡

同カマ ド遺物出土状況

第38号住居跡

第39号住居跡

同違物出土状況 同遺物出土状況

第 2号土坑違物出土状況 第 3号土坑土層堆積状況



PL9

第 5号土坑 第 7号土坑

第 9号土坑 第11号土坑

同土層堆積状況

―
―
―
＝
Ｌ
巨
Ｌ
Ｅ
■
■
■
ｒ

第17号土坑

第21号土坑 同違物出土状況



P L 10

第44号土坑

第37.38号土坑

第45号土坑

第27号土坑 第31号土坑

第50号土坑



P L ll

第62号土坑 (火葬墓 )

幹

fF孝轟|

ギ薪
｀

Pr‐ ド
IⅢ卜 す

ャr、                       ||

第 1号溝

第 5号溝

第 1号掘立柱建物跡

11鍵

同柱痕検出状況 同柱痕



P L 12

第 2号掘立柱建物跡根石検出状況

簿

| ―   | | ■ ●lil ―|｀ |■ |

第 3＼ 4号掘立柱建物跡

．ｉ鞘
ト

同瓦塔 ・瓦堂出土状況

粘土採掘坑土層堆積状況 同違物出土状況

第 十号古墳 同主体部



P L 13

同 主体部第 2号古墳

第 3号古墳 同 粘土出土状況

南西埋没谷調査状況 北西埋没谷調査状況

根鹿北違跡低湿地部分土層堆積状況 旧石器時代出土遺物



P L 14

2-9

3-1

2-2

3-2

5-3

5-4

6-1

4、 5、 6号住居跡出土違物

2-13

5-1

第 1＼ 2、 3、

6-2



P L 15

6-5

8-I

7-1

8-2

10-十

10号住居跡出土違物



P L 16

10-5

|十 -8

|十 -2

13-3

10-2

|十 -7

第十O、 ||、 13号住居跡出土遺物



P L 17

13-4 13-7

16-|

19-十

18、 19号住居跡出土遺物

14-2

18-12

第 13、  14、  16、



P L 18

19-2

19-6

21-4

22--3

22--1

第 19、 21、 22号住居跡出土違物



P L 19

24-― I

28-― |

24、 25、 27、 28号住居跡出土遺物

24-3

25-… 2

27-― |

第23＼



P L 20

30--3

29--1

29-3

30--1

31-2 31-4 30--2

31--12
31--10 3十 -9

31-1 31-6

第29、 30、 31号住居跡出土違物



P L 21

33-― 十 33--2

32--2

33-12

35--4

35号住居跡出土遺物

33--4

33-10
34--2

35--2

35--6

舅弓32、  33、  34、



P L 22

35-10

35--7

35-12

36-8 36-7

36--2

第35(36号住居跡出土違物



P L 23

36--6

36--3

36-10

36--5

36-Iイ

37--637--2

第36、 37号住居跡出土遺物



P L 24

37-8

39--7

39--2

39--5

』

３９
．

‐４

39--1

第37、 39号住居跡出土違物



P L 25

3-4

3-6

3-12

々
一一

・２
４

3-8

4-3

第 2、 3、 4、 5土坑出土遺物

―■■・工I.k

5-2



P L 26

イ1-1

II-2

1十 -6

I十 -4

イI-7

1十 -8

イ十-18

第 11号土坑 出土違物

11-9



P L 27

I十 -10

I十 一千7

II-15

II-19

||-16

55

第 11、 24、 55、 62号土坑出土違物

24

62



P L 28

15

19 底音[

17 ヘラ書き「本」

粘土採 掘坑 出土 遺 物



南西埋没谷 10 南西埋没谷 9

遺構外縄文土器 I

北西埋没谷、南西埋没谷、違構外出土遺物

北西埋没谷 7

北西埋没谷 5

南西埋没谷 4

南西埋没谷 3

南西埋没谷 6

P L 29

北西埋没谷 5

７

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一一

南西埋没谷20
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第 2号掘立柱建物跡出土瓦堂

第 2号掘立柱建物跡出土瓦塔

域 ごゎ

第 2号掘立柱建物跡

同 (裏 )

17

闇
27

白

同 (裏 )

第 2号掘立柱建物跡 ・南西埋没谷出土瓦塔、瓦堂

南西埋没谷 (表 )
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鮎 36

第 1～ 20号住居跡出土弥生土器第 2号掘立柱建物跡等出土壁土

第21～ 26号住居跡出土弥生土器

ilに
土製品(1)

0●|と010
sI-4-2                 1■ |

0101鱒鬱
『

●
】

奪

ＳＫ
・
４４

鱗

亀罐∫∞

土製品(2)その他 第 十～10号住居跡出土石器

SI-2■2+||||| 1辞 |く浄10i

第16～37号住居跡出土石器 第 2.629号住居跡出土石器 ・石製品



土坑・違構外出土石器

鉄製品、その他

P L 32

違構外出土縄文土器(2)

斡 金―鐙

住居跡 ・遺構外出土石器

違構外出土縄文土器(1)

島 オ4

蔭 25 ζ罐∞瞼。Ⅷ l

遺構外出土縄文土器(3)

笛韻7.飴!

違構外出土縄文土器(5)

に追

誠

虻

〕

鯵

一蝉

ｔ

ｉ・３‐．‐

遺構外出土縄文土器(4)

1鯉;



P L 33

世
ｉ
エ

穐
第29号坑

第39号住跡12墨痕

第32号住居跡 2

粘土採掘坑10

第38号住居跡 2

第39号住居跡 12 南西埋没谷 3

南西埋没谷 4 第37号住居跡 2

根 鹿 北遺跡 出土 墨 書土 器





PLl

栗山窯が所在する谷 根鹿北遺跡から栗山窯をのぞむ

発掘調査前 窯体完掘状況

窯体内違物出土状況 窯体内土層堆積状況

同土層堆積状況 同土層堆積状況



PL2

灰原完掘状況 灰原完掘状況

灰原土層堆積状況 灰原遺物出土状況

調査風景 調査風景

lTk郭



PL3

灰原49

灰原出土高台邦

蓋 (裏側 )

郭

黒体39

¢

呻

窯体40

灰原70

鰻―鶴 飲に

建
灰原71

高郭 土製品
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ふ
所

な
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］
在

ふ
所

コ ー ド
緯レ

し
■
引 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

ねじかきたいせき

根鹿北遺跡

つちうらしおお

土 浦 市 大

あざいまいずみ

字 今 泉

08-208 C-48
度

分

秒

６

　

８

　

９

３

　

　

　

３

度

分

秒

０

　

０

　

０

４

　

１

　

５

19950510

19951107

約9,000だ 市営霊園拡

張造成工事事

業による

くりやまかまあと

栗 山 窯 跡

つちうらしおお

土 浦 市 大

あざいまいずみ

字 今 泉

08-208 C-79
度

分

秒

６

　

８

　

９

３

　

　

　

３

140B圭

10うⅢ

47々少

19960428

19960510

約90Hf 市営霊園拡

張造成工事事

業による

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

根鹿北遺跡 集落跡 弥生時代

古墳時代

平安時代

竪穴住居跡 23軒

竪穴住居跡  1軒

古墳 3基

竪穴住居跡  10軒

掘立柱建物跡 4棟

粘土採掘坑 1ケ所

土坑22基

弥生時代後期後半の土

器

土製紡錘車・石器

土師器・鉄製品

土師器

土師器・須恵器・瓦搭・

瓦堂

墨書土器・鉄鉢形土器・

鉄製品

土製カマド

台地上に28肝の竪穴住居跡が確認され

た。

住居内からは炭化物・焼上が出土。

終末期の方墳2基・主体部のみ1基

台地上に平安時代の竪穴住居跡は11軒

確認された。尾根上に4棟からなる掘立

柱建物跡群が存在し、北側の溝から瓦搭・

瓦堂が出土した。近辺の埋没谷から燈明

専用の土師器小皿や「佛」と墨書された

鉄鉢形土器が出上している。

栗 山 窯 跡 窯跡 奈良時代 窯跡と灰原 須恵器

(蓋・郭・高台郭・高

郭・円面硯など)

須恵器窯跡が台地斜面に1基確認され

た。7世紀末の遺物が出土している。蓋

は返りが明瞭に存する。


